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3.北 東 イ ン ドの部 族



"The Map of Arunachal Pradesh
, Assam。 Manipur, Meghalaya,

Mizoram, Nagaland and Tripura"(Gover:nment of lndia 1981>

お よび`'Swidden Cultivation in Asia, vol.31'[SAcHcHrDANANDA

1985:2]に もとつ い て作 成 。

図6 ア ル ナチ ャル にお け る民 族 の 分布

        駈



北東インド諸民族の基礎資料

モ ンパ(Monpa, Mompa>

Sen, D. K。1971``Annexure to the Tribal Map of India"Anthropological Survey of India,

Culcutta・ よ り 作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈131位 置 〉モンパ(Monpa)族 は ブータン(Bhutan)の 東 に 隣 接 した アルナ

チャル ・フ。ラデ ィシュ(Arunachal Pradesh)の,西 カメン ・ディス トリク ト(West

Kameng District)に 居住 する。 〈144人 種 的類縁性 〉人種的にはチベ ッ ト・モ ン

ゴロイ ド系である。 〈618 ク ラ ン〉モンパ族は3つ の氏族 に 分 類 さ れ る。 タ ワ ン

(Tawang)に は 北 モ ンパ(North Monpa),デ ィ ラ ン(Dirang)に は 中央 モ ンパ

(Central Monpa)・ 西 カメン(Wcst Kameng)の カ ラクタン(Kalaktang)に は 南モ

ンパ(South Monpa)が 住 む。 中央モ ンパ は,デ ィラン ・モ ンパ(Dirang Monpa),

リシ ・モ ンパ(Lish Monpa),パ ン チェン ・モンパ(Panchen Monpa)に 分 けるこ

とがで きる。 モンパは多分ブータ ンを経 由 して,北 方 か ら移住 して きた と 思 わ れ る

[SEN 1986:26]。 北 モンパ と中央 モ ンパは,服 装 は同 じで,言 語は方言関係 にある

と考 えられ る[FtiRER-HAIMENDoRF 1982a:148]。

 〈342住 宅 〉住居 は石造 りで,材 木を用いて いる。隣…接 したダ フラ(Dafla, Nishi),

アパ ・タニ(Apa Tani),ア デ ィ(Adi, Abor)が 粗 末 なタケづ くりの家 に住 むの とは

対照的に,モ ンパの家は上等で あ る。 カメ ン・デ ィス トリク トでは,モ ンパ の家屋 は
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高度 によって変 化 して いる。比較 的低地の カラクタ ン地区に おいては,木 造 りの大 き

な家をつ くる。 デ ィラン地区では,石 造 りの家で ある。 タワ ン地区の標高は,1,800

メー トルか ら3,600メ ー トル ほどである。 ここで は石造 りの家で,材 木は内装に用い

られるだ けであ る。 〈346 宗 教用,教 育用建造物 〉デ ィラ ン ・ゾン(城 塞)は モ ン

パの村 のなかで も最 も古いものである。 そ して多 くのゴ ンパ(僧 院)が ある[FﾚRER-

HAIMENDORF 1982a:149-150]。

 〈19言 語 〉言語 はチベ ッ ト・ビルマ語族 といわれているが,長 野 はモ ンパの言語

が直接チベ ッ ト語 と対応関係 はな く,チ ベ ッ ト語の方言 とは認 めに くいと述べ ている。

数の数え方は,20進 法 で,ブ ータ ンのゾ ンカ語 や ロロ ・ビルマ語 との関連を考慮 すべ

きで あると指摘 して いる[長 野 1982:.,]。

 〈77 宗 教 的信仰 〉宗教はチベ ッ ト仏教であ る。 しか しボ ン教の信者 も多い。 モ ン

パのチベ ッ ト仏教は,ブ ータ ンか らの影響が大 きい といわれて いる。 タワ ンは11世 紀

に,仏 教の影 響下に入 った。これはブータ ンの ブムタン(Bumthang)か らの僧侶によ

って もた らされた もので,こ の時以来,カ ギュ派の一派の ドゥル ク派 となった。第5

世 ダ ライ ・ラマ(1617-1682)の 時代 に ロ ドレ ・ラマ,通 称メ ラ ・ラマが ゲル ック派

をタ ワンにもた らした。 その結果タ ワンに ゲル ック派の僧院が 創立 された[FURER-

1-HIMEND ORF l982a:165-166]。 〈764葬 式 〉葬制は,遺 体を108つ に切 りきざん

で川に流す水葬,そ れに火葬,風 葬,土 葬が おこなわれている[SEN l986:27]。

 〈24農 業 〉農業は,モ ンパ の経済の基幹 をな して いる。農作 物は,近 隣部族や チ

ベ ッ トとの交易 に用 いられる。食物 は大抵の村 では 自給 されている。 ディランでは,

トウモ ロコシ,ア ワ,オ オムギ,コ ムギが,灌 瀧 された畑で栽培 されている。高所では,

オ オムギ,コ ムギ,ジ ャガ イモ,ダ イズの栽培 もお こなわれて いる。モンパ社 会全域

で鉄の付 いた摯を ミタ ン牛 とイン ド牛の 間に生れた ウシに引かせて農耕 をおこな って

いる。モ ンパ の 中には,焼 畑 も見 られ る[FURER-HAIMEND ORF l982a:149-150]。

 〈23 家 畜 飼養 〉家畜は,チ ラン,カ ラクタ ンでは ミタ ン牛や ウシを飼育 している。

ミタ ン牛 はバ ングニか ら連れて くる。 ミタ ン牛 は,普 通牛 との混血に用い られ,ブ ー

タ ンとの交易が さかんで ある。 ミタ ン牛 と普通 ウシの雄の混血 をジャツア,雌 を ジャ

ッア ミと呼んで いる。3,000メ ー トル以上で は,ヤ クが飼育 されている。 ディラン地

方では,牧 童 をや とつて,4,5か 月 ヤクを放牧 する。牧童 には200ル ピーまたは300ル

ピーない しは60キ ログラムの もみ(籾)が 支払われ る[FURER-HAIMENDoRF l982a:

155-156]。 モ ンパが他の アルナチ ャルの民族 と大いに違 っているのは,モ ンパ は ミル

クをそのまま飲用する ことで ある[SEN l986:26-27]。
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 〈66 政 治 的行動〉社会制度と しては,モ ンパの首長は ツォンブラ(tsonbla)と 呼

ばれる。 ッォンブ ラは仏教儀礼 を行 なう。 ツォンブ ラは地方長官であ るゾ ンペ ンの支

配下にあ る。〈56社 会成層 〉モ ンパの村には社 会階層があ る。上位 の者 は下位の者

が用いた器では,水 を飲 まない。モ ンパはモ ンパ以外の者 とは婚姻 を しない。 しか し

ブータ ン人 とチベ ッ ト入 は外部 の者 とは見なされていない。 〈59家 族 〉家族関係は,

核 家族 を基本 とする。 〈58婚 姻 〉一人 の女性 と兄弟の男性 の一妻多夫婚 も見 られる。

婚資は男 性か ら通常は0頭 の ウマまたはヤクであ る。男性 が貧 しくて婚資が支 払えな

い場合は,そ の子が母 の実家にたい して,婚 資を支払 わね ばならない。チベ ッ ト人 の

社会で見 られ るように,一 人娘 と結婚 した男性は,女 性の家に入 り婿(makubaマ ク

バ)と なることがある[FURER-HAIMENDORF l982a:157-162]。

 〈101 ア イ デ ンティフ ィケーション〉 周辺部族 との関係を見れば,ブ ータ ンの東

部 メ ラ ・サ クテン谷 には,ダ クパ,ダ ップまたはブロ ックパ とよばれる部族が いる。

栗 田がブータンで現認 した ところでは,こ の部族 は,四 本のたれの付いた特徴的 なべ

レー帽をかぶ ってお り,皮 の貫頭衣 を着用 して いる。エル ウィン(Elwin)の モ ンパを

紹介 した写真には,こ の特徴的なベレー帽をかぶ ったモ ンパの写真が紹介 されて いる

ことか ら,ブ ータ ンで ブロックパ とよばれる人 びとは,モ ンパない しはモ ンパの0支

族 と考え られ る[ELWIN 1959b:192]。 モ ンパは 自らを ブータ ン人よ りも0段 上 に

あると位 置づ けて いるとい う[Pradip Dasに よ る]。

                                 (栗 田靖之)
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ア カ(Aka),フ ル ソ ー(Hrusso)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of lndia"Anthropological Survey of lndia,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈101 ア イ デ ンティフィケー ション〉アカ(Aka)族 は 自称 を フル ソー(Hrusso)

とい い,そ の言葉は,人 間を意味 して いる。彼 らは顔に樹 脂(ヤ ニ)で 化粧す るので,

他 の民族 か ら,そ れを意味す る アカ とい う名前がつけ られたとい う[CHOWDHURY

I983:24]。 加 藤 によれ ば,イ ン ドの主張す る国境線の 北 方 に 住 む お よ そ2,000人

(1982年)の アカ,ダ ブ(ダ フラの ことと思われる),ミ リを中国政府は少数民族 に指

定 して,ロ バ(狢 巴Luppa)の 名 称を与 えて いる[加 藤1987:843-844]。

 〈131位 置 〉居住地 は西 カメン・ディス トリク ト(West Kameng District)の 南部

である。 その居住地は,カ リ・デカ リ(Khari-Dikari)川 の 中流で310平 方 キロメー ト

ル ほどである。 この地にお ける重要 な川は,東 の境界をな して いるボ レリ(Bhorelli)

川 や,ビ チ ョム(Bichom)川,テ ンガパ ニ(Tengapani)川,ケ ヤ ング(Kheyang)

川 で あ る。 〈13 地理 〉西ではダ フラ(Dafla, Nishi)の 一 部族 で ある シェル ドゥク

ペ ン(Sherdukpen)に 接 している。 この シェル ドゥクペ ンは アカと 隣…接 している 北

東部を も支配 している。 北は ミジ(Miji)に,南 は ダ ラン地区に 接 して い る。 アカ

の重要 な 村は,デ ィジュンガニア(Dijungania),ジ ャ ミリ(Jamiri),ブ ラ ガ オ ン
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(Buragaon)で あ る。〈157 パ ー ソナ リティー特性 〉彼 らは,周 辺の部族 から恐怖 と

尊敬の 目で見 られている[CHOWDHURY 1983:24]。

 〈618ク ラ ン〉アカに関するマ ッケ ンジー(Mackenxie)の 記 述 は,か なり初期の

ものである[MACKENZIE l884]。 この記述 の中で,ア カ に はHazari-Khawaと

Kapachorと 言 う2つ の ク ランがあ ると記述 してい る[MAcKENzlE 1884:21]。

 〈628 コ ミュニティ相互 の関係 〉ハイメ ン ドル フ(Fむrer-Haimendorf)は,ボ ン

ディラ(Bomdila)村 で得た情報 として,0世 代前までは,ア カ族 の 村 は バ ン.グ ニ

(B瀟gni)か らの襲撃に脅かされて,バ ングニに隷属 して いた。 また一方 アカは,少 数

の コア(Khoa)や シ ェル ドゥクペ ンの村 に圧力をか けていた[FURER-HAIMENDoRF

l982a:147]。

 〈77宗 教 的信仰 〉彼 らの宗教はアニ ミズ ムである。 しか し最近 はヴ ァイ シュナヴ

ァ(vaishunava)派 の ヒン ドゥー教徒 とな ってお り,と くに ジャミリ(Jamiri)村 や

ブラガオン(Buragaon)村 で は平原 から グルを呼んで 儀礼を 行 なってい る[Pradip

Dasに よ る]。 〈142身 体 諸形質の情報 〉彼 らの容貌 は,荒 あらしい。が っしりとし

た身体 と,近 辺の部族 と比べて色 白な顔色,平 らな鼻,太 い首 を して いる。男性 はお

よそ1.6メ ー トル,女 性 は1.5メ ー トルの身長であ る。男性 は髪の毛 を頭の上でむすび,

女 性は髪の毛 を後で結 んで いる。

 〈19言 語 〉言語は,チ ベ ッ ト・ビル マ語族,北 ア ッサム語群に属 する。<29 服

装 〉彼 らの服装 と装飾品はチベ ッ トか らの影響 が大で ある。身体の まわ りに布を巻 き,

肩 に彩色を ほどこ してい る。女性 は長い ジャケ ッ トを着用 し,頭 には布 を巻 きけて い

る。タケ製 の帽子をかぶ っている。 帽子 の前にはオ ンドリの羽やタケの葉を飾 りに し

ている。男性 はタケ製の耳飾 りを してい る。また男性 はつねに,ダ オ(dao)と よ ばれ

る山刀を腰または肩 からつ るしている。同時に弓矢 を携行 して いる。女 性はいろい ろ

な色の ビーズの首 飾 りを し,銀 製の装飾品を身に付けている。女性 は耳 に大 きな銀製

の耳飾 りを して,首 にも同様 に銀 製の首飾 りを してい る。入墨 は珍 しいことでは ない。

彼 らは経済的に も文化的 にも進歩 しているとは言い難いが,近 隣…の仏教徒か ら大 きな

影響を受けている。 〈34建 造物 〉彼 らは,2メ ー トル ほどの高さの高床式住居 に住

み,そ の住居の 中は小 さな コンパ ー トメ ン トに仕切 られてい る。彼 らの村 は散村 であ

る。

 〈62 コ ミュニテ ィ〉それ ぞれの村 は、特定の個人が支配 してい る。村 は習慣 法に

従 ってもの ごとを決す るガオ ンブ ラ(gaonbura)と 呼 ばれ る村 長の下に村会がある。

かつては奴隷制度があ った。 〈24農 業 〉農耕は焼畑で,主 要 な農産物は,コ メ,ト
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ウモロコシ,ジ ャガイモである。〈23 家畜飼養 〉ブタ,牛 肉を食 している。

 〈58婚 姻〉婚姻においては,交 叉イ トコ婚が好まれる。〈59家 族〉家族は主人,

妻,未 婚の子供,家 内奴隷で構成されている。〈76 死〉死者はその人が生前使用 し

ていた衣類や生活用具,武 器などと共に埋葬される[SEN l986:29-30]。

                                 (栗田靖之)
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シ ェ ル ド ゥ ク ペ ン(Sherdukpen),セ ン ジ ・ ト ン ジ(Senji Tonji)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of lndia,, Anthropological Survey of lndia,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈131位 置 〉 シェル ドゥクペ ン(Sherdukpen)は,西 カ メ ン ・ディス ト リク ト

(West Kameng Distri ct)の 南 部 テンガパ ニ(Tengapani)川 の渓谷 の6つ の 村 に 住

んで いる。 シェル ドゥクペ ンは,ブ ータ ンか ら流れ 出 したボ ンデ ィラ(Bomdila)川

か らそれ ほど遠 くないテ ンガ ・チ ュ(Tenga chu)に 流 れ こむ川に よって つ くられた

渓谷 に集 中 して 住んでいる。 〈19言 語 〉彼 らの 言語 はチベ ッ ト・ビル マ語族 に属

して お り,チ ベ ットとブータ ンか ら,文 化 的にも伝統的に もそ して風俗習慣において

も大 き く影響を受けている。〈77宗 教 的信仰 〉彼 らは仏教徒であ る。<438国 内 交

易 〉彼 らは有能な交易民で 、平原の人々 との交易 と,丘 陵地帯での寒 さを避けるため

に,冬 の間の数 か月は平原に移住 する。 この ように移住 するた めに,農 業には重 きをお

いて いない。〈46労 働 〉彼 らは,機 織 りと銀細工,鍛 冶屋 と して優秀であ る。〈142

身体 諸形質の情報 〉彼 らは色 白で,中 肉中背で ある。入 墨は しない。男性は髪 の毛 を

短 く刈 って,ヤ クの毛でつ くった帽子をかぶってい る。 〈58婚 姻 〉結婚は一夫 一婦

で ある。 〈62 コ ミュニティ〉 ガオ ンブラ(gaonbura)と よ ばれ る村 長 によ って 村

の会議 がおこなわれている。 〈24農 業 〉彼 らは焼畑 と畑作 をお こなって いる。水 田

7,



国立民族学博物館研究報告別冊  9号

に,オ オムギ,コ ムギ,ハ ダ カムギ,ト ウモ ロコシを耕作 している。 そ して最近 は リ

ンゴとジ ャガイモの栽培 を行 なっている[Pradip Dasに よ る]。 〈34建 造 物 〉住居

は石造 りで地面 から10セ ンチメー トルか ら20セ ンチメー トルはなれて建 っている。一

階 はヤギやその他の家畜 のためで あ り,住 民は木の厚 い板でで きた2階 に住んでいる

[SEN  l986:27-28]。

 〈162 人 口構成 〉 シェル ドゥクペ ンを 調査 したハ イメ ンドルフ(F�er-Haimen-

dorf)に よれ ば,シ ェル ドゥクペ ンは,1971年 現在,1,635人 を 越えない 小 さな集団

である。 〈101ア イ デ ンテ ィフ ィケ ーシ ョン〉彼 らの 自称 は センジ トンジ(Senji

Tonji)で あ るが,他 の民族 か らは,シ ェル ドゥクペ ンと呼 ばれ ることを好んでいる。

Senjiは, Shergaon, Rupa(以 前 の名前はRooprai Gaon)と い った彼 らの 部族 の

集落の 名前 から由来 して いる[FURER-HAIMENDoRF 1982a:172-173]。

 〈162人 口構成 〉彼 らはカ ラクタ ン(Kalaktang)と ボ ンデ ィラ(Bomdila)の モ

ンパ(Manpa)と 混 住 して いる。 〈173口 碑 ・伝説 による歴史 〉彼 らの歴史による

と,先 祖はチベ ッ トの王子ゲヤル ング(Geyalung)が 移住 して きて,今 日モ ンパ の村

であ るプ ット(But, Bhut)に 住 みついた。そ してプ ッ ト村では今 日で もその廃虚が見

られ る。歴史によれ ば,ゲ ヤル ングはア ッサムを含む広い地方 を支配 し,穀 物による

税を課 していた。〈565社 会 階級 〉モ ンパ(Monpa)と 同 様,シ ェル ドゥクペ ンもい

ろい ろな社会階層に分 かれてい る。 しか しモ ンパ と同 じよ うにそれ らの社 会階層 間の

区別 は明確ではない。 おおまかにい つて シェル ドゥクペ ンは2つ の社会階層に分れて

いる。 上層階層 は,Tongと い う名前で, Tungdok, Thungshi, Thungo, Thungon,

Khrime, Mosubi, Wangdza, Klengtung,五alnaguruと い うク ランを含んでいる。

Lamaguruの ク ラ ンは, Thungoク ラ ンの男子の子孫で あり,そ の男がチベ ッ トで

勉強 して,Lamaguruと 自 らを呼んだ。上層 階層 におけるクランは内婚制であるが,

Tungdokは, Klengtungと, Thungoは, Lamaguruと 婚 姻で きない。 それは

Lamajuruは,Thungoか ら派生 したか らである。下層 階層 はTsaoと 呼 ばれて おり,

Megedzi, Shindzazi, Dingla, Monodzi, Midzidziの5つ の クランがある。 最近ま

では,上 層 と下層の階層 は,全 く婚姻 しなか ったが,今 日で は,ThongとTsaoの

階 層間の婚姻 も見 られ るようにな った。 しか し,こ のよ うな婚姻は,今 日で も承認 さ

れている訳ではない。ThongとTsaoク ラ ンの個人間には,代 々の結びつ きが見 ら

れ る。Thungdokク ラ ンは, Megadziの 家 族 とある種の特別 な結びつ きが ある。 同

様にKhrimeはDanglaと, MosubiはSindzadziと 結 びつ いてい る。依存 して い

るクランは,そ の相手方の クランに貢 ぎ物 をす る必要 はないが,後 者 のク ランが ある
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種 の仕事を要 求 された時 には,そ れに従がわな ければな らない。 その逆 に,相 手方に

困 りごとが生 じた場合,そ の相手の相談にのる とい う道義 的な義務があ る。 この よう

な,あ る種の クラン間の結びつ きは,結 婚の ときの贈 り物 としての家畜のや りとりに

見 られ る。

 <58婚 姻>Thungdokク ラ ンの女 性の結婚 に際 して は,夫 方か ら贈 られ る ミタ ン

牛 や ヒツジは,Megedziク ラ ンの家族に回され る。 シェル ドゥクペ ンは通常,婚 資を

支払わ ない。 しか し上流階層であれ下層階層であれ,彼 らが動物を屠殺 した ときには,

その頭を母 の兄弟の所に持 って く。 この贈 り物は,ル ー(ru)と 呼 ばれている。 これ

は,母 の実家にたいする不払いを清算す るための もので あ ると考え られてい る。 この

ル ーは,母 が死ん だ後 からは じあられ る。 もし男が狩 りを しない場合には,家 畜 かそ

れ にかわ る価 値のあるものをルーと して贈 らね ばな らない。母の兄弟が死 んだ後 は,

その息子また は孫 にそのル ーが贈 られ る。 この ように して,2つ の家族の結びつ きが

つづ けられる。

 〈77 宗 教 的信仰 〉 シェル ドゥクペ ンは仏教徒で あると考え られている。 ルパ村 に

は,大 きなニ ンマ派(Nyingmapa)の 僧 院(ゴ ンパ)が あ り,こ こでは仏教の法事 が

おこなわれる。 しか し,こ の法事 をとりしきる ラマは,ブ ータ ンから来ている。1980

年 に は,カ メ ン ・デ ィス トリク トの ゴンパ には,シ ェル ドゥクペ ンの ラマ僧はいない。

ワムグ(Wamg)と 呼 ばれる法 事がお こなわれ るときには,デ ィラン(Dirang)か タ

ワン(Tawang)の チ ベッ ト仏教の僧が 呼び寄せ られる。 今 日で は,テ ンジンガオ ン

(Te垣ingaon)の チ ベッ ト難民の ラマがそのような 儀式を おこなっている。 仏教 がも

た らされたの は,比 較的新 しい。 キク(Khik)と 呼 ばれ る儀式 には,土 着の信仰 が色

濃 く見 られ,こ れ らの信仰は,シ ェル ドゥクペ ンの伝統 に深 く根ざ している。 〈76

死 〉キク(Khik)の 主 な儀礼 は,ル パの村 はずれで おこ な わ れ て い る。 キ クサ バ

(Khiksaba)と 呼 ばれ る儀礼は,11月 と12月 の 最後の7日 間にお こなわれる。 キクの

祭 とキクへの供物 を しな ければ,シ ェル ドゥクペ ンは新 しい収穫 と脱穀を開始 しない。

キクサバの儀式を おこな う僧 は,シ ェル ドゥクペ ンで,そ の僧はキクジジ(Khikzizi)

と呼 ばれている。 これ らの僧は,Megadzi, Dinglaの 下 層階層か ら出ている。 ルパ

村 の入 びとは誰が キクジジと して修業すべ きで あるかに は大いに興 味があるが,シ ェ

ル ドゥクペ ンの若者が仏教僧になることには,興 味が ない。 シェル ドゥクペ ンに は

シャーマ ンが居 るが,こ れはモ ンパのユ ミン(yumin)と 同 じ役割で あ る[FURER-

HAIMENDoRF l982a:172-177]。

 〈11参 考 文献 〉アルナチ ャル ・プラデシュのルパ村 における シェル ドゥクペ ンに
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関 す る組織的調 査は,ア デ ィカ リィ(Adhikari)ら に よて,1971年 に行 なわれている

[ADHIKARI et a1・1975]。 以 下は,そ の調査 にもとつ く,ル パ村 の報告 である。

 〈131位 置 〉ルパ(Rupa)村 は,ア ルナチ ャル ・プ ラデ シュのカメ ン ・デ ィス ト

リク ト(Kamcng District)の 地 方政府の所在地で あるボ ンデ ィラ(Bomdila)か ら,

19キ ロ メー トル離 れた と ころにある標高1,400メ ー トル の丘 陵の中腹にあ る。ルパ村

には8つ の部落が含 まれている。〈162人 口構成 〉ルパ村は,典 型的な シェル ドゥク

ペ ンの村である。 ここで は1,144人 の シェル ドゥクペ ンが6つ の大 きな部落 に分 かれ

て住 んで いる。 シェル ドゥクペ ンは,平 原のボ ド(Bodo)グ ル ープに属す るカチャ リ

(Kachari)族 と親密な関係を持ち,社 会的,経 済的な影響を 受けている。か って シェ

ル ドゥクペ ンは,近 接 した カチャ リや コア(Khoa)か ら徴税を行 な って いた。 しか

し現在では,こ のよ うな ことは行 なわれていない。〈132気 候 〉ルパ村周辺は,概 し

て健康 的な土地 で ある。季節は三つに区分 される。10月 か ら2月 まで は冬で,た いへ

ん寒 いが雪は ない。3月 から6月 まで はモ ンスー ン期でたいへん暑 い。摂氏35度 まで

に達す る。7月 か ら9月 まではモ ンス ーン期 で,村 人た ちは農 作業 を行な う。 アデ ィ

カ リの このよ うな記述 に対 して,プ ラデ ィプ ・ダス(Pradip Das)は,モ ンス ーンは

5月 か ら8月 まで で,シ ェル ドゥクペ ンの人々は9月 か ら10月 までを 「春のよ うにた

いへんよい気候」と呼ぶ と話 して くれた[Pradip Dasに よ る]。 〈173 口碑 ・伝説 に

よ る歴史 〉チベ ッ トの王バ ・ス トロングツェン・ゴ ンパ(Ba Strongtsen Gompo)は,

王 妃 べ ・ム ・ツ ァ(Be Mu Za)と そ の子ゲプ ・ロデ ィン ・ドル ジ ・チュ ング(Gepu

Roding Dorjee Chung)と と もに,ラ サ(Lhasa)の デバ ラジャ リ(Devalajari)に

住 んでいた。 王 は,ア ッサ ム(Assam)の 王 の ところに,た いへん美 しい娘がいるこ

とを知 った。 彼は,有 能な 大臣 リグプー ・チ ャン(Rigpu Chhan)を シ ブ サ ガ ル

(Sibsagar)に 送 って,結 婚 を申 し出た。 は じめアホム(Ahom)王 は 断わ ったが,や

がて それを受け入れた。大臣は,そ の娘を連れて ラサに向か って旅 だ ったが,プ ラマ

プ トラ(Brahmaputra)川 を 渡 るとき,こ の大臣は この娘を誘惑 したので ある。 一行

は,ラ サに帰 り着 き新 しい娘 の到着 を喜んだ。 しか し王は,こ の娘がすで に妊娠を し

ている ことを知 り,大 いに怒 り,大 臣を投獄 した。やがて子 ど もが生 まれたが,そ の

身体は人間で あ ったが,イ ヌの顔 を してお り,ヤ ギの角を持 っていった。 この子 は,

森 の中に連れてい かれて,放 置 されたので ある。王はこの娘 を愛 していたので,前 非

を許 した。やがて,ジ ャブ ドゥン・ングワン ・ナム ジー(Jabdung Ngwang Namje)

と ジ ャプタ ン ・ブラ(Japtang Bura)と い う二人の息子 を持 った。 ジャプタ ン ・ブラ

がやが て シェル ドゥクペ ンの王 とな ったのであ る。 シェル ドゥクペンの祖先 は,チ ベ
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ッ トの王,バ ・ス トロ ングツェン ・ゴ ンパの息子 である この ジャプタ ン ・ブ ラが現在

の シェル ドゥクペ ンの居住地 を統治す るよ うに命 ぜ られた ことか らは じまる。彼は,

ポーターと召使を連 れて,旅 を始 めた。 彼 はバ ングニ(Banguni)と 戦 いこれを撃 ち

破 った。 そ してプ ッ ト(But)村 にいた った。 しか し,プ ッ トの村 も,周 辺の部族 か ら

の攻撃 があ り,や がて現在 のルパ村 に移住 した。 ルパ村 は最初 か らこのように呼ばれ

ていたのではな くて,シ ェル ドゥクペ ンは,ト ングチュ ック(Thongthuik)と 読 んで

いた・ トングチュ ック(Thonguthuik)と 云 う村 の名前 は,「Thongの 人 々の村」を

意 味 して いるといわれ ている。 この村の人 々が,平 原の村人 と交易をす るよ うになっ

て以来,ル パ(Rupa)と い う名前が,平 原の人 々か ら与 えられたのであろ う。 それ は,

「銀貨」を意味する言葉であ る。

 〈56社 会 成層〉この ジャプタ ン ・ブラおよび彼の召使,ポ ーターの子孫 が シェル

ドゥクペ ンと呼ばれ る人 々であ る。 しか しシェル ドゥクペ ンの中には,2つ の社会 階

層 がある。上層階層 は,Thongと 呼 ばれ る人 々で,下 層階級はChhaoと 呼 ばれて い

る。Thongは 王 族の出身で, Chhaoは その従者か らの出 自で あると考え られて いる。

その二つの階層 は,婚 姻関係を避けている。 それぞれの階層 は,数 多 くの クランに分

割 されて いる。下層のChhaoも,チ ベ ッ トを起 源 としていて,現 代 のルパ村 に定住

して いる。伝統によ りとChhaoは 荷 物を運搬 しなが ら,家 の建築 や雑事を しなが ら

Thongの 畑 で労働す る。 Chhaoは 決 してThongに 憧 れた りしない。 Chhaoが 社

会 的に下層であ るとい うことは,い ろいろな場面で示 される。例 えば,宗 教的な儀礼

では,Chhaoは 下 座 に座 らな けれ ばな らない。 また供物は, Thongの 手 で分配 され

る。ChhaoはThongの 女 性 とは結婚で きない し, ThongはChhaoの 女 性 とも結

婚で きない。 しか しChhaoはThongと0緒 に食事す る し,台 所 か ら家の 中まで 自

由に動 き回る。そ うい う意味では,イ ン ドの不可触賎民 とは違 ったものである。

 〈19 言 語 〉シェル ドゥクペ ンは,チ ベ ッ ト・ビルマ語族 に属す る。文字 はな い。

それゆえ,経 文の旗 には,チ ベ ット文字 を使 って いる。ルパ村 の人々は,ア ッサム語,

ヒ ンデ ィー語,モ ンパ方言 を補助的に話 して いる。

 〈34建 造 物〉家屋は,大 別 す ると3つ あ る。第1は,石 造 りの家(dichiya-yam)

で,全 体の8.1パ ーセ ン トで ある。これはたいへ ん高 くつ くので,数 は少 ない。第2に

は,木 造の家(wanwa-yam)が あ る。大半の シェル ドゥクペンの家は,こ れであ る。

第3は,タ ケの家 で(tampla-yam)で あ る。 これは貧 しい人々の家で,こ れ も数は

多 くない。 田や畑 の出づ くり小屋 として利用 して いることもある。 シェル ドゥクペ ン

の家 は,タ ケの家を除いて,2階 建てで ある。大工は,釘 を用 いず にこれ らの家 を建
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て る。2つ の社会階層であ るThongとChhaoの 間 に,家 の違 いはない。

 〈29服 装 〉シェル ドゥクペ ンの男性は,ス パ(supa)と 呼 ばれ る長い布 を身 にま

とって いる。 それは絹でで きて お り,2メ ー トル30セ ンチの長さで,1メ ー トル30セ

ンチの幅であ る。スパは膝 ぐらいの長さである。 スパの下には,前 あ きの シャッを着

ている。 これはルダ ック(luduk)と 呼 ばれ,こ れ も絹製である。 厚手の手紬 のムカ

ック(mukha)と 呼 ばれる布を腰の回 りに巻 き付 けて いる。 これは栗色でデザイ ンも

なかなか良 い。彼 らは,ゴ ルダ ム(gordam)と い うヤクの毛 でで きた帽子をかぶって

いる。そ してそれ らの帽子 には飾 りがある。彼 らは,2,3年 に一度村を訪 れるモ ンパ

(Monpa)や ブ ータ ン人 の行商人か ら帽子 を買 う。 帽子は,こ のように購 入された も

のであ るが,帽 子の飾 りは,自 分 らの村でつ くられた ものであ る。 ダ ウン(daUI1)と

呼 ばれ る大変込 み入 った手織の鞄 を肩 に掛 け,背 中には ドグレ(dogure)と 呼 ばれ る

鞄 をかついで いる。靴 は,め ったにはかない。今 日,シ ェル ドクペンの社 会では,服

装 に大 きな変化 が起 こっている。 彼 らは,ア ッサム(Assam)の 市 場か ら買 って きた

洋風の シャツやパ ンツをはいている。 しか し,女 性の服装 は,そ れ ほど変 わ っては い

ない。女性 の上着は,絹 製の シンコー(sinkoo)と 呼 ばれ るもので,平 原に住 むカチ

ャリ(Kachari)族 か ら購入 した ものである。 それは,袖 無 しで,長 くて広 いガ ウン

で肩か ら脚 をおお って いる。 シンコーを着 るときには,腰 のあた りで ムカ ックと呼 ば

れる帯を している。 この シンコーの上に,腰 まで あるルダ ックというシャツを着 るこ

ともあ る。 この上着の縁には,刺 繍が施 されている。 サナ ップ(sanap)と い う白また

は赤 い布を上着 の上に付 けることもある。 このサナ ップは,前 で両端を結 び,残 りは,

後 ろにた ら している。女性は,帽 子をかぶ らない。男性の上の毛は短い。女性は,子

供の うちは髪を短 くしてい るが,大 き くなると,長 くする[ADHIKARI et al.1975:

15-32]。

                                (栗 田靖之)
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ミジ(Miji),ダ ン マ イ(Dhammai, Dammai)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of India"Anthropological Survey of India,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈131位 置 〉西 カメン ・デ ィス トリク ト(West Kameng District)の ビ チ ョム

(Bichom)川 の漢谷 に住んで いる。 〈144人 種 的類縁性 〉言語において異なるが,ア

カ(Aka, Hrusso)と 大 へん 類似性の高い小集団である[SEN 1986:28]。<58婚

姻 〉彼 らは,ア カと婚姻関係 を持つ[CHowDHuRY l983:24]。 他 の部族 との交易

は,ア カを通 じて行なわれている[HuNTER l879:355]。

 〈101 ア イ デ ンテ ィフ ィケ ーション〉自らをダ ンマイ(Dhammai)と よんでい る。

〈131位 置 〉 ミジ(Miji)は25の 村 にわかれて住 んで いる。 北 と東はダ フラ(Da且a,

Nishi)に,南 はア カ(Aka, Hrusso)に,西 はモ ンパ(Monpa)に 囲 ま れ て いる。

〈342住 宅 〉住 居は9メ ー トルか ら12メ ー トルの長 さで,幅 は3.5メ ー トルか ら6メ

ー トルで台地の上に建 っている[SEN l986:28]
。

 〈62 コ ミュニティ〉村長は,ナ ク(Nakhu)な い しはク ジャロ ン(Kl功along)で

あ る[CHowDHuRY l983:24]。 〈30装 飾 品 〉彼 らは,装 飾品を好む。 ミジの女

性は,い ろいろな色の ビーズや真鍮の装身具 を身 につ けてい る。男性 も女性 も長い髪

の毛 を して お り,男 性 はアカと同 じく頭の上でバ ン(bun)と よ ばれ る髪型を してい

79



国立民族学博物館研究報告別冊  9号

る。 ミジの屈強な男性は,小 型 と中型のナイフを首か らつ る し,大 型のナイフを首か

らつ る し腰に さしている。 〈56社 会成層 〉 ミジの最下層には奴隷 も見 られる。〈58

婚 姻 〉多婚は一般 的であ る。〈76死 〉死者は,土 葬 され る[SEN 1986:28]。

 〈26食 物 消費 〉ミジの女性 は ヒツジとヤギの肉は食 べ な い とい う[Pradip Das

に よ る]。

                                   (栗 田靖之)
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コア(Khoa),コ ワ(Khowa),ブ グ ン(Bugun)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of India" AnthropologicaI Survey of India
,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈131位 置 〉コア(Khoa)は,カ メ ン・ディス トリク ト(Kameng District)の ビ

チ ョム(Bichom)川 の ほと り,ボ ンデ ィラ ・サークル(Bomdila Circle)の 中の10村

に居住 している・ 〈101 ア イデ ンティフィケーシ ョン〉自称 はブグ ン(Bugun)で あ

るが,他 の部族か らそのよ うに呼 ばれ ることはない。<58 婚 姻>10村 に またが る外

婚制で婚姻 はな りた っている。 コアは厳密 には部族 内婚で,ア カ(Aka, Hrusso),ミ

ジ(Miji)な ど の類似の生活様式を もった部族や,シ ェル ドゥクペ ン(Sherdukpen)

とい った,コ ア と長い経済的,儀 礼的関係を もった他の部族 とも婚姻 しない。〈77

宗教 的信仰 〉コアの伝統的宗教は,家 畜の犠牲 を ともな った多 くの神 がみや 自然の霊

に対す るものであるが,チ ベ ット仏 教か らの影響 も受 けてお り,儀 式を とりおこな う

のにラマ僧を招 いてい る。 〈43 交 換 〉モンパ がチベ ッ トと交易 していた ころには,

コアもモ ンパ(Monpa)と 交 易を行 なって いた[FtiRER-HAIMENDoRF 1982b:29-

30」。 〈62 コ ミュニテ ィ〉アカにま じって住 むが,独 立 した村 む らでは
,首 長 のも

とで・ 村をつ くって いる。 〈144人 種 的類縁性 〉アカに大へん似ているが,顔 色は

やや黒い。彼 らは熱心に働 く。 〈24農 業 〉コアは焼畑 を営んでお り,穀 類,コ ムギ,
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ムギ,ジ ャガ イモ,サ ッマ イモを耕作 している。 しか し焼畑の望 まし くない ことが教

育 されて,今 日で は少 な くな りつつある[Pradip Dasに よ る】。 〈58婚 姻 〉男 性は

婚資を支払 うことが出来 る場合には,一 人以上の妻 を持つ。 〈43 交 換 〉相続 は,息

子た ちが,父 の遺産を均等 に相続す るが,未 婚 の娘 は装飾品を相続す るだけで ある。

〈76死 〉死 者は土葬す る[SEN l986:28]。

 〈115情 報 提供者 〉ハ イメ ンドル フ(F�er-Haimendorf)は,バ ングニ(Banjni),

ミジ(Miji),コ アは未だ人類学者の 本 格 的 な調 査 が さ れ て い な い と述 べ て い る

[F廿RER-HAIMENDoRF l982b:147]。

                               (栗 田靖之)
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バ ング ニ(Bangni)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of lndia" Anthropological Survey of lndia
,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈101ア イ デ ンティフィケー ション〉彼 らはダ フラ(ニ シ)の サブ ・トライブであ

る。 ニ シもバ ングニ もともに 「人間」 を意 味 して いる。ダ フラ(Dafla)と い う言葉は,

彼 ら自身の間では,大 へん品位を傷 つ ける言葉で ある[CHowDHuRY l983:26-27]。

プ ラデ ィプ ・ダス(Pradip Das)に よ ると, Bangniの9は 無音化 して おりバ ンニ と

発音す る方が多い とい う。 しか し本文 では,古 くから書 きあ らわ されてい るバ ングニ

をとることにする。

 〈11参 考文献 〉ハ イメン ドル フ(FUrer-Haimendorf)は,そ の著書の 中で,バ ン

グニ(Banguni),ミ ジ(Miji),コ ア(Khoa)に つ いては,人 類学者の調査 は行なわ

れていないと述べてい る[FtiRER-HAIMENDoRF l982a:147]。 そ れゆえ,以 下の情

報は,綿 密 なフィール ドワー クの結果 によって もた らされたものではないが,バ ング

ニに関する一般的な情 報 として,記 載す ることにする。

 〈131位 置 〉彼 らは,東 カメ ン・デ ィス トリク ト(East Kameng District)1こ 住

み,ア ル ナチャル ・プ ラデ シュ(Arunachal Pradesh)の ダ フラ(Dafla, Nishi)に 近

い民族であ る。 〈24農 業 〉彼 らの居住地が急斜面であ るので,ほ とん ど農耕を しな
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い。 彼らは,タ ケ細工が上手である。 〈142身 体諸形質の情報〉男性は,12,3才

から髪の毛をなが くのばす。 そして男性はプン(bun)と 呼ばれる髪型を している。

女性は,5,6才 から髪の毛をのばしたままにしている。 しかし今 日では学校に通 う

ようになった子供たちは,あ る一定期間ごとに髪の毛を切っている。入墨は女性のあ

いだで一般的である。これは思春期に到達する以前に行なわれる。彼 らは装身具が好

きである[SEN 1986:30]。

                                 (栗 田靖之)
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ダ フ ラ(Dafla),ニ シ(Nishi),ニ シ ャ ン(Nishang)

 Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of India" Anthropological Survey of India,

 Culcutta・ よ り作 図 。行 政 区 分 は1961年 当時 の もの によ る。

 〈131位 置 〉 ニ シ(Nishi)は,ア ル ナ チ ャル ・プ ラ デ シ ュ(Arunacha1 Pradesh)

の 低 地 ス バ ン シ リ(Low Subansiri)と 東 カ メ ン ・デ ィ ス ト リ ク ト(East Kameng

District)に 住 む ・ ・〈101ア イ デ ン テ ィ フ ィケ ー シ ョ ン 〉 ダ フ ラ(Dafl a)と 言 う言 葉

は,「 服 従 し な い 人 々 」 と 言 う 意 味 で,平 原 に 住 む ア ッ サ ム 人 が 付 け た も の で あ る 。

彼 ら 自 身 は,「 人 間 」 を 意 味 す る ニ シ(Nishi)と 言 う 呼 称 を 用 い て い る。 し か し,イ ン

ド政 府 の 公 文 書 に お い て も指 定 部 族 と して ダ フ ラの 名 称 が 用 い ら れ て い る こ と か ら
,

本 文 に お い て も,ダ フ ラ と 呼 ぶ こ と に す る 。 加 藤 に よ れ ば,イ ン ドの 主 張 す る 国 境 線

の 北 方 に 住 む お よ そ2,000人(1982年)の ア カ,ダ フ(ダ フ ラ の こ と と 思 わ れ る)
,ミ

リを中国政府は少 数民族 に指定 して,ロ バ(略 巴 Luppa)の 名称を与えている[加

藤 1987:843-844]。 〈157パ ー ソナ リティー特性 〉彼 らは,た いへん好戦 的であ

ると言 われている。

 〈142 身体諸形質の情報〉彼らは強 くて,が っしりした筋肉質の身体を しており,

平たい鼻と平 らな顔,突 き出 した頬骨,高 い背を している。〈30装 飾品〉髪の毛は

王冠のように前頭部で黄色い紐と真鍮のピンでとめている。またサイチョウの囁を赤
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く色づ け した り,羽 で飾 った タケ製の帽子を かぶ つてい る[SEN 1986:31]。<19

言 語 〉彼 らの言語 は,チ ベ ッ ト・ビル マ語族 ボ ド・ナガ語群 ボ ド語系に 属 して い る

[長 野 1987=459]。

 〈11参 考 文献 〉ダ フラについては,近 年3つ の 調査報告書 が 見 られ る[BISWAS

1966;侒AIKIA 1964;SHUKLA 1965]。 ビ スワス(Biswas)の 調 査は,『 イ ンド国

勢調査』 の一環 と して なされ たものである。以下 その記述 に従 う。

 〈58婚 姻 〉彼 らは一夫多妻であ るが,一 妻多夫ではない。氏族 はお互いに外婚制

をとってい る。〈342住 宅 〉家屋 は長 さが30メ ー トル にもおよ び,幅 が5か ら7メ ー

トルに およぶ ロングハ ウスで ある。かれ らは川の側に家 を建 てない。それはヘ ビや川

虫 を嫌 ってであ る。 それぞれの妻 は,独 立 した区画 を持 ってい る。 〈24 農 業 〉焼畑

が行な われている。

 〈77宗 教 的信仰 〉彼 らは,夢 を信 じている。 そ して死後の霊魂を信 じてお り,死

後天国で先祖の霊に 出会 うと信 じている。〈76死 〉死者は住居の近 くに葬 られ る。

そ して死者 のた めに大 きな声で泣 き叫ぶ[BISWAs igss3。

 〈171文 化要 素の分布 〉ダ フラ(Dafla, Nishi)と バ ン グ ニ(Bangni)と は,お

互いに近い関係 にあ り,ダ フラとバ ングニとは同 じで あ る と 記 述 した 資 料 も ある

[Intelligence Branch Division of the Chief of the Staff Army Head-Quarters

India l 907:167]。 〈62 コ ミュニティ〉サ イキア(5aikia)の 記 述 によれ ば,ダ フ

ラの社会には,連 帯感 で結ばれた共 同体 としての村はない。 す ぐ近 くの ロ ングハ ウス

同士で も,住 人た ちには政治的にも経済的に もまた宗教的に も共同 し合 う義務は一 切

ないとい う。

 〈56社 会 成層 〉 また ニ シの社会 には,ネ テ(Nete)と ば れ る 自 由 民 と,ネ ラ

(Nera)と 呼 ばれ る 奴 隷 が い る[SAIKIA l 964:15-20]。 〈567奴 隷 制 〉サ ル ン

(Salung)と い う小集 団が,西 カメン ・ディス トリク ト(West Kameng District)の

ボ ンデ ィ(Bomdi)川 の近 くにダ フラとともに 住んで いる。 彼 らは山地部族の中で,

い ちばん古い部族 と言いつたえ られている。彼 らは,鍛 冶屋 と してたいへん優秀で あ

る。服装はダ フラと同 じで あるが,タ ケの帽子 はかぶ らない。 ダフラは彼 らを奴隷 と

して使用 していた。アルナチ ャル州政府は,彼 らを ボンデ ィのダ フラか ら引 き離 し,

奴 隷の地位 から解放 した[Pradip Dasに よ る]。

 〈626社 会 的統制 〉ダ フラの社 会の特徴は法や秩序 を維持す るための全部族的な

組織 がない とい うことであ る。争 いは当事者 間で解決 しな けれ ばな らない。争 いごと

は,ふ つう村対村ではな く,家 対家で起 こる。
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 〈43 交換〉このように別個に存在する家を,友 好的にし,相 互扶助的に結びつけ

るためにアロムダム トム(aromdumtom)や ダポ(dapo),パ ケ(pakhe)と よばれる

儀礼的な交換関係がある。この儀礼的な交換関係を維持するために幾度とな く相手の

家に訪問が行なわれる。その結果,双 方の家に友好の絆が結ばれるのである[SAIKIA

1964:20-26]。

                                 (栗田靖之)
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ア パ ・タ ニ(Apa Tani)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of India"Anthropological Survey of lndia,

Culcutta・ よ り 作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈13 地 理 〉アパ ・タニ(Apa Tani)は,低 地スバ ンシリ ・デ ィス トリク ト(Low

Subansiri District)に 住 む[SEN 1986:31-32]。 チ ョー ダ リー(Ghowdhury)に

よれば,ア パ ・タニはスバ ンシ リ・デ ィス トリク トのダフラ(Dafla, Nishi)と ヒル ・

ミリ(Hill Miri)の 間 の26平 方 キ ロメー トルに住んでいる[CHowDHuRY l 983:28]。

〈142 身 体 諸形質の情報 〉彼 らは背が高 く,大 変良 い容姿を している。 鼻 は高 く,

面 長であ る。肌 の色 は白い[SEN l986:31-32]。 〈29服 装 〉彼 らの服装 は,隣 接

してい るダ フラ 〈Dafla, Nishi)と 大 変似て いる。 男性は額 の上で 水平 に20セ ンチメ

ー トル ほどの長 い留金で髪の毛をたばねている。 ダフラの髭 は大 き く,ア パ ・タニの

髭は小 さい。外見 的には これが区別で きる大 きな特徴である[Pradip Dasに よ る]。

男性は入墨を下唇 の所で真横 に,そ して顎 の下まで 入れている。 それは ちょうどTの

字の形を している。女性 は額の上か ら鼻の上 まで と,鼻 か ら八の字に,ま た下 口唇の

下 か ら横一文字 に入墨 を して おり,髪 の毛を頭の上に巻 き上げている。 このよ うな入

墨 のた めに,ア パ ・タニの女性 は,デ ィブルガル(Dibrugarh)の よ うな町で仕事 に

つ くことを嫌 ってお り,何 人かの女性 が整形手術を受 けて,こ の入墨を消 した とい う
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[Pradip Dasに よ る]。 またできるだけ大 きな木製 の鼻栓を小 鼻に つけた いと 思 って

いる。男性は両側 の とが ったサ トウキ ビでで きた帽子をかぶ って いる。女 性は男性 と

同 じく,広 くて青いふ ちど りがあ り,ひ ざまで とど くシャツとジャケ ットを着ている

[SEN l986:31-32]。 〈15行 動 の過程 とパ ーソナ リテ ィー〉彼 らは平和な部族で

ある。 〈42財 産 〉彼 らの間で は,自 分の財産 を散財 した り,人 にあげた りす る者が

豊 かで,地 位の高 い者 であると考え られている。

 〈58婚 姻 〉婚姻は簡単 に行 なわれる。結婚式 はない。 もし若 い二人が夫婦 と して

住 もうと思え ば,女 性が男性 の両親の家に移 って住 む。 しか し一般的 には若 い二人は,

結 婚後,新 しい家をつ くる。〈34建 造物 〉家は地面に建 てられる。家 は木の杭の上

にタケ製 の壁,イ ネワラで屋根 がふ かれ る。彼 らの家は小 さな通路 に面 して いて,壁

と壁を接 して建 て られて いる[SEN l986:31-32]。

 〈24農 業 〉彼 らは,こ み入 った灌概 システムを発達 させた優れた農民であ る。 コ

メを常食に している。彼 らは,段 々畑で耕作を している。補助的に鍬で たがやす こと

もあるが,人 力の鋤耕が行なわれて いる。 コメ,穀 類 ジャガイモ,キ ュウ リ,ト ゥ

ガ ラ シ,タ バ コ等 を耕作 してい る[SEN l986:31-32]。

 〈161人 口 〉通常 アルナ チャル ・プ ラデ シュの豊 かな 自然のもとで も,焼 畑農耕

を行な っている部族社会では,1平 方 キ ロメー トルあた りに6人 ほどの人 口 しか保 持

で きない[FURER-HAIMENDORF 1982a:37]。 しか しアパ ・タニの部落では,1平

方 キロメー トル あたり,300人 が 住んで いるが,こ れは驚 くべ きことであ る。 これはア

パ ・タニが集約 的な農業 を行 なっているか ら可能 なのである。ダフラもアパ ・タニ も

農業を行な ってい るが,ア パ ・タニ以外 の部族 は,焼 畑を中心に農耕を行な っていて,

ひ とつの畑を2,3年 以 上つづ けて耕作 す るのはまれであ る。それ に対 して アパ ・タ

ニは,農 地を大変 よ く手入れ している。 そ して灌概 され た田畑は平原 のア ッサム人 に

とっては驚異の的であ った。水 田での稲が主作 物であるが,乾 いた土地では,穀 類,

トウモ ロコシ,ジ ャガ イモ,野 菜等 を栽 培 している[FﾜRER-1-HIMENDORF 1982b:

28-29]。 ま たハ イメ ン ドル フ(F�er-Haimendorf)は,標 高1,500メ ー トルにおいて,

二 毛作を行 な っていると報告 している。 また彼 らは,水 田では養魚 も行な って いる

[FﾜRER-HAIMENDORF l982b:288]。

 〈43 交 換 〉アパ ・タニは,人 口の割 には耕地は狭 いが,生 産力が高 いので,余 剰

のコメを交易品 として いる。 コメとブタやウシと交換す る。彼 らは,家 内制手工業 に

も力を入れて おり,ア ッサム州で とれる鉄で,ナ イフや刀をつ くる。 ワタは栽培 して

いないが,コ メとの交換で得た ワタを紡 いで糸に し,植 物性 の染料で染めて織 物 とし
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て いる。 アパ ・タニは優れた交易民 としての才能がある。 アパ ・タニは低地 ア ッサム

か らの交易品を高所 に輸送す るだ けでな く,自 らも非常 に質の高 い木綿製 品をつ くり

出 し,そ れ とともに,鉄 製品や植物の灰 か らとれる塩 を交易品 と して いる。 アパ ・タ

ニの主 な交易相手 は ミリ(Miri)族 で ある[FURER-HAIMENDORF l 982a:58-59]。

 〈66 政 治 的行動 〉アパ ・タニは7つ の村に分れて住んで いる。彼 らの社会は,非

中央集権的である。各氏族を代表す る首長が,村 会をつ くってい るが,こ れ も村人の

要求があ った時だけ開 らかれ る。祭 は1年 の うち数週 間行 なわれ る。 この場で首長同

士 が贈 りものを儀礼的 に交換す る。 これが部族全体の統合 を象徴 して いる。彼 らの間

で部族意識をはっ きりと持 っている。伝統 的には,反 社会 的犯罪行為 には,村 長 が村

民 の要求 に したが って死 刑 をも含んだ厳 しい刑罰を決めた。私的 な紛争は当事者間の

な りゆ きにまかせ られて いる。 〈68侵 犯行為 と制裁 〉村 同士の紛争が生 じると,決

闘 の場 が定 められる。多量の槍が投 げ られて,そ れぞれの側 に死傷者がでると,戦 闘

は中止 され る。 〈56社 会成層 〉アパ ・タニの社会には,貴 族 と平民の階級があ り,

2つ の階級間では,婚 姻 はで きないが,通 常の生活で は差別 されていない。 アパ ・タ

ニは,貴 族,平 民の身分は来世まで もた らされ るものと信 じている。アパ ・タニは,

近 隣のダ フラや ミリと抗争 していたので,ア パ ・タニの奴隷 には,ダ フラや ミリ族 出

身 の者が多 い[FﾜRER-HAIMENDORF l982b:30C]。 アパ ・タニの宗教は,ア ニ ミズ

ムで ある[FﾜRER-HAIMENDORF l982b:28-29]。

 アパ ・タニは,ダ フラ,ヒ ル ・ミリ(Hill Miri)や そ の他 の関連 した部族 とは,そ

の住んで いる場所,言 語,風 習,伝 統 とい った側面 において,他 のアルナチ ャル ・プ

ラデ シュ(Arunachal Pradesh)の 住 民とは異 つている。 〈36 集 落 〉ダ フラが定住

して いないのに対 して,ア パ ・タニは集村 に定住 している。村で は家 が軒を接 して建

っている。 この ように密集 した村落であるので,火 事 があると村全体が消失するとい

う[Pradip Dasに よ る1。その村の 中は区画 に分 れて いて,そ れ ぞれの区画は外婚的 ク

ランとな ってい る[FIIRER-HAIMENDoRF l982b:28-29]。 〈23 家 畜 飼養 〉ミタ ン

(mithan)牛 は,ア パ ・タニに とって重要 な資源であると同時 に,ミ タ ン牛を保有 し

てい ることは,威 信を高める ことであ り,同 時 に犠牲に用いた り,交 易 に用 いた りす

る。 しか し普通牛の飼育 も行 なわれている。 ミタ ン牛を交 換の財 とす ることは,だ ん

だん と現金 にとって変わ られて いる。アパ ・タニにおいては,相 当量 の食 肉に対す る

要 求がある。 そ してそれ らは,ア パ ・タニ と劣 らぬほ ど食 肉に対 する要求の あるニ シ

や ミリに供給 されている。 ブタや ウシもまたアパ ・タニが平原か ら連れて きて飼 育 し

てい る。 肉はこの地方の重要 な食物である。かつてアパ ・タニは穀 物との交換で家畜
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をダフラか ら得ていた。 しか し現在では,ア パ ・タニが平原の人 々か ら,商 業 として

家畜 を得 るようにな ったので,近 隣…の部族 との 交易 は 大幅 に少 な くなって いる。 ア

パ ・タニが牛肉を食 べるので,平 原のア ッサ ム人 か らは,不 可触 民 としての烙印を押

されてい る[FﾜRER-HAIMENDORF 19:82b 299]。

 〈46 労 働 〉近年 アパ ・タニは政府の道路工事 に従事 し,現 金収入 を得 た。そ してそ

の金で,ア パ・タニはハ ポ リ(Hapolj)と 呼 ばれ る町に店を持つよ うにな って いる。 こ

のハ ポ リを中心 としたアパ ・タニの経済力は相当な ものであ る[FﾜRER-HAIMENDORF

1982b:300]。

                                (栗 田靖之)
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ヒ ル ・ ミ リ(Hill Miri)

Sen, D. K.1971``Annexure to the Tribal Map of lndia"Anthropological Survey of India,

Culcutta・ よ り 作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈11参 考 文献 〉ヒル ・ミリに関す る最初 の報 告書 は,ダ ル トン(Dalton)の もの

である[DALToN l872]。 ま た最近の研究 としては,チ ョーダ リー(Chowdhury)

が あ る[CHowDHuRY l983]。 これ ら2冊 を主 に参考 と しなが ら記述す る。 〈131

位 置 〉彼 らは,高 地スバ ンシリ ・ディス トリク ト(UpPer Subansiri District)に 住

んでいる。<115情 報 提供者>1911年 ミ リ討伐隊(Miri Mission)が 派遣 されて,ミ

リの ことが 明らかとな ったが,そ れ以前については,彼 らの ことは,ダ ル トンの報告

書以外 にほとん ど知 られていなか った。 〈19 言 語 〉彼 らの言語 はチベ ッ ト・ビルマ

語族であ ると考え られている。 〈156社 会 的パ ーソナ リテ ィー〉 穏和で協力的であ

る点をのぞいて,バ ングニ(Bangni)や ダ フラ(Dafla, Nishi)と 大 変似てい る。 彼

らの村落は小規模 で散村で ある。 〈58婚 姻 〉彼 らの間では一夫一婦 も見 られ るが,

ま れには一妻多夫 もあ る。姓 にあた るものはないが,名 前の前 に村の名前を付 ける。

〈29服 装 〉彼 らは,自 分の手で織 った 自らの色彩で魅力的なデザ インの服装 を して

いる。彼 らは,籐 細工 をよ くし,女 性同様男性 も籐 の繊維で織 ったバ ン ド(帯)で か

らだを飾 ってい る。 〈75病 気 〉彼 らは呪術 的な治療を信 じて いる。〈76死 〉死者
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は土葬す る[SEN l986:32-33]。

 〈36集 落 〉ヒル ・ミ リは,ダ フラの東 に居住 している。そ こはカマ ラ(Kamala)

川 の両岸であ り,カ マ ラ川が クル(Kur)川 と の 合 流 す るあ た りか ら スバ ン シ リ

(Subansiri)川 と合流す る付近までで ある。 彼 らは,2,000人 以 下であ る。2,3の 例

外をの ぞいて,村 落は900メ ー トルか ら1,200メ ー トルの間 にある。彼 らは外部か ら見

るとい くつかの グループ に 分 か れ て い る。<618ク ラ ン>Ghasi Miriは,ド ル

(Dhol)川 とスバ ンシ リ(Subansiri)川 の 間 に住んでいる。 Sarak Miriは ス バ ンシ

リ川 とランガ(Ranga)川 の間の外側に住んでい る。 PanibotiaとTarbotiaは,ス

バ ンシリ川の西の丘 陵に住んでい る。 これ以外に もBani, Biku, Gocham, Tayaな

どの ミリの クランが知 られて いる。 かつて スバ ンシリの ヒル ・ミリは,民 族的に も文

化的にもブラマデ トラ(Brahmaputra)lilの プ レイ ン ・ミリ(Plain Miri)と 関連が

あると考え られていた。事実,彼 らは顔つ きや服装,習 慣において ダフラとたいへん

似 ている。 〈171文 化要 素の分布 〉ハ イメ ン ドル フ(F�er-Haimendorf)は,彼 ら

がダ フラ(Dafla, Nishi)に 属 して いると見な している。しか しダル トン(Dalton)や

グ リア ーソン(Grierson),ゲ イ ト(Gait),マ ッケ ンジー(Mackenzie)な ど は,彼 ら

は別の民族である とみな してい る。今 日で は,行 政 的にも彼 らは別個の地位があたえ

られてい る[CHOWDHURY l983:28]。 ダ ル トンは,プ レイ ン ・ミリは,あ きらか

に顔つ きの違 うものもいるが,ア ディ(Adi, Abor)の 分 派で,奴 隷の脱走 した もの

が,何 年に もわた って平原に住 みついた ものであ り,そ して高床式の家に住み,農 耕

をは じめたのであろ うと述 べてい る。 チ ュテ ィヤ ・ミリ(Chutiya Miri)を の ぞいて,

彼 らの風俗 習慣 は,デ ィハ ン(Dihang)渓 谷 か らの ものを しの ばせ る。彼 らは,現 在

アデ ィが住んでいた地域に住 んでいたが,平 原 に追い出 されたと考え られ る。ダル ト

ンは,ヒ ル ・ミリは,SaiengyaとAiengyaと 呼 ばれ る2つ の クラ ンに 分れ ると言

う。そ して彼 らの髪型 は,ア デ ィの ものと似て いる。

 〈101ア イデ ンテ ィフ ィケー ション〉またダル トンは,Miriと い う名前は,彼 ら

がア ッサム平原 とアディとの間 の交易 を独 占 して おり,コ ミ,a. =一ケ ー ションの仲介 を

はた してい たので,そ の結果,仲 介者 または仲人 を意味す るMiriと い う名があたえ

られたのであろ うと言 う。 これは,Miriと い う名がオ リッサ(Orissa)州 でMiriaな

い しはMilaと よ ばれてい る言葉 と同 じで あるとい う。〈36集 落 〉ヒル ・ミリの居

住域は うっそうと した ジャングルの中であ る。視程は例外 的な谷を横ぎ る高所 や坂 の

下の村や耕 地をのぞ いて,お よそ10メ ー トルか ら90メ ー トルであ る。植生 は標高1,200

メ ー トルか ら2,200メ ー トルにいた って タケが見 られる。2,100メ ー トルか ら3,000メ
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一 トルでは
,カ シや シャクナゲ が多い。 しか しカシの樹型 は,大 き くない。 〈173

口碑 ・伝説 による歴史 〉 ミリは,彼 らはは じめ,も っと北方の地に住 んで いたが,鳥

の飛 ぶのに したが つて,や がてこ こに住 みついた と言 う伝説を もっている。 ミリに対

す る探検 は,1897年 に行 なわれて お り,1911年 か ら12年 には,ミ リ討伐隊が送 られて

い る。 〈171文 化 要素の分布 〉ハイメ ン ドル フは,ダ フラと ミリの区別に反対 して,

ドル(Dol)グ ル ープとい う名称 を考え,ダ フラの三 つのグル ープ(Dopum, Dodum,

Dol)の ひ とつだと考えてい る[CHOWDHURY l970:14]。 ヒル ・ミリとダ フラ(ニ

シ)と の区別をめ ぐる議論 は,[CHowDHuRY l 970]に 詳 しく論 じられて いる。

 〈162人 口構成 〉加藤 によれ ば,イ ン ドの主張する国境線 の北 方 に 住 む お よ そ

2,000人(1982年)の アカ,ダ フ(ダ フラの ことと思われる),ミ リを 中国政府 は少数

民族 に指定 して,ロ バ(略 巴Luppa)の 名 称を与えている[加 藤'1987:843-844]。

                                 (栗 田靖之)
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フ。レ イ ン ・ ミ リ(Plain Miri), ミ シ ング(Mishing)

S・n・D・K・1971"Ann・xure・t・th・T・ib・1 M・p・f Indi・"A・th・ ・P・1・gi・a1 S・・v・y・f Indf・
,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る
。

 〈101ア イデ ンティフィケー ション〉プ レイ ン。ミリ(Plain Miri)1ま,ア ッサム政

府 とアデ ィ族 の間 をと りもっていた 。ミリ(Miri)と い う名前は,オ リッサ(OI issa)州

のmiliaま たHmiliaと お な じく,仲 介者 または仲人を意味 している[CHowDHuRY

l970:H5]。 ミプ ン(Mipun)は,ヒ ル ・ミリを ミシング(Mishing)の 名称で紹介

している[MIPuN I978:165-166]。 〈142身 体 諸形質の情報 〉彼 らは 黄色のモ

ンゴ ロイ ド系 であ る。背 が高 く丈夫 な骨格を している
。しか し前かがみの歩 き方,ゆ っ

た りとした身の こな し方,低 い調子の話 し方 は,ア デ ィ族 の特徴で ある。 〈177文

化 変容 と文化接触 〉プ レイ ン ・ミリは先祖の持 って いた宗教 的なものを失 つている。

〈173 口碑 ・伝説に よる歴史 〉 ダル トン(Dalton)は,プ レ イ ン ・ミ リが ア デ ィ

(Adi, Abor)の 逃 亡 した奴隷の子孫 と考 えられ ると述 べている。彼 らの間には多 くの

ク ランがあ り,そ の内のあるものが,ア ッサムに定住 したと思われ る。〈171文 化 要

素の分布 〉彼 らは,牧 畜生活の影響を持 っている。 草を束 ね た小 屋を ブ ラマ プ トラ

(Brahmaputra)川 の 分流の堤 の上 にたて,洪 水で もた らされた沖積土 の地で耕作を

行 なってい る。 チ ュテ ィヤ ・ミリ(Chutiya Miri)を の ぞいて,彼 らの習慣 は,デ ィ
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ハ ング(Dihang)渓 谷 まで遡 ってたどることがで きる。彼 らは北か らや って きて,現

在 アディ族が住 んでいる地 に定住 したのであろう。そ してアデ ィ族 によって彼 らは,

低 地へ と押 し出されたのであろう。SaiengyaとAiengyaの ク ランは,ア デ ィ族 の

よ うに髪の毛 を巻 きあげている。〈30装 飾品 〉そ して若 い女性 は,装 身具の端 を子

安貝や真鍮の房でか ざって お り,そ れはたいへん幻想 的な ものである。他の クランで

は,ア ッサム人 の服装 や髪型 をまねてい るが,民 族的な血 は守 られてお り,身 体的特

徴 は失 つていない。〈26 食 物 消費 〉彼 らはブタやニ ワ トリ,牛 肉を食べ,酒 や ビー

ルを飲み,食 事の準 備について は,カ ース トによる差別はない。 プ レイ ン ・ミリは

ア ッサム的な祭を行 な う。〈58婚 姻 〉未婚の男女が大 きな家で一緒 にす ごす。そ し

て気 が合え ば結婚す る。 〈342住 宅 〉家屋 はア ッサ ム風 の高床 であ り,床 下 にはブ

タを飼 い,汚 物 は床下に捨てる。家 は川の岸に沿 って立て られて おり,塀 や囲いはな

い。耕地 は,村 か らはなれた ところにある。穀 物倉庫 は,畑 の 中に,何 の防御 もな く

建 ってい る[CHowDHuRY l970:1-15]。

                                 (栗 田靖之)
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メ ンパ(Mempa, Memba)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of India"Anthropological Survey of India,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈101 ア イデ ンテ ィフ ィケ ー ション〉中国の チベ ット自治区に も,門 巴(メ ンパ)

と い う少数民族 が存在 してい る。加藤は,門 巴は,メ ン地方 の人 々を意味す ると述 べ

て いる。 また1960年 代 に メンパ をチベ ッ ト族か ら分けて一民族 と した のは,中 印国境

紛争への政治的配慮があ ったか らだ と指摘 してい る[加 藤 1987:773]。 ア ルナチ ャ

ル ・フoラデシュ(Arunachal Pradesh)の 西 シャン ・デス ト リク ト(West Siang

District)に 住 む。 かれ らはタ ワン ・デ ィス トリク ト(Tawang District)の モ ンパ

(Monpa)と 類 似性を持つ。 〈77宗 教 的信仰 〉メ ンパ(Mempa)は 仏 教徒 で ある。

彼 らはたいへん踊 りを好む。 しか し経済的に も,文 化 的にもモンパ(Monpa)と 比 較

して大変低い水準であ る[SEN l986:36]。 メ ンパ(Mempa)と カ ンパ(Khamba)

は,カ メン ・デ ィス トリク ト(Kameng District)の モ ンパ(Monpa)と 関 連 した部

族で ある。 〈131位 置 〉カ ンパ(Kamba)は,ヤ ン ・サ ン ・チュ(Yang Sang Chu)

川 流 域に居住 してい る。メ ンパ(Mempa)は,デ ィハ ング(Dihang)川 ま たは シャ ン

(Siang)川 が シャン ・デ ィス トリク ト(Siang District)の 北 方域を横切 って いるゲ ェ
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リ ン(Gelling),ゲ ェ レン(Gelleng),テ ユテ ィング(Tuting),メ チ ュカ(Mechukha)

付近 に居住 して いる[CHOWDHURY 1983:30]。

                                         (栗 田靖之)
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アデ ィ(Adi),ア ボ ー ル(Abor)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of lndia,, Anthropological Survey of lndia,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈115情 報 提供者 〉アデ ィ(Adi)に 関す る調査は,ド ゥンバル(Dunbar)の 報 告

書が古典 的な もので ある[DuNBAR l915ユ 。 〈101 ア イ デ ンテ ィフィケ ーション〉

この部族の自称 はアディである。 アボール(Abor)と は,平 原のア ッサム人 が,西 シャ

ン ・デ ィス トリク ト(West Siang District)や 高 地 スバ ンシリ(UpPer Subansiri)

の 丘 陵地帯に住むチベ ッ ト・ビルマ語族 の言語を はなす人 々に与 えた名称で,支 配 に

従 わない人 々を意味 している。 アボール とい う言葉は,今 日では 公式には 使われて

はいない。 〈618 ク ラ ン〉アディはふたつに大 きく分 けることがで きる。Padam,

Minyong, Pasi Shimong, Bori, Ashing, Tangamが 一 つのグル ープであ る。 もう

一 つの グル ープはGallong
, Ramo, Boka, Pailiboで あ る。 彼 らは す べ て モンゴロ

イ ド系で ある。 それぞれのグループは,地 域的な ものを基 盤 と して い る。 ガ ロ ン

(Gallong)は 高 地スバ ンシ リ ・デ ィス トリク ト(UpPer Subansiri District)に 居 住

している。ア デ ィは広い地域 に分布 して いるが,共 通 の言語を もって いる。<156社

会 的 パ ーソナ リテ ィー〉アディは アルナ チャル ・プ ラデ シュ(Arunachal Pradcsh)

の他 の民族に比べて,保 守的ではない。彼 らの村は 民主的に 組 織 さ れ て い る[SEN
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1986:33-35]。 〈114文 献 の解説 〉ロイ(Roy)はPadam, Minyongを 題 名に用い

た研究書を著 わ しているが,こ の場合 ロイは,Padam, Minyongで アデ ィ全体 を表

わそ うと している[RoY l966b]。 Ramoに つ いては,ダ スマナ(Dhasmana)の 優

れた研究書がある[DHAsMANA l979]。 〈142 身 体 諸形質の情報 〉アデ ィ族は背が

低 いが,健 康的な身体 を して いる。 ただPadamだ けが,他 の民族 に較べてやや背 が

高 い。肌色 は黒 く,モ ンゴ ロイ ド系の切れながの 目を してい る。 目の色 は濃 い茶色で

真 っ直 ぐな黒い髪の毛 を している。顔は平 らで楕 円形を して お り,額 は広 い。鼻は広

い鼻孔で上を向いて いる。 頭蓋 はモンゴロイ ド系の長頭であ る。Minyong, Padam,

Shimongは 髪 の毛を刈 り込 んでいる。 ガロンは髪の毛を頭の回 りで刈 り込 んでいる・

ガロンの女性 は,髪 の毛を切 らない。 入墨は1910年 頃 の ドゥンバ ンの記録 において も,

す でに消えつつあると記載 されている[SEN l986:33-35]。 ア デ ィに関す る形質人

類学的 な調査が行 なわれて お り,そ の報告書 が刊行 され されて いる[RoY 1966a]。

 〈72戦 争 〉主 な武器 は,弓 矢 と山刀 と長 い剣で ある。 〈29服 装 〉ガ ロンの帽子

は,楕 円形で形はお椀 のよ うであ る。アデ ィは,機 織 りが うま く文様 は芸術的である。

男性は腰布 とジャケ ッ トを身 につ けている。女性 は2枚 の布を身につけ,0枚 は腰 に

もう一枚 は胸に巻 き付けている。女性は重いネ ック レスを付 けてい る。彼 らの間では

入墨 は0般 的であ った[DuNBAR l915]。 〈24農 業 〉彼 らは焼畑を営 んでいる・

主要農作物はコメ,ト ウモ ロコシ,タ バ コ,サ トウキビ,阿 片 などであ る。<26食

物 消費 〉彼 らはゾウ,ス イギュウ,ウ シ,リ ス,シ カ,ア ヒル,フ クロウなどの 肉を

食べ る。 〈77 宗 教 的信仰 〉 主な祭 は,ス ラング(Sulung)で あ る。 彼 らは イヌを

飼 っているが,神 への犠牲 として,こ の イヌを殺す。 〈36集 落 〉アディの村は低 地

を避 けて,高 地 に位置 して いる。彼 らは240メ ー トル にもおよぶ吊 り橋を ツタとタケで

もって作 る。アデ ィの家 はおよそ1メ ー トルか ら2メ ー トル地面か ら離れて建 ってい

る。家 はおよそ6メ ー トル か ら12メ ー トルで,内 部に は仕切 りがない。 それ ぞれの村

には,ケ バ ン(Kebang)と 呼 ばれ る村会がある。 その会合 には正式のメ ンバ ーはな く・

アデ ィの男性がその会議 のメ ンバ ーであ る。 そ こで は狩 りや釣 りのためにいつ森 を切

り開 くか,い つ どのよ うに して祭 りを行な うか とい った ことが決め られる。その会合

が法的な力を持 ち,違 反者に有罪を言 い渡す。 この会合の長はメ ンバ ーの 中か ら選ば

れ る。 〈882青 年 の地位 〉モ シュプ(Moshup)と 呼 ばれ る若者宿 があ り,10才 以上

の若者 が寄宿 している。娘宿 はル シェン(Rsheng)と 呼 ばれて いる。モ シュフ.につい

ては部族 ごとにいろいろな名前があ る。〈58 婚 姻 〉男性は結婚す ると自分の家をつ

くる。 〈42財 産 〉長男 は3分 の2の 財産 を相続す る。 そ して残 りは弟た ちが相続する。
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〈46 労 働 〉女性は機織 りが上手で カーペ ットをつ くる。 〈76死 〉死者は埋葬 され

る。ガ ロンは,埋 葬 のための穴 を,他 の部族 よ りも深 く掘 るよ うで ある[SEN 1986:

33-35]。

 〈619部 族 と国家 〉イギ リス との接触についてはマ ッケ ンジー(Mackenzie)ら を

参照 の こと[MACKENZIE l884;Intelligence Branch Division of the Chief of the

Staff AI my Head-Qμarters India 1907]。

                                  (栗 田靖之)
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ガ ロ ン(Gallong)

 〈101 ア イ デ ンティフィケ ーション〉ガ ロ ン(Gallong)は,ア デ ィ(Adi)の サ

ブ・トライブで ある。〈131位 置 〉かれ らは,ア ル ナチ ャル ・プ ラデ シュ(Arunachal

Pradesh)の シ ャン ・デ ィス トリク ト(Siang District)と スバ ンシ リ ・デ ィス トリク

ト(Subansiri District)と の 間に住んで いる。正確にはスバンシ リ(Subansiri)川 の

西 からシ ド(Sido)川 まで の間で,シ メン(Simen)川 を すこ し越 えた シャン ・デ ィビ

ジョン(Siang Devision)の 北東部 に住 んでいる。 Liromoba, Yomsha, Gamlin,

Kombonge Bagra, Basar, Daring, Gensiと い った村がガ ロンの大 きな村であ る。

またわずか のガロ ンの村が下部 シモ(S{mo)漢 谷 ある。 北 は シ ョ ム(Siyom)川,

南 はブ ラマ プ トラ(Brahmaputra)川 で あ る。 北方にはMinyong, Boris, Ramos,

Pailibosと い った民族 が,東 にはMinyongが,南 には プレイン ・ミ リ(Plain Miri)

が 居 住 して いる。 ガ ロンは散村 に住んでいる[SRIvAsTAvA l962:1-5ユ 。 〈24農

業 〉彼 らの居住地域で ある川の両岸 の丘 陵地帯は,300メ ー トルか ら3,000メ ー トルの

標高で,焼 畑が お こなわれてい る。〈132気 候 〉またこのあた りは多雨地帯で ある。

年 間2,500ミ リメー トルか ら5,000ミ リメー トルの雨 が降る。3月 か ら9.月 まで は雨期

で,と くに5月 には激 しい雨が降 る。10月 から2月 までは冬期であ る。10月 か らは,

激 しい風が吹 き,寒 い 日がつづ く[SRIvAsTAvA l962:1]。

 〈142 身 体諸形 質の情報 〉彼 らは,モ ンゴ ロイ ド系で,男 性はが っしりした 中肉

中背の体格を して お り,背 は低 い。 髪の毛は黒 い。 広 い鼻を してい る[SRIVASTAVA

l962:12]。 〈341建 築 〉彼 らは通常高 い尾根の上に住んで いる。その家は地面 か ら

およそ1メ ー トルか ら3.5メ ー トルの高い木や タケの上に建 て られて いる。家は正方

形である。 男性 と女 性は家 に入るのに 別 の階段を もちいる。 男 性は 正面 の 階段 を,

女 性は横の階段 を用いる。 もし女性が正面の階段を用 いると,森 には動物が,川 には

魚 がいな くなる と彼 らは信 じて いる。家 の真 中には炉があ る。家の 中には煙突がない

ので,煙 が充 満す る。炉 の入 口に面 した ところは,バ ゴ(bago)と よ ばれる客のた めの

席である。 それに対 す る席 は,ニ ョシ(nyosi)と よ ばれ,家 族 の奴隷 か年寄 りの男女

の席 である。左側 はニ ョデ(nyode)と 呼 ばれ,長 男 ない しはその妻の席で ある。右手

は ウ ドゥ(udu)と よ ばれ,未 婚 の男女の席であ る。〈173 口碑 ・伝説に よる歴史 〉彼

らの伝承 によれ ば,ガ ロンは,チ ベ ッ トない しは,イ ン ドとチベ ッ トの境界線地帯に住

んでいた。彼 らは,谷 筋 を通 って上部 か ら低地へ と移住 した といわれ る[SRIVASTAVA

1962:5]。 〈19言 語 〉彼 らの言語は,チ ベ ッ ト・ビルマ語族 である。二,三 の音声
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的特徴をのぞいて,ア デ ィ(Adi)族 の 言語 と類 似 している。 ガ ロンの 言語 に は 声 調

があ る。 ガ ロンの言葉 は,ア ルナチ ャル ・プ ラデ シュの中で の 大 き な方 言 で あ る

[SRIvAsTAvA l962=6-7]。 〈58婚 姻 〉 嫁 と して連れて こられた女性 に たい して

は,他 の男兄弟 は性的な関係 をむすぶ権 利を有 している。 いわゆる兄弟 に よる 多婚

(fピaternal polyandry)力 玄お こなわれてい る。 交叉 イ トコ婚は彼 らの間で おこなわれ

て いる。 〈142 身 体 諸形質の情報 〉ガロ ンは,髪 の毛 を長 くして おり,容 貌が良い こ

とで・ミニ ョン(Minyong)や パ ダム(Padam)と 異 な って いる[SEN 1986:35-36]。

                                (栗 田靖之)

103



国立民族学博物館研究報告別冊 9号

ミニ ョ ン(Minyong)

 〈101ア イ デ ンテ ィフ ィケー ション〉 ミニ ョン(Minyong)は ア デ ィ(Adi)の 一

部族であ り,西 シャン ・デ ィス トリク ト(West Siang District)に 住 んでいる。彼 ら

は ミシュミ(Mishmi)の サ ブ ・トラィブであ るパダム(Padam)と 深 く結 びついてい

る。彼 らは70の 村 に住んで いる。〈882 青 年 の地位 〉村 には少年 と青年,未 婚の女性

のための宿があ る。 彼 らは踊 り上手で,機 織 りが うまい。 パダ ム(Padam)や こ れ

も同 じく ミシュ ミ(Mishmi)の サ ブ ・トラィブである イ ドゥ(ldus)の よ う に,男

女 とも髪の毛を 短 くしてい る。 〈62 コ ミュニテ ィ〉 彼 らは 年寄 りに よる ケバ ング

(Kebang)と 呼 ばれ る寄 り合 いを もってい る。 〈562性 別 による地位 〉女性は社会

の中で高 い地位を 占めている。 〈26食 物消費 〉彼 らはコメを常食 に し,ブ タ肉 もよ

く食 べる。彼 らは ライス ・ビール をよ く飲む。

 〈58婚 姻 〉婚姻 は,彼 らの古 くか らの習慣 によって若い男女 に相談する ことな く,

両 親が決める。時には子供 が生 まれ る前か ら,結 婚 が決 めらてい ることもある。離婚

者,未 亡人の再婚は認 め られている。 〈76死 〉死者 は土葬 され る[SEN 1986:36]。

                                (栗 田靖之)

104



北東インド諸民族の基礎資料

シ ュ ラ ン グ(Sulung)

Sen, D. K.1971``Annexure to the Tribal Map of lndia"Anthropological Survey of India,

Culcutta・ よ り 作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈131 位 置 〉シュ ラングは,カ メ ン ・デ ィス トリク ト(Kameng District)と スバ

ンシリ ・ディス トリク ト(Subansiri District)に またが って広 く居住 している小 さな

グループで ある。彼 らの人 口は,こ の両地域を含めて2,000人 を 越えない。彼 らはパル

(Par)川 の北方の入域困難な地域 に 住んでいる。 その地域はスバ ンシ リ(Subansiri)

川 か らブータン(Bhutan)国 境 におよんでいる。彼 らの居 住地域 はおよそ900メ ー ト

ルか ら2,100メ ー トルである。

 〈22食 物 獲得 〉彼 らは未開の状態にあ り,食 物を捜す ために,た いへん広範囲 に

歩 き回る。現在彼 らは,農 耕 を営んでいる。彼 らは,か な り早い時期に この地に移住

して きたと考 えられ る。 〈142身 体 諸形質の情報 〉彼 らは,隣 接 の部族 よ り身体的

にはやや小型で ある。

 〈29服 装 〉服装や容貌 か らして もダ フラ(Dafla, Nishi)と}ま ぼ同 じで あ る。 入

墨に対す る強要はない。彼 らは,生 態的に も社 会的にもニ シに依存 している[GHow-

DHURY  l 983:28]。

 〈342住 宅 〉家屋 は急斜面に建て られて お り,ニ シのそれと似て いる。<56社 会
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成層〉彼らは,ニ シの奴隷よりも,ほ んの少 しましである。〈22食 物獲得〉ずっと昔

には,彼 らは農耕を知 らず,バ ングニ(Bangni)同 様に,狩 や食物採集を して,半 遊

牧的生活を行なって きた。今 日では彼らは焼畑を行なっている。〈411武 器〉弓矢を

武器として使用する。彼 らは鉄や真鍮の細工が巧みである。〈76死 〉死者は火葬さ

れる[SEN l986:30,31]。

                                 (栗田靖之)
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ミ シ ュ ミ(Mishmi)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of lndia" Anthropological Survey of India,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈131位 置 〉 ア ル ナ チ ャル ・プ ラ デ シ ュ(Arunachal Pradesh)の デ ィハ ン

(Dihang)と ロ ヒッ ト・デ ィス トリク ト(Lohit Distri ct)に 住 む。 〈618 ク ラ ン〉彼

らは,Idu(別 の 名をChulikata), Taraon(別 の 名をDigaru), Kaman(別 の 名を

Miju)の3つ の グループに分かれている。 Idu・Mishmi(Chulikata)は ・髪の毛 を頭

の回 りで まる く刈 つている[SEN 1986:37]。 Digaru(Taraon)とMiji(Kaman)

は,髪 の毛を頭の上で結 んでい る。Chulikataに は, Bebejiyaと 言 うサ ブ ・トライ

ブがあ る。Mishimiは そ の色彩豊 かな服装が特徴である。彼 らは,遠 い昔 ビルマか ら

移住 して きた と言われている[CHowDHuRY l983:31-32]。

 〈101ア イ デ ンテ ィフィケ ーション〉イ ド ・ミシュ ミ(ldu-Mishmi)の 村 は,そ

れ らのある川の名前か ら付 け られて いる。〈34 建 造 物 〉家は離ればなれに建 って お

り,そ の家 は時 には50メ ー トルにもおよぶ ものがる。その細長い家には,い くつかの

部屋がある。彼 らは伝統 的な歌 と踊 りを持 ち,文 化的 には豊かであ る。<142身 体 諸

形質の情 報 〉 ミシュ ミは,が っしりした身体 である。背は低いが,広 い肩 を して おり,

頭 は大 き く,大 きな鼻の穴で鼻は低 い。 目は小 さく,つ りあが ってい る。女性 は機織
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りが上手で ある。 〈22 食 物 獲得 〉小 さな小鳥 と,野 生の ネズ ミを除いて,女 性 は肉

食 を禁 じられている。〈411武 器 〉彼 らの武器は石 と弓で,男 性はタケ製の帽子 をか

ぶ っている。 〈76死 〉死者は,一 夜家 に留めおかれるが,そ れか ら埋葬 され,5日

の後 に取 り出されて火葬 される[SEN 1986:37]。 〈42財 産 〉 ミシュ ミの間で は,

多 くの ミタ ン牛 と多 くの妻を持つ ことが富の象徴 とな って いる[Intelligence Branch

Division of the Chief of the Staff Army Head-(鋤arters India l907:181]。

 〈101 ア イ デ ンテ ィフィケーシ ョン〉 さきに述べた ように ミシュ ミは,3つ の グ

ループに分かれてい るが,ア デ ィ(Adi, Abor)と 同 じよ うに,言 語 や大 きな 文化的

側面に おいては,お たがいが結び合 って い る。 〈131位 置>Digaru(Taraon)と

Miji(Kaman)は,ロ ヒッ ト(Lohit)川 とその支流に住 んで いる。 Chulikata(Idu)

は デ ィバ ン(Dibang)川 と その支 流に住 んで いる[CHOWDHURY l983:31-32]。

〈11参 考 文献 〉 ミシュ ミに関す る古典 的な報告書 と しては,19世 紀 半 ば チ ベ ット

とア ッサムの通商路 を開拓す る任務に 就 い た ク ー パ ー((】ooper)の 報 告 書 が あ る

[CoOPER  l873]。

                                 (栗 田靖之)
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シ ンポ ー(Shinghpho, Shimpho), カ チ ン(Kachin)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of lndia" Anthropological Survey of lndia,

Gulcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈101 ア イデ ンテ ィフィケー ション〉 シンポー(Shinghpho)は,ビ ルマで は カ

チ ン(Kachin)と 呼 ばれて いる民族であ り,そ の いずれの言葉 も人間 を意味 している

[MAcKENzlE l884:61]。 カ チ ンは,上 ビルマー帯 に数 多 く居住 してお り,ビ ルマ

のカチンについては報告 も多い[三 森 1945]。 しか し,ビ ルマの カチンと このアル

ナチ ャル(Arunachal)の シンポーの生活様式が まった く同 じもので あると結論づ け

ることはで きないので,こ こではアル ナチャル ・プラデシュやア ッサ ムに居住 してい

る シンポーについての記述のみを紹介す ることにす る。

 〈131 位 置 〉 アルナチ ャル ・プ ラデシュに おいては,シ ンポーは ティラ ップ ・デ

ィス トリク ト(Tirap District)の ボル ドゥサ ・サー クル(Bordusa Clrcle)お よ び ロ

ヒッ ト・デ ィス トリク ト(Lohit District)に 隣i接 した 地域に住んで いる。 〈166 国

内移動 〉 シンポ ーは,1793年 に ビル マ のバ トカ イ(Patkai)山 脈 とチ ン ドウィン

(Chindwin)川 の間 の丘陵地帯か ら移住 して きた。 〈101 ア イ デ ンティフィケー シ

ョン〉かれ らは,ビ ルマ語 でカキェ ン(Kakhyen),ク キ ェン(Krkyen),カ コ(Kako)

と呼 ばれていて,最 初は イラワジ川の東 からユ ンナ ン(雲 南)に 広が る地域に居住 し
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ていた[CHowDHuRY 1983:33]。 〈77宗 教 的信仰 〉彼 らの宗教 は,仏 教であ る

とセン(Sen)は 記 述 して いる[SEN I986:38]。 しか しハ ンター(Hunter)は,彼

らの間における超越神 についての観念 を紹介 して いる。 それ によるとナ ッ ト(Nhat)

と呼 ばれ る有害 な精霊 があ り,こ れを宥 めるた あにニ ワ トリ,ブ タやイヌを用いて犠

牲儀 礼を行 な っている[HUNTER 1879]。 〈15行 動 の過程 とパー ソナ リティー〉

シンポ ーは,々 〉つては強力な民族 であ り,好 戦的な民族で もあ った。<52 レク リエ

ーション〉彼 らの祭 りは色彩豊 かで
,フ ラ ・ポィ(Fra-Poi)と 呼 ばれている[SEN

l986:38]。 〈618 ク ラ ン〉彼 らはい くつかの クランに分れていて,そ こにはそれぞ

れ首長が居 る。それ らの クランは,ひ とつの リネー ジまたはサブ ・リネージで組織 さ

れ ている。 〈34建 造 物〉住居 はカムテ ィ(Khamti)の もの と似てお り,25メ ー トル

か ら30メ ー トルの長 さで,6メ ー トルの幅があ り,い くつかの 区切 りがある[SEN

l986:38]。 〈142 身 体 諸形質の情報 〉人種 的には,彼 らはモンゴロイ ド的特徴を持

って いる。 目は切れ上 ってお り,ほ ほ骨は高い。肌の色 は黄褐 色か茶褐色であ る。 シ

ンポ ーの男性は,長 い髪の毛を頭の上で結んで いる。結婚 した女性 も,長 い髪の毛を

頭の上で結んで お り,銀 の クサ リで留 めて いる。彼 らは砿螂製の数珠 などの装身具を

身 につ けて いる。結婚 している女性 は,両 足 の足首 から膝 まで入墨 を して いる。男 性

は四肢に入墨を している[SEN l986:38]。 彼 らの身 長は1,6メ ー トルを越え ること

はない [lntelligence Branch Division of the Chi ef of thc Staff Army Head-

Quarters India  1907:188]。

 〈29服 装 〉彼 らの服装 は,木 綿 の色つ きの ジャヶ ットで下着 は木綿 か絹である。

男性はル ンジー(lungi)と 呼 ばれ るいろいろの色で織 られた腰巻 とジャケ ッ ト,頭 に

は白いターバ ンをつ けて いる。女 性はスカー トと腰 と首 の周 りに色のついた木綿の布

で細工 されたみ じかい ジャケ ッ トを着て いる。〈24農 業 〉彼 らは種 々の コメを栽培

して おり,コ メの収穫 は上 々であ る。〈32原 材料の加 工〉男性は鍛冶屋 としても優

秀で,鉄 を持 ちいて 山刀(dao)や 槍 をつ くってい る。 女性は 機織 りに優 れ て い る

[SEN  l986:38]。

 〈72戦 争 〉シンポーは,ビ ルマ戦争の折,多 くのア ッサム人 を奴隷 と して ビルマ

領に連れ さった ことがある[ゲ イ ト 1944:356]。 そ して,か つてはア ッサ ムにお け

る彼 らの農業は,奴 隷 によ って行 なわれていた。 しか し奴隷 とは名ばか りで彼 らは,

結 婚す ることも,財 産 を持 つことも認め られてお り,外 見は自由人 と同 じである とい

う[Intelligence Branch Division of the Chief of theStaff Army Head-Quarters

India l907: ..]。

                                 (栗 田靖之)

110



北東インド諸民族の基礎資料

タ ギ ン(Tagin)

 〈131位 置 〉スバ ンシ リ(Subansiri)川 の 左岸 の上流,ス バ ンシ リ・デ ィス トリ

ク ト(Subansiri District)の ノJ＼高い丘の斜面 に住 む。 〈19 言 語 〉言語 はチベ ッ ト.

ビル マ語族の北 アッサ ム語群である。〈342住 宅 〉彼 らは,タ ケ と木 の土台の上 に建

て られ た ロングハ ウス風 のバ ラ ックに住 む。 この住居には一世帯以上の家族 が住 んで

いる。 窓は無 く正面に入 口が ある。 炉で火 をた くと,家 中は煙 がい っぱ いにな る
。

〈26食 物消費 〉コメ,ト ウモロ コシ,穀 類 は彼 らの常食で ある
。 ミタ ン牛,ウ シ,

ブタ,ヤ ギ,イ ヌ,シ カ,サ ル,小 鳥,ヘ ビ,ネ ズ ミを食べる。一般的には
,彼 らは

食料 を入会地 から採 る。 〈29服 装 〉彼 らは衣 服を好 まない。男性 は,袖 な しの黒 い

コー トと木綿の一枚布 を,女 性は ウールの一枚布を身に付 けている
。未婚の女性 は,

チ ベ ッ ト風の ウールの丸 い帽子をかぶ つて いる。 〈22食 物獲得 〉そ して食料獲得 の

ための優 れたハ ンターである。 〈75 病 気 〉彼 らは栄養不足で
,そ して彼 らの容姿か

ら見 るか ぎ り,皮 膚病 もあ り,あ まり衛生 的ではない。 〈58婚 姻 〉彼 らの間では単

婚で あるが,豊 かな階層では多婚 も見 られ る。 〈76死 〉死者 は埋 葬 され る[SEN

1986:38]。

(栗田靖之)
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カ ンパ(Khamba)

Sen, D. K.1971"Anncxure to the Tribal Map of India,, Anthropological Survey of India,

Culcutta.よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈101 ア イ デンティフ ィケー ション〉シャン ・ディビジ ョン(Siang Division)に

住 む この部族について,イ ン ド側 の文献 には独立 した記述 を見 い だ し得 な か った。

唯 一 チ ョーダ リー(Chowdhury)の 記 述 の 中に,「 メ ンバ(Memba)と カ ンパ

(Khamba)は,カ メン ・デ ィス トリク ト(Kameng District)の モ ンパ(Monpa)と

関 連 した 部族で ある。 カ ンパ(Khamba)は,ヤ ン ・サ ン ・チュ(Yang Sang Chu)

川 流 域 に 居 住 して い る。 メンパ(Memba)は,デ ィバ ン(Dibang)川 や シ ャ ン

(Siang)川 が シャン ・デス トリク ト(Siang District)の 北 方域を横切 っているゲ ェ リ

ン(Gelling)付 近 に居住 している。」 とある[CHowDHuRY l983:30]。

 その名前か ら判断す ると,チ ベ ット地方の昌都を中心 に して居住す るカンパ と呼ば

れ る人び とが,ヒ マ ラヤを越えて この地に定住 したのか もしれない。 中国においては,

カ ンパは少 数民族 として認定されてお らず,こ の場合,カ ンパは,部 族名ではな く,

チ ベ ッ トの カム地方 に住む人(バ)を 意味す る言葉に過 ぎない[栗 田 1987:30-31]。

                                 (栗 田靖之)
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リス(Lisu), ヨ ビ ン(Yobin)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of India"Anthropological Survey of lndia,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈115情 報 提供者 〉 リス族については,セ ン(Sen)の 情 報のみで あ った。<131

位 置 〉彼 らは,テ ィラップ ・デ ィス トリク ト(Tirap District)の ノ ア ・デ ヒン(Noa

Dihing)川 の 川岸 ビジ ョイナガール(Vijoynagar)と 言 う場所 に 多 く住 ん で い る。

〈171文 化要 素の分布 〉彼 らは隣…接す る部族 とは違 った文化 を継承 して いる。 〈161

人 口 〉人 口はた いへん少ない。〈101ア イデ ンテ ィフ ィケー ション〉彼 らは,ビ ルマ

の人 々とはたいへん近い共通性を持 って いる。 〈24農 業 〉焼畑以 外に これ と行 った

経済的活動 はない。 〈20 コ ミュニケー ション〉地理的要因のために,彼 らは外の世

界 とほとんど接触を持たなか った。 〈77宗 教的信仰 〉この部族は,,彼 ら自身 の宗教

的信念 と儀 礼を行 なって いる[SEN l986:41]。

                                (栗 田靖之)
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[SREEDHAR 1974;GoRI 1984;SAcHcHIDANANDA 1985]を 参 考 に作 図。

・ナ ガ ラ ン ド州 、マ ニプ ー ル州 、 テ ィ ラ ップ ・デ ィス トリク トに お ける

ナ ガ諸 族 の分 布 を示 してい る。

図7ナ ガ 諸 族 の 分 布
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ナガ(Naga)諸 族概説

 ナガ という民族 名称 はよ く知 られて いる。 しか し,ナ ガ と呼称 され る人 々は,決 し

て単0の 民族,あ るいは部族ではない。言語 についていえ ば,「 村 ごとにその話 し方が

ある」 とい ってよいほどに多様であ り,相 互 の理解 が不可能 な言語が乱立 している。

個々の コ ミュニティあ るいは部族その ものの中で も,た いへん異な った方言が並存 し

ている例が多 いのである。 また,部 族 ごとに特徴 的な衣服,身 体装飾 があ り,逆 にこ

れが部族の識別 に役立 っている。 また,農 作 物に例 を取ってみて も,ア ンガ ミ族に代

表 され る水稲の雛段耕作 か ら,焼 畑 での陸稲,雑 穀,タ ロイモなどを 中心にすえ るも

のまで,地 域,部 族に よるヴ ァリエーションに富 む。 この地域においては,「 村 落は

国家で ある」 と言 いかえて よいよ うな独立性の強い部族社会が多数 ち らば っていたの

であ る。(ナ ガ諸族 に関す る地図は,こ の項の終わ りに一括 して掲載す る。)

 〈101 ア イデ ンテ ィフ ィケ ーシ ョン〉 「ナガ」 とい う名称は,ア ッサム人によ る,

山地民にたいす る呼称である。 これの語源に関 しては確定で きて いるわけではないが,

サ ンス ク リッ トで 「山」を意味する 「ナガ(Naga)」 に 由来 するという説,ア オ ・ナガ

(Ao Naga)族 な どの言葉 で 「人」を意味する 「ノク(Nok)」 に 由来 する という説 な

どがある。現在 はアデ ィ(Adi)族 を さすアボール(Abor)と い う名称 が,か つて,ア

ルナチ ャル ・プラデ シュの多 くの 山地民にたい して用 いられたの と同 じように,ナ ガ

とい う呼称 は,カ チ ン族 の南西,ク キ ・チ ン諸族 の北 の部族全体,つ ま り,チ ン ドウ

ィン川 とブ ラマ プ トラ川 の間 の山地帯に住 む部族全体 を包括す る意味で用 いられて き

た とい って よい。そ して,現 在 において も,ナ ガとい う名称は,民 族学的 に明確 な定

義を持 ち得て はいない。

 〈105 文化 の概要 〉それで は,ナ ガ と呼ばれている諸部族 と他の諸族 はいかに 区

別 されるの か,ま たナガ諸族の間での共通性は無いの か,と い う疑問がわ くが,こ れ

について は,以 下のよ うな意見があ る。

 「全 ナガ諸族 に例外を除いて共通 してい ることは,そ の社会機構 と経済機構で ある。

まず社会機構 においては,父 系制 をと り,氏 族 を単位 とする外婚制である。村落 はふ

つ う同一氏族 の家 々 に 占拠 さ れ,他 の ちが った氏族 の村落 と伝統的に結婚 関係 を結

ぶ。……同一氏族以外の者 と結婚 をす るという厳 重な族外婚制 のわ くがある。経済 は

他のア ッサム諸族 と同様焼畑耕作で,… …毎年 山頂 にある村落の南辺 の広大 な地域 内

で焼畑を移動 させ るのであ る。 ……最近まで,奥 地では首狩 りの習慣を もっていた。」

[中根 1972:53]。
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 「ア ッサムや ビルマに住 む隣接 した諸族 とナガ諸族を区別 す る基準 を設 けるのは難

しい。しか し,ハ ットン(Hutton)は,「 ナガ」な る用語は特定の地域に住 む諸族を さす

語 として有用であ ると し,ま た エル ウィン(Elwin)は,『 ナガ と して知 られ る諸族に

はある種の共通 した雰囲気 と精神 が ある ことが明白で ある。』 と述 べ ている[ELWIN

l961:5]。 形 質,言 語,文 化の上では部族 によって変異 がみ られ るが,特 定 の信仰 や

経済 行為 においては明 らかに一般的な類似性を示 してい る。」[NAG 1964:44]。

 〈198特 殊言語 〉現在,多 数の部族 は,共 通語 として,ア ッサ ム語 と現地の言葉 を

とりまぜ た もの(Nagamese, Naga Pidgin)を 用 いるようにな って きてい る。 このよ

うな事情をふまえて,こ こでは,ナ ガ諸族 という呼び方を採用す ることにする。

 〈197言 語 の同定 〉グ リア ーソンは,ナ ガ ・グル ープ(Naga Group)を6つ のサ

ブ ・グル ープに分 けてお り,そ れ ぞれに属する言語集団をあげている。 いまそれを表

にす ると以下の ようになる[GRIERsoN 1927]。

グループ サブ ・グループ  言語

Naga Western Naga Angami, Sema, Rengma (Unza), Kezhama 
     —Central Naga  —Ao, Lhota, Tengsa Naga, Thukumi, Yachumi 

     —Eastern Naga Angwanku, Chingmegnu, Banpara, Mutonia 
                     Mohongia (Borduaria), 

                    —Namsangia, Chang, Assiringia, Moshang, Shangge 
     —Naga-Bodo Kachcha (Empeo) Naga,  Kabul (Kapwi), Khoirao 
     —Naga-Kuki  Mikir, Sopvoma (Mao), Maram, Miyangkhang, 

                    —Kwoireng, Tangkhul, Maring 
     —(unclassified)

 この なかで,一 つの言語 に纒 め られているものの うちで も,た がいに理解不能な方

言を幾つ も持 ってい る例は多 く,し か も,言 語の違い とコミュニテ ィーの違 いが必ず

しも一致 しないため,大 変 混乱 している。 また同一 の村落で も,そ のサブ ・グル ープ

であるケル(khel)ご とにかな りの言語 の差異 がみ られ る場合があ る。その ことを端 的

に示 しているの は,諸 部族の 自称,相 互の呼称の錯綜である(例 えば[HUTTON I921

a:388-389]の 表 参照)。 このよ うな言語の差異 が発達 した ことは,集 落の孤立性が高

かった ことに よって説 明されている。現在,ナ ガ諸族 は互いの リンガ ・フランカ とし

て,ア ッサ ム語化 したナガ語(Nagamese, Naga Pidgin)を 使 っているが,そ れまで

は,自 分の住 む集落 のみが 国家で あ り,た がいに交渉 を持つ隣接 した集落 くらいの範

囲に彼 らの生 活世界は限 られていたと思われ る。言 い替 えれ ば,ナ ガ諸族が一つの集

合 と して 自分た ちを認識 し始 めたの は比較的最近 の ことと思われ るのである。
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 ス リーダ ー(Sreedhar)と エ ンブ リー(Embree)に 従 え ば,ナ ガ諸語 の分類 に関す

る研究史を以 下のようにた どる こと が で き る[SREEDHAR 1974:25-33;Embree

l950:41]。

  「ナ ガ ・グル ープ(Naga Group).の 言 語は,全 般 に ビルマ 語よ りもチベ ッ ト語に

近 い。」[GRIERsoN 1903]。

 「ナガ諸族の言語の多 くは チン(Ghin)語 で ある。ナガ語 か,ま た非 ナガ語 かの分

類 は,言 語学的に大 きな意味を もたない。」[Embree l950:41]。

 「北部の ナガ諸語 を分析 して み る と,こ れ らの 諸語であ るチ ャン(Chan),ボ ム

(Phom)・ ノ クテ(Nocte),タ ンサ(Tangsa)な どは,ボ ド・カチ ャ リ(Bodo Kachari)

グル ープにいれ,他 のナガ諸語は クキ(Kuki)グ ル ープに 入れ るの が適当である。」

[SHAFER  1953]。

 「ナガ諸語を,音 声論,形 態論,統 語論などか ら分析,分 類 してみれば,一 般 にナ

ガの呼称 は,ア ル ナチ ャル ・プラデ シュやビルマの諸部族 と関係 な く使われる傾向が

あるが,コ ニ ャック ・ナガ語 はそれ らと大変近い関係 がある。また,ポ ロ語,カ チャ

リ語 ともあ る程度似ている。」[MARRISON l967]。

 この ように,い まだナガ諸族の持つ言語 につ いて言語 学的な整理が行われているわ

けでは な く,こ れは ナガな る用語 の定義を一体なにに求めるかとい う事 とも関 わ って

今後解決 されるべ き問題点である。

 〈62 コ ミュニティ〉本稿 においては,多 くの ナガ諸族 を,現 在の主要な政 治地区

に分 けて整理 しておきたい。 かつて,ナ ガ諸族 自身にと つては現在引かれて いるよ う

な国境,州 境線は意味をなさず,以 下の領域全体が彼 らの集合的なテ リトリーであ っ

た・ しか し,現 在では どの政治地 区に属するかが社会的,文 化 的に重要 とな っている
。

1 ナ ガ ラ ン ド州 の ナガ族

 ナ ガ ラ ン ド州 に は ・ ア ン ガ ミ(Angami),チ ャ ン(Chang),チ ョ ク リ(Chokri),ケ

ザ(Kheza・Kezhama),キ ァ ム ン ガ ン(Khiamung鱒),コ ニ ャ ッ ク(Konyak),リ

ヤ ン メ イ(Liangmei)・ ロ タ(Lotha),ボ ム(Phom),ポ チ ュ リ(Pochuri)
,レ ン グ マ

(Rengma)・ サ ン タ ム(Sangtam),セ マ(Sema),イ ム チ ェ ンゲ ル(Yimchenger),

ゼ ミ(Zemi)な ど の 部 族 が 居 住 す る 。

 ナ ガ ラ ン ド州 に 住 む ナ ガ 諸 族 は,古 く か ら 多 く の 研 究 者 の 注 目 を ひ い て き た 。

``Journal of th
e Asiatic Society of Bengal","Journal of the Royal Anthropolo-

gi・al In・titut・ ・f G・eat B・it・in and 1・eland",``Man","Anth・ ・P・・","Man in
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India"な どの人類学に関わる雑誌 には多 くの レポー トがあ り,ま た,ま とまった民

族誌は,ハ ッ トン(Hutton),ミ ル ズ(Mills),ハ イ メン ドル フ(F�er-Haimendorf),

カ ウ フマン(Kauffmann),ス ミス(Smith)ら に よ って残 されてい る。 [HuTToN

1921a,1921b;ﾑIILLS 1922,1926,1937;FﾜRER-HAIMENDORF 1976;KAUFF-

MANN l939;SMITH 1925]。 ハ イメン ドルフなどを除 けば,西 欧人 による現地調査

の ほとんどは,第 二次大戦以 前に行なわれた ものである。 〈11参 考文献 〉本稿 では,

シモ ンズ(Simoons),セ ン(Sen),ゴ ー シュ(Ghosh),ス リーダ ー(Sreedhar)な どに

したが って,ナ ガ ラン ド州に住むナガ諸族 につ いて概説 してお くにとどめる[SIM◎ONS

1968;SEN l987;GHosH 1982;SREEDHAR 19741。

 <63 領 土 機構>1960年8月10日,ネ ル ー首相 による宣言 によ って,実 質上の州 と

な ったN.H.T.A.(Naga Hills Tuensang Area)地 方 は,1961年2月 に ナガ ラン ド

(Nagaland)と 改 名され,1963年12月 正 式に イン ド第16番 目の州 と して誕生 した。現

在 この州には,コ ヒマ(Kohima),ペ ク(Phek),ウ ォカ(Wokha),ズ ネボ ト(Zunhe-

boto),モ コクチュン(Mokokchung),テ ンサ ン(Tuensang),モ ン(Mon)の7つ の

デ ィス トリク トがある。

 〈13地 理 〉州面積(約16.5万 平 方 キ ロメー トル)の ほとん どは山が ちな土地で,

デ ィマプ ール(Dimapur)の よ うな例外 を除 いて低平地 はほとん どない。 ナガ ラン ド

の年間降水量は,1,800か ら2,500ミ リメー トル ほどであ り,森 林面積は約8万 平方 キ

ロメー トルに達 している。 この森林 は常緑樹の密林 とな ってお り,樹 種はたいへん豊

富であ るほか,野 生牛,ゾ ウ,ト ラなど様 々な野生動物のすみかにもなっている。低

平地は夏季には気温 ・湿度 ともに高 く,居 住 に適 した気候ではないため,集 落の ほと

ん どは夏冬 ともに比較 的冷涼な丘陵地 にある。 それ らの標高は900か ら1,800メ ー トル

程度で ある[SEN l987:3-15]。

 〈105文 化 の概要 〉ナガ諸族は,す べてチベ ット ・ビルマ語族のモ ンゴロイ ドで

あ り,父 系 に したが つて親族 を構成す る。狩猟 や農耕 においてはさまざまなジェンナ

(genna儀 礼,タ ブー)が 行なわれ る。祭 りは農事暦 と深 く関わ るものが多い。<171

文 化 要素の分布 〉しか しナガ諸族は さまざまな点 において多様である ことが指摘 され

ている。 シモ ンズに従 えば,ナ ガ諸族の文化の多様性 について以下のようにまとめる

ことがで きる[SIMooNs 1968:106-109]。

 〈24 農 業 〉農業 と作 物に関 して は,ナ ガ諸族全体を みた場合は,陸 稲 を中心 と し

た焼畑農耕 が主流であ る。 しか し,東 ア ンガ ミ族は 急傾斜地に造成 した 棚 田での 水

稲耕作 を行 な って いる。 また,こ の耕作法 は彼 らに接する諸部族に も伝播 してお り,
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それ らは この水稲耕作 とともに焼畑耕作 も行 な っている場合が多い。 こうい った部族

に含まれるのは,レ ングマ族,セ マ族 の一部,タ ンク0ル 族 などのマニプールに住む

ナガ諸族 の一部な どである。他 に作物 として重要 な ものには,ミ レッ ト,ト ウモ ロコ

シ,ハ トムギ,タ ロイモな どが ある。 コニ ャック族 の中には,タ ロを主作物 と し,ミ

レッ トや陸稲を副作物と して いるグル ープ も存在 していた。 ロタ族,セ マ族,レ ング

マ族,ア ンガ ミ族な どは,穀 物 の種を穴 に蒔 くのに対 して,コ ニ ャック族,ボ ム族,

サ ンタム族,イ ムチェンゲル族,ア オ族 などは散播する。

 〈34建 造 物 〉家屋 につ いては,南 部 のグループの中には,地 面 の上に じかに家屋

を建て るものもあ るが,多 くはタケで作 った高床 の上 に家屋を建 てている。 ロタ族 は

両者 の折衷型を好む。 また,家 屋の大 きさ,耐 久性,装 飾については,ヴ ァリエ ーシ

ョンに富んで いる。〈344 公 共 建造物 〉つ ぎに若者宿 についてであるが,ア ッサム語

で あるモル ング(morung)と い う言葉 は,ほ ぽすべての ナガ諸族 においてみ られ る若

者の組織,ま た さらにその活動の拠点になる建 築物双方を さす言葉 と して慣習的に用

い られて いる。若者宿(モ ルング)は 一般 に村落 の中で も最 もきわだった建物で,大

きくかつ念入 りな装 飾がなされている ことが多 い。 しか し,ア ンガ ミ族やセマ族 の場

合 は一般 に若者宿 を持たず,普 通の家屋や首長の家屋 が若者の組織(モ ル ング)の 活

動 の場 となって いる。 モル ング組織は,ク ランの構成員 のうちの未婚の男性か らなる。

この組織は クランに由来 し,ク ランの結束 を守 る役目を果たす もので あるが,組 織へ

の加わ り方,組 織に対する忠誠度,組 織のメ ンバ0で ある期間などに関 しては,部 族

によ って違いがみ られる。

 〈621 コ ミ ュニティの構造 〉政治体制に つ いては,コ ニ ャック族 などでは強力な

権力を持つ王(首 長)を 中心 と した明白な専制体 制,階 層 的な リネージの構成 がみ ら

れ るが,セ マ族 などで はさほどで もな く,ア オ族,ロ タ族,ア ンガ ミ族などではある

程度民主的な政治体制がみ られ る。

 〈304身 体 変工[身 体損傷]〉 入墨 に関 して は,南 部や西部の グル ープではみ られ

ないのに対 して,コ ニャ ック族 やチ ャン族 は男女 とも入墨 を し,ま たアオ族 やサ ンタ

ム族においては女性だ けに入墨がみ られ る。女性 の入墨は婚姻や 出産 と関わる ことが

多いのに対 して,男 性の入墨 は首狩 りに関 わる ことが多い。

 〈72戦 争 〉首狩 りについては,イ ギ リスの統治下に入るまでは,ど の部族で も残

っていた といわれて いる。首狩 りも婚姻 や出産 と関わ ってお り,首 狩 りを遂行 して い

ない男が結婚 するのは容易ではなか った。 と くに コニ ャック族な どでは,戦 果 をあげ

た襲撃 に参加 した経験のない男性は 「男」 と認 められなか った。
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 〈764 葬式〉葬式の方法については,埋 葬するか,台 の上で風葬するかの2通 りが

ある。多 くのグループは埋葬するが,墓 の位置,石 の利用法,木 の彫像などに関して

は,様 々なヴァリエ0シ ョンがある。台の上で風葬するや り方は,ア オ族のほか,デ

ィク川以東の部族でよくなされている。 しか しこれらの中でも,頭 蓋や遺体の取扱い

方についてはさまざまである。一般に,葬 送の儀式の一部は,播 種や収穫の時期に行

なわれることが多い。

 〈77 宗教的信仰 〉しかしこれ らの多様性のうちにも,ナ ガ諸族一般に共通する宗

教的信仰がみられ,こ れが彼 らの文化上の個性である首狩 り,勲 功祭宴,巨 石建造な

どと結びついている。 ここで もシモンズに したがえば,以 下のようにまとめることが

できる[SIMOONS 1968:109-114]。

 〈776 精霊と神 々〉ナガ諸族は無数の精霊の存在を信じており,ま たそれ らには,

人問のように種々様々の個性がある。人に害をなす精霊に対 しては,供 犠を行なうこ

とで,そ れをなだめることがで きると考えている。 〈771宗 教の一般的特性 〉<78

宗教的慣行〉人の頭にはある種の生命力が宿 っている。これは生存中で も死後でも種

種の方法によって他のものに乗 り移らせることができるものであり,こ の生命力が,

村全体や個人の幸福や豊饒を保証するカとなる。首狩 りを行なうのは,そ れに宿る生

命力を得るためである。生命力がもたらす豊饒とは,村 人や家畜の多産,作 物の豊作

などである。長期間の一連の儀式からなる勲功祭宴(Feast of Merit)は,主 催者の社

会的地位の向上という目的も含まれているが,豊 饒を求めるためのものであり,主 催

者の持つ豊饒な生命力が,村 やクランに豊饒と幸福を与えるほか,主 催者 自身も更な

る豊饒を得られることが,期 待,保 証されるのである。

 〈346 宗教用,教 育用建造物〉巨石による記念建造物は,こ の生命力をのりうつ

らせようとしたものであり,勲 功祭宴や葬送と関わって建築される。儀式によって生

命力が乗り移った建造物は,そ こか ら周囲に影響を与え,村 落の豊饒を末永 く保証す

る力となる。人が死んだ際に作 られる木の彫像や墓石も,や はりその人の生命力が宿

ったものであり,同 様に周囲に影響する。〈788儀 礼〉これらの生命力に関わる豊饒

を保証する諸儀礼においては,ブ タやニワ トリなどの家畜が犠牲にされるが,最 も値

打のある犠牲獣は,ミ タン牛あるいは水牛と考え られている。

 〈17歴 史と文化変化〉しかし以上のような伝統的文化を持つナガ諸族においても,

近年の文化変容は急速に起 こっている。第二次大戦後の都市の発達,教 育の拡大,キ

リス ト教の浸透などによって,伝 統的な文化は遠隔地の村落や古い世代にのみ見るこ

とができるといわれている[SEN l987:24-26]。
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 さて現在の ナガ ラン ドに居住す る諸族 を概観 してお きたい。 コミュニテ ィーの併 合

や分離 はたびたび起 こって いるようで,ど れを部族 の単位 とす るか は問題であるが,

以 下に取 り上げ るのは,セ ンが示 した,現 在州政府が認 定 した コ ミュニティーである

[SEN l 987:24-26]。 〈161人 口 〉なお,そ れぞれの人 口については,1971年 セ ン

サスによれば以下 の とお りで ある(数 字は人 口を表わす)。

Ao 74,016 

Sema 64,918 

Angami 43,994 

Sangtam 19,315 

Chang 16,075 

Yimchunger 14,146 

Rengma 8,174 

Makware 2.501

Konyak 72,319 

Chakhesang 43,438 

Lotha 36,638 

Phom 18,019 

Khiemungan 14,338 

Zeliangrong 13,883 

Tikhir 2,800 

Chirr 692

 (1) ジ ェ リァ ンロン(Zeliangrong>

 この グル ープは,ゼ ミ(Zemi, Zemei),リ ヤ ンメイ(Liangmei),ロ ンメイ(Rong-

mei)の3部 族がなす コ ミュニテ ィーである。 彼 らは,か つて カチ ャ ・ナガ(Kacha

Naga, Kachcha Naga, Kachcho Naga)と 呼 ばれていた。居住域 はマニプール州に

も広が ってお り,現 在 そ こでは,ゼ ミと リヤンメィはカチ ャ ・ナガ族,ロ ンメィはカ

ブイ(Kabui)族 と して知 られて いる[SEN l987:43]。 ま たグ リア ーソンの示 した

言語名の うちで,ゼ ミ, リヤ ンメイ,ロ ンメイにあた るの は,そ れぞれEmpeo,

Kowireng, Kabuiで あ る[GR.IERsoN l927:65-70;SREEDHAR l974:14-15]。

 ゼ ミ・ナガ族 の居住域 は,ナ ガ ラン ド州の南西部 か ら,北 カチャル山地 などにまで

広が っているが,ダ ス(Das)は,ナ ガ ラン ドのゼ ミ族 と北 カチ ャル山地 のゼ ミ族 とは

文化的な違 いはほとん どないとしている[DAs l975:163]。 ま たハ ッ トンは,ゼ ミ

族は コノマ(Khonoma)の ア ンガ ミ族 に従属 していた ことを記 してお り,彼 らの文 化

はア ンガ ミ族 の影響 を強 く受けて いる[HuTToN 1921a:352]。 な おジェ リア ンロ

ン族の踊 りはナガ諸族 の中で も最 も優れて いるとされている[GHOSH 1982:260]。

 (2) チ ャケサ ン(Chakhesang)

 この グル ープは,チ ョク リ(Chokri, Ghakhuma),ケ ザ(Kheza, Khezhama)と

サ ンタム(Sangtam)の 一 部がなす コミュニテ ィーである。 かつ ては,チ ョク リは東

アンガ ミ(Eastern Angami),ケ ザ は南 ア ンガ ミと して,ア ンガ ミ族の サブ ・グル ー

プとして知 られていた。 チ ャケサン族 の共通語は アンガ ミ語 であ り,村 は村長会議 に

よって統治され る[SEN'1987:47]。
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 (3) ポチ ュ リ(Pochury, Pochuri)

 かつ ては東 サ ンタム族 として知 られたのち,チ ャケサ ン ・グル ープに加 わ り,サ ン

タム ・ポチュ リ(Sangtam-Pochuri)と も呼ばれたが,現 在 は独立 したコ ミュニテ ィ

ーをな して いる
。 この部族 に関する情報 は少 ない。代表 的な村 はメル リ(Meluri)で

あ る[SEN 1987:49;SREEDHAR 1974:17]。

 (4) ア ンガ ミ(Angami)

 ア ンガ ミ族 はナガ諸族 のうちでも最 も大 きなグル ープの一つであ り,か つ経済 的に

発展 しているといわれて いる。 自称 はテンギマ(Tengima)で あ る。 ナガ諸族 中で最

も民主 的とされ る政治体系を持 つ。 アンガ ミ族 の行な う棚 田での水稲耕作 は,彼 らと

隣接 した諸族へ と広 まった ことが知 られている。 この0を 持たない雛壇耕 作につ いて,

周辺 の多 くの地域 との多様な文化要素の比較 を通 して,そ の文化史 的位置づけを考察

した大林に よれば,雛 壇耕作 は低地の河川流域住民であ るタイ系諸族や ア ッサム人の

それとは異な る系統の もので あ り,巨 石文化複合(巨 石建立,死 者崇拝,石 と水 との

深 い結びつ き,豊 饒儀礼,非 功利的な牛の飼育な ど)や 平地家屋 といった文化 と深 い

関わ りを持 つている[大 替 1954]。 代 表的な村 落には,コ ヒマ(Kohima)や コノマ

(Khonoma)が あ る。彼 らのグル ープの0部 はマニプール州に も住 んで いる。

 (5) セ マ(Sema)

 シ ミ(S三mi)と 自称す るセマ族 は,ズ ネボ ト(Zunheboto)を 中心 と した地域 に居住

す る,ナ ガ諸族 の うちで は比較的大 きなグル ープであ る。ハ ッ トンによる民族誌 の記

述は,ア ンガ ミ族 などとの比較に富 むが,そ れによれ ば,彼 らの 住む地域 はア ンガ ミ

族 より比較的標高 が高 い冷涼 な土地であ り,陸 稲,ミ レ ット,ハ トムギな どの焼畑耕

作をお こなって いる[HUTTON l 921b]。 北 ビルマの山地 に住 む焼畑民であるカチ ン

族 と,漢 谷 の低 地での水 田稲作民で あるシャン族 との政治 ・社会体系を比較 した うえ

で,さ らにカチ ン族社会 を 「貴族 的」 なグムサ型社会 と 「民主 的」な グムラオ型社会

に二 分 して,こ れ らの社会変化を動態的 に考察 した リーチによれ ば,セ マ族 はグムサ

型,ア ンガ ミ族 はグムラオ型のタイプに近い という 「リーチ 1987:331-332]。

 (6) レ ングマ(Rengma)

 ミル ズ(Mills)に よれ ば,レ ングマ族は,ア ンガ ミ,セ マ,ロ タな どと同 じく,ナ

ガ ラン ド南部のケザ ・ケノマ(Kheza-Kenoma)に 出 自を持 ち,比 較 的最近 まで,ロ

タ族 と同 じ部族 に属 していた とい う[M肌s1937:0]。 彼 らの移動 は,ミ キール山

地 まで にも達 して おり,ア ッサム州内に も分布 して いるが,イ ギ リス勢力 との接触 の

時期 も早 く,現 在多 くは キ リス ト教化 しているといわれて いる[SEN l987:51-52]。
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 (7) ア オ(Ao)

 ア オ族はモ コクチュン・デ ィス トリク ト(Mokokchung Distr�t)を 中心にア ッサム

州 に接 した地方に居住 している。 ナガ諸族の 中ではア ンガ ミ族 と並んで最 も大 きな勢

力 を持 って いる。主 たる方言には,Chongli, Mongsen, Changkiが あ るが,こ れ ら

はそれぞれ一群の クランか らな り,さ らに細 かな方言の発達が著 しい。 ケザ ・ケ ノマ

(Kheza-kenoma, Kezakenoma)の 石 か ら生 まれた とい う同 じ伝統を持つ隣…接部族で

あ るセマ族や ロタ族 とは,風 葬や女性の入墨などの点で明確 に異な っている[MILLS

1926:1-3]。 しか し現在 は西洋化,キ リス ト教 化がすす み,多 くの者は古い慣習 に従

わな くな って きて いる[SEN l987:52-54]。

 (8) ボ ム(Phom)

 ポム族 はかつて はコニ ャック族 のグル ープに入れ られてい た。古い記述 において,

Tamlu, Ghingmegnu, Assiringiaな ど とよばれていた グル ープで ある[SREEDHAR

1974:21,27]。

 (9) ロタ(Lotha, Lhota)

 ア オ族や レ ングマ族 と隣接す るロタ族 は,そ れ らとの文化的な共通点を い くつ も持

っている。彼 らは個々の外婚 クラン(ケ ルkhel)の 代 表者か らな るングテ ィ(ngti)と

い う政治組織を持 ち,首 長の権力は さほど強 くない。土地は村の共有地が ほとん どで

あ る[SEN 1987:55]。

 (10) コニ ャック(Konyak)

 ナ ガ諸族の中で も最 も未開であるといわれ るコニ ャック族 は裸の ナガ(Naked Na-

ga)と もいわれ るように,衣 類をあ まり身につけず,織 物の技術 も優れてはいない。

彼 らの居住域は ビルマ側 にも広が ってお り,地 域 によってたいへん多数の方言が ある

[SREEDHAR 1974:20-21]。 ハ イメ ン ドル フが報告 したよ うに,彼 らの社会組織 の

特徴 は,ア ン(Ang)と 呼 ば れ る血 統を持 った 王を 中心 とした ものであ る[FURER-

HAIMENDORF 1976,森 田 1984:63-94]。 その ほかの文化上の特徴 と しては,入 墨

をすること,木 の彫刻 に優れ る こと,ト ラィアノレ・マ リッジ(Tria1 Marriage)を 行

な うことなどがあげ られ る。 グ リアーソ ンな どの 古 い記述 において,Angwanku,

Tablungな ど と呼 ばれてい るのが コニ ャック族 にあた る[SREEDHAR l974:27]。

 (11) サ ンタム(Sangtam)

 テ ンサ ン,コ ヒマなどのデ ィス トリク トに住 むサ ンタム族は,主 として北の グル ー

プ と南 のグル ープに分 かれて いる。現在 南の グループはチャケサ ン ・コ ミュニテ ィー

に属 している。古い文献で ツク ミ(Thukumi)と 記 されているものは,サ ンタム族 に
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あ た る[SREEDHAR 1974:21-22]。                   噛

 (12) イ ム チェ ンゲル(Yimchenger, Yimchunger)

 グ リア ーソンがYachumiと 記 して いるグル ーフ.である。彼 らの主作物 は雑穀であ

り,最 大の祭で あるmetemneoも,ハ トム ギ の 収 穫 を祝 う もので ある[GHosH

l982:262]。

 (13) キァ ムンガ ン(Khiamungan, Khiemungan)

 か つて,Kalyo-Kengyuと 呼 ばれていたグル ープで,こ れは 「石の屋根 の家に住む

者」 の意を表わ してい る。ス リーダ ーは,彼 らの村落は イン ド側 に27村,ビ ルマ側に

130村 あ るとしている[SREEDHAR l974:22]。 森 田に よれば,彼 らの先祖 は,キ ア

ム ンガ ンの大地が亀裂 を生 じて生 まれた とい う伝承を持つ。 また,娘 を略奪 して結婚

す る慣習があ るとい う[森 田 1984:109-122]。

 (14) チ ャ ン(Chang)

 テ ンサ ンを 中心に分布 しているチ ャン族 は,Manjungと も よばれる[SREEDHAR

1974:27]。 この部族 はポム族 や キアム ンガ ン族 との関係 を持 って いたた め,儀 礼の

上で もそれ らに似 ている[GHosH l982:260-261ユ 。 森 田に よれば,彼 らは最近ま

で稲作を知 らず,ハ トムギとアワを主作 物 としてい る。葬送 は,土 葬に した後,0年

後に頭蓋骨を掘 り出 し,谷 底に安置する とい う[森 田 1984二95-108]。

 (15) その 他

以上の他にMakware(Mokware), Tikhir, Chin(Chirr)と い うご く少数 の 集団

が ある。MakWareは サ ンタム族,イ ムチ ェンゲル族な どの住む地域 に散 らばって お

り,TikhirとChinは,そ れ ぞれ イム チ ェンゲル族 とコニ ャック族iの居住 域の うち

に住んでいる[SREEDHAR 1974:23]。

2 マニプ ール州 のナガ族

 マ ニ プール州には,カ チ ャ ・ナガ(Kacha Naga),コ イ レン(Koireng),カ ブイ

(Kabui),ジ ェ リァ ンロン(Zelianjrong),ア ンガ ミ(Angami),コ イ ラオ(Koirao),

マ オ(Mao),マ リン(Marring, Maring)
,タ ンクール(Tangkhul),マ ラム(Ma-

ram)な どの部族が,マ ニプール盆地を囲む山地に住んでいる。 ナガ ラン ド州 のナガ

族 と親縁関係を持 つ少数の共 同体 な どが ある。

 〈13地 理 〉マ ニプールのナガ諸族 は,主 と して州の北部の山地に分布 している。

〈177 文 化 変容 と文化接触 〉 この諸 部族 は,歴 史的にマニプール盆地 のメイテイ族

の影響を受けて きてお り,ま た,言 語 や出 自など文化の上では,ナ ガ ラン ド州南 部に

126



北東インド諸民族の基礎資料

住む諸部族や クキ諸族 との関わ りが深 い。た とえ ば,マ オ(Mao)族 や マ ラム(Maram)

族 は ア ンガ ミ(Angami)族 か ら出自したという伝承 を持 ってお り,伝 承上の移動経路

が北 や北東方 向か らのものであることなどである[大 林1954]。 また,州 境を越えて

分布す る部族 も多い。彼 らの伝統 的な生活や文化,伝 承 に関 してはハ ドソン(Hodson)

が民 族誌 を残 してい る[HoDsoN 1911]。 しか し現在は,た とえば1961年 セ ンサスの

村落調査 モノグラフ に み られ るよ うに,山 地 か らマニプール 盆地の縁辺部に集落 を

移動 させ,も はや丘陵での焼畑耕作で はな く,平 原部で の水稲耕作を主生業 と して,

日常 的にイ ンパ ール の 市場 と のや りとり をす る よ うな 集団 も現われて いる[SINGH

l968a,1968b]。

 (1) カ ブ イ(Kabui)族

 カ ブイ(Kabui)族 は,マ ニプ ール盆地 の両方か らカチャール(Cachar)に いた る山

地に住んで いる。マニプ ール州に住む ナガ諸族 の うちで は比較的勢力あ る部族である。

彼 らの言語 は ロンメイ(Rongmei)語 で あ り,ナ ガ ランドに住むものは,ゼ ミ(Zemi)

族,リ ア ンメィ(1・i angmei)族 と ともに,ジ ェ リア ンロ ン ・コ ミュニテ ィーをつ くっ

ている。Kwaphi, Koupui, Kowpoeeな ど とも綴 られ る。

 (2) コ イ ラオ(Koirao, Khoirao)族

 コイ ラオ族 は,比 較的少数の グル ープ であ り,マ ニプ ール盆地 の北部 山域 に住ん

で い る。Kolya, M圃yang Khong, Miyangkhangな ど と も呼 ば れ る。 ハ ドソ ン

(Hodson)に よれ ば,彼 らはマ ラム(Maram)族 か ら分かれ たという伝承 を持ち,マ

オ族,マ ラム族 とよ く似ている[HODSON 1911:0]。

 (3) カ チ ャ ・ナガ(Kacha Naga)族

 現 在カチ ャ ・ナガと して知 られるのは,ゼ ミ(Zemi)族 と コイ レン(Koireng)族

か らなるグル ープで ある[SEN l 987:43]。 カチ ャは森 を意味 し,「 森の住 民」 とい

う呼び名がイギ リス人 によって与え られた。 コイ レン族 は,Quoireng, Kowireng,

Kwoirengな ど とも綴 られ る部族で あ り,ナ ガ ラン ドにおける リヤンメィ族 に対応 す

る部族か と思われる[SREEDHAR 1974:15]。 しか しコイ レン族 をナガの グル0プ で

はな く,オ ール ド ・クキのグル ープに含 めて いる文献 もあ る。

 (4)マ ラム(Maram)族

 マ ラム族はマニプ ール盆地の北部山域 に住んで いる。マオ族によ く似て いるが ブタ

肉を食べ ることをタブ ーとして いる[HODSON l911:84]。

 (5)マ リン(Maring, Marring)族

 マ リン族はマニプ ールの東部 山域に住 んでいる。彼 らの言語は クキ語 との関連があ
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る とみな されている[HoDsoN l911:18]。

 (6)マ オ(Mao)族

 マ オ族 は比較的大 きな勢力を持 ち,ナ ガ ラン ド州 とi接す る,州 東北部に住 んで いる。

ソプ ボマ(Sopvoma)と も呼 ばれ る。出自伝承は,他 のナガ諸族 やクキ諸族 との関わ

りを持つ ものな ど様 々であるが,言 語の上ではナガ ラン ド州のケザマ(Khezhamaチ

ャケサ ン ・コ ミュニテ ィーの一部)と 似てい るとい う[HoDsoN 1911: 4,11-13]。

 (7) タ ンクール(Tangkhul)族i

 タ ンクール族 はマ ニプール州のナガ諸族の うち最 も大 きな勢力 を持 って お り,ビ ル

マとの境界をなす,州 東 部の山域 に住んで いる。 出自伝承 については,マ オ族な どの

ようにマイケル(Maikel)か らや って きた とい う説や,タ ドー(Thadou)族 とかつて

は同族であ った という説な どが伝 えられて いる [HoRAM l977:21-22;HoDsoN

1911:8-11]。

 (8) ア ンガ ミ(Angami)族

 マ ニプール州 の北辺 に も若千のア ンガ ミ族が住んで いる。

 (9) ジ ェ リァ ン.ロン(Zeliangrong)族

 1961年 の 分類 では存在 しないが,前 記の カブイ族,カ チ ャ ・ナガ族な どは,ナ ガ ラ

ン ドのみな らず,マ ニプ ールにおいて も連合 して ジェ リア ンロン族を形成 している。

工947年 の独 立以降,ジ ェメイ(Ze Mai,ゼ ミZemi),リ ア ンメイ(Liangmei, Liang

Mai),ロ ンメイ(Rongmei, Rong Mai)を 総 称 して,ジ ェ リア ンロン ・ナガとい う

名称が使 われて いる。

 1989年 の栗 田の調査によると,ジ ェ リア ンロ ン ・ナガ は,ア ッサム,ナ ガ ラン ド,

マニプ ールにまたが った西部丘 陵地帯 に居住 している。18世 紀 は じめ,マ ニプ ール王

国はビルマ と戦 争を行 な っていた。 ロンメイは,マ ニ プール王国の軍隊に傭兵 として

王に使 えた。19世 紀 には飢 謹が起 こり,よ り多 くの ジェメィや ロ ンメイが インパ ール

に出て きた。彼 らの仕事 は,薪 木を集 め る役 目,軍 隊の トランペ ッ ト吹 き,掃 除の仕

事 などで あった。1891年 イ ギ リスがマニプールを征服 して以来,ジ ェ リァ ンロンはよ

り一層平原に 出て きてお り,1940年 に はイ ンパ ールに も進出 した。そ して1980年 以 降

この傾向は より大 きなもの となって,現 在マニプ ール州 には84か ら85か 所 の ジェ リア

ンロンの集落がある。 中央政府の発表で は,人 口は32,000人 と言 うことにな っている

が,現 実には42,000木 か ら44,000人 がマニプ ールに居住 している。言語はチベ ッ ト・

ビルマ語族 であ り,ボ ド ・ナガ語群 に属 し,ポ ロ ・カチ ャリ族 やカチャ リ族 の言葉 に

たいへん似 ている。
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3 テ ィ ラ ップ ・デ ィス ト リク トの ナガ 族

 ノ クテ(Nocte),タ ンサ(Tangsa),ワ ンチ ョー(Wancho>

 バ トカ イ山脈 の山懐に住 んで いる。比較 的早 くか ら東 部ナガ(Eastern Naga),シ ブ

サガル ・ナガ(Sibsagar Naga)な ど として知 られて いた。 ナガ ラン ド州の アオ(Ao)

族,ボ ム(Phom)族,レ ングマ(Rengma)族 な どについて もそれが言 える。

4 アッサム地方のその他の州 のナガ族

 ミキ ール(Mikir),レ ングマ(Re�ma),ゼ ミ(Zemi)な ど

 これ らのグル ープは,比 較的早 くか ら,カ チ ャ リ(Kachari)な どの ア ッサム平原の

人 々に知 られて いた。

5 ビル マ側 の ナガ族

 レ ンペン(Rengpen),ク ワ(Kuwa),フ タ ナガ ン(Htanallgan),ハ イ ミ(Haimi),

ポ ンヤ(Ponya)・ ピェング(Pyengu),ウ ェ ラム(Welam),ノ カ ウ(Nokaw)
,セ ンカ

ドング(Senkadong)な ど[SREEDHAR 1974:29]

 これ らについては情報が少 な く,ほ とん ど知 られ ていない。 イギ リス陸軍の記録 の

ほか,ス テ ィー ン(Steen)に よ る報告な ど しか実見 していない[STEEN 1948]
。 べ

駒コン(Bacon)は ビルマ側の ナガ諸族 は イン ド側の ナガ 諸族 と違
つて シャン族 やカ

チ ン族 な どに同化 しつつあると述べて いる[BAcoN l979:709]。

 さて・本書では,1961年 センサスに基づいて部族ごとの分布域を表 した図を添付し

ているが,ナ ガ諸族に関してはよく表現されているとは言えない。まず,統 計上ナガ

ランド州のナガ諸族は一つにまとめられてナガとして取られているために,ナ ガ諸族

の内の各部族の人口が明らかにされていない。ただ,ナ ガランド州以外の州において

もナガとして人口がまとめて把握されているのであればア ッサム地方全域にわたるナ

ガ諸族の分布状況が表示されるのであるが,マ ニプール州においては部族単位で人口

があらわされているため,統0が 取れていない。

 〈36 集落〉ナガ諸族が居住 しているのはアッサムとビルマの間に横たわる山岳地

帯である。この地域の標高は数百メー トルから3,000メ ー トル ぐらいで,雨 の多い地域

である。集落が作 られるのは尾根の上である。典型的には,家 屋は密集 しており,周

囲を塀で囲まれている。 また,同 一集落の中でも,ケ ル(khe1)ご とにその境が明確
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で ある。 ケルは アホム王国の行政制度においてつ くられた集団の単位であ り,数10人

ほ どの成人男子(パ イク)を 含 む家族か らなる。尾根上の集落 の周 りの斜面は焼畑 に利

用されて いる。 この地方の谷 は深 く,と くに雨期 には谷 に入るのは困難なほ どの斜面

となって しまう。また,古 くか ら首狩 りな どにみられ る集落間の政治的対立が深刻で

あった こともあ り,各 集落は地理的孤 立性 が高 い。 コヒマなどは,尾 根上に発達 した

巨大 な集落の0例 であ る。

 〈142身 体 諸形質の情報 〉 ナガ諸族 はモ ンゴロイ ドで あり,日 本人に もよ く似て

いる。 ナガ諸族 は部族 によ って服装に大 きな変化があ り,部 族を識別す るための有 力

な指標 にな って いる。 ハ イメン ドルフ(F�er-Haimendorf)が 報 告 した コニ ャック

族 などは最 も未開の部族 と言われ,ほ とん ど全裸であることか ら 「裸 のナガ(Naked

Naga)」 といわれて いる[FﾜRER-HAIMENDORF l976]。

 〈167 移入 と移 出〉 言語 の項にみたように,ナ ガの諸言語 の整理 は十分 になされ

ているとは言 い難いが,ハ ッ トン(Hutton)作 成 の図(図8,115頁 参 照)に 見 られ るよ

うに,各 部族 の伝承か ら追 うことので きる歴史的な移動経 路が知 られて いる[HUTTON

1921a:7]。 これ らの資料 から知 られ る ことは,ナ ガ諸族の歴史 的な移動経路 につい

てほぼ二つ に大別で きる ことで ある。ボム(Phom)族 以 北の ナガ諸族 は,ビ ルマ側を

含むバ トカイ山脈方面,す なわち東方か ら移住 して きた伝承 を もっているのに対 し,

それ以南の大半のナガ諸族 は,ケ ザケ ノマの石(Kezakenoma Stones)の 伝承に象徴

され るように,南 または南東方向か ら移住 して きた とい う伝承を もって いるので ある。

 こ の南の ルー トを とって きたという伝承を もつ諸部族 に関す る優 れた民族誌を残 し

ているハ ッ トンは,木 を くり抜 いた太鼓やア ンガ ミ族の雛 段耕 作,巨 石 文化,そ の他

の文化要 素が,東 南 アジァ島喚部のい くつかの部族 のそれと類似 してい ることに注 目

して,ナ ガ諸族 の故郷はそのあた り,つ まり海に接 していた ところで ある という説を

支持 している[HuTToN l921a:8]。 しか し,こ の説に対 しては,リ ーチ(1・each)

が ま った く空想 的だ と述 べているように,批 判 もある[リ ーチ 1987:31]。

 北 のルー トの諸部族に関 しては,言 語研究において,こ れ らの もつ言語 と北 ア ッサ

ム群 やカチ ン語 との親縁性が指摘 されて いる。

 〈24 農 業 〉〈437 交 換 取引 〉 ナガ諸族の主たる生業は,他 の ア ッサ ムの山地諸

部族 と同様,ほ とん どが焼畑耕作で ある。ただ し,さ きに記述 したよ うに,ア ンガ ミ

族 やそれに接 した部族には雛段耕作(棚 田水 田での水稲耕作)を 行 ってい るもの もあ

る。主 な作 物に も地域,部 族によ って違 いがあ る。焼畑の休 閑期間 はふつ う10年 以上

であ るが,近 年短 くな りつつ あり,他 の ア ッサ ム周辺の諸 山地 と同様,現 在の産業課
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題の一つにな っている。北部の ノクテ(Nocte)族,タ ンサ(Tangsa)族 な どの比較的

早 くからア ッサム平原 と関係を持 っていたところで は,茶,塩 などを生産する ことを

発展 させた もの もある。

 〈621 コ ミュニテ ィの構造 〉イギ リスの官吏が ナガ諸 族 に対 して 納税を 要求 し,

政 治的な服属を させる過程 は,部 族 内の権力 関係 を変容 させ ることで もあった。官吏

として ナガ諸族に関わ り,彼 らを研究 したハ ッ トン(Hutton) ,ミ ル ズ(Mills),エ ル

ウィン(Elwin)な どは,お のおのの部族 の権力構造 を越 えた ところに位 置す る立 場に

あ り・ハ イメ ン ドルフが記 しているように,部 族間,村 民間のもめごとの仲裁役 まで

しなければな らなかった[FURER-HAIMENDoRF l976:2-44] 。

                                (月原 敏 博)

S・n・D・K・1971"A・n・xure t・th・T・ib・1 M・p・f I・di・"A・th・ ・P・1・gi・a1 S・ ・v・y・f lndi・
,C

ulcutta・ よ り 作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る
。
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   「                                   、                '

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of India"Anthropological Survey of India,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of lndia"Anthropological Survey of lndia,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。
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Kacha Naga

 9,734

S…DL K・1971"A・n・xu・e t・th・T・ib・1 M・p・f l・di・"A・th・ ・P・1・gi・al S・ ・v・y・f・1。di。
,C

ulcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る
。

Ko三reng

 531

Sen・D・K・1971``Annexure to the Tribal Map of lndia,'Anthropological Survey of lndia
,C

ulcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る
。
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Maram

  4.928

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of India"Anthropological Survey of India,

Gulcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

Maring

  7.745

   「               '  ＼  '     /      .

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of lndia"Anthropological Survey of 1】

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。
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   Mao

    28.810

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of India,'Anthropological Survey of India,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

Thangkhul(Tangkhul)

 43,943

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of lndia"Anthropological Survey of India,

Culcutta.よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。
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Angami

  RQ9

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of India"Anthropological Survey of India,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の もの に よ る 。

Sema

  4

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of India"Anthropological Survey of lndia,

Culcutta.よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。
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ノ ク テ(Nocte),ナ ム サ ンギ ア(Namsangia),

Borduaria),モ ホ ンギ ア(Mohongia)

ボ ル ドワ リア(Bordwaria,

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of lndia"Anthropological Survey of lndia
,

Culcutta・ よ り 作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 ノ クテあ るいは ノクテ ・ナガといわれ る部族 は,ア ッサム平原の上部 に隣接 した山

域 に住んで いるナガ諸族 の一つである。 アホム ・プ ランジな どを資料 として書かれ た

ゲ イ トによる 『ア ッサム史』に も,ナ ムサ ン ・ナガ(Namsang Naga)の 名 があ らわ

れて いる[ゲ イ ト1944:120,206]。 古 く,ア ホム王 国の時代か らア ッサ ム平原 との

関係 をもっていた らしく,ヴ ァィ シュナヴ ァ派の影響 をも受けているら しい。 ナガ諸

族全体の中では他 にあま り例をみないことの ように思われる。 〈11 参 考文献 〉ノ ク

テ族に関 しては,セ ン(Sen)の 文 献 目録 によれば,す でにダ ッタ(Dutta)に よ るモ

ノグラフが出されてい るようである[SEN I986:93;DuTTA 1978]。 しか し,実

見 していないので,こ こでは,チ ョーダ リー(Chowdhury),セ ン(Sen),ハ イ メ ン

ドル フ(FUrer-Haimendorf)に よ る記述を要約す ることにす る。

 〈131位 置 〉ノクテ族は,テ ィラップ ・ディス トリク ト(Tirap District)の 中央

部に住んでい る。〈217 古記 録 〉今 日,こ のデ ィス トリク トにすむ部族(現 在,タ ン

サ,ノ クテ,ワ ンチ ョーの3部 族 に分類 されている もの)は,初 期の文献では,東 部
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ナ ガ(Eastern Naga),バ トコイ ・ナガ(Patkoi Naga),シ ブサガル ・ナガ(Sibsagar

Naga)と い った名で総称 されていた。 それ らのなかで,ナ ムサ ンギァ,ボ ル ドワ リア

と呼ばれていたもの が,ノ クテ族にあた る。 〈77 宗 教 的信仰 〉ノクテ族 は,ア ッサ

ムの シャンカルデヴ ァ(Shankardeva)に よ って伝道 された ヴ ァイ シュナヴ ァ派の影

響下に入 って いる[CHOWDHURY l983:34-35]。

 〈621 コ ミュニテ ィの構造 〉 ノクテ族の社会 は,数 村 を支配す る強力な首長たち

によ って支配 され る。 旧N・E・F・A・(North-East Frontier Agency北 東 辺境地方)

の行 政下 にはい る1945年 ま では,し ばしば首狩 りを行 っていた。 若者宿や 娘宿がみ

られる。 ノクテ族 は, 2つ の 社会階級 に分かれてい る。 首長 とその親族のなす階級

と,そ れ以外の 者 とい う2つ であ る。 祭 の な か で 主要 なもの は,チ ャーロ ・ロク

(chahlo-10ku)で あ る。 一夫多妻はふつ うで あるが,一 妻多夫婚 はみられない[SEN

l986:38-39]。

 〈34 建 造 物 〉ノクテ族の村落は,山 地の頂に立地 してお り,家 屋は不規則に集合

している。家屋 はチ ャン(chang)様 式 と呼 ばれ,地 表か ら高 く延びた杭上に建て ら

れている。 柱は木で,屋 根は トコ(toko)の 葉 を用 いて葺かれている。 屋根のない部

分はベ ランダにな っている。 タケや トウで作 られる道具 はす ぐれている[SEN 1986:

38-39]。

 〈142身 体諸形質 の情報 〉身体 は中背で頑健であ る。モ ンゴロイ ド系で あ り,淡 黄

色の皮膚 をもってい る。〈291一 般 的服装 〉男は腰巻 きをつけていて,腰 の周 りに ト

ウで作 った無数のベル トをす る。女 は膝 まで届 く布を腰 に巻 き付 けているが,今 日で

は,上 半身 に短 いブラウスを着 るのを好む。また,額 の髪の毛を剃 って,髪 の毛を後

ろに出 して結 び,南 イン ドのブ ラー ミンの ように,頸 まで 垂 らしている。女は色玉を

好む。 なかには入墨 を している ものもある。

 〈24農 業 〉生業 は,水 稲耕作 をす るとともに 焼畑耕作 もおこな っている。<76

死 〉死 体は風葬 にす る[SEN l 986:38-39]。

 〈437 交 換 取引 〉テ ィラップ ・ディス トリク ト(Tirap District)の 地 方事務所が

おかれているコ ンサ(Khonsa)は ノ クテ族 の住む地方に入 っている。 ノクテ族 の村落,

外 観は,コ ニ ャック ・ナガ(Konyak Naga)族 を 思い出 させる。 人種的,文 化 的に,

ナガ諸族の グル ープに入 ることは ま ちがいない。彼 らに特徴 的なことの0つ は,塩 泉

(salt spring)か ら,塩 を生 産 していることと,そ れに基づいた物 々交換の 交易をお

こな うことで ある。ア ッサ ム平原で塩 と交換に布地を得て,ま た,ビ ルマの ラングペ

ン ・ナガ(Rangpan Naga)族 との間では,ニ ワ トリや農作物を塩と物 々交 換 して得
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ていたので ある。 イン ド政府の行政制度が整 うまでは,彼 らは,山 向 こうに住む交易

の相手や友人 と自分たちとの間にイ ン ドー ビルマ国境 があるなどとは,ほ とん ど意識

していなか った。 コニ ャック ・ナガ族の テン ドゥー(Thendu)村 の グル ープの社会

に似て,ノ クテ族 の社会 は,厳 格 な階層制を もって いる。 首 長の属 す る 氏族 の男た

ちは,正 妻 は他村の首長 の娘の なかか ら捜 す が,第2以 降の妻を,自 村の平民氏族

(commoner clan)か らあとって もよい。 ワンチ ョー(Wancho)族 の村 と地理 的に大

変接近 してい る場合 でも,両 部族間の通婚は行われない。双方 とも他方を異なる もの

と意識 してい るが,必 ず しも敵意を抱いてい るとい うわけで もない[FURER-HAIMEN-

DORF  l976:214]。

 〈19 言語 〉なお,グ リアーソンの言語分類(Eastern Naga Sub-Group)に お

いて,ノ クテ族 の言語 にあた るものはMohongia(Borduaria), Namsangiaで あ る

[GRIERsoN 1927:67;SREEDHAR 1974:27]。 ま た これ らは,ノ クテ族 に対す る

古 い呼称で もあ った。

                                (月原 敏博)
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ワ ンチ ョ ー(Wancho, Wanchu),バ ンパ ラ(Banpara),ム トニ ア(Mutonia)

Sen, D. K.1971``Annexure to the Tribal Map of India', Anthropological Survey of India,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈11参 考 文献 〉ワンチ ョー族に関 しては,セ ン(Sen)の 文献 目録 によると,す

でにダ ッタ(Dutta)に よ るモノグラフが 出されてい るよ うで あ る[DuTTA l983;

SEN 1986:94]。 しか し,実 見 して ないので,こ こでは,ハ イメン ドル フ(FUrer・d

Haimendorf)に よ る調査記録 などに従 って記述す ることにす る[FUrer・Haimendorf

l976]。

 〈101 ア イ デ ンテ ィフィケ ーシ ョン〉ワ ンチ ョー族は,テ ィラ ップ・デ ィス トリク

ト(Tirap District)の 南 西部に住 んで いる。北東に隣…接 して ノクテ(Nocte)族 が 住

む。 ワンチ ョー族は,ジ ャン(jan)と 呼 ばれ る11の グル ープに 分かれてお り,36の .

村 に住んで いる[CHOWDHURY 1983:35]。

 〈29 服 装 〉身体は,長 身で頑健であ る。外見はモ ンゴロイ ドである。男は,ネ ッ

クレスを身につけており,そ れには人の頭や手 を彫刻 した木が とりつけ られている。

衣服 はほとんど身 につ けない。男 は レングテ ィ(1enghuti)と い う腰巻 きを着て おり,

女 は小 さなス カー トをつ けて,髪 を短 く切 ってい る。男女 ともに ショールをよ く用 い

る。〈30装 飾 品〉象牙の飾 りや,骨 か ら作 った玉を身につける。入墨は男女 ともに
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重要な もので あ り,男 は成年 に達 した時,女 は初潮 を見 たときに彫 り込む。 かれ らの

作 る彫刻,手 織のバ ッグ,玉 などは有 名で ある。 〈36 集 落 〉家屋は,通 常,山 地の

斜 面に建 て られ る。〈621 コ ミュニテ ィの構造 〉ワンチ ョー族の社会は,ノ クテ族 に

似てお り,長 老会議によって支持 され た首長を 中心 と した,伝 統的首 長制で ある。か

つては,ノ クテ族の ように首狩 りを しば しば行 つていた。 ワンチ ョー族 には4つ の社

会階級 がある。 祭のなかで,も っとも有名な ものは,オ ジァ レ(oziale)で あ る。死

体は死後1日 た ってか ら,風 葬 される[SEN l986:40-41]。

 〈117 現地 調査 データ 〉ハイメ ンドル フは,コ ニ ャック・ナガ族の住む地 域 を1930

年 代 に調査 して いるが,60年 代 に同地域 を再訪 した さい,ワ ンチ ョー族 の住む ニアウ

ヌ(Niaunu)村 を訪れ,「 ワンチ ョー族は,コ ニ ャック ・ナガ(Konyak Naga)族 と密

接 な関係 にあ り,現 在,行 政地 区が異 なってい るのは,単 なる歴史上の偶然で ある。」

として,両 者 はほぼ同一の文化,社 会構造 を もつ ことを指摘 した。以下,彼 の記述を

要約 する[Ft}RER-HAIMENDoRF 1976:213-216]。

 〈14 人 種 的類縁性〉ニアウヌ村は,高 い山地の頂に立地 している。 ニア ウヌ村周

辺 に住む人 々は,オ テ ィング(Othing),ロ ンカ イ(Longkhai)と い った コニ ャック ・

ナガ族 に属す る村の人々 とそっ くりな衣服,入 墨 を して いる。テ ン ドゥー村 のグル ー

プ(Thendu Group)の コニャ ック ・ナガ族 とワンチ ョー族 は,ほ とん ど違 いはない。

 〈17歴 史 と文化変化〉イン ド政府 は,ワ ンチ ョー族の住む区域を,1947年 ま で,

実 質上の行政下に入 れなかったので,彼 らはそれ まで 自分た ちの伝統 に したが って政

治的運営を行 って きていた。ニア ウヌ村 は,コ ニ ャック・ナガ族の場合のモ ン(Mon),

チ ュイ(Chui),タ ン(Tang)な ど のよ うに強力 な独裁支配者 によって 統治 され る村

で ある。 それ らの周辺部 にあ って,比 較 的小 さな勢力 しか持たなかったテン ドゥー村

の例 よ りもスケールが大 きい。N・E・F.A.(North-East Frontier Agency)の 役 人の

ために,首 長の権力は小 さ くな りつつ あるが,ニ ア ウヌ,ミ ン トン(Mintong)な ど

の村では,社 会構造 や階層構成は影響を 受けてい ない。

 〈565社 会 階級 〉〈628 コ ミュニ テ ィ相互 の関係 〉ニア ウヌ村には4つ の階層が

ある。 これ らは,コ ニ ャック ・ナガ族の テン ドゥー村の グループが持 っていた4つ の

それに相 当す る。

      し

  ニ ァ ゥヌ村 のグル ープ

1ワ ンハ ム(Wangham)

2ワ ンサ(Wangsa)

3ワ ン ス(Wangsu)

4ワ ン ペ ン(Wangpeng)

  テ ン ド ゥ ー村 の グ ル ー プ

1 グ レ ー ト ・ア ン(great Ang)

2 ス モ ー ル ・ア ン(small Ang)

3 中 間 階 級(intermediate)

4平 民(commoner)
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 〈611出 自規制 〉〈582婚 姻 規制 〉首長家は,最 高階級 であ るワンハム(Wang-

ham)に 属 して いる。 これ は, コニ ャック ・ナガ族 におけるグ レー ト・ア ン(great

Ang)に 相 当 してい る。 ワンハ ム階級 のメ ンバ ーは,首 長 リネージに属す る男 と,首

長 リネ0ジ が異な る他 の村 の,同 様 の地位にあ る女 との結婚 によ ってで きた子孫 であ

る。 同0村 落 の ワンハ ム ・リネージ内での結婚 は認 められなか った ので,双 方の配偶

者 がワンハ ム階級で あるよ うな婚姻は,す べて,他 の領土を もっている首長家 とな さ

れね ばな らなか った。 ワ ンハ ム階級の男は,ワ ンペン階級の女を,第2の 妻 とする こ

とがで き,そ の子 はワ ンサ階級の者 とな った。ワ ンハ ム階級 の女 は,決 して,同 一村

内の ワ ンペ ン(平 民)の 男 とは結婚 しなか った。理想 的には,そ の女た ちは,別 のグ

ル ープの村の,す なわ ち異 なる首長家に嫁がねばならないが,相 手の いない ときには,

ワ ンサ階級の者 に嫁 ぐこと もで きた。 しか し,こ の場合 も,別 の グル ープの村の,リ

ネージの異 なる相手で な くてはな らなか った。一つの村の中に,二 つの リネージが共

存す ることはないか らであ る。 ワ ンサ階級の男は,別 の グループの村の 同 じ階級の女,

または,同 じ村の平民階級の女 とも結婚で きる。 どちらの場合 も,そ の子供は ワンサ

階級に属す る。平民の血が い くら混 じつて も,ワ ンハ ムの血 をい くらかひいている事

にはかわ りはないからで ある。〈428相 続 〉首長 と平民の妻 との間にで きた子は,ワ

ンサであ るが,父 の財産の一部を相続す ることはない。首長 が,そ れ らの子に耕地を

与え ることがあって も,そ れはその子の子孫 へは相続 されないので ある。 もっとも問

題のあるのは,ワ ンス階級であ る。 これに属する者は,首 長の子孫では ない。 しか し,

服 装や髪 は,首 長の階級を まねてい る。ニア ウヌ村には,こ の階級 に属す る氏族は3

つ あ ったが,こ れ らは おた がいに通婚 しなか った。男は,他 の村の ワンスの女か,同

じ村の平民階級の女 と結婚 していた。ニア ウヌ村 には,多 くの ワ ンペン階級の氏族 が

あ った。 この平民階級は,ニ ア ウヌ村 内ではたが いに通婚 出来ず,同 じ村の ワンス階

級 の者 か,他 の村の ワ ンス,あ るいは平民階級の者 と結婚 していた。 〈162人 口構

成 〉ニア ウヌ村では,人 口全体か らみ ると,ワ ンハ ムは ごく少数であ るが,ワ ンペ ン

も,ワ ンサや ワンスに比べ るとかな り少 ない。そのため,少 数特権階級による多数平

民支配 とい う社会ではない。

 〈262食 事 〉食べ物 に関 しては規制があ る。 グ レー ト・ア ンは,ウ シ,ヤ ギ,イ

ノシシ,ト ラの肉は食べなか ったが,ス モール ・ア ンは,ウ シの 肉を食 べていた。平

民は,ト ラと ヒョウを除いて,ど んな動 物の 肉も食べ ていた。階級の異 なる者 は,同

じ皿か ら食事を とることは しないが,首 長 は平民の作 った物を食べて もよい。グ レー

ト・ア ンの妻の 中には平民出身の妻 がいて,首 長 と他のグ レー ト・アン出身の妻の食
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事 を作 つていた。

 〈622頭 領 〉ニア ウヌ村13代 目の首長ニェクポン(Nyekpong)の 家 は大 変大 きく,

もっとも大 きな若者宿 くらいの大 きさの広間があ り,多 数の親族,妻,子 供の住む小

室 は,暗 室 の迷路をな していた。客室で ある大部屋 には,サ イチ ョウの模様をつ けた

大 きな木に首長の座席があ り,こ こには首長 しか座れな い。 〈29服 装 〉首長ニ ェク
                         ア

ポンは,イ ノ シシの牙を飾 りつけた トウ(籐)の 帽子を被 り,耳 は白い トリドファク

ナ(tridfacna)貝 の 円盤で おお つていた。高価 な首飾 りを して,黒 絹の チ ョッキの よ

うな服を着て いた。

 〈58 婚 姻 〉かれは平民階級 か ら24人(12人 は ニア ウヌ村の者,残 りの12人 は子村

のニア ウサ(Niausa)村 出身の者)の 妻をめとっていたが,1962年 当時その うち7

人 のみが生 きていた。 彼 は13代 目の首長であ り,ニ ア ウヌ村は 初代 の首長マイプパ

(Maipupa)に よ って開かれ た。マイプパは,ッ ァングヌー(Tsangnu)村 か らや って

きた。 マイプパか らニ ェクポ ンにいた るまでの各首長の名 も伝え られてい る。

 〈582婚 姻 規制 〉 ニア ウヌ村の首長たちは,こ れまでに4つ の村を作 つて きた。

これ らは,同 じ首長家 の子孫 によって統治されている。 これ らの村 々の首長 は,す べ

て父系 同族に属するた あ,ニ アウヌ村の最高首長家 との通婚相手 とはな らない。 ニア

ウヌ王家の者は,同 じニアウヌ ・グル ープには属 さない他 の村 の首長の娘,つ ま り,

同 じ王家の格を持った最高 の リネージである他のグ レー ト・ア ンの家系の娘 をめ とる。

 〈63領 土機構 〉開拓以外の方法によ って,首 長の領土 が広 がる場合 もある。 ある

村の首長家が病気 などで途絶え ると,村 民は,近 くの村の首 長家 から首長 を選 ばなけ

れ ばな らない。 この伝統が根強いかぎ り,ワ ンハムの血統を受 け継 ぐ首長のみが,統

治者 としての政務,儀 式を遂行で きる。 ただ,小 さな村 においては,ア ン ・クラ ンと

平民出身の妻 との間にで きた息子 が,首 長になる ことがあ る。 しか し,あ る程度の大

きさを持つ村で は,ワ ンハ ムの純血 を もつ首長捜 しに努力が払われるのであ る。

 〈72戦 争 〉首長の領土は征服によって も拡大 され る。7世 代前に,ニ ア ウヌ村は,

隣…接 していたゾ ロング(Zolong)村 を襲撃 して全首長家 と平民の半数を0掃 した。残

った平民 はニア ウヌ村 の王家の分家であ る新首長 のもとで村に残 り,村 名は ミン トン

(Mintong)と 変 わ って,ニ ア ウヌ ・グループの村 とな った。

 村 民の記憶 に残 っている首狩 り事例は幾つ もある。例え ば,1世 代前に,ミ ン トン

村 とミヌー(Minu)村 の 間で,婚 姻 問題を発端 とした闘争が起 こった。 ニア ウヌ村は

ミヌー村側 の部隊に加 わ り,双 方 が死者を出 したまま和解す ることな く,N. E. F.A。

行 政の統 治下に入 った。
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 〈796 組 織 だった儀式 〉首狩 りの記憶は,敵 の頭を狩 った り,敵 を待 ち伏せする こ

とを模 したダ ンスに もあ らわれている。 これは,村 の若者宿の前の広場で行われ る大

がか りな もので,顔 を塗 ったり,さ まざまな振付けを した男 たちが叫び,踊 った りし

なが ら集ま った後,実 際 の戦闘を模 して,隠 れてい る敵を警戒 しなが ら忍び より,仮

想の敵に最接近 したところで,息 を殺 してい っせいに飛びかか って,銃 を向 けた り,

刀(daoダ オ)を 振 り回 した りして,仮 想の敵を,叫 び声 をあげて殺 した よ うに演技

して,戦 果を も って 叫び,踊 るという,た いへん リァルなもので ある。若者宿には過

去の戦闘で得 た敵の頭を集 めているところもあ る。

 〈464労 働供 給 と雇 用 〉首長は大 きな経済力 を持 ってい るが,こ れは,自 由に人手

を徴発で きることに よる。 と くに,ニ ア ウヌ村 の首長 のよ うに支村を持つ ものは,そ

れ らの人手 も徴発で きたのである。首長の持つ耕 地での生産,首 長家の建設,補 修 な

どに参加 した者には飲食 物を与え るが,賃 金 を払 う必要はない。

 <623評 議 会[カ ウンシル]>N.E.F.A.行 政下 にはいる以前の村 内での裁判に関

しては,首 長は裁判長ではな く,ニ アウヌ村 には非公式の長老会議 があ った。なにか

法に触 れる ことが起 こると,首 長が会議を開いて相談 を した。罰を課 して も盗みを犯

し続ける者 や,同 じ村 の者 を殺 した者,他 人 の ミタ ン牛を殺 した者 が,水 刑に された

例 があった。

 〈76死 〉 ワンチ ョー族 は,明 確な死 後の観念 を持 つてい る。人が死 ぬ と,そ の魂

(dzaban)は あ の世ル ンプ(lumpu)に ゆ く。 ル ンプは,こ の世 とそ っくりな レプ リ

カで あ り,全 く同 じ様 な社会があ る。 ル ンプへ行 くには橋を渡 らなけれ ばな らないが,

そ こには,子 のない老人夫婦 ,(Tsailopa, Tsailonu)が いて,や って くる人の帳簿 を

もって いる。橋 の向 こう側で道は分かれ道 になって おり,自 然な死に方を した者 は右

の道,不 自然な死 に方 を したものは左 の道 を行かね ばならない。左は困難ではあるが,

最 後には右 と同 じ場所 にたど り着 く事 が出来 る。 シャーマ ン(a-sepa)は 夢 の中でル

ンプに行 くことが出来 る。

 〈776精 霊 と神 々〉ワ クチン(Wakching)地 方 の コニ ャック ・ナガ族 と同 じよ う

に,ワ ンチ ョー族は最高神ザ ン ・バ ウ(zang-bau)を もつ。ザ ン(zang)は 空 に住ん

で おり,バ ウ(bau)は 地 にい る。 ザ ン ・バ ンは,嘘,悪 行 に対 して怒 り,そ れを犯

した者を急死 させ る。

 〈52 レク リエー ション〉ある夜,若 者 の一 団がニア ウヌ村のア ンの巨大 なホール

にや って きた。炎を 囲んで首長家や周 りの家の娘た ちと掛 け合 いで歌を歌 った。 その

歌詞の意味か ら くみ取れ るのは,未 婚の男女 の間の自由な関係であ る。 そ して,男 は
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生涯の伴 侶 とな って くれ ることをのぞむ0方,女 は多 くの恋人と短 い ロマ ンスを楽 し

む ことで 満足 してい るのは,母 方の叔父の息子 と結婚するとい う慣習を意味 している

のであろ う[FL」RER-HAIMENDORF 1976:213-216]。

 〈19言 語 〉なお,グ リアーソンの言語分類(Eastern Naga Sub-Group)に お い

て,ワ ンチ ョー族の言語 にあたるものはBanpara, Mutoniaで あ る[CiRIERSON

1927:67;SREEDHAR l974:27]。 これ らは ワンチ ョー族 に対 する古い呼称で もあ

った。

                                (月 原敏博)
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タ ンサ(Tangsa),モ シ ャ ン(Moshang),シ ャ ンゼ'(Shangge)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of lndia" Anthropological Survey of lndia,

Culcutta・ よ り 作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 タ ンサ族は,ア ル ナチャル ・プ ラデ シュのテ ィラップ ・デ ィス ト リク ト(Tirap

District)に 住 む部族 である。 この ディス トリク トには,主 要な部族 でかつ ナガ ・グル

ープに含 まれるもの と して,ほ かにワ ンチ ョー(Wancho),ノ クテ(Nocte)と い った

部族 があるが,い ずれ もその実態 に関す る情報は余 り多 くはない。 〈11 参 考 文献 〉

ここでは,実 見で きた数少 ない文献の うち,唯 一の民族誌 といって よいダ ッタ(Dutta)

に よ る タ ンサ族 に関す る小著 に基 づいて,す べて記述 す ることにす る[DUTTA

1969]。 セ ン(Sen)の 文 献 目録を見て も,い まの ところタ ンサ族 について のまとまっ

た著書は これ しかないよ うで ある[SEN l986]。 た だ し,ダ ッタが調査 したのは,

ロ ン ・ラン(Rong-Rang),ケ ム シン(Khemsing),モ サ ン(Mosang),ル ング リ

(Lungri),ヨ グ リ(Yogli)の5つ のサブ ・トライブのみであ る・

 〈197言 語 の同定 〉ナガ諸族の項に記 した ように,例 えばグ リアーソ ンに よれ ば・

ナガ群の中に入るもの と して取 り扱わ れて いるが,ダ ッタは,シ ンポ ー(カ チン)語

との関連性を示唆 している[GRIERsoN 1927:67-69]。 な お,グ リアーソ ソの言語分

類(EaStern Naga Sub-Group)に お いてタ ンサ族の言語 にあた るものは, Moshang
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とShanggeで あ る[GRIERsoN l 927=67;SREEDHAR 1974:27] 。 ま た こ れ ら は

タ ンサ族 に対す る古 い呼称で もあ った。

 〈10 オ リエ ンテー ション〉タ ンサ族は,テ ィラ ップ ・デ ィス トリク ト中央部 に住

んで いる・付近は,バ トカイ(patkai)山 脈 か ら派生 した山地で,深 い ジャングル と

なっている。 この地帯一帯 は,バ トカイ山脈 のなかで も雨の多 い地域である
。

 〈36 集 落 〉村 落は,ほ とん どの場合,山 地 の斜面 に立地 している。村落の場所の

選 定は,水 源地と豊 かな耕地への近接性を考慮 したもので ,家 屋 は,無 秩序 につなが

つて集ま っている。防衛に適 した よ うな構造 ,配 置を持 ち,ガ ー ドハ ウスもあった が,

現 在 はもはやそのような構造は もって いない。

 〈161人 口 〉調査 した範囲内の村落 は,ど れ も人 口は少な く,20戸 を越 えるところ

は数えるほどであ った。 〈34建 造 物〉村落の 中には,住 居のほかに,穀 物倉,出 作

り小屋,娘 宿 などがある。住家は,全 体 の敷地は長方形をなす妻 入 り ・切妻型の杭 上

家屋であ る。住 家の大 きさは,家 族 の構成員の数 に従 って変化する。

 〈342 住宅 〉住居は,主 に三つの部分にわ けられ る。一番前の部屋 には,中 央 か ら

少 し寄 った所 に火床があ り,居 間と して使われ るほか,客 聞と して も使われるが ,同

じサ ブ ・トライブに属 さないものは ここに入る ことはで きない。 <353室 内装飾 と

配置 〉また この部屋には,ス イギュウの頭,ブ タの頭 といった,い ろいろな祭礼の際

に殺 された動 物の骨が飾 られて いる。まん中の部屋 は,廊 下 と片 方に並ぶ複数 の小部

屋 か らな る。小部屋 にはそれぞれ火床 と便所が ある。夫婦,未 婚 の娘,老 夫婦 などは

小部屋に寝 るが,未 婚の男は,結 婚す るまで前 の部屋で寝る。

 長 い廊下 には,水 汲みのための竹筒な ど,さ まざまな道具が おかれる。一番奥の部

屋には,杵 を置 くことが多 く,こ こではニ ワ トリも飼 っている。床下の空間は,豚 舎

とな って いる。

 〈348産 業 用建造物 〉穀 物倉は,小 さな方形の高床式建物で,か な り支柱 はたか

い。 また,ネ ズ ミよけのた めに,支 柱 に円い木の 円盤をつ けた り
,支 柱をバナナの葉

で くるんでいる。家族は それぞれ穀物倉を持 ってお り,住 家 や畑 の近 くに建てて いる
。

村の0角 に建 てられ た娘宿 には,小 さな入 口があ り,部 屋 は四方 とも壁に囲まれてい

る。中央 には火床があ り,そ の周 りに高 くな った寝床がた くさんある。 これ らの住居

はすべ て共 同 して建て られる。 タ ンサ族 は,ジ ェ ングパ ット(jengupat)と 呼 ばれる

植物を使 って屋根 を葺 く。 その他 に用いる建築資材は,タ ケ と木で ある。

 〈101 ア イデ ンテ ィフィケ ー ション〉タ ンサ とは,「 山(Tang)の 人(Sa)」 を意

味す る。タ ンサ族は,他 の山地部族の ことをタ ンサ とは呼ばない。
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 〈167移 入 と移 出〉〈173 口碑 ・伝説 による歴史 〉出自伝承 については,5つ の

サ ブ ・トラィブとも,ほ ぼ同 じよ うな伝承を持 っている。「マ ソイ・シンラプ ム(Masoi

Sinrapum)と い うと ころで人 は生 まれた。」 とい う伝承で ・ダ ッタは,タ ンサ族 は数

百年前に ビルマ側 か ら移住 して きた と している。移住の動機 とな ったのは,よ りよい

可耕地を求める こと,他 の部族(あ るいはサブ ・トライブ)と の闘争を避 けることで

あった。〈437交 換 取 引〉なか には ビルマ側 の親戚,友 人 を記憶 していた り・またい

まで もバ トカイ山脈を越 えてそれ らの人 々と交易を して いる者 もある という。

 〈142 身体 諸形質の情報 〉タンサ族は,身 長 は中背で 身体 は壮健である。皮膚は黄

色で,ま ぎれ もな くモ ンゴ ロイ ドである。

 〈29服 装 〉男性の髪 型は,昔 なが らのスタ イルで あれ ば,長 く伸 ばした髪を頭の

先 の ところで結ぶ もので,シ ンポー(カ チ ン)族 に似て いる。また,頭 の周 りにはクパ

ク(khuphak)と 呼 ばれ る布切れ を しばりつける。女性の場合 も髪は長 く伸 ば して頭

の後 ろで結んでいて,白 い布切れで頭を被 っている。

 服 装は,ビ ルマ人 に似て,ル ンジーを着 る。男 の服装は,格 子 じまの手 製のル ンジ

ーである
。色 は,緑 と黒で,赤,白,黄 などの ライ ンが 入って いる。 かつては,腰 巻

き,袖 な しの シャッを着て いた。女 も,か つては,幾 何学的な模様 の入った カラフル

な0枚 布(1.2×0.4メ ー トル)を 下半身に着け,上 半身 には2枚 の布(1×0.5メ ー ト

ル)を 胸 と背 にあてていたが,現 在 は,バ ザ ールか ら手 に入れた ブラウスなどを着て

いる。儀礼 用の服はない。飾 りは,か つて,男 は赤や黒の トウの輪を腰 につ け,儀 礼

の際にはサイチ ョウの皮 とイノシ シの角で作 った ものを頭に被 った。女は,ヤ ギの角

の ような形 を した物を トウや木で作 って黒 く塗 り,耳 飾 りと して いた。タ ンサ族 は・

隣接するノクテ族,ワ ンチ ョー族 と違 って,入 墨をする ことはない。

 〈197言 語 の同定 〉サブ ・トラィブに よって 異な る方言 を 話すが,そ の違 いはそ

れ ほど大 きな もので はな いので,1言 語 とみな して よい。 しか し,共 通語 と して・ シ

ンポー語を用いて いる。 タ ンサ族は,シ ンポー語をたやす く身 につ けるので,両 言語

は似てい ると思われる。 また,タ ンサ族 は,ず っと以前には シンポー族 と関係 があ っ

だと信 じてい る。言語分類上,ロ ロー カチ ン ・グル ープに属す ると思われ る。文 字は

持たないが,彼 らの生活態 度には,伝 統的な教育 レベル の高 さが感 じられる。

 〈61 i親族 集団〉タ ンサ族 には数 多 くのサ ブ・トラィブがあ る。Lungchng・Yogli,

Mosang, Rong-Rang, Khemsing, Moklum, Tikhak, Ponthai, Longphi, Sanke,

Lungri, Taipi, Haveな ど で あ る 。

 〈618 ク ラ ン 〉 個 々 の サ ブ ・ ト ラ イ ブ は,多 くの 外 婚 ク ラ ン に わ か れ て お り ・ク ラ
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ンは,リ ネージ ・グル ープと呼んで よいサ ブ ・クランか らなって いる。 このサブ ・ク

ランも外婚集団 と呼んで よい ものであ る。

 〈59家 族 〉タ ンサ族 の家族 は大家族である。 なか には,20人 以 上が一 つの家 に住

んで いること もあ る。分家が行われ るのは,構 成員 が増え過 ぎた ときや,ケ ンカ別れ

の時で ある。タ ンサ族 は父系に従 って親族を考えてお り,彼 らの用いる親族名称 はそ

れを反映 している。〈582婚 姻 規制 〉結婚の ときには、同一 クラン内でサブ ・ク ラン

が異 な ってい る場合でも,通 婚す ることは許 されない。また,特 定の クラン間では,

通 婚が禁 じられている場合が ある。 この ように,結 婚においてはク ランの もつ意味が

重要であ るが,政 治的に はクランは特別 な力 は持 たない。<471資 本 の所有権 と管理

〉家の全財産の管理は父親が行 う。ただ し,他 の構成員の同意 な しに,売 った り,分

配 した りで きない。 父親 が死ぬ と,長 男がそれを相続す る。

 〈344 公 共 建造物 〉かつては,若 者宿,娘 宿 に象徴 されるモル ン(morung)組 織

は,政 治的に,重 要 な役割 を もっていた。 若者 はみな村 の 入 口 に あ る若者宿 (100-

ppong)に 泊 まっていて,そ こは,軍 事 基地,武 器倉庫,集 会所,遊 戯場,教 育の場

などの機能を持 っていた。娘宿(loOP, likpya)は まだ残 っていると ころもあり,若 い

男た ちは,夕 べにここを訪れて娘達 とゴ シップを楽 しむ。

 〈623 評 議 会[カ ウンシル]〉 個 々の村には長老議会がある。メ ンバーは,多 くの ク

ランを代 表す るものか らな る。首 長は,特 定の クランの中から,富 や知性を考慮 され

て選 ばれる。長老議会は もめ ごとを裁 決 し,村 内の法 と秩序を維持す る。 おもな もめ

ごとは,盗 み,婚 資の不払い,他 人の土地への侵入などで ある。首長の発言力 は強 く,

その裁定は最終 的なもの とな る。体罰 はな く,金 品を支払 う義務を課す。課 され た者

がそれを支払え ない場合,友 人や親戚 が保釈金を積んで,将 来完納す ることが約束 さ

れ ると解放 され る。 そ うでな ければ ビナサ(binasa)と 呼 ばれ る村の使用人 となる。

ビナサは村内で,生 活や結婚はで きるが,家 族 もビナサとな る。 ビナサの娘 が結婚す

るときは,夫 方か らもらう結 納は,主 人の もの となる。

 〈24 農 業 〉〈262食 事 〉タンサ族 の経済状態は 比較的 よ く,ほ とん ど年 中 コメ

を食べている。 ほとん どの村 は 自給 自足 している。農産物にた よる ほかに,余 剰生産

物や工芸 品な どを交易す ることによって金銭収 入を補 って いる。最近 は,道 路工事 な

どの労働者 として平原地方 へ出稼 ぎに行 く者 もある。一般 に,タ ンサ族は働 き者 で,

物 乞いは恥辱 と考えている。

 〈252食 物 の調理 〉食物 は コメ(ahu)と ミレッ トを主食 とす る。 コメは,蒸 して食

べることもあ る。〈263 調 味 料 〉住民の もって いるスパイスはおよそ12種 類で あり,
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トウガ ラシ,ニ ンニ ク,タ ケ ノコ,ハ ッカ,シ ョウガ,タ ーメ リックな どがある。茶

は欠かせ ない飲物であ り,食 後,接 客時にはか な らず飲 まれている。タ ケのカ ップを

用いる。 マンマ オ(Manmao)地 区 は茶生産の センターとな って お り,ど の村 にも茶

畑 があ る。摘 み取れ られた新芽 は,・火 にか けられた鍋の うえで,水 を少 し加え ていた

められてか ら,タ ケのむ しろの うえで日干 しにされた り,い ろ りの うえで乾かされた

りす る。その後,手 で揉んで こな ごなに して,タ ケの筒(直 径6セ ンチ,長 さ30セ ン

チ程度)に 詰 あ込まれ る。 この竹筒は,外 側 が少 し燃 えるまで火に入れ られてか ら保

存され る。

 〈273 アル コール飲料 〉〈252食 物 の調理 〉茶 についで重要な飲物は ライス ・ビ

ール(sai)と そ の蒸留酒(laho)で あ る。 コメを炊いてか らバナナの葉の うえにひろげ,

そ こへ,ピ ー(pi)と い う発酵剤をいれ る。 ピーは発酵 した コメの粉で ある。 これは,

コメの粉 と水 を混ぜてかたまりを作 り,そ れが ある期間保存 されて 自然 に発酵 した も

のであ る。 さて,ピ ーとまぜ られた飯は しっか り葉で くるまれたのち,3日 ほどして

か ら容器に入れ られ,水 が注がれ る。バナナの葉 などで 口を しっか り閉 じられて,さ

らに2,3日 保 存する とライス ・ビールがで きる。飲む際 には,タ ケや トウの濾過器

で濾過 され る。蒸留酒を作 るにはそのための道具 を用いる。 また,蒸 留酒はタ ピオカ

の根の 汁か ら作 られ ることもある。阿片,タ バ コが栽培 されてお り,阿 片はタバ コよ

りも好 まれて いる。

 〈437 交 換 取引 〉タ ンサ族の村落間での交易はよ く行 なわれている。また,バ トカ

イ山脈を こえるい くつかの峠は,ナ ムチ ク谷,テ ィラップ谷のタ ンサ族 と,ビ ルマ側

住民 との交易のために使われてい る。 手織 物,茶,塩 などを交換 して,ビ ルマのダ オ

(dao山 刀),漁 網,ヤ リ,ペ ンナイフ,阿 片 な どを手に入れ る。 これ らの品物は,

物 々交 換された り,貨 幣によ って売買 され るが,貨 幣の役割 をはたす もの として,茶

葉の入 った竹筒 も用いられる。つ ま り,竹 筒のひ とつが1単 位 となって交換の媒介 の

役 目を果たすので ある。 しか しこれは,徐 々に貨幣 にとって替わ られつつ ある。

 〈426借 用 と貸 与 〉ア ッサム方面 との交易では,農 産物,手 織物,ヤ ギ,ニ ワ トリ

な どを売 って得たお金で,塩,糸,衣 料 品,身 の回 り品などを購 入 して いる。勘 定の

付け方,つ まり帳簿 操作 にあた るものについて は,あ るシス テムがある。タケの輪 の

一 つ一つが
,お 金や品物をあらわす単位 とな るので ある。貸 し手 と借 り手 が合意 に達

す ると,借 り手は,貸 し手 と村 の有力 な長老何人 かの いるまえで必要数のタケの輪 で

チェーンをつ くる。 この時には双方の保証 人た ちも同席 して いる。 そしてチ ェー ンは,

借 り手 自身が自分の家に保管する。返済がな され ると,相 当分のタケの輪がチ ェー ン
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か らはずされ,燃 やされるのである。負債があれば,家 の中にチェーンがぶらさげら

れることになるが,そ れぞれについて証人がいるために問題 となるようなことはめっ

たにないという。

 〈243穀 物栽培農耕〉タンサ族は,基 本的に農耕民であり,焼 畑を主 としている。

野生ゾウに荒されることから,定 着農業は好まれない。主要な農作物は表のとおりで

ある。

穀 物 名 耕地の準備期 播種期 収穫期
(森林の伐開含む)

イ ネ 1～2月 5月 9～10月

ミ レ ッ ト(ア ワ) 12～1月 2～3月 6～7月

ミ レ ッ ト (シ コ ク ビ エ) 1～2月 5月 11～12月

ト ウ モ ロ コ シ 2～3月 6～7月

タ ロ(arum) 2～3月 10～12月

 〈243穀 物 栽培農耕 〉 ミレッ トは投 げ播 きす る。稲 は掘棒で掘 った穴 に播かれ る。

収 穫時には穂刈 りされ る。 トウモ ロコ シ,イ モは,ミ レッ トの育つ畑の縁に植 え られ

る。野菜 には,カ ンショ(甘 藷),カ ブ ラ,ナ ス,ヒ ョウタ ン,カ ラシナ,タ ケノ コな ど

があ り,近 年 にな ってか ら,ダ イ コン,ジ ャガイモなどが導 入された。農具には,多

目的に使 われるダオ,ク ワ(jangkho),堀 棒(san-khai長 さ75セ ンチ),カ マ な どが

ある。

 〈224狩 猟 とわな猟 〉共同作業 で行われ る狩猟は,ガ ム トムカイ(ngamtomkai)

と呼 ばれる。適期 は夏で,男 たちが行な う。 イヌを使 って獲物 を追 い込む。武器 は,

ダ オ,ヤ リ,銃 で ある。分 け前は均等で,し とめた者 が獲 物の首 をもらえ る。 〈226

漁 労 〉漁労 でよ く行 うのは,蔓 草 から汁を とり,あ らか じめ石で水流を囲 ったところ

にそれを投 げ こんで とる方法で ある。

 個 人的にやるもの には,銃,弓 矢,輪 網などで鳥をと った り,漁 網,投 げ網,エ ビ

とりか ご(lobster-pot),釣 り針で 魚などをとった りす るものがある。狩猟を行な う前

には,占 い師がタケと葉を用いて結果を 占う。 凶兆があれば,そ の 日は中止 され る。

 〈32原 材 料 の加工 〉タ ンサ族 は,工 芸 に秀で ている。女の手に よる織 物は,カ ム

テ ィ族 の ものと似 ているが,幾 何学模様や花柄 が好 んで用い られ る。多色の格子縞 の

ル ンジーは,平 原 のバザ ールで も有 名である。木彫 りは ほとん どや らない。 しか し,

タ ケや トウ(籐)を 使 ったか ごつ くりはたいへん上手 である。

 〈341建 築 〉〈796組 織 だ った儀式 〉家屋を建てる ときには,共 同作業 で建 てる。
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建 築資材は,そ の家の持 ち主が,近 くのジャングル か ら取 って くる。彼 らは,手 伝 っ

て くれ た人 々を,ラ イス ・ビール,コ メ,豚 肉などで もてなす。家 を建て る場所 は,

占 い師が選定する。 新築 の家に入居 するめは,建 築が終了 した月の1日,あ るいは11

日か21日 に す るのが吉である。 この 日には儀式 が行なわれる。 た とえば,マ ンマオ地

区のRong-Rangサ ブ ・トライブの場合は,入 居前 に,イ ヌがダオで殺 され,そ の首

が竹槍の先に突 き刺 されて,家 の前 に立て られ る。 その後,家 の中では盛大 な宴が も

たれる。 この儀式は,悪 霊を家の中から追い出すた めに行なわれる。

 〈24農 業 〉 〈788儀 礼 〉サブ ・トライブに よって呼称 は異 なるが,農 耕に伴 う

主 な祭は年に3回 あ る。 その3回 とい うの は,Yogliサ ブ ・トライ ブの呼称 に従え

ぱ,サ ムフ ァング(samfang播 種前 の祭),モ ル ロー(morroo田 植 前の祭),ラ ムラ

(1amra収 穫前 の初穂 の祭)で ある。 サムフ ァングは各戸で行なわれ る。 時期は2月,

3月 の 種 まきの前で,2,3日 続 け られ る。モル ローは稲が30セ ンチ程に延 びた 頃に

行 なわれ,各 戸で3日 か ら5日 続け られる。

 ラムラ(lamra)は タ ンサ族最大の祭であ り,村 全体で 行な う。8月 に 行なわれ,

2,3日 続 く。祭 の 日は,村 の古老が決定す る。1週 間前 に村全体で ライス ・ビールが

作 られ る。各戸か ら金を集めて,儀 礼 に用いるブタ1頭 を用意す る。初 日,若 者たち

が村 の入 口の道の ところを掃 除 して そこに門が建 てられる。 門の両 わ きに はタケの台

(lamrasing)が 作 られる。 各戸 の女 は,そ れぞれ畑に行 って稲束 を刈 り,タ ケの台の

ところへ持 って くる。稲束は地面の上に敷 かれたカ ウパ ッ ト(kaupat)の 葉 の上にお

かれる。 村の長老た ちが来 て,道 の両側 に尖 った棒(lamra thung)を 何 本か刺 す。

ブタ1頭 が殺 され,血 は稲束 の上に撒かれる。す ると女 は稲束 を持 ってめ いめいの家

に帰 り,家 の柱 にそれをぶ ら下げる。 コメと肉の食事が若者た ちによ って作 られ る。

この 日は女た ちは調理 を しない。村の全員が加 わって供 宴が もたれる。食事を始め る

前に,祭 司(dingwa)は 神(sikia)と 精 霊(thang)に た い して,2つ の タケの台の

上 にお供 えをする。2日 目には,特 別な ことは しないで飲食,歌 などで楽 しむ。 この

祭が終わ ると稲刈 りが 始 ま る。Rong-Rang, Khemsingサ ブ ・トライブは,バ レ

(bare)と よ ばれ る祭 を家単位で行な っている。 これは,ジ ャングル伐 開の1週 間前

に行なわれ る。 ライス ・ビールを作 り,祭 の 日にはブタ1頭 が殺 され る。 肉は他 の村

人 にもふ るまわれる。

 〈58婚 姻 〉タ ンサ族 が結婚 する年齢は,男25歳 か ら30歳,女15歳 か ら25歳 で ある。

単婚が基本であ る。 交叉 イ トコ婚,レ ヴ ィレー ト婚,ソ ロレー ト婚は多い。 たがいの

両親の合意 による結婚がふつ うで ある。 この場合,夫 婦交渉は結婚後であ る。ふつ う・
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若者に結婚 したい相手がいれば,友 人か親戚のものを通 して自分の親に伝える。する

と,親 が相手の親と相談 して婚資を決めるのである。

 〈583婚 姻の様式〉恋愛婚もタンサ族の社会では認められているが,娘 の親の同

意が欠かせない。

 〈584婚 姻成立までの諸習慣〉 娘の親の要求する婚資を払えるか否かで,結 婚で

きるかどうかが実質上決まる。婚資の次に大切なのは結婚式である。婚資は金銭や家

畜(水 牛,ブ タなど)の かたちをとるが,ふ つう,100ル ピー,水 牛1頭 である。離婚は

認められていない。

 〈836婚 前性交渉〉結婚前の性体験は,正 常なこととはされないが,よ くあること

である。この場合,男 に責任があり,婚 資を払って結婚しなければならない。

 〈585婚 姻儀礼〉サブ ・トライブによって異なるが,Mosangの 場合,結 婚式は

3日 間にわたって行なわれる。初 日,新 郎は,親 戚か友人を伴 って娘の家に行き,娘

の親にブタ1頭 と蒸留酒数杯をわたす。親は酒と食事をふるまう。新郎は新婦を伴っ

て自宅に帰るが,そ のとき新婦は自分の家から娘2人 を伴 う。新郎の家では供宴が催

されるが,そ の夜は,新 婦は2人 の娘と共に小部屋でやすむ。2日 目,親 が新郎らを

引き連れて新婦の家を訪れる。供宴がもたれて,カ ップルの左手には結婚の紐が結ば

れる。 新婦の父親は2人 の腰の周りをライバ ン(raiban)と 呼ばれる植物の繊維でで

きた紐で しばる。この紐には殺されたブタの尻尾の先とビーズが結ばれる。儀式が終

わると,新 郎の家に帰る。3日 目,2人 は新婦の家を訪れて終日そこに滞在する。供

宴がもたれる。夜帰るときには,ヤ リ,ダ オ,布,バ スケットをもらう。恋愛婚の場

合は,婚 資の支払いだけで終わる。

 〈72戦 争〉タンサ族はかつては,首 狩 りに象徴される戦争を行なっていた。原因

は,土 地問題が主である。同一サブ ・トライブ内での戦争は少ない。長老会議が攻撃

対象とする村を決めると,男 たちが部隊をつ くる。出発前には,ブ タを殺 し,食 事を

とりライス ・ビールを飲み,襲 撃の リーダー(serai)は ニワトリを殺 して吉凶を占っ

た。凶兆だと襲撃はとりやめた。未明に襲撃をかけることが多かった。穀物倉はさけ

て家屋には放火 し,男 女の区別なく首を狩り,子 供は捕虜とした。戦いが終わると,

戦利品である首と手は村境の巨石の横に埋められるが,7日 たつと村の中に持ち込ま

れて供宴がなされる。敵の首 と手にコメとライス ・ビールが施された後,そ れらは村

人の間で分けられる。首はすべて リーダーのものとなった。タンサ族は,首 狩りは村

に豊壌をもたらせ るものと考えている。

 〈776精 霊と神々〉タ ンサ族は,「最高神」の存在を信 じている。それは,目 に見
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え ないけれ ども,世 界を創 る力を持 った もので あ り,シ キア(sikia),プ ラ(pra),ラ

ング ・カウ ・ハ ワ(rang kau hawa)と い った名前を与え られて人格 化されて いる。

空に棲 み,人 に恵 みを与え るものとされ る。 これは,人 に害をな さない。そのた め,

神 に対 して犠牲を供 す ることはない。それをするのは,精 霊,し かもその悪霊に対 し

てであ る。悪 霊に対 しては,お 供 えや犠牲によ って,機 嫌 を損ねないように,人 に害

をなさないように しな ければな らない。

 〈793 祭 司 職 〉祭 司職 には祭司 と占い師が いる。占い師は,木 の杖 によって 占いを

す る。祭司や占い師は世襲の ものではな く,技 術 さえ習得 で きれ ば誰でもなれ るが,

通 常,男 である。病気 は様 々の悪霊のせ いで引 き起 こされる。 占い師はその悪 霊をつ

きとめて,処 方(儀 式)の 指示をする。 ブタ,ニ ワ トリ,ラ イス ・ビールは儀 式に欠

かせ ない。また,粘 土で作 った像,タ ケ細工,卵 な ども用いる。

 〈778聖 な る事物 と場所 〉タ ンサ族には太 陽の崇拝があ る。1957年2月,ナ ムチク

谷で は豪雨が続 いた。 この時,Lungriサ ブ ・トライブの村では,太 陽に対 して,雨

降 りを止めて くれ るよ うに祈 る儀礼が行 われ た。村 内の巨石の前にタケを立て,そ の

先には太 陽を模 したタケ皮のモデルを固定す る。卵,種 籾,飯 を供 えてか ら巨石の上

に土をかぶせて,石 の周 りで火を焚 く。そ して,祭 司が叫 び,日 が照 らして,伐 開地

に火入れす ることが出来 るよ うに祈 った。 また,タ ンサ族 は,雨 ごいをす るときに も

太 陽を崇拝す る儀式を行 う。

 タ ンサ族 は,か つてはル ング ・ラング(lung la皿9)と い う石 を崇拝 していた。 この

儀式をYogliサ ブ ・トライブはカータ ン(khatang)と 呼 んで いる。 これには,人 身

犠牲 を伴 っていた。犠牲 に使 うのは戦 争時に捉 えた捕虜,あ るいは,村 内で集 めた金

品で買 らた遠 くの村の者 であ った。儀式 は村 の端 に固定 した二つの石の ところで行い,

儀 式前 には,犠 牲 にじゅうぶん飲食 させた とい う。 〈173 口碑 ・伝説 による歴史 〉

これには伝説があ る。 昔,不 作 のた め,飢 謹が起 こった ときに,ブ タ,ニ ワ トリを犠

牲に したが利 益はなか った。あ る者 が夢 を見て,そ の中で最高神 シキア(sikia)が 犠

牲にサルを欲 した。石 の前で サルを犠牲 に供 したと ころ,よ い収穫 があ った。 しか し・

シキアはまた夢 にあらわれ,母 親 を犠牲 とす るな らもっと収穫が よくなると言 った。

再 び石の前で母を犠牲 とした ところ,大 豊作 とな りそれ以後習慣 とな った,と い うも

のである。

 <788儀 礼>Rong-Rangサ ブ ・トライブは,か つて,ダ ワン(dawan)と 呼 ぶ盛

大 な祭 を行 っていた。 これは12月 の縁起の良 い 日を 選んで行われ た。 村 内か ら金を

集 めて,人,ウ シ,ス イギュウ,ブ タを買 った。儀式の前 日には村 から森 へ向か う所
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が掃除 される。 当 日,犠 牲には 十分飲食させ た後,そ こに 立てた木の柱 に 縛 り付 け

る。 まず若者が ヤ リで突 き刺 し,ケ ワ(khewa)と 呼 ばれる者 が首 を狩 る。 首 は シワ

(siwa)と 呼 ばれ る者に手渡 され る。 柱 の周 りに人 は集 まる。 シワは 首を持 って その

まわ りを回 りなが ら叫ぶ。神に,自 分た ちの安寧を求め る言 葉である。頭 は二分 して,

ケ ワ(khewa)は 後 ろを もらい,ダ オの持 ち主が前を もらう。 他の骨 も参加者に配 ら

れ る。 それ らは各戸の屋根に吊 される。 肉や髪 はム ンソング(munsong)と い う巨木

の もとに埋 め られて石が二つ置かれる。参加者は卵 の白身 を手に塗 り付 けた後
,水 で

洗 う・ そのあ と,飲 み食 い して楽 しむ。殺 した者は,そ の 日は自分の手を使 って飲食

せ ず・人 の手で食 べさせて もらう。続 く2日 間は特別 な儀式 はな く,ウ シとブタが殺

されて供宴が もたれ る。

 〈761生 と死 〉 タンサ族は死 を二分 して考えている。 老衰による 自然 な死 は神の

行為であ り,事 故死,若 死 などの不 自然 な死は悪霊の仕業 とする。死 に方 の違い によ

って,葬 送の方法 もかわ って くる。〈764葬 式 〉自然 な死の場合,ふ つ う,一 日家 の

内部に安置 されてか ら埋 葬 され る。死者が 出ると,ニ ワ トリを1羽 殺 して料理 して,

家 の外に立てた長 い柱の上に置 く。 これ は死者への お供 えで あ り,ま た,死 者 の 出た

しる しで もあ る。その後,死 者 の用いた品物が,戸 外に組 まれた木に吊 り下げ られる。

死者 はまず,家 の中で顔,'胸,手 を洗われ る。 その時,シ ングソイ ジャク(singsoijak)

とい う葉が用 いられ る。他 の クランの者は,死 者に触 ることも許 されない。死体 は木

製の棺に 入れ られ,家 の前の地面に埋め られる ことが多 い。棺 の下 にはタケで作 った

マ ッ トを敷 く。棘,石;土,丸 太で棺を覆 う。墓 の近 くに,ラ イス ・ビール
,飯,飲

み水が供 え られ,死 者 の衣類 ダオなどは木に吊 される。闘埋葬が終わ ると,参 加者 は

体を洗 う。豚 が殺 されて,首 は死者に供 え られ る。

 〈766特 異 な死 をめ ぐる慣行 〉不 自然な死 の場合 は,村 外の森 に埋 め られる。裸で

埋 め るが,そ の時に,眼,手,足 には棘 をさ して お く。 そ うしてお くと,死 者の霊は,

眼 が見 えず,物 に触 れ られず,歩 けないか らで ある。 これをや って おか ない と,悪 霊

が村 に帰 って きて,村 人,特 に死者 の家族 に害 を為すのである。

 〈78宗 教 的慣行 〉死者を 出す と,家 族 にはケガ レの期間が ある。 自然な死の場合

は3日 間,不 自然 な死の場合は5日 から7日 間であ る。 この間,家 の者は,外 出せず,

仕 事 もしない。他家の者は訪 問 しない。4日 目に,村 人 をよんで供宴を行 う。 ブタが

殺 され,祭 司は,そ の肉 とライス ・ビールを死者 に供 える。家の女 は畑 に行 き,ジ ャ

ガイモとタ ロを採 って きて,そ れを家の柱 に吊 り下げ る。不自然な死 の場 合,ケ ガ レ

の期間には悪 霊の攻撃 か ら身を守 るために策を構 じる。 尖 ったタケを家 の周 りに 固定
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し,バ スケット,漁 網,棘,尖 ったタケなどで家の入口などを覆う。そうして悪霊の

害を防ぐのである。

 〈776精 霊と神々〉タンサ族は,非 物質的な存在としての魂を信 じている。生 きて

いる時は頭の中にあり,死 ぬと口から出てい く。自然な死の場合,魂 は西方の空にあ

るウルム(ulum)と いう場所に飛んで行 くが,不 自然な死の場合は,悪 霊となるとい

う。

                                (月原敏博)
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ミキ ー ル(Mikir),ア ル レ ン(Arleng), カ ル ビ(Karbi)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of India"Anthropological Survey of India,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈131位 置 〉 ミキール族 は,ミ キール山地,ジ ャイ ンテ ィア山地 などに住む部族 で

ある。 〈156社 会 的パ ーソナ リテ ィー 〉ア ッサ ムの山地部族 の中で は最 も平和を好

む部族 と言われている。確か に,ゲ イ トの 『ア ッサ ム史』 をみて も,ア ホム王国が ミ

キール族 と闘争 した例 は一例 しかな い[ゲ イ ト 1944:229]。 他 の多 くの山地部族 に

おいて は,ア ホム王国との間で多 くの戦 闘を記録 して お り,ま た部族 内で の闘争 が激

しく,し ば しば孤 立性 の高 い村落を形成 して いたの と比べ,大 変対照的で ある。その

ために,ナ ガ諸族 にみ られるような地域性の発達 は少な く,ミ キール山地 を中心 とす

る広い地域 に居住 しているわ りには,言 語 や生活面での差異 は少ない といわれて いる。

〈11参 考文献 〉以 下で は主 と してダス(Das)と ス タ ック(Stack)に よ る文献 を参

考に記述 する[DAs l978:60-151;STAcK l908:1-13,151-155]。

 〈10オ リエ ンテー シ ョン〉ミキール族 が集 中 して住んで いるのは,東 西南北を そ

れぞれダ ンシ リ(Dhansiri)川,コ ピ リ(Kopili)川 と カラ ン(Kalang)川,ヤ ムナ

(Jamuna)川,ブ ラマ プ トラ(Brahmaputra)川 に 囲まれた ミキール山地を中心 とす

る。 これは,現 在の行政区でいえば,ユ ナイテ ッ ド ・ミキール ・ア ン ド・北カチ ャー
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ル ・ヒルズ(United Mikir and North Cachar Hills)と 呼 ばれるディス トリク トに

含 まれている。その ほかに ミキール族 が住んで いるところと して は,ジ ャイ ンテ ィア

山地,ア ッサム平原のノ ウゴ ン(Nowgong)や シブサガル(Sibsagar) ,な どがあ る。

〈132気 候 〉 ミキ0ル 山地の気候 は大変湿度が 高 く,カ ー シ ・ア ン ド・ジャインテ

ィァ山地(Khasi and Jaintia Hills)な ど の高原 にあ るよ うなそよ風 もみ られない。

このため,外 来者 にとって はマ ラ リヤにかか りやすい不健康 な気候 の 土 地 で あ る。

〈137植 物 相 〉 ミキール山地では,標 高の高い峰 々は1,200メ ー トルに達 してい るが,

大 部分はそれ よ り低 く,焼 畑の二次林 であるタケを 中心 とした植生がひろが ってい る。

地質は花 崩岩 や片麻岩 か らな り,土 壌はやせて いる。 〈136動 物相 〉 山地の常緑林

の中にはバ ッフ ァロー,ト ラ,ク マ,シ カ,野 生 ゾウ,毒 ヘ ビなどがすむ。サル,ウ

サ ギな どは焼畑を荒す。

 〈142身 体諸形質の情報 〉ミキール族 は,チ ベ ッ ト ・ビルマ語 族に属す る一般 の

諸 部族 よ りもア ッサ ム人の下層階級の者 に似て いるといわれる。皮膚の色は黄色がか

った褐色であ る。薄い 口髭 を除 いては髭はない。髪の毛 は後ろで くくって首筋 までた

ら している。筋 肉質 のよい体格で,男 は長時間労働や重荷を背負 うことに強 い。 〈29

服 装 〉服装 はカー シ族 に似 る。 男 の衣服 は,リ コング(rikong)と 呼 ばれ る一枚布を

腰に巻 き付け,頭 には,タ ーバ ン(poko)を ま く。 また,尻 まで覆 う長い縞模 様の貫

頭衣を着 る。 冬に はペ インキ(pcinki)と 呼 ばれる絹の布を着 る。女 はペニ(peni)と

い うペチ コー トを腰 に巻 き付 け,銀 の コイ ンのつ いた帯で縛 つてい る。上半身にはペ

コ ック(pekok)と い う布を巻 き付 ける。 男 は入墨 は しないが,女 は年頃 になると顔

の まん中に額 か ら顎 まで0直 線 に藍(indigo)で 入 墨を入れる。 〈301装 身 具 〉脚に

つ ける飾 りはないが,装 飾品 は好んでい る。 特徴 的な飾 りは耳 たぶ にさす銀製の チュ

ーブで ノタ ンピー(nothangpi)と 呼 ばれ る。 男 も耳 に金 のイヤ リング(norik)を つ

ける。その ほか,腕 輪,サ ンゴ石 のネ ックレスな ども好 まれてい る。

 〈197言 語 の同定 〉グ リア ーソン(Grierson)は,最 初 は,ミ キール族の言語を西

部 ナガとポロ(Boro)の 中間に位置す るもの と して分類 したが,の ちにスタ ックの主

張 を受 け入れ,ナ ガ とクキの リンク役を果たす もの とする分類を してい る[GRIERSON

l903,1927:69;STAcK l908:151-172]。 ミキール族 と隣接 して住む レングマ ・

ナガ族は,比 較 的新 しい年代 にダ ンシリ(Dhansiri)川 を越 えて移入 した。

 〈101ア イ デ ンティフ ィケ ーシ ョン〉 ミキール とは 周 辺 部 族 による呼 称 であ る

が,そ の語 の由来 は確定 していない。 彼 ら自身 はアル レン(Arleng)あ る いはカル ビ

(Karbi)と 自称 し,ミ キール族で ないもの(デ ィマサ族,ボ ド族 ・ア ッサ ム人 な ど)
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をバ ロック(Parok)と 呼 んでいる。                     0

 〈621 コ ミュニテ ィーの 構 造 〉 ミキール 族 は4つ の サ ブ トラ イブ(Chintong,

Ronghang, Amri, Dumrali)に 分 かれて おり,こ れが内婚集団 とな っている。 これ

らは共通 の祖先を もつ グループであ るといわれてい る。この うちダ ム ラリ(Dumrali)

は ノ ウゴ ンなどのア ッサム平原に住みつ いて,黎 を用いた定着農耕を営んでいる ミキ

ール族 を さす。彼 らはア ッサム人 に トル ア(Tholua)と 呼 ばれてい る人 々で,歴 史 的

にはアホム王国 との間での通訳 などを して きた と言われている。 これ ら4つ のサブ ・

トライブは,さ らに クル(kur)と 呼 ばれ る 外婚集 団に 分かれてい る。 クルの間に階

層制 はない。 クルはさ らにサブ ・クル に分かれて お り,こ れ も外婚集団であ る。 クル

とサブ ・クルの区分に関 しては多 くの報告 があるが,一 様 でないため,こ こでそれを

例示す ることはしない。

 〈17歴 史 と文化変化 〉 〈167 移 入 と移出 〉 ミキール族は,か つて北 カチ ャール

のバ レイル(Barail)山 地 の北 に集 中 して住んでいた といわれ る。 この故地 はニハ ン

グ(Nihang)と よばれている。現在その辺 りには ミキール族の村落 はないが,彼 らの

言語 による地 名が残 っている。バ レイル山脈においては,数 世紀 にわたって,ク キ ・

チ ン諸族 と関 わりを持 って いたに違 いな いとダスは推定 してい る。 ミキール族 は,か

つて トン ・ノクベ(Thong Nokbe)と い う王をいただいて ディマサ ・カチ ャリ族 と戦

ったが,そ の圧力に押 され西方の ジャイ ンテ ィア王の助 けを乞 うた とい う。また,ダ

ル トン(Dalton)に よれば,彼 らは ジャインテ ィアにも安住で きず ラバ(Raha)の ア

ホム役人 も彼 らを保護 して くれ ないため反乱を起 こしたが,す ぐに鎮圧 され,結 果 と

して ミキール族 は北 カチャール か らジャイ ンテ ィア,ミ キール山地へ と移動 して きた

とい う[DALToN l872:54]。

 〈24農 業 〉 ミキール族 のお もな生業 は農業であ る。主作物 はマ イカム(maikum)

と呼 ばれ る稲 であ り,住 民はそれ に最 も関心 を払 ってい る。それに続 く作 物 と して,

トウモ ロコシ,ヒ マの樹,綿 花,タ ーメ リック,赤 トウガ ラシ,ヤ ムイモ,ナ ス,ラ

ック(arharの 樹 で育て る)な どがあ る。 ダ ムラ リと呼ばれ る平原に住 む ミキール族

などは,水 田耕作 も始 めるようにな って きた。 しか し,ア ッサム平原 と同 じ方法で山

地での水 田耕作を行 うと土壌侵食 の問題 が起 こるため,山 地での水 田は谷間に限 られ

て おり,ほ とんどはダ オや コダ リ(kodaliク ワ)を 用いた伝統的な焼畑農業がな され

て いる。 これには,黎 耕,灌 概,移 植 とい った技術 は伴わない。

 〈241耕 作 〉焼畑耕作は以下の よ うなスケ ジュールでなされ る。12月,1月 に 森林

の伐開 が行われ る。切 り倒 された木は3月 まで乾 かされて火が放 たれる。 クワをつか
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って灰 がな らされ,雨 期の始 まる4月,5月 に 種籾 が散播 され る。 これ らの作業 は家

族単位で なされ る。稲は11月,12月 に収穫 され る。 トウモロコシ,ミ レッ トな どは稲

の縁に作 られる。稲の脱穀 は穂 を石 にたたきつ けてなされ る。耕 作地の割 当は,各 家

族の労働力 に応 じて村長にあたるガオ ンブ ラ(Sarthe)が 行 う。 問題が起 こったとき

に は村 の長老会議が開かれ る。

 〈224狩 猟 とわな猟 〉狩猟,漁 労は好 まれてお り,漁 労には男 も女 も参加 してい る。

狩猟の季節 は農閑期である冬 で,男 が行な う。獲 物は シカ,イ ノシシ,ト ラな どであ

る。 おもな武器 は,ダ オ,槍(chir),タ ケ の弓(thai),矢(thai aso)で あ り,獲 物

を追 うにはイヌも使われ る。 〈226漁 労 〉針 と糸 を用いた釣 りも行 われ るが,多 く

はワナやカゴを使 った漁労で ある。漁労 は集 団で行なわれ る。 めいめ いが カゴ(hak)

と ワナを運んで水流に仕掛 ける。 ワナは流れの途 中に仕掛 け られ,男 も女 も水流に入

り,水 面 を棒 でたたきなが ら魚を ワナへ と追 い立て る。他 の方法 と しては,水 中にカ

ゴを仕掛 けておいて入 った魚 を取 る方法 や,野 生植物か らつ くった毒を流 して捕 るも

のな どがある。

 〈28 皮 革,繊 維,布 類 〉熟練 と労力の必要な織物,タ ケや トウによる工芸品が あ

るが,住 民 はそれに部分的にす ら頼 ろ うとはせず,経 済的には小 さな位置 しか占めて

いない。 これは,バ ザ ールか ら安価 な製 品を入手で きるか らで もある。そのため これ

らの家内工業 は片手間に行 われてお り,市 場向 けで はな く,自 家消費用であ る。 ただ

これ らの中で最 も重要なのは織物である。彼 らは綿の ほかに ヒマ(castor-oil)の 樹 を

育ててエ リ(eri)繭 を 飼 ってお り,こ れ から,毛 布 を織 る。 繊維 は藍で染 める。織 る

作業は女 の仕 事である。 タケを材料 とした道具 には,水 汲 み用の竹筒,荷 物を背負 う

ときに額 にかける シナム(sinam)と 呼 ばれ る トウの帯,各 種の容器 に用い るカゴなど

があ る。

 村 の周囲には森林資源 は豊富であ り,燃 料や建築材料 には事欠かな い。〈471 資 本

の所有 と管理 〉〈42財 産 〉森林 は コ ミュニテ ィ0の 所有物で あ り,誰 で も無料 で木

を採 って もよい。しか し焼畑 のための伐開 には村落会議 メィ(mei)の 許 可を必要 とす

る。

 〈262食 事 〉 ミキール族の主食 は コメであ る。 籾摺 りには 木でで きた長い杵 と臼

を使 う。 どんな種類の 肉も食べ るが ウシの肉は食べず,乳 も飲まない。荷役用で さえ

ウシを飼 うものはあま りいない。 これは トラな どに殺 されて しま うか らで ある。小屋

で飼え るニ ワ トリ,ヤ ギ,ブ タは,食 用,儀 礼 用と して重要である。 肉は千 し肉に も

される。火床の近 くで乾 か した干 し魚 も好 まれる。野生植物の根 なども食 されてい る。
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〈27飲 物,薬 物,嗜 好品 〉どの家で もホル(hor)と 呼 ばれ るライス ・ビールをつ く

ってい る。 女,子 供 はさほど飲まない。 ホルか ら作 る酒 にア ラック(arak),タ ップ

(thap)な ど もあ る。貯蔵,携 帯 には ヒョウタ ンが使 われ る。 ホルは儀式 や祭 りに欠 か

せない。 タバ コ,阿 片 も少 し栽培されて おり,男 たちが吸 って いる。ベテル ・ナ ッ ト,

パ ー ンの葉 はア ッサムー般 と同様好 まれている。旅 の時間や距離は,噛 むベテル の数

で計 られた りす る。

 〈36集 落 〉村落は耕 地の移動 によって移動す る。ふつ う村落は50か ら60の 家 族 か

らな る。個 々の家屋には家族 全員が住んでいて,大 家族制であ る。ダル トンは,と き

には30も の夫婦を含む家族 が一つの家屋に生活 して いる例をあげてい るが,ス タ ック

によれば この よ うな例はすでにな くな り,一 つの家屋 に0つ の家族が生活 し,息 子夫

婦が とどまる場合 もあ る程度だ としている[DALToN l872:54;STAcK 1908:7]。

〈34建 造 物 〉家屋はタケを材 料に した杭上家屋で,床 は地上1。2メ ー トル程で ある。

壁 や床 は割 りタケを堅 く編 んだものであ る。屋根 は4年 か ら5年 乾か した草で葺 かれ

る。窓,煙 突 はない。一般 に家屋 は二つか三つの部屋 に分かれて おり,一 端 はベ ラン

ダにな ってい る。ベ ランダの側には入 口はな く,側 面の入 口があ る一室が客室 に充 て

られて いる。その奥が家族 の居 間や寝室にな って お り,外 側 にはニ ワ トリ,ヤ ギを飼

う小屋 が続 いて いる。かつては村内にマロ(maro)あ る いはテ ラング(terang)と 呼

ばれる若者宿があ ったが,も はやそれはな く,若 者 は村長(gaonbura)の 家 などに起

居 して いる。

 〈621 コ ミュニティーの構造 〉若者組 は村長に統率 される。 各 戸は自 らに割 り当

て られ た耕地のみを耕 すが,若 者組 は彼 らに割 り当て られた耕地を共同で耕す ほか,

村 内の全耕地の世話 に当たる。 この ほか,葬 式,歌 と踊 りな どの公共事 において若者

の果たすべ き役割は大 きく,彼 らは村の結束 と伝統文化を守 る主体 とな って いる。

 〈58 婚 姻 〉 ミキール族 はふつ う単婚であるが一夫多妻がないわけではない。 同一

クラン(ク ル)内 では通婚で きないが,ミ キール族に クラ ンの数が多いことは,そ の

タブーを避 けるためにそ うな ったとも考え られる。交叉 イ トコ婚は好 まれている。 し

か し,父 親の姉妹の娘 、母親 の兄弟の娘 と結婚 して もよいのに対 して,異 なるクラ ン

に属す る母 親の姉妹 の娘 、父親の娘,父 親 ・母親の姉妹 と結婚する ことはタブーで あ

る。 〈584婚 姻 成立 までの諸習慣 〉スイ ンケバ(Suinkeba)と 呼 ばれる正式 な結婚の

手続 きは以下の様 になされる。若者に好 きな娘がで きると,若 者 はその意志を両親に

伝え る。両親が娘 の家 を訪れ,結 婚の申 し出をす る。娘の両親の合意が得 られれば,

若 者の両親は娘に婚約の指輪 か腕輪を渡 すのであ る。
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 〈764葬 式〉ミキール族はふつう死者 は火葬に して,そ の場合,儀 式 も行われる。

土葬にすることはほとんどない。土葬になるのは死産の子,生 後すぐに死んだ子,出

産時に死んだ母親の場合である。これらの場合,儀 式はない。天然痘,コ レラのため

に死んだ者の場合もすぐに土葬にされるが後に儀式は行われる。死体あるいは骨が掘

り出されて火葬されるのである。 トラに殺された者の場合,村 から少 し離れたところ

に土葬される。

                               (月原敏博)
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タ イ(Thai)系 諸 族概説

  〈13地 理 〉タイ系諸族 は・現在東南 アジァの大陸部 において,も っとも大 きな勢

力をな している民族であ り,西 はア ッサ ム,北 は雲南,南 はチ ャオプ ラヤー ・デルタ

(Chao Phraya Delta)に まで ひろが っている。 一般 にタイと自称 し,タ イ族 と呼ば

れている人 々であ る。かつて,南 詔,大 理 とい った国の主要住民 のひとつであ ったが,

谷 合 いの低地で水稲を作 るとい う生業を持 って,イ ン ドシナ半島を徐 々に下 って きた

ことで も知 られている。 と くに,ア ッサムに アホ ム族が 侵入 した13世 紀 は
,各 地で

 「タイ族の沸騰」が起 こった時代 と して東南 アジア史では重要 な意味 を持 ってい る。

〈105文 化 の概要 〉タイ族 は,そ の分布範 囲が広 いわ りには言語的 ,文 化的に等質

的で ある反面,形 質 的には地方的差異が あると言われている。

 〈144 人 種 的類縁性 〉タイ族の 中に,シ ャン(Shan)族 と呼ばれ る人び とがあ る。

シャンとは,ビ ルマ人が,北 ビルマに住むタイ族 に対 して用い る呼称 である
。 この人

人は,現 在の タイ・ラオスなどに住むタイ族 の ことを,タ イ ・ノイ(Tai-noiリ トル ・

タイ)と 呼んで,自 らはタイ ・ヤ イあるいはタイ ・ロ ン(Tai-yai, Tai-longグ レー

ト・タイ)と 称 してお り,比 較 的色が 白 く,タ イ族 の中では,よ り古 い人 々とされて

いる。

 〈167移 入 と移 出〉イン ド北東部にい るタイ系 諸 族 は,す べて ビルマ との境をな

す山脈 を越えて移住 してきた ものであ り,シ ャ ン族 であ る。 その主 たる移入のルー ト

は,イ ラワジ川上流部の カムテ ィ・ロン(Khamti・long>や フ コン(Hukawng)谷 か ら

バ トカイ(Patkai)山 脈 を越 え
,テ ィラ ップ(Tirap)な らびに ロ ヒッ ト・デ ィス トリ

ク ト(Lohit District)付 近 か らア ッサム平原 上部へ といたるものであ る。そ して,そ

の移動 の背景 には,つ ねに,上 ビルマにおける シャ ン族の政治,社 会的条件が関係 し

ていたよ うで ある。

 〈173 口碑 ・伝説による歴史 〉 しか し,シ ャン族 の古い歴史 につ いて は不 明な こ

とが多 く,研 究者の間で様 々な推測 もなされて いる[ゲ イ ト 1944:88-97;コ ク レ

ン  ...:31-..;GRIERSON l927:43-II;LEBAR et al. 1964:193;LEAcH

1954;ハ ー ヴ ィ 1943]。 シ ャン族が雲南の南 部か ら北 ビルマに勢 力を伸 ば して きた

時期は・紀元 前に遡 るとの説 もあ るが,詳 しい ことはわ かっていない。 しか し,6,

7世 紀 頃からは,マ オ川(Nam Mao, Shweli川)流 域に シャン族 が侵入 し始め
,メ

ン ・マ オ(M6ng Mao , M舅g Mao, Mung Mao)を 中 心 とする地域 に国家(Mao

Lung・M6ng Mao, Mang Mao)を 作 ったといわれる
。彼 らはマオ(Mao, Mau)・

シ ャンとよばれ る。また,マ ォ ・シャン族 はこの後 しだいに西方や北方に も進 み
,同
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じマオ ・シャン族 の血 を引 き継 ぐ諸王が上 ビルマの河谷に徐 々に広が った とされて い

る。 この過程は,ア ホム族 などの シャン(タ イ系)諸 族が伝 えている王統の神話時代

に対応す るもの と言 え る。 この王 国は,ペ ンバー トン(Pemberton)の 発 見 したマニ

プールの文書の中でポ ン(Pong)王 国 とされているものにあた り,ま た,シ ャン族 自

身 はこの国を セ ン ・セ(且sen-hse)と 称 していたといわれる。 ただ し,こ れ らの言葉

は,必 ず しも0つ の王権 の もとにあったマオ ・シャン帝国を表わす ので はな く,同 系

の独立 した諸国を包括的に意味 した場合 もあ った と理解す る方 が適切 なよ うであ る。

た とえ ばフ コン谷の シャン族などは早 くから独立性の強い国家を形 成 していたと言わ

れお り,ま た,ア ホム族 もマオ ・シャン族の一部族で あるが,ア ッサムに入 ってか ら

は北 ビルマの シャン族国家 との従属関係 は持 つていない。 しか し,い ずれにせ よ,6,

7世 紀 か ら13世 紀 にいた る時代に,南 詔,大 理な どに見 られ るようなタ イ族をふ くむ

雲南の勢力 と,ビ ュー族や ビルマ族 といったビルマ側 の勢力 との間に存在 したのがマ

ォ ・シャン族 のグル ープであ った と言 うことがで きる。

 <175記 録 された歴史>13世 紀 初頭 には,依 然 と して上 ビル マの メ ン・マオ(M舅g

Mao, Mung Mau)が 都 であ った。 この13世 紀は,雲 南,ビ ルマ に元冠 がおよぶ こ

とにな るが,そ れに さきがけ,マ オ ・シャン族 の0部 族 であ るアホム族 は,ア ッサ ム

に入 って,タ イ系諸族 の最 西端 を延ば し,同 時に,こ の地域 の名称で あるア ッサ ムな

る言葉の 由来 を もた らす ことにな った。アホム族 は,ア ッサムにおいてアホム王国を

建 てて,ブ ラマプ トラ平原上部を 中心 としたが,16世 紀 にデ ィマ プール(Dimapur)

を 陥 して カチャ リ(Kachari)族 に 勝利 し,実 質 的にア ッサ ム全域 の覇者 とな った。

一方
,マ オ ・シャ ン族の本拠であ った地方では,13世 紀 初頭の ころ偉大な王であ った

スカ ンパ(Sukempa)の 死 後,中 国か らの影響を強 く受け,元 王朝を助 けて ビルマを

攻めてい る。また,14,15世 紀 に は中国軍(明)と 数度にわたって戦い,大 きな損害

を被 り,16世 紀 には ビルマ軍の攻撃に屈 して国土を 占領 されて いる。 この ような経過

をへて,マ オ ・シャン族の帝 国の力は衰 え,地 方 ごとに半独立の諸州が生 まれてい っ

た とい う。 これ以 降,メ ン ・マオ地方は ビルマの支配 と中国か らの侵攻 にさらされ る

ことにな った。

 これ らの経過 によってマオ ・シャ ン族勢力の0つ の中心は北 ビルマに移 り,18世 紀

中葉には,上 ビルマにおいて独立 を保 つていた最後のマオ ・シャン王 国は,モ ガ ウ ン

(Mogaung)を 中 心 と していた。 この地 方 は,ム ンコン(Mong Kawng, Moong-

khong, Moon Maorong)と も 呼 ば れ る。 しか し,こ れ も ビルマ 王 ア ラウンパ ヤ

(AlaungPaya, Alomphra)に よ って征服 され,こ れに よって,い くつかの シャン族
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のア ッサ ムへの流入が促 され ることになる。北に移住 した シャン族 たちは,チ ン ドウ

ィン川や イラワジ川の源流部に住みつ き,カ ムティ ・ロンはその一 つの 中心 とな った。

カムテ ィ ・ロンとは,「 偉大な るカムテ ィの土地」 を意味する シャン語であ る。 後に,

この地方に住んで いた住民のなかの0部 が ア ッサムに移住 して,カ ムティ族 として知

られることになる。

 ダ ル トン(Dalton)は,モ ガ ウンを中心 と したマオ ・シャン族の国の支配領域の大

きさに関 して,テ ィ ッペ ラ,雲 南,シ ャムまでひろが るものだ ったと し,ま た この王国

の都 は,ビ ルマ人に よってMogong,シ ヤ ン族に よってMongmarongと 呼 ばれ たと

記 してい る[DALTON 1872:5]。 ま た アホム族の ア ッサム侵入についての ボン王国

内での記録 に関 しては,ボ ン王朝第13代 目の王 スカ ンパの弟 サム ロンパ(Samlonpha)

は,カ チ ャール,テ ィッペ ラ,マ ニプールを服属 させて ブ ラマプ トラ河谷平原へ と侵

入 し,サ デ ィヤか らカムル ップまでを支配 したとい う記録があ るとい う。

 ア ッサムにおけるタイ系諸族に属す る部族 は以下の通 りであ る。1.ア ホム(Ahom)

族2.カ ムテ ィ(Khamti)族3.フ ァキ ャール(Phakiyal)族 あ るいはタイ ・フェイ

ク(Tai-phake)族 4.ナ ラ(Nara, Nora)族 あ るいはパ ニナ ラ(Pani-na,ra)族,カ

ーム ジャーン(Khan≧j ang)族 5 .ト ゥル ン(Turung)族 6.ア イ タ ン(Aitan)族 あ

るいはアイタニヤ(Aitaniya)族7.マ ン(Man)族 この うち,ア ホム族 とカムテ ィ

族を除 けば,人 口数百以下の少数 グループのみであ る。また,ア ホム族 を除いて,す

べ てビルマ仏 教の影響を受 けてい る。

 以 下,順 に各部族を概 説す る。

1. ア ホム族 別項参 照 。

2. カ ムテ ィ族 別項 参照 。

3. フ ァキ ャール族 あ るい はタイ ・フ ェイ ク族 別項 参照 。

 以 下 の記 述 においては,ゲ イ トな らびにネオグによって いる[ゲ イ ト 1944:96-

110;NEoG 1984:85-87]。 な おム ンコン地方 は,モ ガ ウンや フコン谷付近を さす

と思われる。

4. ナ ラ族 あ る い はパ ニ ・ナ ラ族,カ ー ム ジ ャ ー ン族

〈101ア イ デ ンテ ィフィケー ション〉「ナ ラ族 というの は,1891年 セ ンサス レポー
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トにあるように,『 アホム族 によるムンコンの シャン族(Mungkong Shans)の 呼称』

であ り,そ れは,ア ホム年代記のなかで しば しば登場する。 カームジャー ン(Kham-

jang),あ る いはカームヤー ン(Khamyang)と して知 られる人 々は,ナ ラ族の一部族

であ り,以 前 はバ トカイ(Patkai)山 脈 に住んで いた。しか し,シ ンポー(Shinghpho)

族 の 圧力に よって,今 世紀(19世 紀)初 頭にア ッサムに逃れて きたのであ る。1891年

ゼ ンサ スでは,カ ーム ジャー ン族 と して,35人 の みが記録 されている。 しか し,彼 ら

は,一 般に はナラあるいはパニ ・ナラとい う名称 で知 られてい るため,ナ ラ族 の項 目

に含 まれて いる者の中には,い くらかのカームジャーン族 も混 じっているで あろ う。

また,彼 らの多 くは既 に部族 と してのアイデ ンテ ィティーを失 ってい る。1848年 に お

いて さえ,当 時 はまだ 自 らの言語,宗 教(仏 教),生 活 習慣 を保持 していたに もかか

わらず,ア ッサ ム人 との混血が大変進んでお り,言 語 もそうである と報告 されてい る。

アホム王国年代記であ るブ ランジ(buranji)の な かには,ナ ラ族 によるアホムへの敵

対,ア ホム王 とナラ族 の王女 の婚姻 な どが記録 されている。 これ らの指す時代 ごとに,

多 数のナ ラ族が ア ッサ ムへ入 った可能性 はあ る。1911年 セ ンサスでは,あ る小 さなナ

ラ族村 落の人 口と して348人 が記録 されてい る。」[NEoG 1984:86]

  「長 らく自 らをアホム族 と認めて きた 人 々の な か に は,シ ブサガル ・サブ ・デ ィ

ビジ ョン(Sibsagar sub-division)の デ ィサ ンパ ニ(Disangpani)・ チ ャラパ タ ール

(Chalapathar)と い った村の ナラ族 も含まれている。彼 らは仏教徒であ り・村 落に は

寺院(vihara)が あ る。またタイ語 を話す ことがで き,タ イ語・パ ー リ(Pali)語 の 読

み書 きを習 ってい る。」[NEOG l984:86]
                   9

 ま たゲ イ トは次のよ うに記述 している。「ナラ族 は,ア ホム族によ って彼等の近 い親

族 だと考え られてい るが,ネ イ ・エ リアス(Ney Elias)は,や や異な った見解 をも っ

てい るようで ある。 クー ンル ンとクー ンライとの伝説的 もしくは半伝説的な話 では,

前者 がその 国の西部,幽すなわ ちフコン河谷の ム ンカ ン付近に占拠 して いた と信 じられ

て いる。 この時代 よ り,1215年 頃 サ ムロンパに よって征服 され るまで・ シャン族の記

録 には,ナ ラ族 あ国 として この地方に関 しては僅かの曖昧な記述 があるにす ぎな いが,

その地方 は全 く独 立 した国を成 して いたようであ る。現地の資料か ら・ ナ ラ族 に関 し

拾遺 し得 るわずかの事 実か らすれば,彼 等 はいま問題 として いる地方 の原住民 と して

存在 したが,後 にマ ウ(Mau)族 や カムテ ィ族,シ ャン族 と混血す るに至 った とネィ'

エ リアスは記述 して いる。な お彼等 の原住地 はカムティにあ ったらしい とい う。 いず

れにせよ,ナ ラ族 は比較的教 養ある民族で,カ ムテ ィ,モ ガ ウンおよび上部 ア ッサ ム

に今なお残存 して いる少数の ものは,一 種の知識階級 と見 られている。彼等 は仏教徒

166



北東インド諸民族の基礎資料

であ り,か つ}般 に 天体観測や書記 の仕事 に 雇われている。」[ゲ イ ト 1944:100]

(現 代 かな使 いに訂正)

 な お・ グ リア0ソ ン(Grierson)に よれば,ナ ラ族の言葉 はカムティ族 のそれ とほ

とん ど違いがないという[GRIERsoN l927:52]。

5・ ト ゥ ル ン (タ イ ・ ロ ン)族(Turung, Tai-rong)

  「ジ ョルハ ッ ト・サブ・デ ィビジョン(Jorhat sub-division)の テ ィタバ ール(Tita-

bar)地 方 とゴラガー ト・サブ・デ ィビジョン(Golaghat sub-division)の バ ルパタ ール

(Barpathar)地 方 には,ト ゥル ン族の村 落がい くつかあ る。1881年 セ ンサスでは,独

立 した項 目には入れ られてはお らず,1891年 セ ンサスで は,301人,1911年 セ ンサスで

は,541人 が 記録 されている。 トゥル ン族 は,1820年 頃 にア ッサムに入 った
。 トゥル

ン族 自身の伝承 によれば,彼 らはもともと上 ビルマ北東部にあるム ンマ ン ・カオ サ ン

(Mungmang Khaosang)に 住 んでいた。その後,ト ゥル ンパニ(TurungPani)lliに 移

ってか ら,ト ゥル ンという名で呼ばれるよ うにな った。彼 らは,す でに ジョルハ ッ ト

付近に住 み着 いていた ナラ族 に導 かれてバ トカイ山脈を越 えたが,シ ンポー族 に よっ

て奴隷 と して5年 間隷属 させ られた。 ヌーフヴィル(Neufville)大 尉 がア ッサム人奴

隷 を解放 した際に・彼 らも解放 されて,そ の後 シブサガル・デ ィス トリク ト(Sibsagar

District)に 住 み着いた。トゥル ン族 は仏 教徒であ り
,僧 に は,チ ャンマ ン(chanman)

とガ オサ ン(gaosang)が あ り,共 に独 身で ある。 トゥル ン族の間で は,0夫 多妻婚

は認 められてい る。ゲ イ トによれば,婚 資 は40ル ピーか ら80ル ピーであ る。結婚 の儀

式は,ア ホム族 のあいだで行われ るものとよ く似てお り,新 郎,新 婦に一枚 の布 をか

けるのが特微で ある。 トゥル ン族 は,ナ ラ族,シ ンポー族,カ ムテ ィ族 と通婚す る。

離婚者 も再婚を許 される。通常,死 者 は火葬 にす る」[NEoG l984:86-87] 。

 「トゥル ン族 は,カ チ ン(シ ンポー)族 によ って奴隷 とされていたので,多 くはそ

の支配者の言語 である シンポー語を話 している
。 また,彼 ら自身の言葉 はカムテ ィ語

に近 い」[GRIERsoN l927:52]。

6・ ア イ タ ン(ア イ ト ン)族 あ る い は ア イ タ ニ ヤ(ア イ トニ ア)族(Aitan
,

  Aitaniya, Aiton, Aitonia)

 「ア イタ ンあ るいはアイタニヤ族は,ム ンコン(Mungkong)の シ ャン族の一部族

で あり,そ の後宮の妻妾た ちのための宙官をだ していた部族 といわれてい る
。1911年

の セ ンサス レポー トに よれば,ア イタニヤ族の血統は混 じりあ ったものであ り
,カ ム
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テ ィ語 とア ッサム語の混成語を話す とされてい る。彼 らは13世 紀にア ッサムに侵入 し,

ブ ラマ プ トラ河 谷の支 配 者 とな ったという説 もあるが,お そら くは,チ ンドウィン

(Chindwin)川 上 部か ら,カ ムテ ィ(Khamti)族 の あ とを追 つて,ア ッサムに入 った

ので ある。1891年 に は,こ の部族の村は二 つ記録 されてお り,一 つは ナガ山地(Naga

Hills),も う一 つは シブサガル ・デ ィス トリク ト(Sibsagar district)に あ った。1911

年 セ ンサスで は,人 口414人 が記録 されてい る。現在 は,ゴ ラガ ー ト・サブ ・デ ィビ

ジ ョン(Golaghat sub-division)の バ ルパ タール(Barpathar)地 方,サ ルパ タール

(Sarupathar)地 方 な どに住んで いる。 アイタニヤ族は仏 教徒であ り,僧 は,ラ キ ン

プール(Lakhimpur)に あ るカムタ イ族 の村 か らや って きて いる」[NEoG 1984:

87]。

 「アイタ ン族 は ビルマの シャン語 を話 し,文 字 も そ れ を 使 って い る」[GRIERSON

l927:52]。

7. マ ン(Man)族 とその他 の シ ャ ン族

Sen, D, K.1971"Annexurc to the Tribal Map of lndia,'Anthropological Survey of lndia,

Gulcutta.よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

「1816年 か ら1825年 に かけての ビルマ軍のア ッサム侵 入 と支配 の結果,ム ンコンの
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シャ ン族(Mungkong Shans)の 外 人部隊,300人 か ら400入 が ア ッサムにi残った。 カ

ムル ップ(Kamrup),ゴ アルパ ラ(Goalpara),ガ ロ山地(Garo Hills)の シャン族や

マ ン族 は,そ れ らの人 々であ る。 この人 々は もと仏 教徒であ ったが,も はや信仰 は失

われ ている。1921年 セ ンサスで は,ル シャイ山地(Lushai Hills)と マ ニプ ールの仏教

徒 は,最 近になってからビルマ よ り移住 して きた者で あることが指摘 されている。現

在で も,ガ ロ山地の プルバー リ(Phulbari)に は,マ ン族の村があ る」[NEoG l984:

87]。

 「ア ッサムに兵士 として流入 したマ ン族 は,男 性のみであ ったが,ア ッサムに とど

ま ることによって,ガ ロ,ラ ブハ,ク ーチ,ハ ジ ョン(Hajong)な どの諸部族の女性

と通婚 した。現在は,内 婚集団をなす集 団を形成 してい るが,内 婚制 は厳密に実行 さ

れている訳で はない。形質的 には,も との シャ ン族に似 ると言 うよ りも,ポ ロ ・カチ

ャ リ族 などによ く似ている」[DAs 1987;71-72]。

                                (月原 敏博)
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アホム(Ahom)

 上 ビルマを中心 と して広 がるタイ系民族 である シャン(Shan)族 勢力 は,ビ ルマの

上座部仏教の影響を受けて仏教化 してい った という歴史を もってい るが,ア ホム族 は,

シ ャン族が仏教化する以 前にア ッサ ムに侵 入 した シャン族 の一部族であ ると一般に言

われ ている。ただ し,こ れについて綾部 は,「 もともと仏教徒であ った」 と述 べている

[綾部 1971:25]。 ま た コクレンやハ ーヴ ィも10世 紀頃までに雲南の シャン族 はチベ

ッ トや 中国の影響によ り,仏 教化 して いた可 能 性を指摘 している[コ ク レン 1944:

45-46;ハ0ヴ ィ 1943:17ユ 。 しか しいずれにせ よ,ア ッサムにおけるアホム王国成

立期 において アホム族の基幹 宗教 となっていた もの は仏教ではな く,固 有の民族信仰

で あ った と考え られて いる。彼 らはその頃か ら文字 を持 ち,ブ ランジ(buranji)と 呼

ばれ る歴史記録 を残 して いるが,そ れがア ッサ ム史解読のための重要史料 となってい

る。 ブ ランジには,彼 らの もっていた王統降臨神話 か ら,各 時代の外交,戦 役,儀 式

の記録 まで が,か な り克明に記録 されている。神話 や儀式か らは,彼 らの民族信仰を

探 ることもで きる。

 しか し,ア ホム族 は,17世 紀 頃まで には ヒンドゥー化 し,言 葉において も地元の ア

ッサ ム語 を使 うよ うになった とい う。つ ま り,ヒ ン ドゥー化 して,ヒ ン ドゥー社会の

一 階層 として位 置づ けられ るようになったのであ る。 しか し,そ れ と同時に,宮 廷 に

はアホム語 は残 り,ブ ラ ンジはアホム語で書 き続け られ,ま た,非 ヒン ドゥー的な儀

礼,慣 習,つ ま り,民 族固有の もの も維持 し続 けているのであ る。アホム語 は日常語

と して は廃れたが,祭 司階級 のもとには受け継がれ,伝 統 的儀式,宗 教的儀式,占 い

などでは いまだに重要 な役割を担 ってい るよ うであ る。 この ことにみ られ るよ うに,

ア ホム族 はア ッサムに侵 入 して以来,時 代 と共 に新 たな文化 を受 け入れつづけ,自 ら

を変容 させて きてはい るが,同 時に古 くか らの文化 も新 たな形で維持 し続けてい るの

で ある。 以下の記述は,主 としてバル ア(Barua)に よ りつつ,バ ス(Basu),ル バ ー

(LeBar),ゲ イ トな どの著書 も参考 に して いる[BARuA l978;BAsu 1970;LEBAR

et al.1964:187-97;ゲ イ ト 1944ユ 。

 〈10 オ リエ ンテーシ ョン〉現在,ア ホム族 が住んでい る地域 は,主 と して上 ア ッ

サム,す なわちア ッサム平原の上部 であ り,デ ィブルガル(Dibrugarh),ラ キ ンプ ー

ル(Lﾘhimpur),シ ブ サガル(Sibsagar)の 各 デ ィス トリク トである。 〈161人 口 〉

バルアによれば,1881,1891年 の セ ンサスでは,ア ホムにあた る人 々の人 口がそれ ぞ

れ,179,000人,154,000人 と記録 されていた。 しか し,1901年 セ ンサスか らは項 目が

な くな っている[BARUA l978:12]。
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 〈197言 語 の同定 〉グ リアーソン(Grierson)は,ア ホム語 とカムテ ィ(Kharnti)

語 の 関連性を指摘 して おり,シ ャン語,カ ムティ語 とは密接 な関係を もつといえ ると

い う[CiRIERSON 1927:51-52]。 〈177文 化 変容 と文化接触 〉アホム族は,ア ッサ

ムの支 配を確立 し,臣 下 とま じわ り,他 部族 と通 婚 した結果,自 らの言語 を捨て,そ

の位置を ア ッサム語 に譲 った。初期に侵入 したアホム族 は,軍 事遠征部隊 と してや っ

て きて おり,連 れて きた女は少な く,ま た,通 婚に関す る集団的な,あ るいはカース

ト的な偏見は無 かった と言われてい る。 初代 の王 スカーパ ー(Sukapha)は,自 らボ

ラー ヒ(Borahi)王 の 娘を妻に迎え,上 ア ッサムの当時の有 力な支配部族であ ったモ

ラー ン(Moran, Maran)や ボ ラー ヒとアホム族 の通婚 を奨励 してい る。

 〈177 文 化変容 と文化接触 〉 〈77 宗教 的信仰 〉 伝統 的宗教 を保持 していたアホ

ム族 の生活様式が ヒン ドゥー化 しは じめるの は,幼 少 時にブ ラー ミンに育て られたス

ダ ーンパハ ー(Sudangpha)王(在 位1397-1407)の 頃か らで ある。 これか ら後,ア

ホム族 の宗教 は,そ の時 その時の王権の採用する宗教 に影響 されてい くことにな る。

臣下は王に倣 って改宗 してい ったか らである。 スフ ンムン(Suhungmung)王(在 位

1497-1539)の 頃 か らは,ブ ラー ミンではな く,シ ャンカルデブ らの広めたヴ ァイ シ

ュナヴ ァ(Vaishnava)派 へ と改宗 した。ガダーダハル ・シ ン(Gadadhar Singh)王

(在位1681-1696)や ル ドラ ・シン(Rudra Singh)王(在 位1696-1714)は,サ ク

タ派(Sakta Hindhuism)を 信 仰 した[BARuA l978:15-17]。

 <793 祭 司職>0方,伝 統的宗教 は,…祭司階級であ るデオダハーイ(Deodhai)や

モハ ーン(Mohan)に よ って受 け継がれて きた。 このため,現 在 のアホムは,宗 教 的

には3つ の流 れを引いて きてい る。すなわち,伝 統的宗教,ヴ ァイ シュナヴ ァ派,サ

クタ派であ る。                         、

 〈621 コ ミュニテ ィーの構造 〉アホム族 の社 会階層 には,大 きく分 けて3つ の階層

があ る。第1は 首長 ・貴族 階級(Chamua)で あ り,第2は 大 多数 の平民階級(Kelua),

第3は 下人階級(Melua, Meldagiya)で あ る。 〈618ク ラ ン〉また,も ともとアホ

ム族 には7つ のク ラン(phaid)が あ った。第1は い くつか のロイヤル ・リネー ジか ら

な るラジャ(Raja)で あ り,第2,第3は それぞれBuragohain(大 大 臣 8家),

Borgohain(小 大 臣 16家)の リネージである。 以下の4つ に関 しては, Duwara,

Dihingiya, Lahon, Sandikaiと す る意見 と, Deodhai(12家), Mohan(7家),

Ba.ilung(8家), Chiringと す る意見 とがある[BARUA l978:17-19]。

 ま た,ワ デル(Waddell)は,3階 級 をそれぞれ サブ ・トライブと して,そ れぞれ
                 0

に属す るクランを以下の ようにあげている[WADD肌L I901:17-19]。
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サブ トライブ ク ラ ン

Chamua Kunwar, Borgohain, Buragohain, Duara, Lohon, Sandikai 

          or Handikai, Dangoriya 

Kelua Cheliya or Vetiya, Pator, Dihingia, Hatimuriya, Deodhai, 

          Mohan, Bailung, 

Melua Chaddang and others

 〈621 コ ミュニテ ィーの構造 〉 アホム王国時代の社会 においては,ク ラ ンに相 当

するペイ ド(phaid)は 官 職 と関わ りを もつ ものが多い。王 とそれに次 ぐ官職であ る両

ゴハ イ ン(Gohain)は,上 記の それぞれのペイ ドか ら出た者でなければな らない こと

が厳守 されたが,そ れ以外 の官職については,他 の新 たな血統の者が就 くことがあ っ

た。 これは,ア ホム王国が領土拡大す るにつ れて新 しい官職が設 け られた際,血 統に

かかわ らず有能 な者 を選んで就かせてい った ことによる。 このため,新 た なペイ ドが

アホム社会に参 入 し続 けていたのであ る。アホム族 が集 団的偏見に とらわれていなか

った例 は,被 支 配民の信仰の 自由を認めていた こと,征 服地で は有力 な現地首長家の

者 をどん どん登 用 し,支 配民 と しての特権 と社会 的地位 を与えてい った ことなどに も

現 れて いる。バルァは これを,ア ホム族 の コスモポ リタ ン的性格 と表現 して いる。な

お,ペ イ ド間の階層 は特 に明確ではない[BARuA l978:17-22]。

 〈601親 族 名称 〉アホ ム族 には名前 に 「姓」が存在 し,そ れは個々人の ペイ ドを表

した ものであ った。 しか し,ヒ ンドゥー化 によって,ヒ ン ドゥー的な姓 が増 えた。

 〈582婚 姻 規制 〉 アホ ム族の婚姻制度 は厳格であ り,特 にアホム族本来の7ペ イ

ドに含まれる家系 であ るサ トガ リヤ ・アホム(Satghariya Ahom)に つ いて は,そ

れが言え る。 彼 らは,ペ イ ドの下位区分で あるサブ ・ペイ ド(sub・phaid)の 中 で は

婚姻 しない。 婚姻す れば,社 会的地位の低下 を 招 くので ある。 彼 らは家史(family

buranji)を 記録 して,バ ンシャワ リ(banshawali)と い う家系図を 保持 しているため,

祖先 を正確に た ど りうることが これを 助 けてい る。 ただ し,王 家と大 臣家は,平 民

(Kelua)か ら も配偶者 を取 ることがあ った。結婚が禁 じられている クラン(phaid)の

組合 せは,BuragohainとDeodhai, MohanとBorgohainで あ る。

 〈36集 落 〉アホム王国初期 か ら,村 落は社会生 活の基盤であ った。また,ア ホム

族 にとって,現 在 にいたるまで農業,と くに水稲栽培 が生業の 中心であ る。 そのため

村落 はふつ う川 畔にある。

 〈621 コ ミュニテ ィーの構造 〉基本的 に,村 落 は経済的に 自立 してお り,多 くの
                    む

カース ト,職 人を抱 えてい ることも普通 のよ うであ る。 例 えば,ブ ラーマ ン(Brah一
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man),タ ケ ゴザ職 人,鍛 冶屋,陶 器 師な どであ る。 このため,村 落はある程度 自己充

足 的な性格を もってい るといえる。バルアは,ア ホムは都市的な文明を築 いたとはい

えず,そ れ は,都 市化す ることの なか った文 明であ った と し,個 々の村落 の住民 にと

って都市生活をす ることには村落生活以 上の魅力はなか った と している。

 〈626 社 会的統制 〉〈63 領 土 機構 〉アホム王 国時代 においては,パ イク(paik)

あ るい はケル(khel)シ ス テムと呼 ばれ るものが あ った。 当時,土 地 と臣民(paik)

は国 家のも のであ った。15か ら50才 の成人男子はパ イクと呼ばれ た。パ イクの義務 は,

戦 争時には兵 士となる こと,平 和 な時には国のための労働力を提供 することで あった。

4人 のパイ ク(後 に3人 に変更 された)が ゴッ ト(got)と 呼 ばれる1つ の集団をな し

たが,1つ のゴ ッ トの 中で,常 時1人 のパ イクを国の仕事に提供 していた。 この時,

このパ イクの耕地,家 族の世話は,残 りの メ ンバ ーが面倒 を見 た。1人 のパ イク当た

り,無 賃労働に対 する土地(gamati)と して,2プ ラ(pura約2.3エ ー カー)が ただ

で認可 されていた。 屋敷地 と菜園(bosti, bari)は 広 さに関係 な く査定は されず,年

に1ル ピーを納あていた[ゲ イ ト 1944:292-294]。

 〈764葬 式 〉アホム族 の 伝統では 死者は土葬(maidam diya)に す る。 ヒン ドゥ

ー化 した現在で もほとん どの村民 は これを行 ってい る
。記録 によれ ば,1769年,ラ ー

ジェスヴ ァル ・シン(Rajesvar Singh)王 は遺言に よって ヒン ドゥー式 の火葬 にされ

ている。当時から高貴な アホム族 は火葬を行 うこともあ った。低 い階層 の ものは土葬

に していた といわれて いる。 またダル トン(Dalton)に よれ ば,ア ホム王家 はヒン ド

ゥー化 したにもかかわ らず,比 較的最近 まで旧来 の埋葬方式 を捨て なか った という。

その方式 は,木 の棺桶 に遺 体のほか金銀の装 飾品をいれ,そ の まわ りには武器 や農具

などの副葬 品をおき,こ れに土 を もって丘墳 状に して,そ の上に墓石 をたて るとい う

もので ある[DALTON I872:9]。

 〈105文 化 の概要 〉現在,ア ホム族はア ッサムの人 口,と くに上ア ッサムの平原農

民の 中で かな りの割合 を占めて お り,ア ッサム地方 の社会全体の中で もつ意 義は大 き

い。一般 にアホム族 は数百年間続 いて きている社会変容を経験 して きた人 々を表 して

いるといって よい。

つ ぎに,バ ルア(Barua)の 調 査によるモラ ンジャン(Moranjan)村 の事例を紹介

す る[BARUA l978]。 〈117 現地 調査 データ 〉バルアは,シ ブサガル ・デ ィス トリ

ク トのモ ラ ンジャン村(人 口約600人,74戸)を 対象 と して,ア ホ ム族 の社会,宗 教,

経 済に おける伝統 とその変容 について記録 している。 これに したが って,現 在の アホ

ム族の実態を見てみたい[BARuA l 978:26-52,152-171ヨ 。
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 〈10 オ リエ ンテー ション〉モ ランジャン村 は シブサガル(Sibsagar)と デ ィブル

ガル(Dibrugarh)の 中間付近 にあ り,面 積 は,長 さ2キ ロメー トルから3キ ロメー

トル,幅1キ ロメー トル ほどの比較的大 きい村 である。村の周 りは同 じアホム族 の村

落に囲まれている。〈161人 口 〉〈621 コ ミュニティ0の 構造 〉村全体で74戸,598

人 が住んで いるが,村 はさ らに3集 落に 分かれてお り,5つ のク ラン(phaid)が ち

らばって住んで いる。Deodhai Chuk(26戸)に は,祭 司 階 級 で あ るMohanと

Deodhai,ま ん 中の集落,す なわ ち本来 のモラ ンジャン村(22戸)に は, Mohanと

Deodhaiの ほか, Chetiaの 家 が2戸 ある。3番 目の集落, Changmai Chuk(26戸)

に は,こ れ らより遅れてアホム社会に入 ったChangmaiとBhuyanが 住 んでい る。

〈19言 語 〉村内で使 われる言語 はア ッサム語のみであ る。 タイ(ア ホム)語 を話せ

るのはご く少数で,呪 文 だけはタイ語 で語 り継 がれて いる。

 〈621 コ ミュニテ ィーの構造 〉 個 々の集落は独 立 した単位で あり,明 確な社会 コ

ミュニテ ィーを形成 して いる。区別 も明瞭 である。

 〈173 口碑 ・伝説に よる歴史 〉村史 はないが,伝 承に よれば,モ ランジャン村 はも

とはモ ラーン(Moran, Maran)族 の 村で あったとい う。 〈628コ ミュニテ ィー相互

の関係 〉ゲ イ トによれば,マ ラー ンは,「 アホム朝 後期 にダ ンゴ リ(Dangori)川 畔,

デ ィブル(Dibru)川 畔 に住 み着 いた部族であ り,今 や多 くは アホム族 と 自称 してア

ホ ム式 の儀式 を行 っては いるが,言 葉 は 明 らかに ボ ド語で ある。」 とい う[ゲ イ ト

1944:99]。

 〈243穀 物 栽培農耕 〉生業 上,ほ ぼすべての住民 は水稲耕作を行 っていて,ア ッサ

ム平原一般の代表的な例 として考え ることがで きる。村民が作 ってい るのは,お もに

種 々のサ リ(sali)種 の 稲であ る。 〈311 土 地 利用 〉村の北 の低地 にある耕地では,

時 には船を使 うこともある。 そのあた りでは水 田の区画 とな る畦を作 ることはで きな

いので区画を示す指標 としてセメ ン トや木 の柱を立ててい る。

 〈243 穀 物栽培農耕 〉農事については,5,6月(Bohag Jeth)に 牽 起 こ しを始 め

る。用い るのは伝統的な用具で ある。黎 には3つ のタ イプがあ る。鉄の刃先がま っす

ぐなパ リ ・ナ ンガル(pali nangal),刃 の 形がカーブ して い る マ ン ・ナ ンガル(man

nangal)あ るいはアホム ・ナ ンガル(ahom nangal),水 牛1頭 曳 きの もの の3つ で

あ る。モ ンスー ンの雨が くる頃,苗 床 に3か ら5セ ンチメー トルの水 を張 った上に種

籾を播 く。1カ 月 ほど して苗が30セ ンチメー トル ほどに成長 した頃,田 植えが行 われ

る。収穫は11月 に始 め られ る。 〈251食 物 の保 存 と貯蔵 〉脱穀 にはウシをつかい,

籾 は ドゥ リ(duli)と い う大 きな タケの籠 に入れて 貯蔵す る。 籾す りには杵(dheki)
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を用いる。農事暦 の概略 は以下の通 りで ある[BARUA 1978:58-60]

4, 5、目(Chat-Bohag)

6, 7月(Jeth-Ahar)

7,8,9月(Ahar-Sawan)

9,10月(Ahin-Kati)

11,12,1月(Aghon-Puha)

1,2,3月(Magh-Phagun)

サ リ米のための苗床の準備と黎起 こし

アブ米の収穫,サ リ米耕作地の黎起こしと施肥,サ

リ米の種播 き

サ リ苗の田植え

フェンスの補修などの仕事,家 内安全のための宗教

的儀式の遂行

サ リ米の収穫

収穫の祝いや縁者の訪問,ア ブ米のための耕地の準

備をするものはほとんど居ない。

 〈262食 事 〉村民の主食 はコメであ り,農 繁期 は3食 ともコメを食べて いるが,

冬 の農閑期には朝食 には押 し ゴ メ(chira)や ス ナ ック(jalpan),ラ イ ス ・ビ ール

(1aopani)な どを食べて いる。 特別 な食べ物 にモチ(bora bhat),竹 筒 で蒸 した コメ

(chunga chaul)な ど がある。 モチは客 人の接待 や,他 の社会的,宗 教 的な機会にふ

るまわれる。 また,野 良仕事 の合間に食べ るパ ッ ト・バ ー ト(pat・bhat)と い うもの

もある。 これ は1人 分の コメ適量をカ ウパ ッ ト(kaupat)の 葉 に包んでゆで たもので

ある。野菜 と しては,バ ナナの茎,タ ケノコな ども食べてい る。客 を もてなすと きに

ふるまう茶には ミル クも砂糖 もいれない。 ライス ・ビールを飲 む ことは男女 を問わず

好 まれてお り,ま た,そ れは生 活上重要な役割 を もってい る[BARUA 1978:1 . 1]。

 〈34建 造 物 〉村内の家屋 には,様 式,材 料共 にさ ほど違 いはない。 クラン(phaid)

や サ ブ ・ペイ ドに よって家屋形式が異 なる ことは,か つて はあ ったようだが今は ない。

ただ し,デ オダハーイ(Deodhai)の 家系 に伝統 的なチャ ン ・ガル(chang-ghar)と

い うタイプの家屋は,く の字形の区画を持つ よ うに建 て られる。 約1.8メ0ト ルの レ

ンガの柱の上に建て られた高床式の家屋で床 はタケであ る。床下は機織 り,薪 置 き場

などに用 いられている。入 口の部屋 は居室で,未 婚者の寝室で もあ る。火床は家 の端

の角にある。一般 の家屋 の場合 は,長 方形の区画を持 っていて,屋 根はカヤぶ きで,

壁 はタケやア シの芯 の上 に泥や牛糞 を塗 ってい る。屋根は毎年葺 き替える必要が ある。

柱 は レンガか木 である。通常屋敷地 に入 るとまず牛 小屋 がある。住 家の前か後 ろには

穀物倉があ り,大 変大 きい(6×3。6メ ー トル)。 それは約1.8メ ー トルの高床であ る。

その ほかにヤギ,ニ ワ トリ,ブ タ小屋な どもあ る。 住家の部屋 は3つ か ら5つ で ある。

屋敷地の選択 については とくにルールはないが,占 い師が占 う場合 も多い。選定地に

は2本 の長いタケを,中 間を交差 させて立て,そ のタケを両端 と して家を建て る。新
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築 した家に入居する場合には入居の儀式が行われる。

 〈764葬 式〉死者は火葬にするが,村 内に共同墓地はない。

 〈17歴 史と文化変化〉最近の諸変化のひとつに,交 通革命がある。道路の発達に

よって地理的モビリティーが大きくなり,若 者の中には遠 くで仕事につ くものが現れ

はじめ,子 供は学校,高 等学校への入学が認められてきている。これらによって村外

の人々とのコンタク トが増えてきている。

 〈621 コミュニティーの構造 〉村落内の社会関係については,家 系を調べること

によって,容 易に世襲 ・血統上の親族組織をたどることがで きる。ほとんどの社会 ・

宗教活動は親族構成員の間で行われており,個 々の村民間では親族組織が最強のきず

なとなっている。村落は,外 婚や内婚の単位ではない。親族名称は,年 齢,性 別に応

じた呼び方が,実 際上のクランメンバーであるかどうかに関わりなく,エ チケットと

して使われている。古い世代にはクラン(phaid)に 関わる偏見があるが,若 者はクラ

ンの違いには構 うことな く,ほ とんどの社会 ・宗教的活動に参加 している。1つ の村

は1個 の行政単位としての側面を持っているので,ク ランに関係のない事柄 としては,

村の道や学校などの改善のような公共事業がある。こういった仕事は,ク ランを越え

て,村 民が参加,協 力するため,村 民の結束を強める作用を持っている。また,教 育

施設の改善,都 市への移住といった外部世界との関係が村民の中にも現れはじめ,親

族の絆を弱めている。

 〈622頭 領〉村民のほとんどが年長の親族 リーダーにア ドバイスを求めている。

この親族 リーダーは実際上の権力者と言うよりも相談役として扱われている。地域行

政長など,教 育を受けたエ リー トが政治的な実権を握り,か つ特定の世代の村民の信

望をえてきている。宗教的には親族 リーダーの権威は強いが,土 地のことはエ リ0ト

の権威に したがってなされている。2つ の リーダーの間で争いが起 こりうるのはこの

中間の事柄においてである。

 〈471資 本の所有と管理 〉経済上の変化については,次 のような事が言える。 職

業上,農 業が中心で就業者の72.67パ ーセントを占めているが,ク ランが違 うからとい

って所有地面積にはさほど差異はない。1戸 当りの耕地面積は十分ではなく,村 民の

中で大家族が占める割合が減るのにともなって,耕 地面積は減少 しつつある。息子の

間で耕地は分配される。非経済的な土地保有が生 じており,村 民がかつて農業に対 し

て持っていた全面的な信頼感が脅かされている。耕地(水 田)面 積当たりの産出量が

低下しつつあるのは,非 経済的な土地保有のほか,改 善肥料,化 学肥料を使用 してい

ないことによる。このためi多 くの世帯は同じ親族の成員から借 りたコメによって生
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活 している。 この とき,利 息 はな く,返 済はロー ンでな される傾 向が ある。また,借

り手の数 が徐 々に増大 し,金 融業者が村民の くら しを侵 しつつあ る。 これに よって,

村 民が第2,第3の 職業を捜す とい う現象が加速 化 している。教育を受 けた若者の増

加,識 字率の上昇 などによって,も はや,伝 統的な農業 のみに頼 るのでは不十分で あ

るとい う自覚が広 ま りつつあ る。

 〈788儀 礼 〉儀 礼,宗 教上での変化に関 して,死 者 が出た際の最後の浄化式であ る

サカム(sakam)は,か つては30日 後 に行 っていたが,今 では13日 目に行 われ るよう

になって いる。他の宗教的儀式に関 して も,本 来毎年すべ きところの ものが,経 済的

な制約のために,ほ とん どは2,3年 お きに行 われるよ うにな ってい る。

 〈628 コ ミュニテ ィー相互の関係 〉政治 と宗教の 関わ りにつ いて 観察 され ること

は,モ ランジャン村で起 きた変化の多 くは外界で の出来事によ って引 き起 こされてい

るということで ある。 パ ンチ ャヤー ト(Panchayat)シ ス テムの導入 によって村 民の

意識 も変わ りつつあ り,と くに道路や水道施設 に関 しては,そ の恩恵 を指摘す る村民

が多 い。また,政 治的な諸党派 の リーダ ーのイデオ ロギーは村 人の精神 的構造を変え

つつあ る。定期 的な選挙を伴 った民主主義,他 の様 々な コ ミュニケー ション手段によ

って,種 々の政治 リーダーが,村 民 に近い もの とな った。村民 は政治的概念を獲得 し

つつあ る。最近の顕著な政治活動例 と して,Uj ani Asom Rajya Parishadな る党派

が支援 した立候補者を大多数が支持 した例などがあるが,こ の党派のス ローガンは,

上 ア ッサムを独立州 とする ことを主 目標 として いる。また,70年 代以 降,若 年層 によ

る政治運動 も目だつよ うになって きて いる。

 〈17 歴 史 と文化変化 〉これ らは,親 族組織の絆 よりも,コ ミュニテ ィーの心情 を

生 み出 しつつあ る。 この心情 は,伝 統的な社会 ・宗教的な ものを復興 しようとい う意

識 とも結 び付 いて おり,こ れが,ア ホム族 としての新たなアイデ ンテ ィテ ィーとな り

つつあ る。 コミュニテ ィーの心情 は村人の間 にひろが り,こ れにと もなって,伝 統 的

な社会の宗教的行事 もまた人気 を博 してい る。

 か つて,ヴ ァイ シュナヴ ァ派信仰 は統合の力 であ った。ヴ ァイ シュナヴ ァ派を受容

す ることによって,全 ての クランはその信仰 と実践を同0の もの とした。 この ことを

よ く示 しているのが,各 村 に残 る礼拝所兼寄 り合 い所であ るナムガル(namghar)で

あ る。彼 らはヴ ァイ シュナヴ ァ派のル ールに従 うことによ って ヒン ドゥー社会,ア ッ

サム社会に属 して いるとい う感情 を培っていた。 しか しこの数年,と くに古い クラン

であ るMohanやDeodhaiは,伝 統的生活様式を強 く意識す るよ うにな ってお り,

その ため,以 前 にもま さる熱 意を もって伝統的な社 会 ・宗教的儀 式を行 って,ア ホム
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族 としてのアイデ ンティテ ィーを保持 しようとす る復興主義をみせ ている。 その結果・

ヴ ァイ シュナヴ ァ派 と して,ナ ムガルを用 いることは廃れつつあるので ある。

 若年層 は,復 興主義の過程を大変意識 して いるが,ま た同時に,受 け入れ たが らな

い伝統的な社会 ・宗教的儀式 もある。例え ば動物を犠牲 としたり,死 や病 に対 して魔

術的な儀 式を行 った りす ることであ る。社会領域において も,祭 司が司る伝 統的結婚

制度で あるチャクロング(chaklong)を 変 え ようとい う意識がある。 チ ャクロングは・

1969年 か ら復活 された ものであ って,村 民 の記憶 に残 っている範囲では,そ れ以前 に

はチ ャクロ ングに したが った結婚 は0つ もなかった。

 〈621 コ ミュニテ ィーの構造 〉とにか く,村 民の社 会関係 は,比 較 的 「閉 じた」親

族 組織か ら 「開 けた」 コ ミュニテ ィ0へ と変わ りつつ あるといえる。 しか しこの こと

は,古 い クランのMohan, Deodh瀛, Chetiaの み について 言え ることで あ って・

BhuyanとChangmaiに つ いてはそ うで はない。 それは・かれ らが・アホム族本来

の古い7つ の クラン(phaid)で あ るサ トガ リア ・アホム(Satghariya Ahom)の 家 系

には属 してなか ったか らかも知れない。 あ とか らアホム社会に加 わ ったBhuyanや

Changmaiは,自 らはアホム族 であ るとい う 自覚 を もってはいるが, Mohanや

Deodhaiの よ うには復興主義に影響 されて はいない。 おそ らくかな り以前 にアホム

族 の社会組織の 中に組み込 まれ は したが,ア ホム社会 の中ではMohanやDeodhai

の優 勢 が続 いて きたために,こ の ような違 いが生 まれて きたのであろ う。

 しか し一般 的な経済状態 は全ての クランにおいて ほぼ同 じで あ り,ま た,モ ラン

ジャン村 は,上 ア ッサムー般の 地方経済を 代表 す るもの と考え て よ い。Bhuyan,

Changmaiに おいて も,日 常生活では親族 組織が大 きな役割を果 たす・

 社 会 ・宗教的行事 につ いて は,ヴ ァィシsナ ヴ ァ派の受容に ともな って,Bhuyan

とChangmaiは,伝 統 的宗教儀式を全 く捨 て去 って いる。宗教的には,モ ランジャン

村 は2つ の グル ープに分 けることが可能であ る。0方 はMohan, Deodhai, Chetia

で あ り,他 方はBhuyan, Changmaiで あ る。後者は伝統的宗教の実践を完全に捨 て

去 って ヴ ァイシュナヴ ァ派 を熱烈に信仰 し,そ れによって 自らを高 い社会階層 と見な

している。 それ に くらべ,前 者 もヴァイシュナヴ ァ派を受 け入れてはいるが,ラ イフ

サイ クルに関わる儀式に関 して は,多 分に伝統的宗教 にたよるところを残 してい る。

彼 らは600年 間 にわた ってア ッサムを支配 して きたアホム族の子孫 であ ることに誇 り

を もってお り,伝 統 的なものをすべて捨て去 るとBhuyanやChangmaiと 同 じ階層

とな り,社 会的な地位 が低 くな ると感 じて いる。                                

(月原 敏博)
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カ ム テ ィ(Khamti, Hkamti, Khampti)

S・n・D・K・1971"A・n・ …et・th・T・ib・1 M・p・f l・di・"A・th・ ・P・1・gi・・I S・ ・v。y。f l。di。
,C

ulcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る
。

 〈101 ア イ デ ンティフィケー ション〉カムテ ィ族は,タ イ系諸族(シ ャン族)に

含まれ る一部族 であ り,ビ ルマの最北部を中心に居住 して いる。一般 的には,カ ムテ

ィ ●シャンとして知 られて いる。 カムテ ィとは,「 黄金(kham)」 の 「土地(ti)」 を 意

味す るシャン語 といわれ る。現在,イ ンド政府の指定部族 に入れ られているタイ系部

族 はカムテ ィ族のみであ る。また,ア ッサム地方の指定部族 の内で文字を持 つのも彼

らのみとなってい る・ カムテ ィ族よ りも約6世 紀 さきが けて ア ッサムに侵入 した アホ

ム族 は,ヒ ンドゥー化 して民族的にも拡散 し
,固 有 の文化を相当失 って いる。 こうい

った ことか ら・ア ッサムにおいて現在最 もま とま った勢力を持つタイ系部族 はカムテ

ィ族 であ るといって もよい。少 な くとも,ア ッサムにお ける,ビ ルマ上座部仏教 の影

響を受けているタイ系諸族 の中での最大勢力で ある。ルバー(LeBar)ら に よれば,カ

ムテ ィ族 が居住す る地域は,北 ビルマが中心で
,イ ラワデ ィ川源流 のカムテ ィ ・ロン

(Khamti-long・Khamti-lang)あ るいはボー't eカ ム ティ(Bor Khamti, Bar Khamti)

と呼 ばれ る地方・チ ン ドウィン川上流部,同 じ くそのフ コン(Hukawng)谷,そ して

上部 ア ッサムの ロヒッ ト・ディス トリク ト(Lohit District)で あ る[LEBAR et al.
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1964:190-191]。 彼 らはビルマ上座部仏教の影響 を受 けた 仏教徒であ り,ク ーパ ー

(Cooper)の 指 摘するとお り, トライブ(部 族)と い う語 につ きま とう野蛮 さ,文 化

の欠如 とい ったイメージは 彼 らの 性格 ふらはほど遠 いよ うで ある[CoOPER 1873:

145]。 ネ オグ(Neo9)に よれば,カ ムティ族 は,現 在,お よそ16村 に 住んでおり,そ

れは,ロ ヒッ ト・ディス トリク トのチ ャオ ・カム(Chau-kham),ケ レム(Kherem),

イ ムパ ング(lmpang),ニ ングロ(Ningro),ナ ナ ム(Nanam)・ イ ンテム(Inthem)・

ラタオ(Lathao),マ マ ウン(Mamaung),マ ハ ング(Mahang),北 ラキ ンプール ・

デ ィス トリク トのバ ー ・カムテ ィ(Bar-khamti),バ リガオ ン(Barigaon),デ オ トラ

(Deotola), トニ ジャン(Tunijan),ス リブヤ ン(Sribhuyan),バ ル パタール(Bar-

pathar),テ ィ プ リング(Tipling)な どで あるとい う[NEoG l984:93]。 以 下・ ク

ーパ ー,ダ ル トン(Dalton);ネ オ グ(Neo9)な ど に従 って記述するが・ 前の二つは

古 い記録であ るので現状 とは必ず しも合致 しな いもの もあ る で あ ろ う[CoOPER

1873:123-151;DALToN l872:5-9;NEoG l984:79-104]。

 〈167移 入 と移 出〉〈174歴 史 の再構成 〉カムティ族 のア ッサムへの侵 入は,18

世紀 半 ばに,ビ ルマ王の アラウンパ ヤ(AlaungPaya,ア ロ ムプ ラAlomphra)が ・

上 ビルマの シャ ン族 の国,モ ガウ ン(Mogaung, Mogoung, Maugong),即 ち,ペ ン

バ ー トン(Pemberton)が ボ ン(Pong)王 国 と記録 した国を破 った後 に起 こった とさ

れる。 ネオ グが収集 した伝承によれば,彼 らはカムテ ィ ・ロン地方 を数世紀支配 して

いたが,同 じタイ系のマ ンチ ェ(Manche)族 に よって征服 された。 この 時,モ ガ ウ

ンの王統の血 を引いていた王,プ ラ ・タカ(Phra-taka, Chau-ai)は,ビ ルマ王(ア

ヴ ァAva王 朝)か ら贈 られて いた仏像 などを持ち,バ トカ イ山脈のタ ン ・チ ャウ ・

カ ン ・パス(Tang-chau-kang-pas)を 越 えてア ッサムにはいった。おおよそ1781年 頃

のことであ るとい う。そ して,最 初はアホム王国の許 しを得て テ ンガパ ニ(Tengapani)

川 に居住 した とい うが,シ ンポー族 であるピサ(Bisa)の 長 の 敵対を退 け,チ ャウ ・

フ ・カ ップ ・ンガ ・カム(Chau-hu-kap-nga-kham)を 長 としてアホム王国内に侵 入

を始め,1780年 代 には,ア ホム王国のサデ ィヤ知事 であるサデ ィヤ ・コワ ・ゴハイ ン

(Sadiya Khowa Gohain)を 駆 逐 し,1794年 に は自らの長をサデ ィヤ ・コワ ●ゴハイ

ンと称 し始 めたという。 アホム王国,後 にイギ リス も,事 実上 これを認め ることにな

る。マ ッケ ンジー(Mackenzie)に よれば,1835年 に は,230人 の モ ングレイ ●カム

テ ィ(Moonglay-Khamti)が ア ッサムに侵入 し,1839年 に は,500人 の カムテ ィ族 が

サディヤのイギ リス駐屯所を襲 つて,ア ダ ム ・ホ ワイ ト(Adam White)大 佐 を殺害

した[MACKENZIE l884:57-60]。 しか し英軍側の反撃 に より,数 年間 は山地部に
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追 いや られた。 この時,ネ オ グに よれば,多 くのカムティ族はボー ・カムティに帰 っ

たが,居 残 った ものは,4つ の グループに分かれて,当 時の ラキ ンプ0ル ・デ ィス ト

リク トの,チ ュンポ ラ(Chunpora),サ イ クホワガ ッ ト(Saikhowaghat),デ ェマ ジ

(Dhemaji),デ ィク ラン ・ナー ラヤ ンプール(Dikrang-Narayanpur)に 住 んだ とい

う。また,1850年 に は,300人 か ら400人 の カムティ族 が ビルマから移住 して住 み着 い

た という[NEOG l984:94]。

 ダル トンによれば,1826年 に カムテ ィ ・ロン地方 をは じめて訪れた ウィル コクス

(Wilcox)は,ア ッサ ム移住の原因は,同 地方 で50年 間に渡 って続 いていた2大 クラ

ンの勢力争いによると報告 した とい う[DALTON l872:6]。

 〈19言 語 〉ワデル(Waddell)は,か つて アホ ム族 を出 した種族 とカムテ ィ族 は

同族 と見な してよいと してい る[WADD肌L 1901:47]。 また,ル バー らは,カ ムテ

ィ族の言葉は,シ ャン州の言語 や,ア ホム族 のそれ と似て いると述べ ている[LEBAR

et al.1964:190]。 バ ルア(Barua)に よれば,ア ホム族の表音文字 は,現 在 カムテ

ィ族が使 うそれの古形であ り,カ ムテ ィ族が アホム族 の子孫 であるとまでは言 い切れ

ないものの,両 者 は関係 が深 いという[BARUA 1978:14]。

 〈77宗 教 的信仰 〉カムテ ィ族 は熱心 な仏教徒 である。 クーパーは,僧(bapu)は ビ

ルマの僧界 か ら任命,派 遣 されて いると記録 している。 また,ネ オ グによれば,彼 らは

常 にアヴ ァ(Avaか つ ての ビルマの都)の 仏教界 とのつ なが りを持 ち続 けて きて おり,

クーパーの記録 した当時 よりも,そ の後の ビルマ仏教 の受容 によって,か な り彼 らの

仏教は変化 して きている とい う。 村にはそれぞれ寺院(vihara)が あ る。 ネオグによ

ると,寺 院 は木 と草葺 の屋根でで きて いるが,外 装 は念入 りに彫刻が施され,ビ ルマの

パ ゴダに似せてあ り,内 装 も整 って いる。村内の建築物の なかでは高 くて際だ って お

り,な かには,ビ ルマふ うの屋根を持つ もの もある。 また,僧(比 丘)は 教育者 で も

あ り,一 般人 に仏の教えを説 き儀礼を司 るほか,読 み書 きも教えていて,カ ムテ ィ族

の公民の年少者は,そ の寺小屋に 出席せ ねばな らず,そ こでは,ビ ルマ語の文字 を用

いて,カ ムティ語 とビルマ語 の読み書 きを習 う。 その ため,カ ムテ ィ族の識字率 は高

い。ダル トンも,カ ムテ ィ族 は,俗 人で も大部分の者が 自らの言語 を読み書 きで きる

と記録 して いる。〈78宗 教的慣行 〉ダル トン,ネ オグによれば,僧 は肉食妻帯せず,

毎 朝各戸 をまわ って,そ の日の食を請 う。僧 は世襲で はな く,苦 行 を行 って,世 を捨

て ることがで きるな らば,誰 で も僧にな ることがで きる。僧は首 長(ゴ ハ ィン)よ り

も尊敬 されて おり,僧 を養 うの は村人の義務 だと考え られてい る。実際,重 要 な儀式

の折には,い つで も彼 らが占いによって 日時を決定す る。僧はまた,優 れ た彫刻 師で
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もあ り,木,象 牙,骨 などに,ヘ ビ,龍 な どを彫 るのが得意である。

 〈76死 〉ダル トンによれば,カ ムテ ィ族 は,村 か ら離れた ところに墓地を持 って

いる。墳丘状の土盛 りの上 に墓石がおかれてお り,こ の形式の ものは,ア ホム族の も

の と同 じであるという。また,セ ン(Sen)に よれ ば,死 体は火葬に されるが,土 葬 に

すると きもあるとい う[SEN l986:36]。

 〈788儀 礼 〉儀礼 については,ダ ル トンに よれば,年 に2回 の宗教的儀 式があ る。

それぞれ,仏 陀の誕生 と死に関わ るものであ る。 これ らの儀 式では,男 の子が女の子

の様に装い,踊 りを踊 る。仏陀の 出産が演 じられ るときには,横 たわ った者の衣の下

か ら産声が聞 こえ,子 犬が取 り出されて赤ん坊同様に扱 われ るとい う。 ネオグに よれ

ば,そ の他に,サ ムキェ ン(samkyen)と 呼 ばれ る儀式 がある。 この時には,寺 院の

仏像を持 ち出 して,水 をかけて洗 う。

 〈58 婚 姻 〉結婚 については,ク ーパーとネオグによれば,ど の村に も両端 に大 き

な建物があ り,若 者宿(deka-cang)と 娘宿(gabharu-cang)に な って いる。娘 は,初

潮 をみれば娘宿を寝所 として,結 婚す るまでそれ以外の ところで泊ま ることは しない。

昼間は生 家に帰 って働 く。若者 の場合 も同じである。娘宿は神聖で あり,男 が入 るこ

とは許 されない。若者に結婚 したい相手がで きると,彼 は双方 の親 に同意を求 めて,

そ れが得 られれば,嫁 を入居 させ る家を用意す ることがで きるよ うにな ってか ら求婚

してよい。求婚期 は長 いのが普通で,朝 夕の逢瀬 を楽 しむ光景が よ く見 られる。ダル

トンに よれば,カ ムテ ィ族の男は,複 数 の妻 をもって もよいが,正 妻 に主権が ある。

女 たちを他人か ら特別 に隔離す るとい う意識 はないので,女 たちはよ くバザールに出

て きている。 センによれば,結 婚は,ふ つ う,親 が決める。 離婚 は少な く,未 亡人の

再婚は認 め られて いる。また,主 食は コメであ り,僧 でない ものは,鶏 肉や魚 肉を食

べ る[SEN l986:36]。

 〈24農 業 〉〈43交 換 〉〈433生 産 と供給 〉クーパ ーによれば,カ ムテ ィ族 は

熱心な交易民であ り,ま た,北 ア ッサ ムの良質 の コメと野菜,と くにジャガ イモは,彼

らの勤勉 さの賜 である。土地の領主 は首長で あるが,村 全体の共同作業で土地 は耕 さ

れ る。首長に も自分 の割 当分が ある。 そ して収穫時 には,耕 作 に参加 した働 き手 の数

にあわせ て,家 ごとに平等 に分配 され るのである。奴隷を用いるの は慣例 にな ってお

り,裕 福 なものは決 して労働 しない。共有地 の他 に,個 々人で耕作す る土地 も少 しあ

る。穀 物の貯蔵には公共の倉 庫があるが,川 の堤 に建て られている。 これ は,火 事の

際に消火 のための水を得 るためであ る。倉庫 は首 長の部下である役人(収 税 吏)が 管理

していて,毎 朝各戸に コメを配 分する。 また,こ こか らマーケ ットに送 られ る穀物 は・
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首長が計算 して,各 戸 に平等 に配分す る。家畜 としては,摯 耕,お よび,ミ シュ ミ族

との交易のための駄獣 と して使 うた めに,ス イギ ュウ,ウ シを飼 って お り,そ の ほか

に,ブ タ,イ ヌ,ニ ワ トリがいる。公民で小作の仕事をす る男 はほとん どない。カ ム

テ ィ族 は漁師 と して も優 れて お り,急 流で筏を扱 う技術には並ぶ ものがない。若者 た

ちは自分 のクランを守 る兵士で もあ り,ま た,ア ッサ ム人 と交易す る商人 で もあ る。

年 をとると,村 の相談役 と して首長を補佐す る。

 〈32 原材 料の加工 〉ダル トンによれば,首 長は工芸を しなければならない。金,

銀,鉄 を使 って,武 器や,妻 の装飾品を作 るほか,ス イギ ュウ,サ イの角 も彫 る。 ま

た・銀 メ ッキや漆を塗る技術 も持 ってい る。女 は刺繍が上手 であ り,交 易のための刺

繍 入 りのバ ックやヘアバ ン ドを作 る。 男たちは山 に入 って も強 く,す ばや くタケを使

って筏を作 り上げた り,鍋 がな くともタケの節 目を上手 に利用 して飯を炊 く技術 を持

って いる。

 〈34 建造物〉家屋は,ク ーパーによれば,ビ ルマにおけるのと同様に,す べてタ

ケの柱の上に建てられ,梯 子で入るようになっている。床と壁は,編 んだタケか らな

っていて,屋 根は草で葺かれており,軒 は床の高さまで延びている。内部は多 くの部

屋に分かれており,客 室は端にあって,外 はバル コニーのある開けた空間になってい

る。個々の部屋には移動できる火床があって,自 由に動かせるようになっている。そ

の火床の付属物として,荒 っぽい造 りの木の寝椅子があり,そ れには,女 たちが得意

とする刺繍の入った布がかぶせられている。食器には漆を塗ったおわんを用いる。調

理は女のいる部屋で行われる。

 〈142 身体諸形質の情報〉クーパーとダル トンによれば,カ ムティ族は,肌 の白さ

とその体格の良さにおいて,周 辺の部族 とは際だっている。しかし,ダ ル トンによれ

ば,カ ムティ族は他のシャン族と比較すればむしろ色 ぐろであり,ラ オ人などよりも

モンゴロイドらしい特徴がよく出ている。アッサムに侵入して以後,し ばしばア ッサ

ム人の女を妻として混血がすすんでいる。

 〈29 服装〉女の場合,上 着は,長 袖の白い綿か絹であり,胸 のところでボタンで

止めるようになってる。下半身には折 り目のついたスカー トのようなものを身に着け

ており・ くるぶし迄の長さがある。前面には開 くところがある。髪の毛は巻き上げて

頭の上のところで大きな塊にして飾 りのついた大きな銀の ピンで留めている。耳には

金や銀の円盤や円筒状のコハクをつけていて,耳 たぶは完全に割れている。腕輪は重

たい金や銀の輪である。 この金銀は,ビ ルマとの境界の山地の中にある金鉱,銀 鉱か

ら採 られたもので,金 銀細工は,村 の金銀細工師である首長たちの独占となっていて,

183



国立民族学博物館研究報告別冊  9号

彼 らの巨大な富のもととなっている。男の服装は,上 着は白や青の綿で作られており,

袖は長 く,手 首の所で折 り返 している。胸のところはボタンで留めるようになってい

る。下半身には,色 のついたチェック地の布を腰に巻き付けて,両 足の間を絞 り上げ

ている。髪の毛は頭の上に結び目を作 って留めて,そ の上から白い布をターバ ンのよ

うに縛 りつけ,両 端は額の上に突き出させている。武器としては,カ ミソリのように

鋭 く,硬 く焼 き入れした蛮刀(刃 の長さ約45セ ンチメートル,巾5セ ンチメ0ト ル)

を鞘に入れて携えている。 この鋼は,北 ビルマのカムティ族の土地で作られた物であ

る。

 〈62 コミュニティ〉クーパーによれば,カ ムティ族は無数のクランに分かれてお

り,個 々のクランは村を持ち,首 長を戴いている。村の大きさはそのクランの勢力に

よってきまる。

                                (月原敏博)
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フ ァキ ャ0ル(Phakiyal),タ イ ・フ ェ イ ク(Tai-phake)

 フ ァキャール族 はタイ系 民族 の うちの グレー ト・タ イと呼ばれ るグループに属す る

といわれている少数の部族 である。 ビルマ の 王ア ラウンパ ヤ(Alaungpaya)が ,フ

コン(Hukawng)谷 の ム ンカン(Mungkang)地 方 を征服 した直後
,1760年 頃 に,

フ ァキャール 族 はその ム ンカ ン地 方 か らア ッサムに入 った といわれて いる[NEOG

l984:85]。 現 在,指 定部族 には入 っていないが
,結 束 の強い コ ミュニティーを維持

し,集 団 と してのまとまった意識,伝 統 をま もっているよ うであるので ,こ こに取 り

上 げる。タ ークル(Thakur)に よ る人類学的な調査報告がな されているので,以 下で

は・ 明記 しない限 り・すべてそれに従 って記述 することにす る[THAKUR 1982]。

 〈167移 入 と移出 〉ネオグ(Neo9)に よ れば,フ ァキャール族 は,ア ッサムに入

ると・ まず ブ リ ・デ ィヒン(Buri-Dihing)川 に 住み着 いたが ,ア ホム族 によって追

われ,ジ ョルハ ッ ト(Jorhat)付 近 に移 った。 もともとア ッサムに入 った時 には150

戸 が あ った といわれて いる。1848年 に は戸数 は50戸 くらいに減 ってお り,1872年 と

1881年 セ ンサスで はファキャール族の項 目は消えてい るが
,こ こで はカムティ族 のな

かに入 れ られて いたのであろ う。1891年 で は,人 口565人 が数 え られて いるが
,1911

年 に は506人 となってい る。主要村落は,ナ ハ ール カテ ィヤ(Naharkatiya)近 郊 のナ

ム ・フ ァキャール(Nam-phakiyal)と テ ィパ ム ・フ ァキャール(Tipam-phakiyal)
,

マ ルゲ リタ(Margheri ta)近 郊 の バ ルフ ァキ ャール(Barphakiyal)と マ ンマ ウ

(Manmau),レ ド(Ledo)近 郊 のナ ングライ(Nanglai)と ラ ング(Lang)で あ る

[NEoG l984:85-86]。

 〈131位 置 〉タクール が 調査 したのは,ナ ム ・フェイク(Nam-phake),テ ィパ

ム ・フェイク(Tipam-phake)の2村 で あ り
,共 に デ ィブルガル ・デ ィス トリク ト

(Dibrugarh District)の ブ リ ・デ ィヒン川畔にあ る。

 〈628 コ ミュニティ相 互の関係 〉タークル は,フ ァキャール族 は 少数の集団の社

会維持の好例であると して いる。その原 因と しては,仏 教に深 く帰依 した意識 ,制 度,

優 れた教育 システム,経 済的に充足 して いて他村 との土地 問題 などの もめ ごとの ない

ことの ほか,周 囲の ヒン ドゥー教徒(ア ッサム人)の カース ト意識の存在を指摘 して

いる。つま り・ ファキャ0ル 族 は ヒン ドゥー文化 を嫌悪 している訳ではないが
,ヒ ン

ドゥー教徒は,フ ァキ ャ0ル 族 を部族(非 ヒン ドゥー部族)と みて交わろ うとは しな

いか らであ ると説 明 して いる[THAKUR 1982:237]
。

 〈19言 語 〉〈87 教 育 〉フ ァキャール族の 日常語 はタイ語であ り,フ ァキャール

族 以外の者 と しゃべ るときにはア ッサム語 を使 う。村の僧 はパ0リ 語 を習得 していて,
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上座部仏教の経典を読む。 ファキ ャール族 の識字率 は,ア ッサム全体の28パ ーセ ント

に較 べて高 く,男49パ ー セン ト,女43パ ー セ ン トであ る。高等学校,大 学の教育を受

けているもの は少 な く,男 女 それぞれ9. 2パ ーセ ン ト,1.6パ ー セ ン トである。子供 は

幼少 の頃から年 長者 の教 えを受け,プ ・ソン ・ラン(pu soll lan)な ど の本で 自分た

ちの言語を学習す るので,成 長 してか ら他 の社会,宗 教 を評価す るのにバ ランスの と

れた見方がで きるようにな っている。

 〈174歴 史 の再構成 〉フ ァキャ0ル 族の 出自に関 して は,彼 らはマオ 曳Mao)族 で

あるといわれ る。マオ とい うのはシュウェ リ(Shweli)川 を さす。シsウ ェ リ川 は6世

紀頃に起 こった南雲南か らのタイ族の移動 において,そ の移動先の 中心 とな ったとこ

ろである。マ オ族 は,タ イ族 の古 いグループで あり,フ ァキ ャ0ル 族の もっている伝

承は,ア ホム族が記録 している起源説話 と同 じく,ク ー ンル ン(KhunlUI19)と ク ー

ンライ(Khunlai)の 話 か ら始ま り,ク ー ンル ンの 子孫 であ ることが あ らわ さ れ て

いる。 ア ッサ ムに入 る前に は ナムチク(Namchik)川 上 流の ナム ・トゥル ン(Nam

Turung)川 に 住んでいた。 ア ッサ ムと交易 して アホム王国の役人 と接触 し,ア ホム

王の許 しを得て ディソイ(Disoi)川 に 連れてこ られた。 ビルマ軍 がア ッサ ムに侵入 し

た時,ビ ルマ軍 は,す べての シャン人 に対 してモガ ウン(Mogaung)地 方 へ戻 ること

を命令 した。 ファキャール族 は,ビ ルマ軍 と共にナムチクまで戻 ったが,す でに雨期

に入 っていて山地での旅 は不可能 となっていた。 ビルマ軍 はファキャール族を解放 し

たため,彼 らはブ リ・デ ィヒン川畔 に戻 り,イ ン ・トン(Ing Thong)と い う村を作

った。数年 後,一 部 は川 を下 り,ジ ョイプール(Joypur)付 近 で1村 を作 つて,こ れ

が勢力のあるマ ン ・チ ョウパ(Man Choupha)村 と なった。

 〈175記 録 された歴史 〉ファキャール族 は家史 を記録す る伝統を もって おり,そ

れに よって家系に関する歴史 を知 ることがで きる。タークルが調べた家史 によれば,

モガ ウン地方 内のフ ァキ ャール公国(Mung phake)は,チ ン ドウィン上流 のフ コン

谷にあ って, トゥル ン(Turung),タ ラム(Taram),シ イ リップ(Silip)と い う三 つ

の河川が合流す るところで あ ったとい う。

 〈29 服 装 〉伝統 的な服装 は,男 はル ンジー,シ ャッ,タ0バ ン,白 のチ ャッダル

(シ ョール)で あ り,女 はチン(chin)と 呼 ばれ るガー ドル,ブ ラウ気,胸 にあてる布,

白 いターバ ンである。女 は,ブ ラウスを除 いて,マ ーケ ッ トか ら手に入 る服 を着 る こ

とはない。

 〈34建 造 物 〉村落環境について は,ど の村に も寺院(buddha vihara)が あ る。

高床 の建物で,内 部 はブ ッダの人生 と教えを描 く壁画で彩 られている。1家 族が住 家

186



北東インド諸民族の基礎資料

を1軒 だけ持つており,家 は高床である。屋根を葺 くのにタカウ(takau)の 葉を用

いるほか,タ ケ,木 を用いて建てている。家の前室は開けたベランダになっている。

その奥に廊下と小部屋があり,一 番奥の部屋は,台 所になっている。奥の部屋の柱に

は,家 の神(chao fi naln)が 住むとされるものがある。 小さい仏間もある。 どの家

にも2つ の火床があり,奥 の部屋の方にあるものは木枠が取り付けられており,神 聖

視されている。他家の者は,そ の部屋に入ることはできない。家に入るには梯子を用

いるが,段 の数は奇数である。死者を埋葬するために家から運び出す時には偶数 とす

るので,普 段は,階 段の数を偶数にするのは忌避されている。

 〈24農 業 〉農業が主生業である。昔ながらの農業経済が保存されており,近 代的

な農法は知っていても実行されていない。自然の耕地は肥沃で,必 要は充分満たされ

ると考え,化 学肥料は土地をいためるとして肥料には牛糞を用いている。大部分の家

は冬に収穫する作物であるサ リ(sali)種の水稲栽培によって充分必要な収穫量を得て

おり,二 毛作は行わない。 すなわち,フ ァキャール族は夏に収穫する稲であるアブ

(ahu)米 を栽培せず,そ れを食べることもない。農事を中心としたファキャール族の

一年は以下の通 りである。

 〈24農 業〉<788儀 礼>11月 から1月 にかけて,稲 の収穫,脱 穀,貯 蔵が行われ

る。稲を刈り始める日は縁起の良い日に行われるが,こ の日,家 の一番高齢の男が,

初穂を家に持ち帰る。 新米を食べる祭は僧を招待 して行われる。 稲は根元と穂先の

まん中辺りで刈 り取 られて束にされ,何 日間も日干しにされたあとで家に持ち帰られ

る。脱穀のやり方には2通 りある。ひとつは,牛 糞を塗って固めた庭に藁を広げて,

その上を数時間ウシに歩かせるもので,も う一つは,女 が足で揉んで籾を落とす方法

である。籾はウィ(wi)と いううちわであおいで集める。脱穀された籾は倉に貯蔵され

る。籾を摺るときは,木 でできた臼(高 さ50セ ンチメートルくらいで,中 央に杵の先

の入る穴があいている)と 杵を使 う。2月 からは農閑期に入る。結婚式や家屋の補修,

遠 くの縁者を訪ねての旅行などが行われる。女は染色に使 うために,森 で薪や植物を

採つてくる。 また,ナ ハールカティヤ(Naharkatiya)の マーケットに出かけてバ ッ

グを売ったりもする。牛糞は雨期に入る前に田畑に小高 く積み上げられる。4月 に入

つて雨が降り始めると自然とひろがる。 このころ,最 初のY.き起こしをする。2回 目

の黎 き起こしは5月 で,田 の一角が苗床に選ばれる。苗床が準備されるとサカレット

(sacaret)と いう暦の本によって日が決められて,播 種がなされる。 家長が種籾をま

き,牛 の頭蓋骨で作られた案山子が苗床の中央に建てられる。田の黎 き起 こしは6月

中ずっと続けられる。雨が充分に降 らないときには7月 の第2週 まで続けられる。15
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か ら20日 の 間隔を おいて,あ わせ て3回 黎 きかえされる。雨が しみ こんで,土 の表面

の9セ ンチメー トル ほどが泥になると,水 を張 るための低い畝 が作 られ る。田植 えは

6月 の後半 か ら9月 まで続 く。10月,11.月 は,女 はナハ0ル カティヤのマ ーケ ッ トで

糸 を買 って きて機 を織 った り,森 で根菜,薪,つ る植物などを採集 する。男は,タ ロ

堀 り,マ スタ ー ドのための畑地準備などをす る。11月 か ら12月 に は再 び稲が実 り始 め

る。

 〈437交 換 取引〉マ スター ド,タ ロ(arum),ジ ャガイモが商品作物であ り,ト ナ ・

カポール(tona kapor)と い う固有 の バ ッグやタカ ウの葉が 交易品 と して 重要 であ

り,か なりの副次収入を得てい る。

 〈294衣 服 製造 〉女 は織物 が得意であ り,自 家生産 している。伝統 的な染め方 の技

術を持 っているが,現 在 は,マ ーケ ッ トか ら容易に色糸 を入手で きるので,あ まりや

らな くなって きている。

 〈46 労 働 〉ファキ ャール族は 日雇い労 働を好 まず,同 じ雇われ るな ら政府の役人

になる方 がま しだ と考 えて いる。

 〈23 家 畜 飼養 〉家畜 としては,各 声に最低2頭 の去勢牛 また はスイ ギュウを所有

してい る。1958年 まではブタ,ニ ワ トリが飼 われていたが,ビ ルマ僧が禁 じたため,

現 在は飼 っていない。農繁期 には,ほ とん どすべての家では,少 な くとも1人 の使 用

人を近隣の茶 園労働者の 中か ら雇 つて お り,黎 耕,去 勢牛の世話,田 植え,飼 料の草

刈 りな どに使 って いる。

 〈224狩 猟 とわな猟 〉〈226漁 労 〉動物の殺生 は,仏 教によって禁 じられている

ため,狩 猟は原則 と して行われないが,フ ァキャール族以外の者 が殺 した獣の肉は,

僧 を含めて,村 人 の間で分配 される ことが ある。魚捕 りはよ く行 われる。結婚式で必

要 な料理であ るパ ソム(pasom)の 材 料 と して捕 る時 などは,共 同で漁をす る。 せ き

止 めて水をかいだ して捕 る方法の ほか,タ ケで作 った各 種のワナ,ア ミなどの漁具を

用 いる こともある。

 〈262食 事 〉 食べ物 については,コ メが主食で あり,日 常 的に蒸 した御飯 を食べ

る。 肉,魚,卵,根 菜類,ツ タの類 な どを食べ る。ゆでた野菜 とマスタ ー ド ・オイル

を好み,儀 式用に準備される特別な料理 があ る。宗教上の理由から飲酒 は禁 じられて

いる。 ミル ク,砂 糖の入 った茶を飲むが,年 長者 はブ ラック ・テ ィーを好む。

 〈263調 味料 〉マーケ ッ トで手 に入 るスパ イス は使わず,塩,ト ウガ ラシと,カ ン

サ ン(kansang),マ カ ッ ト(makat)と い う伝統的スパ イスを用いる。この ほかに も森

林 から採集す るス1 ¥ｰイス 類は,根 菜,ツ タの類を含めて種類は多い。 タカ,カ ラスな
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どほとんどの鳥,ハ チの子も食べる。

 〈26食 物消費〉儀礼と関係する料理には以下のようなものがある。

日干 し魚(panao)  粉にひいて竹筒(mok)に 保存。 日持ちするのは1,2

          か月。

日干 し肉      接客用。 日干 した肉に塩を加えて竹筒に保存。 日持ちす

 (ngu haing)    るのは1か,目 。

魚醤(pasom)    結婚の時,生 魚2キ ログラムと飯1キ ログラムに塩を加

          えて竹筒に保存。日持ちするのは1か 月。

魚肉の肉片を保存   魚を小片に切 り,塩,タ ーメリック,伝 統的スパイスを

したもの(patek)  加えて竹筒に保存。日持ちするのは1,2週 間。

野菜の漬物     冬季に多 く作るライ ・サグ(lai sag)と いう野菜を 日干

 (pakat som)    しした後,殿 粉,塩 を加えて竹筒に保存。7日 経てから

          食べる。

ラィスケーキ    偉い客をもてなす時,米 粉とグル(gur)を 混ぜて塊にし

 (paing)     てからタケの葉に包み,そ れを平た くしてフライパ ンで

          焼 くと甘いケーキになる。

一種の焼 き米(aakhoi)

カオテク       仏教のプルニマ(purnima)祭 で欠かせない。 アクホイ

  (khaotek)    (aakhoi)2キ ログラムを平にしてタケの容器に入れ・糖

          蜜1キ ログラムをかけ,塊 にして食べる。

カオ ・ハィン    前日の冷飯 を 日干 しする。 乾 ききったら昼の軽食 とす

  (khao haing)   る。

 〈515 個人の衛生〉環境衛生についての観念には乏 しいが,体 と衣服は充分清潔

といってよく,規 則的に入浴 している。

 〈538 文学〉民話,民 謡はたくさんあり,娯 楽であるほか,道 徳意識を高めるもと

となっている。老人は諺やなぞかけを使って子供たちを教えている。

 夢占いについて記 したフェファン(fefan)と いう写本があり,老 齢の者はこれを重

視する。

 〈78 宗教的慣行〉ほとんどの社会的宗教的活動は家族単位でなされている。社会

生活面での特徴をあげれば,フ ァキャール族は,客 人をよく歓待し,礼 儀正 しい。僧

に対して,合 掌 して頭を垂れる。村人同士がすれちがう時には必ず挨拶をする。親族
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名称 は,年 齢、世代 に気 をつか った ものであ る。古 い世代 は細かな年 齢差 に こだわる

ことな く決ま った名称 が当て られてお り,常 に尊敬 されて いる。

 〈59家 族 〉家族構成 は,大 家族制(joint family)を 特 徴 とす る。 父親 が 所 有 す

る耕地 と屋敷の不動産 は,息 子の間で均等 され る。財産分 け以後に父が持 ってい る不

動産 は,死 ぬまで共 に生活 した息子の もの とな る。

 〈626 社 会 的統制 〉〈69 司 法 〉行政機構 は単純で,民 主的で ある。村長を長 とす

る長老議会が最 高の司法権力を持 ち,宗 教 に関 しては,僧 侶 の命令が絶対で ある。

 〈621 コ ミュニ ティの構造 〉社会組織 の 面 か ら言えば,フ ァキャール族 の社会は

二 分 して捉え ることがで きる。一つは平民の世俗的社会組織であ り,他 方 は僧侶に よ

る宗教的組織である。それぞれのた めに,係 が決め られている。 しか し,社 会的宗教

的な機会を除けば,違 いは認 め られず,地 位の確保な どをめ ぐっての争 いはない。地

位は世襲的な もの とい うよ りも,特 定の知識 に明 るいか否かによってい る。

 〈67法 〉 ファキャール族 の道徳的意識 の高 さは顕著で ある。最 も特徴的なのは,

タ マチ ャッ ト(thamachat)と い う成文律 があることであ り,法 の侵犯 に関す る意識

は高 い。地元の犯罪 は,こ れ にそって裁決 され る。

 〈58婚 姻 〉結婚す る年齢は,男 は20か ら25歳,女 は16か ら20歳 で あ る。単婚で あ

るが,男 に養 う能力 さえあれば,複 婚 は可能であ る。 ファキャール族 には外婚 クラン

がた くさん あ り,同0ク ラン内で の結婚は禁 じられてい るが,結 婚時 にはクラン間 の

差別 はほとん どない。 クラン名は,自 然物や先祖 の性格か ら名付 けられている。<583

婚 姻 の様式 〉結婚には フォーマル とインフォーマルの二種類 があ り,前 者 の場合,事

細かな儀式が行われ る。後者 の方が数 は多い。 イ ンフォーマルな結婚が,妻 や子供 に

社会的な差別,疎 外を もた らす ことはない。〈582婚 姻 規制 〉フ ァキ ャール族 は他の

カース ト,部 族 と通 婚は しない。 カムティ,ア イタニヤ,ト ゥル ン,カ ームヤー ンと

い った同 じタイ系諸部族 とは,宗 教 的にたいへん似て お り,僧 侶 も行 き来 してい るが,

そ れ らの部族 との通婚 もほ とんどない。 レヴ ィレー ト婚,ソ ロレー ト婚 は認 められて

いるが両村 には0例 もな く,交 叉 イ トコ婚が行われてい る。婚資 はおよそ140ル ピーで,

イ ンフォ0マ ルな結婚では280ル ピーまで上が ることがある。 〈586 婚 姻 の解消 〉離

婚はよ くある ことで はな い。夫婦のどちらかが村 長(gaonbura)に 離 婚願 いを 出す と,

村 長は長老会議を開いて裁 決する。 この裁 決は最終決定であ り,そ れの承認を得ての

み,離 婚 は成立す る。

 〈771宗 教 の0般 的特性 〉ファキャール族は,熱 心 な仏教徒であ る。宗教事 に関 し

ては僧侶 が最高の権威 を もってお り,村 人 の尊敬を集めている。〈788儀 礼 〉仏教信
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仰 に関 わる儀式 は年に6回 あ り,決 まった 日に行 われ る。村の寺院 はあ らゆる儀式が

執 り行 われ る場所 とな っている。 〈79聖 職者組織 〉ビルマ,タ イ,ス リランカか ら

の僧 も訪 れ るために,フ ァキ ャール族は これ らの国の 出来事や仏教の動 向をよ く知 っ

て いる。

 〈776精 霊と神々〉ファキャール族は,仏 教以外の宗教的な信仰をもっているが,

村人は仏教 と混合 して矛盾なく捉えている。 これに関わる儀式は各家の家長が遂行す

る。0例 として,家 長は,柱 の一本に宿 っている家の神フィナム(finam)を 拝む。僧

は,非 仏教的な儀式には出席 しないが,フ ィナム崇拝の翌日に家長たちが遂行する祈

りを統括 しており,間 接的に,非 仏教的な信仰も認めているようである。ファキャー

ル族は精霊の存在を信 じており,悪 霊を宥あるための儀式を行 うときがある。交感術

が行われて,呪 文(mantra)は 効 き目あるものと信 じられている。病気の時に,仏 を

拝んで も効果のないときには魂を呼び戻す儀式が行われることがある。

 〈76死 〉死は自然現象と見なされており,幼 児の死は悪霊によって引き起 こされ

るものと考えられている。 死者の魂は,ホ ン・コワン(hon khowan)と いう儀式で

呼び戻せるものと信 じている。 〈764i葬 式〉葬り方によって,自 然な死と,不 自然

な死に分けられる。前者 は火葬,後 者は土葬である。10歳以下の死は不自然な死とさ

れている。清めの儀式は,前 者の場合,死 後7日 目に行われるが,後 者の場合は死の

翌 日である。この時には,村 人を招いて供宴がもたれ,僧 にはお礼を渡す。ただし,

ネオグによれば,土 葬にするのは15歳以下の死者の場合で,そ れ以上の者は火葬にす

るという[NEOG 1984:85-86]。 僧の葬り方は特別で,棺 桶に一年ほど保たれた後

に大 きな祭礼がもたれて,他 村の者 も招いて儀式的に火葬が行われる。

                                (月原敏博)
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``The Kacharis,'[ENDLE 1911]
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カ チ ャ リ族 概 説

 〈101 アイ デ ンテ ィフィケ ー ション〉ブラマプ トラ川 中流域,お よび 周辺山麓 の

広範 な地域に住むモ ンゴ ロイ ド系 の民族を一般 に カチ ャ リと 総称 して いる。 「カチ ャ

リ(Kachari, Cachar)」 と い う名称は外部か ら与え られた名称で ,そ の 語源を たど

ることは困難であるが,サ ンスク リッ ト語 で 「国境地方」 とい う意味を持つ。 エ ン ド

ル は,カ チ ャ リ族を ブラマ プ トラ川 を境 に南北に大 き く分け ,以 下 の部族に分類 した

[ENDLE  1911:5]。

1 北 方 グル ープ

    (名 称)        (居住 地)

 1バ ラ(カ チ ャリ)   西 ダ ラン(West Darrang),カ チ ャ リ・ドゥァー

    (Bara・Kachari)   ル(Kachari Duars)お よ び北 カムル ップ(North

              Kamrup)

 2 ラ ブハ(ト ラテ) .  ゴ ア ルパ ラ(Goalpara)

    (Rabha, Tolate)

 3 メ チ(Mech)     ゴ アルパ ラ(Goalpara)

 4 デ イマ ール(Dhimal)  北 東 ベンガル(North East Bengal)

 5 ク ー チ(Koch)     ジ ャルパ イグ リ(Jalpaiguri)か ら 北 西 ダ ラ ン

              (North-West Darrang)ま で の北方辺境地域

 6 ソ ラニ ミヤ      マ ンガルダイ ・サブ ・デ ィビジョン(Mangaldai

    (Soranimiya)    Sub・division)の み

7 マ ハ イヤ(Mahaiya)

   プ リガ リヤ       西ダ ランに点在

   一(Phulgariya)

   サ ラニヤ(Saraniya)

2 南 方 グル ープ

 1 デ ィマサ(Dimasa)   北 カ チ ャリ山地(North Cachar Hills)

 2 ポ ジ ャイ(H()jai)   北 カ チ ャリ山地 とノ ウゴ ン(Nowgong)

 3 ラル ン(Lalung)    南 西 ノウゴ ン(South-west Nowgong)と 隣 接 し

              た デ ィス トリク ト

 4 ガ ロ(Garo)     ガ ロ山地(Garo Hills)と そ の山麓

5 ハ ジ ョン        ガ ロ山地の南方斜面 とそれに隣接 した平原

   (Hajong)
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6 ヒル ・テ ィ ッ ペ ラ

  (Hill TipPera)

ト リプ ラ(Tripura)

 〈19言 語 〉エン ドルの分類 は,言 語的側面 か らグ レー ト・ボ ド・グル ープを構成

す るものと して,チ ベ ッ ト・ビルマ語族 ボ ド ・ナガ語群 のボ ド群の諸部族を一括 して

カチ ャ リ族 と総称 した もので,言 語の共通 性以外の歴史 的な民族移動等の 出自に関す

る裏付けがあるもので はない。 さらに ヒル ・テ ィ ッペ ラ(ト リプ ラ)の 諸族 は歴史的

にもカチ ャ リ王国 との関わ りは 明瞭ではな く,ま た リアン(Riang)族 な どのように

トリプラ(Tripura)地 方 に移住 したの ち,ト リプ ラ王 国に組み込まれる 過程で彼 ら

の部族固有の言語 を捨て,ボ ド語 を話 すにいた った部族 もあ る。 この ようにボ ド語を

使用す ることのみで カチャ リ族 を分類 する ことには問題があろ う。

 イ ン ドのセ ンサス(Census of lndia)に お いて も,カ チャ リ族 の分類 はかな り不 明

瞭 で,デ ィマサ ・カチ ャリ族,ポ ロ ・カチ ャ リ族 と同列に 「ソンワルを含む カチ ャリ

族(Kachari including Sonwal)」 と いう分類があ り,か な りの混乱が見 られ る。

 エ ン ドルの分類以外 には,ダ スの ようにア ッサム谷の部族 をカチ ャリ族 とガ ロ族 に

分けて分類 してい るものもある[DAs l986]。 さ らに マ ジョンダのよ うにカチ ャ リ

族 とい う範躊 にはまった く言及せ ず,個 々 の 部族 を 単独で と らえている もの もあ る

[MAJUMDAR l979]。

 以 上のように,カ チ ャ リ族 と総称 され る諸 部族 がどの範 囲に およぶかにつ いてはい

まだ定説 はない。またはた して 「カチ ャ リ」 とい う名称 が妥 当であ るかど うかについ

て も疑問が残 る。

 〈11参 考 文献 〉カチ ャ リ族 に関す る信頼 しうる歴史文献 は非常に乏 しい。彼 らの

過去 の歴史に関する唯一信頼で きる歴史記述 は 主 として アホム(Ahom)の 歴 史 を記

した14世 紀 か ら15世 紀 までのブ ランジ(buranji)の み で,こ れ において もカチ ャ リ王

国とアホム王国間 の戦争の記述に限 られているため断片的な もので しかない。

 ブ ラマプ トラ河谷 およびそれよ り西 に隣…接す る諸地方の川の名称が ボ ド語で 「水」

の意を示すdiあ るいはtiと い う接頭語を多 く用 いられていることか ら(例, Dibur,

Dikhu, Dimulaな ど),ア ホムの侵入以前,か な り広範 にボ ド語 を使用 する部族 が こ

の地方 に占あていた と推察 され る。 またカーマルーパ(Kamarupa)王 国 はカチ ャ リ

の0部 族 によってつ くられ たとも考え られてい る[GAIT l905:299]。

 〈175記 録 された歴史 〉カ.チャ リ王 国につ いての記述 を追 うと,13世 紀 頃 にはブ

ラマプ トラ川南岸の首都 デ ィマプール(Dimapur)を 中心 にデクー川 か らカ ラン川に

かけてカチ ャリ王国が勢力 をも っていた。1490年 ま でデクー川が アホム王国 との国境
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であ った。1490年 以 降アホム王国 と衝突 し,1536年 ア ホムの侵入 によって デ ィマ プー

ルを追われ,マ イボ ン(Maibong)に 新 都を建設 した
。 デ ィマプール の遺跡 は煉瓦の

城壁を もち,回 教 建築 のベンガル様式 を取 り入れ るな どアホム王 国に くらべかな り高

い文明を誇 っていた。16世 紀 当時のカチ ャリ王国の支配圏 は現在の ノウゴン ・デ ィス

トリク ト(Nowgong District),北 カ チ ャール山地(North Gachar Hills)お よ びカ

チャール ●デ ィス トリク ト(Cachar District)の 一 部 であ った。 マイボ ンに移 って以

降 もジ ャィ ンティア(Jaintia)族 の 侵入を うけた り,ア ホム王国 との 衝突 もあ り,

1750年 マ イボンか らさ らにカスプール(Khaspur)に 都 を移 さねばな らなか った
。

 カ チャ リ王 国の ヒン ドゥー教化は18世 紀 ごろから始ま った。 そ して1790年 ク リシュ

ナ ●チャン ドラ(Krishna Chandra)王,そ の弟 ゴー ビン ド・チ ャ ンドラ(Gobind

Chandra)に よ って改宗令が出 され
,彼 らはクシャ トリァ ・カース トに属 す るヒン ド

ゥー教徒であ ると声明 した。

 クリシュナ ・チャンドラ王の後,ゴ ービンド・チャンドラが王位を継承 したが,マ

ニプール人,ビ ルマ人の侵入を受けて窮地に陥 り,1829年 マニプール人の刺客によっ

て殺された。彼は後継者を有 していなかったため王家が途絶 した。そして1832年 イギ

リスに併合統治された[GAIT l905:299-310]。

 ここで述べたカチャリ王国の歴史はディマサ族の歴史といった方が妥当であろう。

ブラマプ トラ川流域の諸部族等についての歴史記述はブランジには書かれていないよ

うである。他の諸部族については出自伝承があるのみで,こ れについても各部族とも

いくつかの伝承をもっているのが通例で推測の域をでない。これらの出自伝承につい

ては各部族の項で述べる。

 現段階では上記の諸部族の関係は十分に解明されてはいない。またカチャリなる言

葉は外部から総称として与えられたものであり,そ の使用にはかなりの限定が必要と

思われる・歴史上のカチャリ王国を構成 していたボ ド語諸部族にたいしてカチャリの

名称を与えるのがもっとも妥当と思えるが,こ の場合もカチャリ王国の歴史そのもの

が不明瞭であるため,限 定は非常に困難であろう。

                               (人見五郎)
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ボ ド ・ カ チ ャ リ(Bodo Kachari),ポ ロ ・ カ チ ャ リ(Boro Kachari),

ポ ロ 。 ポ ロ ・ カ チ ャ リ(Boro Boro Kachari),ボ ド(Bodo),バ ラ(Bara)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of lndia', Anthropological Survey of lndia,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈13 地 理 〉ボ ド・カチ ャ リ族 はブラマプ トラ(Brahmaputra)川 中流域の北部 平

原,西 ダラ ン(West Darrang),ゴ アルパ ラ(Goalpara),カ ム ノレップ(Kamrup)各

デ ィス トリク トに居住 し,人 口は約35万 人で ある。 このブ ラマプ トラ川 中流域 を占め

る民族 は(1)ア ッサム人 やベ ンガル人,(2)ボ ド語 を話 すカチ ャリ ・グループ,(3)プ

レイ ン ・ミ リ(Plain Miri)族,(4)山 岳 地域 か ら近年平野部に移住 して きた諸部族の

4つ に分 けることがで きる。

 〈11参 考 文献 〉ボ ド・カチャ リ族 を単独 で扱 った文献は少 ない。本稿 は1961年 の

セ ンサス ・オブ ・インデ ィアのゴァルパ ラ ・デ ィス トリク トのテ ィタグ リ(Titaguri)

村 に 関す る村落調査 レポー トに依拠 してい る[PAKYNTEIN l965]。

 〈131位 置 〉テ ィタグ リ村 は周辺 の 平野部 か らわずかに 高いところに 立 地 して

お り,村 の東側 に川が流れている。 ゴアルパ ラは森林資源 に 恵 まれた地域で はある

が,村 の周辺は水 田などの耕地 とな って おり,森 林地帯 まで は5キ ロメー トル ほど離

れて いる。 集落戸数 は49戸 で 比較 的大 きな村に属 し,全 員 ボ ド・カチャ リ族 である
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 [PAKYNTEIN  1965:1-2]。

  〈19 言 語 〉言語 は周辺のア ッサム人 と接す ることが多 いため,必 要 に応 じてア ッ

サム語 を話 すが,部 族内ではチベ ッ ト・ビルマ語族 に属す るボ ド語を話す
。 上 記 の

センサスによると部族 の アイデ ンテ ィティーを 確立 す るためボ ド語 を 積極的に 使 お

うという動 きがあ り,小 学校教育において も ボ ド語 が 母 語 と して 教 え られ て い る

[PAKYNTEIN  1965:5-6]。

 〈342 住 宅 〉一般 的な家屋 は一家族 に一軒 の 様式で はな く,ひ とつの敷地にい く

つかの家屋 が建て られてい る。 これ は他の世代 と一緒 に寝起 きすることを好 まないの

で・各世代 ごとに家が建 て られて いるのである。 そのほか台所,穀 物倉庫,家 畜小屋

な どの建物が別 々に建 て られて いる。 トイ レはない。家の構造は壁はタケや アシを骨

組みに して泥の漆喰 が塗 られ,屋 根 はタケ などでふかれてい る。各家 の間取 りはひ と

部屋ない し二間 か三間で簡素である[PAKYNTEIN I965:6-8]。

 〈77宗 教 的信仰 〉住民の宗教 はふたつのグル ープに分かれて お り,ひ とつは土着

宗教 と ヒンドゥー教 とが ミックスされた もので,こ れが多数を 占め る。 この グル ープ

の宗教は土着の神 を ヒン ドゥー教の神 になぞ らえて信仰 し,ま た自然災害や病
,不 幸

を もた らす悪霊の存在 も信 じている。 他 はブ ラフマ ・サマ ジ(Brahma Samaj)の 改

宗派の影響 を受 けた ヒンドゥー教 グル ープである[PAKYNTEIN l965:5]。

 〈24農 業 〉生業は農業 が中心である。焼畑 は行 われず,平 地での稲作が主に行わ

れている。稲作は水稲 と陸稲の二毛作であ る。5月 か ら6月 に苗床で稲 を育苗 し,7

月 から田植が行われ る。 田植は苗を4株 ない しは5株 つつ植えてい く。収穫は9月 か

らは じま り,稲 穂 だけを刈 り取 る。刈 り取 った穂 は 日に さら して乾燥 させ る
。陸稲 は

2月 頃か ら耕起が は じま り,播 種の後 さらに耕起 して種子 と土壌を混ぜ合わせる
。15

セ ンチメー トル くらいに成 長 した後,除 草 のための中耕 が行 われ
,6月 ごろ収穫 され

る。 その他の作物 と しては ジャガ イモ,オ イル ・シー ド,マ スター ド
,マ メ類,タ バ

コ・ジュー トなどで,ジ ュー ト以外 は自家消費用であ る
。〈311 土 地利用 〉大部 分の

生活を農業 に依 存 しているのであるが,多 くの村 人は 自作 地を持 たず,農 業労働者 と

して働 いて おり・生活はかな り苦 しい[PAKYNTEIN 1965:17-24]。

 〈23 家 畜 飼養 〉主な家畜 は ウシ,ブ タ,ニ ワ トリで,ヒ ッジ,ヤ ギは少 ない。 ウ

シ小作 も行 なわれてい る。〈226漁 労 〉漁 は冬季,タ ケで編んだ漁具 を もちいて周辺

の河川で行なわれ る。〈286織 布 〉家内工業 はどの家 に も綿の機織機 があ り
,女 性の

仕事 とな ってい る[PAKYNTEIN l965:17-24]。

 〈26食 物 消費 〉食事は簡素 で,主 な食 べ物は コメであ る。 また牛肉以外 のあ らゆ
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る肉類が食される。 コメをゆが くとき,と きには野菜,豆 なども加えられる。野菜の

料理には小量の塩,カ ラシ油のほか,燃 やしたバナナや炉の燃えがらを水でろ過 して

作 った炭酸カルシウムが加えられる。魚の保存はタケの網に載せ,炉 の上の天井から

吊して乾燥 させ る。乾燥 した魚は砕いてタケの筒に入れ,保 存される。茶は朝夕や客

のもてなしに飲用される。茶受けとして米粉を蒸 して作られた菓子(pitha)が 食べら

れる。酒はズー(zu)と よばれ,コ メから作 られる。 ズーはボド族の社会生活のなか

で重要な飲物である。食事と酒づ くりはおもに女性の仕事であるが,祭 など客をもて

なす場合は男性も料理に参加する。もてな しの時の食器にはバナナの葉が用いられる

[PAKYNTEIN  1965:9-10]。

 〈59 家族〉家族は夫婦と子供の核家族が基本である。住民の大多数は父系家族で

あるが,母 系家族も見 られる。一夫一妻が L1的であるが,ま れに一夫多妻がある。

一妻多夫は存在 しない。夫や父が家族の中でいちばん権威を持つ。クランの名は父か

ら子に伝えられる[PAKYNTEIN l965:11]。

 〈58婚 姻〉結婚は協議結婚がおもで,略 奪結婚などはない。養子縁組も行なわれ

ている。結婚の儀式は,ま ず若者の父が娘の父を訪問する。 この時は双方が知り合い

になるためのもので,結 婚 の 申し込みはなされない。 そのあとアチャン・タブナイ

(achan-thapnai)と いう結婚申し込みの儀式が行なわれる。これは若者の母が村の女

性たちと娘の家を訪れる。このとき銀の腕輪や硬貨,コ メなどが入った包みを娘の家

の屋根の上に置 く。これが正式な結婚の申し込みである。この日から7日 過ぎても包

みが返 されない場合は結婚申し込みが受諾されたことになり,7日 以内に返却された

ら拒否されたことになる。受諾された場合は若者の父が村の男たちと娘の家を訪れる

[PAKYNTEIN  1965:11]。

 〈844 出産〉女性は妊娠中も8ヵ 月までは通常の仕事を行なう。 それ 以降は食事

の用意以外の仕事から解放される。 妊婦は死者にふれることと,死 者の 安置してあ

る部屋に入ることが許 されない以外は行動の制限はない。 妊娠にともなう宗教的儀

式はない。 出産後7日 間は母親 と子供は家の外にで られない。7日 目に ウンドリナ

(undorina)と いう清めの儀式 が行なわれる。 この儀式では母子 の身体 を清め・子

どもの命名が行われる。 また この日,出 産を手伝 った者をもてなす[PAKYNTEIN

1965:13-14]。

 〈764葬 式〉死者がで ると,た だちに死者を清め,ハ トかニワトリの肉でつくった

カリーが供え られる。葬制は一般に土葬であるが,身 分の高いものは火葬にふされる。

土葬の場合,埋 葬地につくと,ま ず神から土地を買うために硬貨が投げられる。つぎ

198



北東インド諸民族の基礎資料

に穴を掘る際,死 者が男性の場合は5回,女 性の場合は7回,親 戚,友 人がその穴の

周りを回る。埋葬地に死者を横たえたあと死者の霊が呼吸できるようにするため,死

者の鼻に地面にとどく長さの中空のアシを立てかけて土をかぶせる。火葬の場合は,

5人 の男性と7人 の女性が木を積んで火葬の準備を行 う。死者をその上に載せ,土 葬

の場合と同じようにその周りを回る。火葬された灰はそのまま四隅に木を立て布で覆

われる[PAKYNTEIN 1965:13-14]。

 〈56社 会成層〉村は,ガ オンブラ(gaonbura)と 呼ばれる首長を中心としてまと

められている。村の意志決定はミール(meal)と 呼ばれる寄り合いによって決定され

る。 ミールが必要な場合,ガ ォンブラの下につ くハルマージ(halmaji)が 伝令として

各家の家長を召集する。 ミールは男性だけで構成され,女 性は傍聴はできるが,議 論

には参加できない[PAKYNTEIN 1965:33-34]。

                                (人見五郎)'

 (参考資料) センサスでのカチャリ族の分類に重複がみられるので参考として次の

地図を掲載する。

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of India"Anthropological Survey of India・

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。
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ダ テ ィヤ ル ・カ チ ャ リ(Datiyal Kachari)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of lndia"Anthropological Survey of lndia,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈13地 理 〉 ラブ ハ 族 は ブ ラマフ.トラ(Brahmaputra)川 中 流 域 の ゴァル パ ラ

(Goalpara),カ ム ラップ(Kamrup),ダ ラ ン(Darrang),ガ ロ山地(Garo・ ・Hills)・

メ ガ ラヤ(Meghalaya)の 平 野部 に居住す る部族で ある。 〈61親 族集団 〉 ラブハは

以下の5つ の サ ブ ・トライブに分 けることがで きる。 第1は ランダニ(Rangdani),

第2は マイ トリ(Maitori),第3は パ テ ィ(Pati),第4は ダ ホ リ(Dahori),第5は コ

ーチ ャ(Kocha)で あ る。

 こ の5つ のサ ブ トライブの うち,ラ ンダ ニ,マ イ トリ,パ テ ィは上流階層 とみな さ

れ,相 互 の婚姻関係 は認 め られ るが,ダ ホ リ,コ ーチ ャは他のサ ブ ・トライブ との婚

姻 は許されて いない[SAIKA 1970:7]。

 〈19言 語 〉ラブハ族 の言語 は他の カチ ャリ ・グループと同じ くチベ ッ ト・ビルマ

語族 のボ ド語 を話すが,ラ ブハ族 の固有の方言 はもはやな くなって おり,他 のボ ド語
'

グループが部族 内で は固有 の方言 で話 されているの と異 な り,ア ッサ ム語 のみを使用

している[SAIKA 1970:8]。

 〈173 口碑 ・伝説に よる歴史 〉ラブハ族の出自に関 して は依然不 明である。1961
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年のイ ン ド・セ ンサスに おける村落調査では,低 地 ア ッサムにおいては ラブハ族 はガ

ロ族 か ら派生 した もの と考え られており
,ま たカム ラップ,ダ ランではカチ ャリ族の

ヒン ドゥー化 した もの と考え られてい る[SAIKA l970:6]
。 マ ジ ョンダによると ラ

ンダニ ・ラプハ族 の出 自伝承 は,自 らの起源 はガ ロ山地 にあ り
,ガ ロ族のサ ブ ・トラ

イブ・ ア トン(Atong)族 と血族関係があったが,そ の後 ガロ族 との 衝突 によって平

野部に降 りて きた と記述 している[MAjuMDAR&Sharma l979:42]。

 〈361集 落 形態 〉ラブハ族 は必ず しも単独 で集落 を 構成す るわけではな く,他 の

部族 と混住 して集落 を構成す る場合 もある。先のイ ン ド ・セ ンサスの村 落調査 では ゴ

ァルパ ラ地方 のカー ラ(Khara)村 は,ラ ブハ族,カ チ ャリ族(Kachari),ク ー チ族

(Koch)の 三 部族 で構 成 されている[SAIKA l970:7]。

 〈342住 宅 〉ラブハ族の住居 は,ア ッサム平野 で 一般的 であ る敷地 内に3な い し

4つ の家屋を建て る構 造である。 その ほか家畜小屋,穀 物倉 庫な どが別 にも うけ られ

る。屋根 はタ ケや木で葺 き,壁 はタケの骨組 みに泥 と牛 フ ンで漆喰 をす る。窓はな く,

喚気 のための小 さい穴 があいているだ けである。敷地 はタケなどで塀が は られ,塀 の

外側 に堀が作 られてい る[SAIKA l970:10]。

 〈24 農 業 〉ラブハ族 の生業 は農業 であ る。1951年 まで はザ ミンダ ール制の支 配下

におかれていたが,以 後村人は自作農化 している。 稲作 には アブ(ahu)と 呼 ばれ る

陸稲,サ リ(sali)と 呼 ばれる水稲,パ オ ・ダ ン(bao-dhan)と 呼 ばれ る浮稲の三つ

の種類があ る。陸稲 は小高 い丘で栽培 され,2月 頃か ら耕起 が始Gま り
,3月 播 種,7

月 頃 収穫 する。水稲 は低湿地で栽 培され,集 落の近 くで苗床 をつ くり,5月 頃苗 が30

セ ンチ メー トル ぐらいになった ところで 田植えが行なわれる。収穫は12月 頃である。

浮稲は雨期 の間,洪 水 などで稲 が完熟す るまで灌水 している場所で栽培 され,5月 頃

播種・12月 頃収穫 され る。 陸稲にはボギ(bogi),ラ ンガ(ranga)の2品 種,水 稲 に

もラヒ(lahi),バ ル(bar)の2品 種があ り,こ れ らは早稲,晩 生,品 質,収 量な どに

おいて異な る。

 収 穫 された コメ は直接穀物倉庫 に 運ばれ るか,ド ゥ リ(duli)と 呼 ばれるタケで編

んだ表面に粘土 と牛 フンを塗 り付 けた容器 に保存 され る。

 稲 作の ほかに雑穀,カ ラシナ,ジ ュー ト,ジ ャガ イモ,大 根 などの野菜類,タ バ コ

などが作 られる。 バナナ,キ ンマ,タ ケはどの家に もあ る[SAIKA 1970:39-59]。

 〈23家 畜飼養 〉家畜はスイギュウ,ウ シ,ブ タ,ヤ ギ,ア ヒル,ニ ワ トリ,ハ ト

などが飼われている。 スイギュウには畜舎 はないが,他 の家畜 には別 々の畜舎 が もう

けられている。飼料 は河川沿 いの草地 を利用す るほか,雑 穀,コ メクズ,稲 わ らな ど
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が与えられる。ブタにはライス ・ビ0ル の酒粕なども与えられる。家畜育種,病 理な

どに関する知識は低 く,搾 乳量なども低く,生 産性は悪い[SAIKA l970:40,56]。

 〈226漁 労〉漁業は冬の間に行なわれる。魚をとることは日々の食事に彩りをそ

える意味のほかに,娯 楽 としても楽 しまれる。漁はグループで行なわれる。採り方は

手づかみから様々な道具を使 うものまであり,そ れらの道具はタケなどで自作するも

ののほか,漁 網などはマーケ ットで購入される[SAIKA l970:57]。

                                (人見五郎)
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メ チ(Mech),ミ シ ュ(Mish)

Sen, D. K.1971``Annexure to the Tribal Map of lndia"Anthropological Survey of India,

Gulcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈13 地理 〉ブ ラマプ トラ(Brahmaputra)川 中流域 の少数部族 にメチ族がある。

いわゆ るカチ ャ リ族の一員 と考え られ,以 前はかな りの大 きな部族であ った と推定 さ

れるが,な ん らかの大 きな変化があ り,ア ッサ ムでは非常 に少数にな って しまった。

 ゴ ァルパ ラ(Goalpara)の 都 市 メチパ ラ(Mechpara)は 明 らかに メチ族 と関連 し

て いる。 また現在 メチ族はア ッサムのほか,ネ パ ール,シ ッキム,ブ ータ ンにも居住

してい る[DALTON l872:88]。

 〈173 口碑 ・伝説による歴史 〉ア ッサムにおいて は非常 に少 数 にな っている こと

と,さ らにクーチ(Kochi)族 との異族結婚 により部族 と しての区分 はい っそう不明

瞭 にな っている。

 メ チ族の起源は不明で あるが,ガ ロ(Garo)族 の一支族 マチ(Machi)と の 関連 も

考え られる。 また メチ族 は,自 らを ミシュ(Mish)と 称 している[WADD肌L l901:

57]。

 〈24農 業 〉メチ族は固定 した集落に定着することはまれで,処 女林 を もとめて移

動 し,そ こで焼畑を行な っている。 〈26 食 物 消費 〉 ヒンドゥー教化す る前 はゾ ウの
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肉以外の食物のタブーはなかった。

 〈77宗 教的信仰〉メチ族 は最高神 と して シジュ(S① を崇拝 す る[DALTON

l872:89」 。

                                  (人見五郎)
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デ ィ マ サ(Dimasa, Dima-Fisa),デ ィ マ サ ・ カ チ ャ リ(Dimasa Kachari)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of India"Anthropological Survey of lndia
,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る
。

 デ ィマ ・フィサ(Dima-Fisa大 河 の 息子)と 自称 する一族をデ ィマサ族,デ ィマ

サ ・カチャ リ族 とい う。一般 にデ ィマサ族はカチ ャ リ王国を構成す る一部族 とされて

いる。 〈142 身 体諸 形質 の情報 〉身体的特徴 はモ ンゴロイ ド系 の特徴を有 し,身 長

は160セ ンチメー トル ぐらいで髪の毛はやや ウエーブ している[DAs 1978:18]。

 〈131位 置 〉デ ィマサ族 が もっと も多 く居住 してい る地域 は 北カチ ャール 山 地

(North Kachar Hills)と ミキール 山地(Mikir Hills)の 両 地域 で,そ のほかガ ロ山

地(Garo Hills),カ ー シ ・ア ンド 。ジャイ ンテ ィア山 地(The United Khasi and

Jaintia Hills),ミ ゾ山地(Mizo Hills)に も若干分布 してい る。 人 口はダ スによ ると

約21万 人で ある[DAs l978:16]。

 〈13地 理 〉デ ィマサ族 が居住す る北 カチ ャール 山地,ミ キール山地 は,緩 やかな

斜面を持つ標高1,000 mほ どの丘陵地 が うね るよ うにつづいている。 これ らの丘 陵

地には露岩が少な く,全 体が厚 い森林 に覆 われて いる。気候は年 間を通 じて湿潤で あ

る[GANDA I978:10]。

 〈19言 語 〉言語はチベ ッ ト・ビルマ語族ボ ド・ナガ語群 ボ ド語系 に属す る。 しか し
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近年ア ッサム語の浸透で デ ィマサ固有の言語 はかな り崩れて きてい る[DAs l978:6]。

 〈36集 落 〉デ ィマサ族の集落は,こ れ ら丘陵地 を流れ る河川にそ って点在す る。

これ らの集落 はすべてデ ィマサ族によ って 占められて お り,他 部族 との混住はない。

〈342住 宅 〉家屋 はタケでで きて おり,窓 や煙突はな く,中 は2部 屋 に分かれている

[DAs l978:47]。

 〈24 農 業 〉もっとも重要 な生業 は農業であ る。土地利用は山間斜面の焼畑,平 坦

地での畑作,河 川沿いで の水 田の3つ のタイプに分け られる。主な作物は コメ,綿,カ

ラシ,ゴ マなどで,ほ とんど自給 用で換金作物はあまり作 られない。多 くの場合,焼

畑 は村人 の共 同作業によ って行われるが,デ ィマサ族 は家族指向が強 く,焼 畑の用地

は村 の合議 により各家族 単位に割 り当て られ,ほ とん ど共同作業 は行 われない。 また

割 り当て られ る区画面 積は家族数,働 き手 の人数に応 じて決定される。焼畑 は数年行

われたあと10年 か ら12年 間 休耕 される。畑作 地 と水 田は所有者 が決ま っている。農作

業 は男子の伐採作業 を除 いて男女の別な く行 われて いる[DAs 1978:19-25]。

 〈23 家 畜 飼養 〉家畜飼養 も重要な生業 であ り,ニ ワ トリ,ブ タ,ヒ ッジが食 用と

供犠 のために飼養 され,ま た乳用,役 用のために ウシも飼養 されている。<226漁

労 〉漁業 はタケの籠 を用 いて行 われ る。 〈224狩 猟 とわな猟 〉狩猟 は 大 きな網 を用

いて シカや野ブタなどを 囲い捕 ることが行 われている[DAS 1978:21]。

 〈286織 布 〉重要 な 家 内工業 と して 機織 りがある。 エ リ(eri)種,ム ガ(muga)

種 の カイ コか ら絹織物が作 られる。機織 りの技術は女性の必須技術で,機 織 りがで き

ない女性は低 く見 られ る。

 〈56社 会成層 〉ディマサ族 の村 の社 会組織 はガオ ンブ ラ(gaonbura)あ るいは ク

ナ ン(khunang)と 呼 ばれ る首長の もとに以下の ような村 役が伝統的 に構成 されて い

た。

 長 老 グル ープ:ガ オ ンブ ラ(ga叩bura・ クナ ンkhunang)一 デ ィレク(dilek)一 ダ

  ウ ラ フ(daurahu)一 バ バイサガオ(habaisagao)一 パ ライ(pharai)

 青 年 グループ:マ ン トリ(mantori)一 ハ ンセオブク(hangseobukhu)一 ジ ャライ ロ

  (jalairo)

 長 老 グル ープは個人 の資質,人 徳 にかかわ らず年齢順に決定 される。すなわち村 の

最長老がガオ ンブ ラに,2番 目がディ レクとい う具合いである。青年 グル ープは長老
   ダ

グループによ?て 選出される。これらの村役が焼畑区画決定等の行政,裁 判,祭 を執

り行 う。現在では州行政の末端機能を担うようになったため,ガ オンブラの選出も最

長老から政治手腕のある有力者に変わり,ま たいくつかの村役は有名無実となり,な
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くな った もの もある。デ ィマサ族 は,個 々人が同等の権利を有 してお り,村 の様 々な

取 り決 めも個人の権利や発言が尊重 されて いる。〈59家 族 〉デ ィマサの家族 は一夫

0婦 の核家族が基本であ る[GANDA l978:98 -1111。

 〈173 口碑 ・伝説による歴史 〉デ ィマサ族の歴史に関 しては 「カチ ャ リ族概説」

の項を参照 され たい。デ ィマサ族の歴史は基本 的にはカチ ャ リ族 のそれに含 まれ るの

で あるが,デ ィマサ族 と他 のカチ ャ リ諸族 との歴史的な関係 については推測の域を 出

て いない。ここでデ ィマサ族の伝承をあげてお くと,「デ ィマサ族 は幾多の戦いに敗れ,

撤 退を続 けた。 そ して深 くて大 きな川 にさ しか り,進 退に窮 した。 デ ィマサ王はあ る

夜夢をみる。夢の中に神 が現 れ,次 のよ うに彼に告げた。『明 日アオサギが堤にいれば

そこだけ川が浅 くな っている。 そこか ら川 を渡 ることがで きるだろ う。ただ しけ っし

て後 ろを振 り向いてはな らない。』 翌朝王が川を見るとアオサギが堤にいる。 さ っそ

く全 軍が川を渡 りだ した。川 の途 中に さしかか ったとき,あ る兵士が 自分の息子 の こ

とが気 にかか って,つ い後 ろを振 り向いて しま った。その瞬 間川 は深 さを増 し,兵 士

た ちは流 されて しま った。 ある者 は 対岸 にかろ うじてた どり着 き,あ る者 はそのま

ま流 され,あ る者 は岸に 引き返 した。 そ して対岸にたどり着いた者 がデ ィマサ族であ

る」[DAS 1978:15]。

 〈77宗 教 的信仰 〉ディマサ族 は自 らヒンドゥー教徒であ ると称 しているが,実 際

は ヒン ドゥー教 とアニ ミズム信仰の混ざ った ものである。 ヒン ドゥー教化は18世 紀 に

な されたが,こ れ も当時ご く一部の上流階級だ けであ った。 デ ィマサ族 が最 高の神 と

崇拝 するのはダ ィコ(daikho)で あ る。 さ らにその下 に多 くのマダ ィ(madai)が あ

る・神の伝承についてはメスの大鳥 アイ レキディ・一マ(airekhidima)が この地に巣 を

作 り,7つ の卵を抱 いた。6つ はかえ ったが,最 後のひとつ はかえ らず,そ の液体 が

地面 に飛 び散 った。 それが悪霊であ る[DAs 1978:26-27]。

 祭 は3年 か ら4年 に一度行われ る。 ポ ジャィ(h(jai)と 呼 ばれ る司祭 が祭 を執 り行

うが,ポ ジャィはどの村 にもいるわ けではな く,い ない村で は近 くの村か ら連れ て来

る。 この ポジャイは司祭の クランではな く,司 祭の技術を修得 した者 は誰で もなれ る。

祭 にはブタやニ ワ トリが犠牲 に供 される[DAS 1978:27]。

 このポジャイに関 して,「 カチ ャリ族概説」の項でエ ン ドル は一部族 として取 りあ げ

て分類 しているが,司 祭の ポジャイ と部族の ポジャイとの関連を述べている文献 は見

あた らなか った。

                                (人見 五郎)
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ラ ル ン(Lalung),テ ィ ワ(Tiwa)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of lndia"Anthropological Survey of lndia,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈131位 置 〉ジャイ ンテ ィア(Jajntia)山 地 の 北斜面 の 山裾 に居住す る小 さな部

族で ある。平野部 と山麓部の2つ のグル ープに分 けることができ,伝 統的な習慣 を保

持 しているのは,山 麓部の ラル ン族であ る。〈173 口碑 ・伝説 による歴史 〉ラル ン族

の起源 については不明であり,ラ ル ン族 自身 もカチ ャリ(Kachari)族 の 一支族,チ

ベ ッ ト起源,ミ キール(Mikir)族 との血族 関係な ど,い くつ かの説を もって いる。

 〈361集 落 形態 〉彼 らは小 さな集落をつ くり,チ ャマデ ィ(chhamadi)と 呼 ばれ

る若者宿を 中心に家が建て られている。 チ ャマ デ ィでは村の寄 り合 いも開かれ る。

 〈618 ク ラ ン〉ラル ン族 は多 くの クール(khul)と よばれ るクランがあ る。それぞ

れの ク ランには,一 軒の主だ った家族があ り,そ れがボル ジェラ(borjela)と 呼 ばれ

て いる。 ボル ジェラは今 日では選挙で選ばれてい る。 ボル ジェラの勤 めは,儀 式 をつ

かさどることと,ク ランの神 をまつ ることであ る[DAs l986]。

                                (人見 五郎)
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ガ ロ(Garo),ア チ ッ ク(A'chik),マ ンデ(Mande)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of lndia"Anthropological Survey of lndia,

Culcutta・ よ り 作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈131位 置 〉ガロ族は,メ ガラヤ(Meghalaya)州 東 部 の ガロ山地(Garo-Hills)

を 中心 に居住 してい る。 〈101 ア イ デ ンテ ィフィケー ション〉 ガ ロ族は 自らの こと

を,ア チ ック(A'chik),マ ンデ(Mande)と 称 して いる。ガ ロは12の サブ ・トライブ

に分 けることがで きる。ガ ロ山地の北斜面 のゴァルパ ラ ・ディス トリク ト(Goalpara

District)に 接 す る平坦部 には アウェ(Awe, Akawe),チ サ ック(Chisak),カ チ ュ

(Kachu)が お り,古 くか ら水稲作を行 い,ブ ラマプ トラ川流域 の平野部 の諸族 か ら

の影響を強 くうけて いる。 ガ ロ山地の中央 部にはマチ(Machi),ア ベ ン(Abeng),

ア テ ィア グラ(Atiagra),マ タベ ン(Matabeng)が お り,最 も人 口が多 く,か つ最 も

ガ ロ族 らしい特徴を有する。南西部にはガ ンチン(Ganching, Gara),ア トン(Atong),

チバ ック(Chibak),ル ガ(Ruga),デ ュ アル(Dual)が お り,か れ らの方言な ど他

のガ ロ族 とはか な り異な った特徴を有 している[NAKANE l967:19-23]。

 〈19言 語 〉言語 はチベ ッ ト・ビルマ語族 ボ ド ・ナガ語群 ボ ド語系 に属す る。 しか

し周辺 のボ ド語諸族 とはかな り方言が異 な り,こ れは他の ボ ド語族 が ヒン ドゥー教の

影響 などを受けて きたのに対 し,ガ ロ族 は独 自の方言を形成 して きたためである。ま
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た ア トンなどはクーチ(Koch)族,ラ ブハ(Rabha)族 の言語 と非常 によ く似ている

[MAJuMDAR l978:17-18]。

 〈173 口碑 ・伝説 によ る歴史 〉イギ リス統治以前 の ガロ族 についての歴史はア ッ

サム,ベ ンガルの諸文献に記述 される ことは ほとんどな く,ま った くわかっていない。

ガロ族 は自らの起源をチベ ッ トか ら移動 して きた と考えて いる。伝承では,ガ ロ族は

チベ ッ トを 出たあ とセ ラ(Sela)峠 を 越え て アルナチ ャル ・プ ラデ シュ(Arunachal

Pradesh)州 の タワ ン(Tawang)に た どりついた。あ るものはタワ ンに留ま ったが,

さ らに南下 し,カ ムル ップ(Kamrup)に 至 った。 当時カムル ップはアホム族 の支配

下にあ り,ア ホム族 と衝突を繰 り返 した後,カ マキャ ・ヒル(Kamakhya Hill)に 根

拠地を築 き長 らくそこに住みつ いた。 この地にカマキャ寺院を建設 し,こ の寺 にはガ

ロ族の男女の彫像があ るとい う。 ここを根拠地 とした ものの,ア ホム(Ahom)族 の

圧力 には 抵抗 しきれず,ガ ロ族 は アホム族の 支配権 を認 めざるをえな くなった。 ア

ホム族 に屈服す る際,ガ ロ族 はその証 として土を食べさせ られ た。 この行為 を 「ア コ

チキ ・ムクセタ(Ackochiki Mukseta)」 と いい,そ こか らガロ族 の 自称名アチ ック

(A'chik)が で きた。 その後ガ ロ族 は ブラマプ トラ川を越え,ゴ ァルパ ラ'デ ィス ト

リク トに移動 し,さ らにガロ山地 にた どりつ き,苦 労の末 ここを定住の地 とした。 そ

の当時のガ ロ族の社会 は父系社会で相続人 は息子であ ったが,時 の王ボネパ(Bonepa)

はガ ロ族の人び とを集め,3つ の決定を行 な った。第1に,ガ ロ族をふたつのグルー

プ,マ ラク(marak)と サ ングマ(sangma)に 分 け,同 じグル ープでの結婚 を禁 じた。

第2に,男 は戦 いに 出てい くので,相 続は末娘 が受 けること。第3に,ガ ロ族以外の

男性 と結婚 した女性 は相続権 がない。以上がガ ロ族の伝承であるが,こ ういった伝承

以外に も,チ ベ ッ ト起源を うたい こまれた歌 もある。

 イ ギ リス統 治以前 には,ガ ロ族はザ ミンダ ール(zamindar)に 対 して も激 しく抵抗

してお り,ザ ミツ ダールやその徴税人を殺害 した りして お り,首 狩 り族 と して恐 れ ら

れた。 そ してその調停 を契機 にイギ リスの統治が始ま ってい くので ある。 そ してテ ユ

ラ(Tura)が 行 政の 中心にな るとヒン ドゥー文化,キ リス ト教 などがはい り,ガ ロ族

の伝統 的生活形態が変 容 してい ったのである[PAKYNTEIN 1967:3-4]。

 〈36集 落 〉〈342住 宅 〉ガ ロ族の集落 は10戸 か ら60戸 ほ どで人 口は多 くて も300

名 ま でで ある。丘陵地のガ ロ族 は村の領有 地アキ ン(a'king)内 で焼畑耕作 を行な う。

ガロ族 の集落 は人 ロが増加 し,集 落周辺での焼畑 が困難にな ると,領 有地 内の収穫に

都合の よい別 の場所 に新 しい集落をつ くり,そ こに何家族 かが移 り住 む。 この新 しい

集落 は自立で きるまで母村の支 配下におかれ る。 このような集落 が母村 を中心 にい く
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つか形成 されている。 ガロ族の家屋 は縦4メ ー トルか ら5メ ー トル ,横15メ ー トルか

ら30メ ー トルの非常 に長 い杭上家屋で,こ れが山の傾斜地 につ きでて 建 て られ て い

る。柱 などに使われる木材の他,タ ケ,屋 根にはア シが使われて いる。 ガロ族の集落

はク リスチャンのガロ族 は教会を取 り囲 むように,ま たノ ン ・ク リスチ ャンのガ ロ族

は若者宿 を取 り囲むように家屋 が建 て られてい る。中根が調査を行な ったモ ンバ ギ リ

(Mombagiri)村 で は ク リスチャ ンとノ ン・ク リスチ ャンが各 々教 会 と若者宿を中心に

集落 が形成 されている。伝統的な家の 中は3つ の部分 に分かれて おり,入 口部分 は家

畜が夜休むよ うにな ってい る。家の 中央部分には囲炉裏があ り,こ こが生活の中心で

ある。囲炉裏よ り入 口側 は女性が 占め,奥 は男性が 占める。奥 には小 さな部屋があ り,

そ こに貴重品が保管 されている。また奥には トイ レがあり,夜 間 はその トイ レが使わ

れる。 これは野獣 から身を守 るためであ る。 これ らの家には夫婦 と子供の他,妻 の未

婚の兄弟姉妹,妻 の両親が加 わる。集落内の家の他 に,焼 畑 地の近 くに小屋 がつ くら

れ る。 この小屋 は野獣か ら身を守 るため木の上につ くられ る[NAKANE I967:38-

41]。

 〈24農 業 〉丘陵地 のガロ族の生業は焼畑で あ り,谷 筋で は水稲作が行なわれ てい

る。主な作 物は自給 用 として コメ,モ ロコシ,タ ロイモ,バ ナナなどで,ま た換金作

物 として綿,ト ウガ ラシ,シ ョウガなどが栽培 されている。土地 は村の領有地で あり

個人の所有権iは原則 的に与え られていない。 土 地は村の首長ノ クマ(nokma)の 支 配

下にあ り,毎 年焼畑 の区画が ノクマによ って分配 され る。収穫物 は各 自に帰 する。焼

畑 は12月 から1月 ごろ伐採 され,4月 の雨が降 る前に火入れ,雨 の後種蒔が行なわれ

る。収 穫期 は8月 か ら11月 で あ る。焼畑 は毎年移動 し,数 年間放置 される。

 〈23家 畜飼養 〉家畜は ウシ,ブ タ,ヒ ッジ,ニ ワ トリなどで,使 役の他,食 用,

犠 牲 に用 いられ る。 ガロ族には食 肉についての タブーはな く,家 畜の他,野 生動物 も

好んで食べ る。 ただ し死んでいる動物 の肉と,ト ラやオオカ ミに襲 われた動物の肉は

食べ ない。〈224狩 猟 とわな猟 〉ガ ロ族 は非常 に狩猟が上手 く,ワ ナを使 って捕 る。

〈226漁 労 〉また漁 も食糧供 給のほか,楽 しみ と して も好んで行なわれる。タケで編

ん だ漁具や毒が用 いられる[PAKYNTEIN 1967:19]。

 〈61 親族 集団 〉〈56 社 会 成層 〉ガ ロ族 は母系外婚氏族 を もつ。 この氏族 には5

つ の氏族があ るとされ,伝 承 にもあったサ ングマ とマ ラクの2氏 族 が最大で,他 の3

つ の氏族 は非常に小さい。 この氏族 の分類 をチ ャ トチ(chatchi)と 呼 び,ガ ロ族 に と

っての もっとも重要 なアイデ ンティテ ィである。 この氏族 の もとに各地域 ご とに多数

の血族があ り,さ らに これはマハ リ(mahari)と よばれる リネージにわかれ る。婚姻

211



国立民族学博物館研究報告別冊  9号

は このサ ングマ とマ ラクのマハ リを通 じて行 なわれ る。集落 には1つ ない し2つ のマ

ハ リによ って構成 されてお り,そ のなかに いわゆるマハ リの 「本家」があ り,他 の家

はそ こか ら派生 した ものであると考え られている。 この 「本家」が集落 の首長 で もあ

るノクマで あ り,集 落の領有地を取 り仕切 っている。マハ リが2つ 存在す る集落 では

ノクマ も2人 存在す る。 このよ うなノクマの性格 か ら政治的な面の ほか,貧 しい者 を

養 った り,村 人の世話を行な う。 また ノクマが貧 しい場合は他の豊 かな者が その役割

を代 わ り,彼 もまたノ クマ と呼ばれ る[LAGACE 1977:140]。

 この ような氏族,リ ネージを中心 と した伝統的な社会 組織は,イ ギ リス統治以降新

しい行政体に組織 され,十 数か村 を0つ の単位 としてそ こに ロス コー(loskor)と 呼 ば

れる首長が選 出され るようにな った。 ロス コーはノクマによって選 出され る。 この制

度はイ ンド独立以降 も存続 してい る[NAKANE l967:38]。

 〈58 婚 姻 〉婚姻 には交叉 イ トコ婚が あ り,財 産,家 屋 は末娘ない し娘 の中のひと

りに相続 され る。 この娘 とその夫が両親,未 婚の兄弟姉妹の面倒をみる。相続人で な

い娘 は,結 婚 すると新 しい家をかまえ る[NAKANE l967:43-55]。

 〈77 宗 教 的信仰 〉宗教 は現在ガロ族の平野部を中心 に3分 の1ほ どが ク リスチ ャ

ンになって いるが,他 は伝統的な土着宗教 を信仰 して いる。彼 らは超自然界の霊 ミテ

(mite)の 存 在を信 じて お り,病 はこの ミテが身体 をむ しばんで いるため とされてい る・

ミテを身体 から離すため,供 犠が行なわれる。 また神 の存在 も信 じ,神 は作 物の収穫

に影響 を与え るとされている。伐採,火 入れ,種 蒔,収 穫時には供犠 ともてな しの祭

が行 なわれる。 すべての ガ ロ族 の男性 は,供 犠の儀式 がとりお こなえ,特 別の呪術

師はいない。 村 中で 行 なう儀式については ノクマが これを 取 り仕切 る[PAKYNTEIN

l967:32-33]。

 〈29服 装 〉ガロ族の服装は現在で は洋風のスタイルに変わ っているが,伝 統 的な

服装,装 飾は非常 に特徴的である。 男性 は ガ ンド(gando)と 呼 ばれる太 ももまでの

腰巻を身につける。上半身 は寒い とき以外は何 も身につ けない。男性 のヘアースタィ

ルは女性 と同 じよ うに長 く,後 ろに縛 りつ け,そ の上にターバ ンを巻 いてい る。 ダ ン

スの時 はパ ンドラ(pandra)と 呼 ばれる黒 い布を腰に巻 く。女性は リキ ン(riking)と

呼 ばれ るペテ ィコー トのよ うなものを腰 に巻 き,寒 いとき以外 は上半身は何 もつ けず・

胸 も隠さない[PAKYNTEIN l 967:12-13]。

 〈30装 飾 品 〉男性 も女性 も装飾具 を好 み,耳 たぶ や耳の上にまで数10個 の イヤ リ

ングを付けて いる。女 性の場合,男 性 より大 きなイヤ リングを し,あ ま りに数が多 く

重いので,頭 の上か ら糸 で耳を 吊 った り して いる。 こういったイヤ リングはガロ族 に
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とって非常に重要であり・夫が死ぬと未亡人はイヤ リングをはず し,ま た不義をはた

らいた女性にはイヤ リングを取り上げられるという罰がある。女性はそのほか腰には

ビ』ズの腰紐・ ブレスレット,ま たダンスの時には ピルニ(pilni)と 呼ばれる竹製の

かんざしをつける[BAHADuR l977:14-17] 。

                                (人見五郎)
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デ オ リ(Deori, Deuri)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of India"Anthropological Survey of lndia,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈13 地 理 〉チュテ ィヤ族は ラキンプール(Lakhimpur),シ ブ サガル(Sibsagar),

ダ ラ ン(Darrang)等,ア ッサム谷上 流部 に居住 する。 ダ ランにはチュテ ィヤという

地名が存在する。

 チ ュテ ィヤ族 はエ ン ドル(Endle)の 分 類 によれば 以下の4つ の サブ トライブに分

け られ る。 第1に は ヒンドゥー ・チュテ ィヤ(Hindu-Chutiya),第2に は アホム ・

チュティヤ(Ahom-Chutiya),第3に は デオ リ・チ ュテ ィヤ(Deori-Chutiya),第

4に はバ ラヒ ・チュティヤ(Barahi-Chutiya)で あ る[ENDLE l911:91]。 .

 これ らのサブ トライブはチュテ ィヤ族の歴史的変遷 によ って形成 された ものであ る。

ダル トンはチュティヤ族iのグループに ビヒヤ(Bihiya)を 含 めているが,エ ンドルの

バ ラヒとダル トンの ビヒヤが同 じものか否か は不 明で ある[DALTON l872:77]。

 現 在,ほ とん どの チュティヤ族 はア ッサ ム人社会 にとけ込み,独 自の文化,習 慣

を保持 している ものは,僧 侶階級 であ ったデオ リ・チ ュテ ィヤのなかのデ ィボ ンギヤ

(Dibongiya)の み であ る。

 〈173 口碑 ・伝説による歴史 〉伝承によると,チ ュテ ィヤ族 はアルナチ ャル ・プ
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ラデ シュ(Arunachal Pradesh)の 山岳地帯に居住 していたが,隣 …接す る部族 の ミシ

ュ ミ(Mishmi)族,ア ボール(Abor)族 との抗争にやぶれて平地に くだった とされて

いる。 その後 スバ ンシ リ(Subanshiri)を 経 由 してサディヤ(Sadiya)に 定 着 した
。

当時サ ディアは ヒン ドゥー教 の支配者によ って統治 されていた。伝承 では ヒン ドゥー

の支 配者 が自分の娘 とチ ュテ ィヤ族 の若者 とに弓の試合をさせ
,そ の ときチ ュテ ィヤ

族の若者 が勝 った ことか ら,こ の若者 に娘 をあたえた とされて いる。 そ して この ヒン

ドゥ0の 支配者 とチ ュテ ィヤ族 との間で,チ ュテ ィヤ王 国が形成 され た。 このチ3テ

ィヤ王 国は,ア ホ ム(Ahom)族 の 侵入によって1350年 滅 亡 し,チ ュテ ィヤ族 は各地

に散 らば っていった。

 こ ういった歴史的背景か ら,ヒ ン ドゥー化 したチュテ ィヤ族 を ヒン ドゥー ・チ ュテ

ィヤ,ア ホムの支配下におかれた チュテ ィヤ族 をアホム ・チュテ ィヤ,王 家の伝統を

守 り続 けた僧侶階級を デオ リ・チュティヤ と 呼ぶ ようにな った の で あ る[DALTON

l872:77-78]。

 こ こで はデオ リ・チュティヤに属 し,宗 教的伝統を現代 まで保持 してい るデ ィボ ン

ギア(Dibongiya)に 関 する文献 を 通 じて,チ ュテ ィヤ族の特徴をお さえ ることとす

る[SAIKA l976]。

 〈596拡 大 家族 〉デ ィボンギアの社会組織は,ジ ュパ(jupa)と 呼 ばれる家族 が単

位 とな っている。 ジュパ には二つの形態 があ り,ス キア ・ジュパ(sukia jupa)は 夫

婦 と子 どもとの構成 で,ジ ャカルア ・ジュパ(jakarua jupa)は 兄 弟夫婦 が何組 か と

その子供達 と両親が同居 して いるものをさす。多い場合は40名 ほどの ジュパ になる こ

ともある。 この二 つの割合は4対6で ある[SAIKA l 976:9] 。

 〈591居 住 〉 家屋は杭上家屋で,葦 などでふいた三角形の屋根 に タケな どで壁が

作 られて いる。家屋 は東西の向きに建て られ,入 口は東側に面 してい る。部屋数 はジ

ュパの構成によって異な る。入 口に面 した東 の部屋 は,ジ ュパ の長で ある長男家族 に

よって 占め られ,そ の部屋 に接 して客を もてなす部屋がある。弟家族 は西側の他の部

屋 で寝起 きす る。家屋 の中には女性達 が調理を行な う炉 のあるモ ジ ャ(m(>jia)と 呼 ば

れる部屋 と,男 性 たちが そのまわ りで酒食を行な うデデュパテ ィ(dedupati)と 呼 ば

れ る炉のあ る部屋 が別 々に存在する。男性は子供 をのぞいてモ ジャには入れず
,ま た

デデュパ ティでは調理 は行なわれない。弟 が結婚す ると弟夫婦のために部屋 が建 て増

しされ るのであるが,そ の場合西側 につ くられ,家 族が増え るに したが って家は西に

延びてい くので ある。青年期 の未婚の女性は独 立の部屋があてがわれ
,未 婚 の男性は

年齢 に関わらず若者宿 の ミチ ョン(michon)で 生 活す る[SAIKA l976:10]。
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 〈618 クラン〉ディボンギアは父系のクランをもち,こ れをジャク(jaku)と いう。

多 くのクランがあるが,こ れらはひとつの先祖から派生 したと考えられている。クラ

ンは宗教上の役割が決められており,供 犠の儀式を行なうクラン,供 物をつ くるクラ

ンなどに分かれる。ただしこれらのクランは,役 割は異なっても階層の上下は存在 し

ない[SAIKA l976:16]。

 〈584婚 姻成立までの諸習慣 〉結婚 には協議結婚と駈落ち結婚のふたつがある。

駈落ちの場合,男 の親戚や友人の手助けによって娘を家から連れ出す。結婚が成立す

ると,花 婿は若者宿から自分の両親の家に戻 り,そ こで生活を始める。また花婿の両

親は彼 らのために新 しい部屋を建て増しした りして,彼 らに部屋を与えられる[SAIKA

l976:22]。

 〈77宗 教的信仰〉ディボンギアはアニ ミズム信仰をもち,超 自然界の生き物の存

在を信じている。 これらの霊はしばしば村に現れ,洪 水や病気,疫 病などをもたらす

と考えている。村には信仰の場として,ミ ディク(midiku)と よばれる5つ の建物か

らなる社がある。村人は伝統的な信仰暦にそって祭事をとり行 っている。祭事は各々

の神をあがめ,怒 りを鎮めるもので,神 によって犠牲の種類が異なる[SAIKA I976:

36-39]。

                                (人見五郎)
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トリプラ地方における諸族概説

 〈131位 置 〉 トリプ ラ(Tripura)州 はバ ング ラデ シュにつ きでた州であ る。 イ ン

ド独立以前の人 口は約30万 人(1921年)ほ どで,そ の うちの50パ ーセ ン トが部族民 で

占め られていた。独立以降,パ キスタ ンか らヒン ドゥー教徒ベ ンガル人の大量流 入に

よって急速 に人 口が増加 し,1971年 セ ンサスに よると総人口は約155万 人 とな り,そ の

結果部族民 が占ある人 口の割合 は30パ ーセ ン トに低下 して いる。

 〈162 人 口構成 〉 トリプ ラ州に居住す る諸 部族は1971年 セ ンサスによると以下の

ごと くで ある。

   部 族 名           人 口(人)

1 トリプ リ(Tripuri)       250,382

2 リア ン(Riang)           64,722

3 ジ ャマテ ィア(Jamatia)       34,192

4 チ ャ クマ(Chakuma)        28,622

5 ハ ラム(Halam)           19,076

6マ グ(Mug)          13,237

7 ノ アテ ィア(Noatia)         10,297

8 ク キ(Kuki)          7,775

g ガ ロ(Garo)           5,559

10ム ンダ(Munda)        5,347

11 ル シ ヤイ(1・ushai)         3,672

12 オ ラオ ン(Oraon)         3,428

13サ ンタル(Santal)        2,222

14 ウチ ャイ(Uchai)          1,061

15 カ シア(Khasia)            491

16 ビル(Bhi1)               169

17 レプ チ ャ(Lepcha)         177

18 ブ テ ィア(Bhutia)           3

 これ らの うち,ム ンダ族,オ ラオ ン族,サ ンタル族,ウ チャイ族,カ シア族,ビ ル

族 などは,茶 園の労働者 と して近年移住 して きた ものであ る。

 〈17歴 史 と文化変化 〉 トリプ ラ地方の諸族の歴史は,ト リプ ラ王 国の歴史 として

とらえ られ る。 トリプ ラ王 国が成立 したのは13世 紀 ごろ といわれる。 それまでの トリ
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プ ラ地方 は,南 西部 では東 ベ ンガルの0部 として,さ まざ まな王朝 によって勢力争 い

が行なわれてはいたが,北 東 部の山岳地帯 はほとん ど顧み られることがなか った。 ト

リプ ラ王国 が 成 立するのは この 山岳地帯 である。 トリプラ王家の史書 『ラジュマー

ラ(Rajmala)』 に よると,ト リプ リ族 は ノ ゥゴン(NaWgong)地 方 よりカチ ャール

(Cachar)地 方 を経 て トリプ ラ地方に定着 した とされてい る。 その後徐 々に勢力 を平

野部 にまで拡 大 し,15世 紀 頃 には チ ッタ ゴン山地 からシレッ ト(Sylhet)ま で におよ

ぶ王国を形成 した。 そ して この王国はマ ニキャ(Manikya)王 朝 と して知 られ,19世

紀 前半 に多 くの山岳地帯 の諸 部族 がイギ リスに併合統治 されたにもか かわ らず,,マ ニ

キャ王朝 はマハ ラジャと して独立 した行政権が認め られた[GAN-CHAUDHURI l980;

13-43]。

 トリプ ラ王国は支配部族 であ る トリプ リ族 と王家 に忠誠を誓 う諸部族 によって成 り

立 っていた。 トリプ ラ王国の支 配形態 は,王 と臣民であ る諸部族の間 に複雑な ヒエ ラ

ルキ ーが存在 していたが,基 本的には各部族,各 集落 に 自治権 が認 あ られて おり,そ

のため独 自の伝統的な社会 組織,文 化,宗 教,習 慣が守 られていた。 また王は年 に一

度すべての部族を集 め,ハ サム ・ポ ジャム(Hasam-Bh(>j am)と よばれるもてな しを

行い,王 の支配力 と各部族 の結束 を固めていた[GAN-CHAUDHURI 1980:..-54]。

 以 上のような歴史的背景 もあ り,現 代の トリプ ラ州 において トリプ リ族,リ ア ン族

などは,指 定部族 に含まれてはいる ものの,そ の社会的地位はかな り高 く,都 市部に

おいてホワイ トカ ラーの労働者 になってい るもの も多 くいる。

 次項以下 で 各諸族 の 特徴 を 概 説 する。 各部族 の 論述 にあた ってはおもに トリプ

ラ ・デ ィス トリク ト ・ガゼ ッテ ィア(Tripura District Gazetteers)に 依 拠 している

[MENON l975]。

                                (人見 五郎)

218



北東インド諸民族の基礎資料

ト リ フ。リ(Tripuri, Tripura, TipPera)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of India"AnthropologicaI Survey of India,

Culcutta・ よ り 作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈131位 置 〉 トリプ リ族 は トリプ ラ州の コワイ(Khowai),サ ダ ール(Sadar)を 中

心に トリプ ラ州全域 に居住す る。 トリプ ラ州の人 口の64パ ーセン トはベ ンガル人に よ

って 占め られて お り,ト リプ リ族 はベ ンガル人 につ ぐ人 口を有 しているが,も はや ト

リプ ラ州 における少 数派 とな って しまった。伝統 的な居住地は丘陵地 にあ ったが,現

在は平野部,都 市部に居住 する者 も少 な くない。

 〈56 社 会 成層 〉 トリプ リ族 はプ ラン ・トリプ リ(Puran Tripuri)と ナ トゥン ・ト

リプ リ(Natun Tripuri)の ふ たつの グループに分 けることがで きる。 プ ラン ・トリプ

リは古 くからこの地に住 み着 いて いる土着 の部族で,過 去において トリプラ地方 を治

めていた支配者 は,こ のプ ラン ・トリプ リの一員であ った。ナ トゥン ・トリプ リはプ

ラン ・トリプ リとベ ンガル人の混血に よって生 じた部族 である。 どちらも丘陵地 に居

住 するが,両 者における言語,習 慣,文 化はかな り異な り,ナ トゥン ・トリプ リはベ

ンガル人の文化,社 会様式の影響下 にあ る[MENON 1975:143] 。

 〈19言 語 〉 トリプ リ族の言語 はチベ ッ ト・ビルマ語族 のボ ド語群に属す る。 ボ ド

語 は文字を持たないが,15世 紀 頃か ら王 国支配のためベ ンガルの行政機構を取 り込ん
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で お り,そ の過程で ベ ンガル語 が 公用語 と して用い られ,書 き言葉 はベ ンガル語 を

用 いていた。 そのためほとんどの トリプ リ族 はベ ンガル語を 自由に話す ことがで きる

[MENON 1975:144]。

 〈342住 宅 〉 トリプ リ族の住居 は丘陵地 の 斜面に,地 面 より1メ ー トルか ら2メ

ー トル ほど高 くした杭上家屋で
,お もにタケで作 られて いる。〈24農 業 〉伝統 的な

生業 は焼畑で あるが,今 日では平野部,平 坦部 で水稲作 も行なわれて いる。女性 は機

を織 る。

 〈61親 族 集 団〉 トリプ リ族の社会は,ハ ダ(hada)と 呼 ばれ る12の グル ープに分

けられ,各 ハ ダの もとに多 くの父系 クラ ンが存在 する。 〈58婚 姻 〉 トリプ リは結婚

に際 し,花 婿は花嫁の両親の家 で1年 間奉仕 す る習慣 があった。 しか し今 日では結納

に よって置 き換え られている。 〈62 コ ミュニテ ィ〉 集落にはチ ョウダ リ0(chow-

dhury)と 呼 ばれ る首 長がお り,彼 を中心 に長老 の合議に よ?て 村 の取 り決めがなさ

れ る[MENON l975:1 1]。

 〈77 宗 教 的信仰 〉宗教 に関 して,彼 らは自 らを ヒンドゥー教徒であ るとみな して

い るが,ヒ ンドゥーの神 のほかに川 の神,森 の神 といった土着 の神を も崇拝 して いる

[MENON 1975:144]。

                               (人見 五郎)
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リア ン(Riang, Reang)

Sen, D. K.1971``Annexure to the Tribal Map of India"Anthropological Survey of India,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈17歴 史 と文化変化 〉 トリプ リ族 についで大 きな部族 が リア ン族であ る。 リア ン

族 は15世 紀 頃,チ ッタゴ ン(Chittagong)山 地 より移住 して きた部族で あると考え ら

れてい る。 トリプ ラ州全域 に居住 して いるが,ア マル プール(Amarpur),ビ ロニア

(Bilonia)に 多 く住 んで いる[MENoN l975:145]。

 王 政時代,リ ア ン族 は トリプラ王国の なかで もっとも強力な軍隊であ り,か つ王に

対す る忠誠心 も強い部族であ った。また歴代の将軍のなか に何入 もの リア ン族が含ま

れていた。そのため リア ン族 は トリプ ラ王国の一部を独立支配す ることを許 されてい

た[MENON 1975:145]。

 〈56社 会 成層 〉 リア ン族 の社会組織は,ラ イ(rai)と 呼 ばれ る絶対的な首長 が存

在 し,人 々は彼に服従 していた。 ライには従者 と して,僧 侶,書 記,音 楽演奏者 が随

行 していた。 ライは世襲 制で はな く,能 力 によ って新 たな ライが決 められていた。

 リア ン族 はメ シュカ(Meshka)と マ ルチャイ(Marchai)の ふ たつの グル ープに大

き く分 け られ,さ らにそれぞれマ シャ(Masha)と ラィチ ャック(Raichaku),ア ペ

ット(Apet)と チ ャンプ ン(Ghampung)に わ かれる[MENoN l975:145ユ 。
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 〈19言 語〉言語はボ ド語を話す。 リアンがチッタゴン山地より移住 してきたとす

るならば,こ のボ ド語は母語であるとは考えにくいと思われる。入手 し得た資料には

それについての言及はないが,お そらくトリプラ王国に忠誠を誓 ったことからボ ド語

に言語を変えて しまったのではないかと思われる。

 〈77 宗教的信仰〉宗教はヒンドゥー教とアニ ミズム信仰の混合したものである。

すなわちシバ神のほか,丘 の神,水 と川の神,海 と空の神,綿 の神などを崇拝 している。

大 きな祭 りは焼畑の始まりと収穫のときになされる祭 りのほか,年 に一度各地に散 ら

ばっているリアン族全員が集まり,川 の神 トリフ。ラ・サンダ リ(Tripura-sundari)を

たたえる祭が行なわれる[MENON l975:147]。

 〈24 農業 〉生業は焼畑であるが,現 代では水稲作も行なわれている。〈273 アル

コール飲料〉リアン族は酒を非常に好む[MENON l975:146]。

 〈58 婚姻〉リアン族の結婚の形態はトリプ リ族のそれとよく似ており,花 婿は花

嫁の家で2年 間働かねばならない。この期間はいわばお互いがうまくやっていけるか

を確かめ合う期間でもあり,う まくいかないときは花嫁の家を出て行かなければなら

ない。そしてそのときは両者の関係はなかったものとされる。幼児結婚,複 婚はない。

離婚は双方の合意のもとでのみ認められ,姦 通は厳 しく罰せられる。未亡人は1年 間

すべての装飾品をはず し,喪 に服す。その期間を過ぎれば再婚が認められる[MENON

l975:147]。

                               (人見五郎)
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ジ ャマ テ ィア(Jamatia)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of lndia"Anthropological Survey of lndia,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈173 口碑 ・伝説 による歴史 〉 トリプ ラ王 国時代,ジ ャマテ ィア族 は軍隊の機動

部隊で あった。 ジャマティア とい う言葉 の意味 は 「集合 し移動す る」 であ る。<131

位 置 〉ジャマテ ィア族 はダルマナガール(Dharmanagar),カ イ ラサハ ール(Kaila-

sahar),カ マ ルプール(Kamalpur)を の ぞ く全域 に居住 しているが,現 在ではおもに

平野部 に移 り,平 野部のベ ンガル人 と同 じ様式の住居に住 み,焼 畑 よ りも水稲作を好

んで行な っている[MENoN l975:148]。

 〈77 宗 教 的信仰 〉宗教は ヒン ドゥー教 とアニ ミズム信仰が混合 してい るが,ジ ャ

マ テ ィア族は 自らヒン ドゥー教徒であると宣言 してい る。 また様 々な習慣 はベ ンガル

人 の習慣 と共通 してい る。 教 育程度 は トリプ リ族 よりかな り遅 れ て い る[MENON

l975:148]。

 〈29服 装 〉男性の服装 はベ ンガル人 と同 じであ るが,女 性 は伝統的 は服装 を身 に

つ け,高 度な機織 りの技術を もっている[MENoN l975:149]。

                                (人見 五郎)
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チ ャ ク マ(Chakma, Chakuma)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of India"Anthropological Survey of India,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈131位 置 〉 チャクマ 族 はおもに カィラサハ ール(Kailasahar),ア マ ルプ ール

(Amarpur),サ ブ ラム(Sabrum),ウ 「ダ イプール(Udaipur),ビ ロニア(Bilonia)に

居 住 して いる。 〈56社 会成層 〉チ ャクマ族は い くつかの グル ープに分け られるが,

そ れ らのあいだに顕著な違 いはない。 首長 はデ ワン(deWan)と 呼 ばれ,彼 は集落 内

部に非常に大 きな権威 と影響力を持 っている[MENON l975:149]。

 〈77 宗 教 的信仰 〉宗教 は基本的には仏教であるが,ヒ ン ドゥー教,イ ス ラム教 な

どの影響 を うけて いる[MENoN 1975:149]。 〈58婚 姻 〉結婚は一般 に両親 など

の保護者 によ って取 り決め られる。妻 は夫に尽 くす ことが美徳 とされ,焼 畑 などのほ

か多 くの仕事で夫婦で助 け合 って行なわれ る。

 〈29服 装 〉食事などの習慣 はクキ族 とよ く似ている。女性は高度 な機 織 りの技術

を もつてお り,伝 統的な服装を まとう。〈30装 飾品 〉女性は金属の装飾品を身につ

けるほか,花 を好 み,し ば しば花を髪の毛 にさ した りす る。 〈24農 業 〉生業 はおも

に焼畑で あるが,水 稲作 も行なわれている。酒 はあまり飲まれ ないが,男 女 ともタバ

コを好む[MENoN I 975:149-・150]。
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 〈764葬 式〉葬式は盛大に行なわれる。遺体は木の棺に納められ,5日 から7日 後

火葬される[MENoN l975:150]。

                                    (人見五郎)
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ハ ラ ム(Halam, Hallam)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of lndia"Anthropological Survey of India,

Culcutta・ よ り 作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈173 口碑 ・伝説 による歴史 〉ハ ラム族 はクキ族 を起源 と し,ト リプ リ族が トリ

プラ地 方に移住す る以前か ら住んでいたと言 われてい る。 クキ族を起源 としてい るが,

習 慣,社 会組織等 は トリプ リ族 のそれに類似 して いる。ハ ラム族は過去 においては非

常 に獅 猛な部族 といわれ,人 肉を食 するとも言われていた。 しか し王に対す る忠誠心

は強 く,多 くのハ ラム族 が兵 士 と して王 に仕えていた[MENoN l975:150]。

 〈61親 族 集団 〉ハ ラム族 はダ ファ(dafa)と 呼 ばれる12の ク ランに分け られて い

た。今 日ではさ らに分割 して お り,16の ク ランが認め られ る。各 クラ ンにはクランの

先祖の名や クランが始ま った地域 の名が付 けられている[MENoN l975:150]。

 〈19言 語 〉言語 は基本的に は トリプ リ族 の言語 と変 わ らない。ハ ラム族 も トリプ

リ族 との関係 か ら言語が変化 した と思われる[MENoN l975:152ユ 。

 〈77宗 教 的信仰 〉宗教 は ヒン ドゥー教 と伝統 的な土着宗教が混合 している。 また

霊 の存在 も信 じられてお り,儀 式 には供犠 も行なわれてい る。祭 に関 してハ ラム族 に

特徴 的な ものはケル ・プジャ(Ker-puja)で,こ の祭 のときはハ ラム族以外の者が立

ち入 ることはで きない。 また4年 から5年 ご と に バ ラ ・プジャ(Bara-puj a)が 行 な
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われ,す べてのハラム族が一同に会 し,多 くのヒツジ,ニ ワトリ,ブ タが供犠され,

盛大な供宴が行なわれる。

 〈24 農業〉生業は焼畑が主で,労 働は男女間で分業がなされ,焼 畑など野外での

作業は男性が担い,家 事労働は女性が行なう[MENON l975:151]。

 〈58婚 姻〉結婚は トリフ。リ族の場合と似ており,花 婿は花嫁の家で4年 から5年

暮らし,仕 事を助けねばならない。結婚の際には宗教的な儀式はとりおこなわれない

が,食 事,酒 がふるまわれ,ダ ンスなどをして祝 う。複婚はなく,幼 児結婚も基本的

には認められていないが,い くつかの地域で行なわれている[MENON l975:151]。

                                (人見五郎)
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ノ ア テ ィァ(Noatia)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of India,, Anthropological Survey of lndia,

Culcutta・ よ り 作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 ノアティアの語源は 「新 しい」であるが,ト リプラ・グループの一部を構成 してい

るとみな して差 し支えない。習慣や生活様式はジャムティア族と非常によく似ている。

宗教もヒンドゥー教である[MENoN l975:153]。

                                  (人見五郎)
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マ グ(Mag, Mug, Mogh)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of lndia"Anthropo】ogical Survey of lndia,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈173 口碑 ・伝説 による歴史 〉マグ族 は17世 紀 ごろア ラカ ン(Arakan)地 方 か ら

移住 して きた とされてい る。仏教徒であ り,言 語 はビルマ語 とよく似 てお り,ビ ルマ

文字を用いる。 トリプ ラ王国時代 のマ グ族 は部族間 での調停役な どをお こなって王に

仕えて いた[MENoN 1975:153]。

 〈56社 会 成層 〉部族内には,他 の トリプ ラの諸部族の ような強固な ヒエ ラル キー

はな く,ボ マ ン(Bomang),チ ョウダ リー(Chowdhury),タ ハ シルダ ール(Tahasil-

dar)な ど と呼ばれる首長 も世襲制ではな く,一 一一般 に経済力,指 導力のあ るもの が選

ばれ る[MENoN l975:154]。

 〈61親 族 集 団 〉マ グ族はふたつの グループに分けることがで き,そ の下にふたつ

の父系の リネージがあ る[MEEON 1975:154]。

 〈794信 徒 集団 〉各集落にはケ ヨン(Keyong)と よ ばれる僧院があ り,僧 侶 はケ

ヨンで子供 に読 み書 きを教える[MENoN 1975=154]。

 〈24農 業 〉生業 は焼畑である。〈262食 事 〉食 物のタブーはな く,特 に発酵 させ

た肉や魚を好 む。 〈156 社 会 的パ ーソナ リテ ィー 〉女性 は 活発で装飾品や豪華 な服
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装を好む[MENoN 1975:155]。

 〈58婚 姻 〉結婚の制限はな く,自 由に結婚相手を選べる。結婚後は親と別に暮 ら

す。一般に男性は20歳 から22歳,女 性は16歳から17歳で結婚する。〈764葬 式〉葬儀

は火葬であり,僧 侶がとりおこなう。葬式の7日 後,僧 侶,親 戚,友 人などに酒,食

事がもてなされる[MENoN l975:154]。

                               (人見五郎)
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カ ー シ(Khasi, Cassia, Kasia, Khashia)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of India"Anthropological Survey of lndia
,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る
。

 〈19言 語 〉メガ ラヤ州の カーシ ・ア ン ド・ジャイ ンティア(Khasi and Jaintia)

山地 にすむオース トロ ・アジア語 系,モ ン ・クメール(Mon・Khmer)語 族 に属す る

もっとも重要 な部族がカー シ族であ る。 また カー シ族 の 名称は,一 般 には この カ_

シ族 のほかモ ン ・クメール語 を 話す語族 グループ を 全体を指 している
。 このグル_

プ に含 まれ る部族 に は 山地南東部 の ジャイ ンテ ィア(Jaintia)族
,西 部の リンガム

(Lyngngam)族,南 部のワー(War)族,北 中央 部のボイ(Bhoi)族 が ある。 これ ら

の部族 は,基 本的な言語 と社会構造 は同 じであ るが
,こ の山地の地形が複雑 な ことと,

ガ ロ(Garo)族 や ラル ン(Lalung)族 な どの近隣…部族の影響 を うけて
,文 化,方 言,

社 会生 活等異な ったもの とな っている[NAKANE l967:95-96]。

 〈17歴 史 と文化変化 〉カー シ族の出 自については歴史的な記述 が欠如 してい るた

め不明であ るが,カ ーシ語 はイ ン ドにお ける唯一 のモ ン ・クメール語の残存語であ り
,

山地名や河川 名が カーシ語であ り,か つ彼 らの間で移動に関す る伝承が ない ことか ら

イン ドにおける最初のモ ンゴロイ ド系の移住者 と推定 され る
。1830年 代 にイギ リスに

統 治され るまではカー シ族は小土侯 国に分かれ,シ ーム(Shime)と い う首長が統治 し
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ていた。またジャインティア族はジャインティア王国を形成 し,ア ホム王国やカチャ

リ王国との間で争いがあったことが記録されている[GAIT 1905:311-320]。

 イギ リスの統治下,カ ーシ族にはキリス ト教が普及し,ほ とんどのものがキリス ト

教に改宗 した。現在のカーシ族は無文字言語であったカーシ語をローマ字表記で表わ

すようにし,高 い教育水準を保 っている。またヒンドゥー教の支配下におかれること

に反対し,1972年 にこれまでのアッサム州から独立 して新たにメガラヤ州が設立され

たが,カ ーシ族はこの運動の中心であった。カーシ族はキリス ト教を信仰 しているが,

一方で家族制度や祖先崇拝など伝統的な側面を色濃 く残している[Cxis 1984:130

-133] 。

 〈342住 宅〉カーシ族の集落は山地の頂から少 し下ったところや低地 に設 けられ

ている。伝統的な家屋は平地家屋で石または木の壁とタケや葦で屋根が葺かれている。

家の中は入口から3分 の1が 土間になっており,残 りが一段高くなった板の床になっ

ており,い くつかの部屋に仕切 られている。家の中に炉が設けられ,窓 はなく換気口

がひとつある。集落には世襲または選挙による首長がいる[CHIB l984:137]。

 〈61親 族集団〉氏族関係は母系氏族でそれぞれの氏族は共通の女子祖先を持って

いると考えている。 日常生活で基本となるのはイイン(iing)と 呼ばれる4世 代の,

つまり曽祖母の女系氏族が構成する血族である。以前は6世 代までさかのぼっていた

[NAKAIVE l967:119-121]。

 〈428 相続〉財産は一般に末娘に相続される。夫には財産相続の資格がない。娘が

何人もいる場合は姉妹間で分配されるが,土 地,家 屋は末娘が得る。末娘は家族の中

で特別な存在で,財 産相続 とともに支配的な地位を占め,家 庭内での儀礼の長であり,

祭司でもある[CHIB l984:139-140]。

 〈58 婚姻〉結婚は氏族外であれば自由に結婚ができる。末娘 と結婚 した夫は0般

に花嫁の両親の家に暮らす。また末娘以外と結婚した場合も花嫁の出身の村で生活を

始める。結婚式はキ リス ト教の教会で行なうほか,卵 を割って日取 りを占い,家 畜の

いけにえを行なうなどの伝統的な方法 も行なわれる。家族の基本は核家族で,た だ し

末娘の家族は両親,未 婚あるいは離婚 した兄弟姉妹と同居する。夫に相続権がないこ

ともあって,離 婚もしば しば行なわれる。 また通い婚 や一夫多妻も見られる[(瓸IB

1984:139]。

 〈844 出産〉出産の際,へ その緒はタケまたは木のナイフで切 り,鉄 のナイフで切

ることはタブーとされている。子どもの名前は,司 祭がタケの容器に入った酒を滴 ら

せながら呪文を唱え,最 後の一滴の時に唱えられた呪文の言葉にちなんで名づけられ
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る。 そ してターメ リックの粉を子 どもと両親の右足にふ りか けられ る。 この命名の儀

式 に参加 した客 には男女 とも酒 が振舞われ る[CHIB 1984:139]。

 〈24 農 業 〉カー シ族の生業 は農業で,丘 陵地では焼畑 中心で,低 地で は水稲 作が

行 なわれて いる。焼畑では陸稲,1ト ウモ ロコシ,雑 穀,イ モ類な どのほか,1830年 頃

この地に導入された ジャガイモは自給用の ほか換金作物 としてさかんに栽培 されてい

る。農具は低地の水 田では黎が用 いられ るが,焼 畑で は鍬 の ほか簡単な農具 しかない。

〈23家 畜飼養 〉家畜 は ウシ,ブ タ,ヤ ギ,ヒ ッジ,ニ ワ トリなどが飼われ
,食 用の

ほか犠牲 にも用 いられる。食肉のタブーはな く,ま た生乳,乳 製品は キ リス ト教が普

及 してか ら利用 されるようにな った。イヌは番犬 と狩猟 に用 いられ る。〈224狩 猟 と

わな猟 〉カーシ族 は狩 りが うま く,先 に毒を塗 った弓矢を用 いた り,ワ ナを仕掛 けて

狩猟 を行 なう。現在で は弓が鉄砲 に変 わったが,ス ポーッと して アーチェ リーが楽 し

まれている。〈226漁 労 〉漁 もよ く行なわれている。竹製 の漁具の ほか,毒 を流 して

捕 ることもある。

 〈25食 物 加工 〉一般 的な食事は,米 飯 と乾燥 した魚,肉 の料理であ る。 ライス ・

ビール,キ ンマの実,タ バ コも好 む。 また カンラィ(kanlai)と 呼ばれ るサゴの木 の

樹皮 の内側を好 み,こ れを 乾燥 して粉末 に した ものを コメと混ぜて食 べる[PANDAY

l979:69-72]。

 〈322 木 工 〉工芸 品は一般 的 なものは竹製品,木 工製品で あるが,村 ごとに鍛冶,

エ リ種の絹織物,陶 芸品・染色な ど特色のあるものが作 られて いる[PANDAY l979:

69-72]。

 〈29服 装 〉カー シ族の伝統的な服装は男性 はすそ と胸に房 のついた袖な しの服で

腰布を巻 き,頭 には耳 あてのつい た帽子かターバ ンを巻 く。女性 は下着の うえに肩 か

ら足首 までの長い服 を身につけ る。〈30装 飾品 〉男性 も女性 も装飾品をつける こと

を好 み,金 製,銀 製の ものを含むイヤ リング,ネ ックレス,ブ レスレッ トを身 につ け

ている。特に女性 は過剰なまで も装飾品をつ ける傾 向がある[BAHADuR l 977:11-

12]。

 〈77 宗 教 的信仰 〉宗教 はほとん どの カーシ族 がキ リス ト教に改宗 してい るが,祖

先崇拝が根 強 く残 ってお り,ま た 自然界のあ らゆるものに霊が存在す るとも信 じられ

てい る。祖先崇拝を特徴づ けるものに葬儀 と巨大石碑の建設 がある。 カーシ族 は現世

の地上 と死後の天国の観念があ り,天 国では祖先 の氏族 とと もに平和に暮 らせるとさ

れている。 しか し十分 な葬儀 と先祖崇 拝を怠 ると,魂 は天 国に行 けず空中をさまよい,

悪 霊に悩 まされ るとされている[CHIB 1984:140]。
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 〈76死 〉葬儀は長期間にわたって行なわれる。死者 は火葬にふされる。このとき

家畜をいけにえにし,死 者の傍 らには食事が供えられる。遺骨は村はずれの小さな箱

型石墳にまず納められる。この石墳には最近死んだ者の遺骨が納められている。ここ

には氏族員が次の儀式のための十分な蓄えができるまで遺骨が保管される。ついで家

の庭か近 くに大 きな石墳をつくり,村 の石墳から遺骨を氏族の最年長の女性の家に運

び,遺 骨に酒を供え,ウ シをいけにえに して,新 しい石墳に納める。最後に氏族の納

骨堂に運ばれる。 ここには共通の祖先をもつ子孫の骨がすべて納められている。この

最後の儀式のときに長方形の大 きな石の記念碑が立て られる。記念碑は3個 から5個

の石柱が立てられ,こ のときもウシ,ブ タ,ヤ ギなどがいけにえにされる。死者が死

んでから氏族の納骨堂に納められるまで数年間費やされる[CiODWIH-iiUSTEN 1872:

125-133]。 これらの石の記念碑は,現 在 もガウハティからシロンにいたる自動車道

路沿いにみることができる。

 〈789 呪術〉 そのほかカーシ族の宗教を特徴づけるものとして,先 にも述べた卵

の占いがある。 これは卵を割って,そ の殻の形で吉凶を占うもので,結 婚,儀 式,旅 行,

狩猟などあらゆるものの日取りが この占いによって決め られ る[BAHADUR 1977:

11]。

                               (人見五郎)
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"Th
eLushalKukiClans"[SHAKEspERE1912]を も と に作 成 。

図10ク キ ・ チ ン 諸 族 の 分 布(1)-1912年 一



"Ch
anging Phase of Tribal Area of Manipur"

[GORI 1984]を も と に、 ブ デ ィ ・シ ン

(C.H. Budhi Singh)の 意 見 を参 考 に して 作 成 。

L

図11 ク キ ・ チ ン 諸 族 の 分 布(2)-1984年 一
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ク キ ・チ ン諸 族 概 説 ク キ(Kuki),チ ン(Chin),キ ャ ン グ(Khang,

Khyeng)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Triba l Map of India"Anthropological Survey of India,

Culcutta・ よ り 作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈101 ア イデ ンテ ィフ ィケー ション〉クキ ・チ ン諸族 は,イ ンド,バ ング ラデ シュ,

ビルマにかけて居住 し,そ の総称 として,ビ ルマ語 ではチ ン(Ghi11)と よ ばれ,ア ッ

サ ム語,ベ ンガル語で はクキ(Kuki)と よばれ る。 クキ ・チ ン語群の言葉を話す集団

は単一の呼称 を もたず,レ イゾ(Laizo),ミ ゾ(Mizo),ア シ ョウ(Asho),ゾ ー(Zo)

な ど,「 ゾー(Zo)」 と いう言葉 か ら派生 した さまざまな言葉 をもちいている。 レーマ

ン(1・ehman)に よ れば,ゾ ーは 「未開」を意味す るという[LEHMAN l963:3]。 ク

キ ・チ ン諸族 に関連 して,「 友人」を意味す るビルマ語 の キャング(Khyang)が,13

世 紀 の中頃か ら記録 されてい る[LEBAR et al.1964:49]。 イ ン ドとイギ リスとの接

触が おこった初期 の頃は,現 在,Kukiと よばれ る最初の形態 と して, Kookieあ る

いはCuciと い う言葉 が もちいられた。 また,ク キという言 葉は,イ ンドおよびバ ン

グラデシュの人々に対 して もちい られるが,ク キはチ ンと同義語であ る。 クキは,狭

義に は,マ ニプール山地(Manipur Hills)や カ チ ャ リ山地(Kachari Hills)に 住 む

部族 に対 して使用される[LEBAR et al.1964:49]。 本稿 では,ビ ルマ側に住む ク
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キ ・チ ン諸族 をチ ン,イ ンド・バ ングラデ シュ側 に住む クキ ・チ ン諸族 をクキと以 下,

呼 ぶ ことにす る。

 ク キ ・チ ン諸族 と して知 られてい る部族 の代表的な ものは,次 の とお りであ る。

○古 クキグル ープ……アイモル(Aimol),チ ョ ウテ(Chote),コ ム(Kom),プ ル

          ム(Purum),ヴ ァイフェイ(Vaiphei),ア ナ ル(Anal),チ ル

          (Chiru),ゾ ウ(Zou),コ イ レ ン(Koireng),ラ ン ガ ン グ

          (Lamgang),マ ー(Hmar),フ ラ ンコル(Hrangkhol),ハ ラム

          (Halam),ギ ャ ンテ(Gangte)

          (モ ヨ ン(Moyon),モ ンサ ン(Monsang)に 関 して は古 クキグ

          ル ープに含 めるか どうか不 明な点がある。)

○新 クキグループ……タ ドー(Thadou),パ イ テ(Paite),シ ム テ(Simte)

○ ル シヤイ(Lushai)

○ ラケール(Lakher)

○ メ イテイ(Meitei)

○ 南 方 チ ングル ープ(Southern Ghin)

○ 北 方 チ ングループ(Northerll Chin)… … ポイ(Poi)

 〈131 位 置 〉クキ族 は,お よそ北緯24度 か ら26度,東 経92度 か ら95度 に かけて居住

し・マニプール,カ チ ャリ山地を中心に,0部 ビルマ,ト リプ ラ山地(Tripura Hills),

チ ッタ ゴン山地(Chittagon Hilis)に も住 む。現住地への移住 の順 に,ク キ族 は,大

き く古 クキと新 クキに分け られ る。古 クキグル ープは,数 多 くの小 さな部族の集 りで,

薪 クキグループに くらべて半世紀 はや く,テ ィッペ ラ(Tippera)や カ チ ャ リか ら移

住 して きた。 新 クキはタ ドー(Thadou)だ けの単一部族であ ったが,最 近 はギ ャン

テ(Gangte)族 や パ ィテ(Paite)族 も,新 クキグル ープに含 める傾向 がある。ル シャ

イ(L・ushai)族 は,ル シャイ山地(Lusha.i Hills)を 中心に居住 し,ク キ族 よりも遅 れ

て移住 して きたが,周 辺の部族 に大 きな影響をあたえ,ク キ族を北方へ追いや った。 ラ

ケール(Lakher)族 は,ミ ゾラム(Mizoram)州 の 最南端 に住む。 メイテイ(Meitei)

族 は,マ ニプ ールで最大の人 口を もつ部族 であ る。14世 紀頃か ら連合 して,マ ニプー

ル王国をつ くった。18世 紀 に,ヒ ン ドゥー教 を とりいれて ,ク キ ・チ ン諸族 の他の グ

ル0プ とは,だ いぶ異な る社会形態を もつよ うになった。チ ン族 は
,ビ ルマ ・イ ンド

国境の山地を北緯25度30分 か ら南の アラカ ン山地 の北緯18度 ぐらいまでに住 む。 レー

マ ンは,ビ ルマ側の チン族 につ いて,北 緯21度45分 で,南 方 と北方 に分けている。南
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方 のチ ン族 は,物 質文化 が貧 しく,単 純 な社会組織で,北 方の チン族 は,複 雑 な物質

文化,社 会組織を もち,ア ッサム地方 のル シャイや ラケール(Lakher)族 との関係が

深い とい う[LEHMAN 1963:14]。

 〈171歴 史 と文化変化 〉クキ ・チ ン諸族 は,紀 元後1000年 の なかば頃か ら,東 ビル

マの低地 に住んでいた。シェイクス ピア(Shakespere)は,古 クキグループおよびル シ

ャイ族の原住地を,マ ニプール川の下 流地域 に想定 している[SHAKESPERE 1912:

148]。16世 紀 は じめにビルマ人 とシャン族の戦 いの結果,西 側 の山の方へ移動 した。

平和 的な奴隷交易があ ったのみで,ビ ルマ人 とクキ ・チ ン諸族のあいだの戦 いの記述

はみ られない。18世 紀 のは じめに,マ ニプールにはい ってきた ヒン ドゥー教の影響で,

クキ ・チ ン諸族のあいだに ヒンドゥー化 した国家がで きた。その代 表的な ものは,メ

イテイ族であ る。

 1780年 頃,平 原 に住 むクキ ・チ ン諸族 は西洋人と接触があ り,そ の関係 はゆっ くり

発展 して いったが,東 ベ ンガル とアラカ ンの権 益をめ ぐって,ク キ ・チ ン諸族が イギ

リス領 に侵入 した。1885年 の ビルマ王 国の併合に ともな って,イ ギ リス とクキ ・チ ン

諸族 は,全 面戦争に突 入 した。1890年 代 には,イ ギ リスはビルマ,ア ラカ ンとベ ンガ

ル,ア ッサムか らそれぞれチ ン山地(Chin Hills)へ 探 検を おこな った。1918年 まで ク

キ ・チ ン諸族の抵抗はつづ いた。 イギ リスとアメ リカの プロテスタ ン ト・ミッショナ

リーが19世 紀のおわ りに,ベ ンガルと ビルマの境 の両側で活動 をは じめた。1948年 の

独立後,ビ ルマは以前の チン ・ヒル ・デ ィス トリク ト(Chin Hil1 District)と パ コッ

ク ・ヒル ・トラク ト(Pakkoku Hill Tract)を 包 合 して チ ン特別 区(Chin Special

Division)を 形 成 した。 ル シャイ族 は,18世 紀 に現在の居住地 へ移動 して きて,ク キ

族を北方においや ったが,20世 紀 にな って,一 部が ビルマへ もどった[LEBAR et al.

1964:51]。 ビルマおよび イギ リスとの関係 について は,エ ンブ リー(Embree)の 著

書に詳 しい[EMBREE l950:15-i6]。

 〈142 身 体 諸形質の情報 〉人種的には,モ ンゴロイ ド系で ある。ただ,一 部,メ イ

テイ族には,ア ー リア系の人 々がみ られ るとい う[HODSON 1908:2]。

 〈173 口碑 ・伝説 による歴史 〉 出自伝説で ほぼ共通 してみ られ るの は,祖 先が地

底にあ る洞窟か らやって きた とい うものであ る。洞窟の所在地は ビルマに想定 される

ことが多い[SHAKESPERE l912:150]。

 〈621 コ ミュニティの構 造〉 古 クキグル ープは,ル シャイ族やタ ドー族に くらべ

て,民 主的に組織 されている。古 クキグル ープには政治 に関す る永続 的な制度 がな く,

世 襲の首長を もたない。ガ ム(gam)あ るいはガ リム(ghalim)と よ ばれ る首長が,お
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のおのの村の人び とによって選 出され る。首長の義務 は,宗 教に関連 したものであ り
,

す べての討議 は,村 の長老たちによる集会 によ って決 め られ る。タ ドー族の内部は数

多 くの小規模 のク ランに分かれ,い くつか の村を治 めるラジャ(raja)が い る。 これ ら

の首長には,現 金であ るいは労働の提供 によ って報酬があたえ られる。首長には ,何

人かの補佐役がつ く[SHAKESPERE 1912:148-149]。 メ ィティ族 は,ラ ジャによ り

統 治 され,軍 の機構 と密i接にむすびついて いる。領土的国家 というよ り,個 人的なサ

0ビ スに もとついた封建 的構造を もっ[HoDsoN 1908:59]
。

 〈565 社会 階級 〉南方のチ ン族 には階級 は存在 しないが,勲 功祭宴の行為 によ って

ことなる階層が形成 される。北方では,氏 族 は貴族 と平民にわかれ る。 しか し,ど ち

らも上昇 した り下降 したり,地 位 の移動が おこる。裕福な農民 は,高 い ランクの リネ

ー ジと結婚す ることを くりかえす ことに より
,貴 族 的な地位 を獲得す るが,首 長職は

継承で きない。伝統 的なチ ンの社会では,平 民 の下 に農奴 と奴隷の2つ の ランクがあ

る。農奴は,裕 福 な人 々に借金があ る人々で,奴 隷 は,戦 争でつかま った人 々である。

奴隷は・イギ リス領 となった時期に廃止 された[LEHMAN l963:89-90]。

 〈61 親 族 集団 〉クキ ・チ ン諸族の出 自は,父 系をた どる。 チ ン族 は,父 系 シブ リン

グで父系 リネー ジをもつ。北方の チ ン族 のあいだで は,リ ネージは,母 親の ランクに

したが うが,南 方で は,こ の例ではない。 クキ ・チ ン諸族の ほとん どは,一 夫 一妻で

あ る。一方で一夫多妻婚 もみ とめ られ,貴 族や富裕な商人のあいだでひ ろ くおこなわ

れている・婚資が妻の家族 と妻の叔父 に支払われ る[LEBAR et al.1964:54]。

 〈428相 続 〉クキ ・チ ン諸族 は,基 本 的に末子相続であ る。 年少 の息子が,年 老

いた親の面倒をみ る責任があ る。結婚後,息 子は家をでて自分の家をたてる。ふつ う

の世帯 は,核 家族 である。 ラケール族のあいだでは,第 一子 出産の ときに家をたて る。

ただ し,一 部の部族に長子相続がみ られる[LEBax et al.1964:54]。

 〈36 集 落 〉クキ・チ ン諸族は,マ ニプール渓谷 をのぞ き,お よそ1,000メ ー トルか ら

2,300メ ー トルの高 さに居住す る。 小 山の頂 きに居住す るグループもあ るが ,ラ ケー

ル族 など,尾 根の斜面に住むのを好 むグループもい る。村落の形態 は,ル シャイ族の

大 きな集 中型の村落か ら,分 散 し,孤 立 した形態を もつマニプールの古 クキグループ

まで さまざまであ る。ル シャイ族 の村は,中 央の広場か ら放射状 にの びた道沿 いに家

が建 ち・入 口には柵 と防塞を もつ。 メイティ族の村は,川 の堤防 にそ ってたて られて

お り,そ れぞれの囲い地 内に,散 在 した家屋の集ま りを もっている。マニプール州の

州都であ るイ ンパ ールは,「 家屋 の集合」を意味 している[LEBAR et al.1964:51]。

 〈342住 宅 〉北方のチ ンは,め ったに住居 を移動 させ ないが,南 方の チンの村 は,
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永 続 的なものではない。共 同の供犠のための広場があ り,そ の近 くに首 長の家 と議会

の メンバーおよび富裕 な人々が住 む。 クキ族の主要 な村 のい くつかは200世 帯 ほ どで

構成 され,家 屋 は,地 上か ら約1メ ー トルの高さの壇上にたて られてい る。家 はすべ

てタケでつ くられ,屋 根はタケの葉 が まざ った草で 葺かれて い る。 古 クキグル ープ

で は,ゾ ウル ブ ック(zawlbuk)と い う若者が 宿泊す る共 同の建物が つ くられてい る

[LEBAR et a1. 1964:51]。

 〈24農 業 〉生業は,焼 畑耕作 による農業 が中心であ る。 ビルマのチ ン族 は,ト ウ

モロコシを焼畑でつ くり,南 方の チ ン族,ル シャイ族,ラ ケール族 はコメを主 につ く

り,北 方 のチ ン族では,ミ レ ットを補助的に栽培 し,祭 のさいに使用 して いる。焼畑

で は,マ メ科植物,ヒ ョウタ ン,サ トウキビ,ヤ ム,タ ロ,香 辛料,タ バ コなどがつ

くられ る。菜園では,バ ナナ,ガ ー リック,チ リ,イ ンデ ィゴを栽培 してい る。 クキ

族 は,焼 畑耕作で コメと綿 を主 に栽培す る。焼畑 は,寒 い季節 に開墾 し,3月 か ら4

月 に燃 や し,鍬 でたがやす。一世帯で3エ ーカーか ら6エ ーカーの畑を もつ。北 方の

チ ン族 では,3年 か ら4年 続 けて畑 を使用 し,7年 か ら9年 休閑地にする[1.EBAx et

al. 1964:51]。

 〈23家 畜 飼養 〉家畜は,ミ タ ン牛,雄 牛,雌 牛,ヤ ギ,ブ タ,ニ ワ トリなどが飼わ

れてい る。 ミタ ン牛は,主 に婚資 用と して もちい られ,雄 牛,雌 牛,ヤ ギ,ブ タ,ニ

ワ トリは,食 肉お よび祭祀 のさいの供犠 としてつかわれ ることがおおい。牛乳を飲む

習慣は最近 のものであ る[LEBaR et al.1964:51]。

 〈224狩 猟 とわな猟 〉狩猟 は,食 べるた めより,ス ポーッと しておこなわれ,儀 礼

的 な活動 に重要な役割をはた している。 クキ族 は,狩 猟を好 み,狸 猛 な野獣 を他の部

族 より狩 るのが上手な熟練 したハ ンターであ る。野生の ゾウを狩 って,牙 を とり,市

場で売 る。 弓矢や槍をつか って狩 りをす る[LEBAR.1964:52]。

 〈226漁 労 〉メィティ族の厳格 なヒン ドゥー教徒のあいだで は,漁 労 も狩猟 もおこ

なわれない。 しか し,マ ニプール盆地の ロタ(Loktak)湖 周辺 に住 む部族 は,漁 労 も

さかんにお こなってい る。魚 は,網,罠,槍 をつか ってあ るいは毒をダムに流 して獲

る[LEBAR et a1. 1964:51-52]。

 〈77宗 教 的信仰 〉クキ ・チ ン諸族 の宗教 は,伝 統 的にはアニ ミステ ックな もので

ある。パテル(Pather)あ るいはパ テ ィア ン(Pathian)な どの最高神 を中心に,森 や

山に住む さまざまな精霊の観念がみ られる。祖先の村あるいは死 者の村 とい った死 後

の魂の世界についての観念 も共通 してみ られる。 しか し,現 在では,伝 統 的な形態を

比較的 よ くの こして いる部族 もあ るものの,ヒ ンドゥー教化 した部族お よびキ リス ト
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教化 した部族 も多 い。 メイテイ族 は,ヴ ァイシュナヴ ァ派の ヒンドゥー教徒であ る。

カース ト制に似 た社会構造を もち,通 過儀礼や不浄の観念 など,ヒ ン ドゥー教 的な観

念 が濃厚であ る。メイテイ族の近隣に住む古 クキグル0プ の うち,チ ルやモ ヨンな ど

の部族 は,メ ィティ族の影響を強 くうけ,ク ランなども共通す るものが多い。19世 紀

の ミッションの布教活動に よ り,キ リス ト教化 した部族 も数多い。ル シャイ族 の35バ

ーセ ン トが キ リス ト教徒であ る。ギ ャンテ,マ ー族 なども,伝 統的な観念が うすれ,

通 過儀礼 などにおいて も,キ リス ト教方式を採用 して簡単 におこなわれるようにな っ

ている。

 本 稿で は,以 下,マ ニプール州,ミ ゾラム州に居住す るクキ ・チ ン諸族についてひ

とつづつ みてい くが,ビ ルマの チン族 につ いては,北 東 イ ン ドにおける民族誌要約 と

いう趣 旨か らはずれるので,単 独であつかわない。

 1961年 の センサスに,Kukiと い う部族 名で,27,812人 の 人口が挙 げられてい る。

これは,古 クキグループを一括 した ものと思われ る。 しか しなが ら,こ の数字には,

ク キ ・チ ン諸族 の本拠地で あるマニプール州 は含まれていない。逆にマニプール州に

おいては,そ れぞれの部族 ごとに人口が示 されている。 さきに,本 誌 冒頭の 「は じめ

に」で示 した ように,イ ン ド政府のセ ンサスは,上 位分類 と下位分類 が混在 し,州 の

担当者 によって,分 類 の仕方 が異な っている。 クキ ・チ ン諸族について も例外で はな

い。 したが って,以 下,古 クキグループのそれぞれの部族 について,セ ンサスに掲げ

てある数字 は,マ ニプール州 に居住す る人 口のみを示 す ことを,あ らか じめおことわ

りしてお く。

                                (八木 祐子)

243



国立民族学博物館研究報告別冊  9号

ア イ モ ル(Aimol)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Triba1 Map of lndia" An thropological Survey of lndia,

Culcutta・ よ り 作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈101 ア イ デンテ ィフ ィケーシ ョン〉 ア イモル族 は,マ ニプール州の 南東 部を中

心 に居住す る,ク キ ・チ ン諸族 の古 クキグループの一部族で ある。 しか し,1989年2

月 の栗 田の調査によれば,ア イモル族 は,最 近,自 らのアイデ ンテ ィテ ィを クキ ・チ

ン諸族 よ りもナガ(Naga)諸 族 に求 める傾向があ るという。<161人 口>1961年 の セ

ンサスで は,108人,1971年 の セ ンサスでは,836人 の 人口がマニプール州 において記

録 されて いる。〈112参 照 された文献 〉アイモル族に関する文献 は,非 常 に少 な く,

シェイ クス ピア(Shakespere)の"The Lushei Kuki Clans"に 若 干記述 されて いる

だけであ る[SHAKESPERE l912]。

 〈175記 録 された歴史 〉マニプール年代記には,1723年 に,最 初 の記述がみ られ る。

Aimolは,も ともとAi-mualと い う,古 い村のあ った場所の名前 であ ろうと言 われ

て いる。Aiは,ル シャイ語 で,イ チゴあ るいはカニを意味 し, AizaulやAijalと い

う地名に使 用されて いる。mualは,ル シャイ語で,丘 の支脈をあ らわす言葉 であ る。

Ai-mualの 原 住地は,ル シャイ山地(Lushai Hills)の 中心部であろ うと推測 されて

いる[SHAKEsPERE 1912:151]。
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 〈621 コ ミュニティの構造 〉アイモル族 の社会 には,ト ムパ(thompa)と い うクラ

ンの首長がいるが,特 別の権力はな く,何 の報酬 も受 け取 っていない。各村 ごとに,4

つ の村 落機 関があ り,狩 猟で とらえた獲物の一部を,報 酬 と して受け取 っている。 そ

の1つ が,ク ル・ラクパ(khul-lakpa)と よ ばれ る村 長で,世 襲制で ある[SHAKESPERE

1912:152-153]。

 〈616半 族[モ イエティ】〉社会 は,優 劣 の差 のある半族で構 成される。<618 ク

ラ ン〉半族 は,外 婚集団と しての クランをもつ。 〈582婚 姻 規制 〉出自は父系をた

どり,母 の兄弟の娘 との婚姻がお こなわれ,父 の姉妹の娘 との婚姻 は,禁 止 されて い

る[レ ヴ ィス トロース 1975:495]。

                                 (八木祐子)
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ア ナル(Ana1)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of India"Anthropological Survey of India,

Gulcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈101ア イ デ ンティフィケー ション〉ア ナル族 は,ク キ・チ ン諸族 の古 クキグルー

プに属す る集団で,マ ニプール盆地の南東側,お もにロタ(Logtak)湖 の 東側を 中心

に居住す る[GORI 1984:23]。 しか し,最 近は 自らの アイデ ンテ ィテ ィをクキ ・チ

ン諸族 よ りもナガ族に求める動 きがみられ る[KABuI l985:10-ll]。 〈161人 口 〉

アナル族 は,1961年 の センサスにおいて は,4,868人,1971年 の センサスでは,6,592

人 の 人 口が,マ ニプール州において記録 されてい る。

 〈175記 録 された歴史 〉マ ニプ ール年代記 には,チ ン族 とともに,16世 紀 の半 ばに

最初の記 述がみ られ,ハ ウピ ・ピー ク(Haupi Peak)か らやって きた と言 われている。

 〈173 口碑 ・伝説による歴史 〉 アナルの伝説では,二 人の兄弟が,ハ ウ ピ・ピー

クの洞窟か らやって きて,兄 はアナルの祖先 とな り,弟 はマニプール河谷 へ行 き,王

になったとい う[SHAKEsPERE 1912:150]。 ま た,カ ブイ(Kabui)は, Hansuと

Hanthaと い う洞窟 か ら逃げた2人 の男 が,ア ナル族の祖先 とな り,現 在 の半族 に結

び付いてい るとい う伝説を紹介 している[KABUI l985:8]。

 〈61 親族 集団 〉アナル族は,外 婚集 団の単位 となる半族組織を もち,そ れぞれの
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半族 は39の クランを もつ[KABUI 1985:14]。 村 に は,以 前 にはコラプ(kolapu)と

よばれ,現 在で はクル ・ラクパ(khul-lakpa)と よばれる首長がい る。 厳密な世襲制

ではないが,し ば しば父 から息子へ首長の地位が受 け継がれる。 メイテイ族 の習慣が

入 って,呼 称が変化 したといわれ る[KaBUI l985:30]。

 〈24農 業 〉生業 は農業が中心 であ り,焼 畑耕作 と水稲耕作 がおこなわれている。

コメ,ゴ マ,ト ゥモロコ シ,ダ イズ,カ ボチャ,ヒ ョウタ ン,シ ョウガ,ト マ ト,ト

ウガ ラシなどが栽培 されてい る。 〈23家 畜飼養 〉家畜は,バ ッフ ァロー,ミ タ ン牛,

ブ タ,雄 牛,ニ ワ トリなどを飼 って いる[KABUI l985:1 1]。

 〈844 出産 〉出産に際 し1て,妊 婦は,夜 に外 出 したり,ヘ ビを殺 してはな らな いな

どのさまざまな制 限が課せ られ る。妊婦の夫 も狩猟が禁 じられ る。出産は,村 の女性

が手助 けして家 でおこなわれ る[KABUI l985:16]。 出産に 関 して,古 クキグル ー

プの いずれについて も,シ ェル(sherh)と よばれ る産婦の行動が制限 され る期間が み

られ るが,ア ナル族 につ いては,3日 間で ある。子供が生まれると,ク ルプ(khulpu)

と い う呪術師が呼ばれ,彼 が呪文をとなえたあ と,ズ ー(zu)と い う酒 と魚が村 中に

配 られ る。酒 と魚 を配 ってい るときに,家 の守 り神,サ クア(Sakhua)が 目覚 め,子

供の魂が呼び寄せ られ るとい う[SHAKEsPERE l912:160-161]。 出産後,7日 目に

テ ンプ(thempu)と よ ばれ る司祭 がよばれて,名 づけがおこなわれる。〈553 命 名 〉

第1子 か ら第5子 まで,男 女別 に それぞれ特定の名前が つ けられる[KABUI l985:

16]。

 〈58 婚 姻 〉結婚 には,見 合 い結婚,恋 愛結婚,秘 密結婚の3種 類 の形態があ る。

婚約の後に,ズ プム(zupum)と い う結婚式がお こな わ れ る。 花嫁 の家 に花婿側の

家族が出向 き,コ メとブタが参列者に配 られる。 このときか ら,若 者 は,花 嫁の家に

の こり,花 嫁 の父 に,3年 間,労 働奉仕をす る。 これは,花 嫁代償の0種 であ る。 この

労働期間が終 わると,ミ タ ン牛 と大 きなダオ(dao)と よばれ る刀 が花嫁の父にお くら

れ る。結婚 に際 して,婚 資 が花 婿側 か ら支払われ る。以前 は30ル ピーに相 当す る青銅

の鐘であ ったが,現 在では,3,000ル ピーの婚資 が支払 われてい る[KABUI 1985:19

-20] 。〈595複 婚 〉シェイクス ピア(Shakespere)に よれば,以 前 は,一 夫多妻 が認

められてお り,最 初の妻は,夫 と5夜,二 番 目の妻 は4夜,三 番 目の妻は3夜 を とも

にす る慣 習があ った という。〈428相 続 〉相続 は,数 人の息子 で財産を分 けるが,基

本的には,末 子相続であ る。離婚 は,簡 単にお こな うことがで きるが,妻 か ら離婚を

のぞむ場合 は,50ル ピー払 うか,村 人 に宴会をひ らかなければな らない[SHAKESPERE

1912:154-159]。
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 〈76死 〉死には,自 然 な死 と事故死 や殺人 による死 などの不 自然な死 の2種 類 の

観念 があ り,そ れぞれ葬式 のや り方 が異な ってい る。村の司祭 によって葬式がお こな

われ,ク ランごとの共 同墓地 に埋葬 され る。不 自然 な死 の場 合は,村 の外に埋葬 され

る[KABUI 1985:20]。

 〈77宗 教 的信仰 〉シェイ クス ピアによれば,ア ナル族の信仰 についての観念は,

ル シャイ(Lushai)族 と類似 してい る。 パ テル(Pathel)と い う空に住む 普遍 的な創

造神が認識 されている。〈775 来 世 観 〉また,人 が亡 くな ると,そ の魂 は,し ば ら

く墓の まわ りを さまよったの ちに,新 しく赤ん坊 として生 まれ変わ るという信仰 も持

っている[SHAKEsPERE lgl2:157]。 カ ブイによれば,ア サパ ワン(Asapavan)が

最 高神で あ り,危 険 に際 して,人 々は彼の名をとなえ る。 また,チ ュワ(Chuwa)と

カ ワ(KhaWa)が,宇 宙の創造者であ り,そ れぞれ 大地 と 天をつ くったと信 じられ

ている。 シェイクス ピアの指摘 した創造神パ テル は,家 内の神 と して信仰 されてい る

[KaBUI 1985:23-24]。1917年 に キ リス ト教が もた らされ,伝 統 的な信仰も変化 し

つつあ る[KABUI l985:27]。

                                 (八木 祐子)
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チ ル(Chiru)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of India"Anthropological Survey of lndia
,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈101ア イ デ ンテ ィフ ィケーシ ョン〉チル族 は,ク キ ・チン諸族 の 古 クキ グルー

プに属 し,マ ニプール盆地を中心 に居住す る。1989年2月 の栗 田の調査によれば最近

は自 らの アイデ ンテ ィテ ィをクキ ・チン諸族 よ りもナガ族 に求 める傾向があるとい う。

〈112参 照 された文献 〉 チル族についての単独で あつ かった文献 は 入手 で巻 なか っ

たので,本 稿 は,1966年 の ヴィ レッジ ・サーベイ ・モノグ ラフのタ ングジング ・チ

ル(Thangjing Chiru)村 の村落調査に依拠 し,1912年 に書 かれ た シェイ クス ピァ

(Shakespere)の"The Lushei Kuki Clans"で 補 って記述 する。 この村 は,イ ンパ

ール(Impha1)の 西11マ イルの ところに 位置 して い る[SINGH l966;SHAKEsPERE

l912]。

 〈175記 録 された歴史 〉 チル族 に関 して,マ ニプール年代記に16世 紀半ばに最初

の記述 がみ られ,フ ラングラル山地(Hranglal Hills)か ら,マ ニプールの方へ移住

して きた といわれる[SHAKEsPERE l912:149]。

 〈618 ク ラ ン〉チル族 は,外 婚的な父系の5つ の集団をもつ。 その うち,タ ングジ

ング ・チル村 には,・ Rezarを の ぞ くChongdur, Dingthoi, Danla, Rhajaの4つ の
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クランがある。 メィティ(Meitei)族 の 村が近 いので,そ の影 響を強 くうけ,そ れぞ

れの クランが,メ イテイの クランのAngom, Khumal, Ningthouj a, Luwanjに 同 化

してい る。 クラン ・ヒエ ラルキーはな く,ク ランは さらに,サ ブ ・クランにわかれて

いる[SINGH l966:3]。 しか し,ボ ース(Bose)に よれば, Danlaが 上 位にあ り,

次 にRezarが つ づ き,の こりの3つ は,同 格であ ったといわれ る[BosE 1937:160

-162]
。 ま た,シ ェイクス ピアに よれば,Rezarか らすべての クランが出自したので,

Rezalが,も っとも上位にあ るとい う[SHAKESPERE l912:150]。

 〈19 言語 〉言語は,チ ベ ッ ト・ビルマ語族の クキ ・チ ン語群 に属す るチル語 が話

されるが,村 人は,マ ニプール語 にも精通 して おり,第2言 語 と して実際的に使 用さ

れている[SINGH l966:3]。

 〈621 コ ミュニテ ィの構造 〉社会組織は,首 長制を とる。 村の首長は,ク ル ・ラ

クパ(khul-1akpa)と よばれ,村 の長老 と相談 して村を運営する。 首 長は世襲制で,

首 長が亡 くなると弟があ とを継 ぎ,弟 が いな ければ,息 子があ とを継 ぐ。首長 は,実

際的な権力 をもたず,村 の秩序 や法を維持す る責任を もち,村 人の意志にそむ くこと

はで きない[SINGH 1966:3]。

 〈342住 宅 〉家屋は,骨 組 みにタケを使 用 し,平 均 的な大 きさは,4.5×7. 5メ ー ト

ルであ る。地面か ら廟の高 さは,最 低で も1,2メ ー トルあ る。 各家 は,床 面積の5分

の1か ら6分 の1の 大 きさのベ ランダをもつ。家の内部 は,各 部屋 ことに仕切 られて

いない。家の 中ほどに料理用の炉がつ くられ,ベ ッ ドは,家 の後方におかれている。

中心部に,4本 から5本 の小 さいタケが互 いにむすばれ,柱 の ように立 っている。 こ

れ は,チ ル族 の家 内の神 であ るサナマ ヒ(Sanamahi)で あ るといわれている。 家屋

に は,浴 室,ト イレはない[SINGH 1966:3-4]。 〈882青 年 の地位 〉古 クキグル ー

プに共通 してみ られ,独 身の若者が寝泊ま りす るゾウル ブック(zawlbuk)が,チ ル

族 にもみ られ る[SHAKESPERE l912:151]。

 〈29 服 装 〉服装 は,西 洋化 されてお り,男 性 は,マ ーケ ッ トか ら買 ったベス トや

シャッを着て,ズ ボンをはいて いる。 クティ(kutei)と い う腰布 を身 につ けることも

ある。2.4メ ー トルの長 さで,75セ ンチの幅の布を腰 に巻 く。 女性 は,ブ ラウス とパ

ンベ(panbe)と い う1.8メ ー トルの長 さで,1メ ー トル の幅の布 を胸 や腰にま く。

〈301装 身 具 〉 また,ネ ック レス(rithei),腕 輪(mulok),腕 輪(khuli),指 輪

(sumke),耳 飾 り(rukar)を 身 につ けている。〈302 身 だ しなみ 〉男性 は・髪を短 か

くきっているが,女 性 は,長 く伸 ば し,真 ん中あた りでわ け,首 の後 ろで結 び目をつ

くる。男性 は,以 前 は,馬 の しっぽでつ くったサムチェ(samche)と い う太い ロープ
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を頭に巻 いていたが,今 ではみ られ ない[SINGH l966:5-6] 。

 〈262食 事 〉食事 は,朝 と夕方 の2食 であ る。 〈263調 味料 〉コメ,野 菜,肉 な

どに塩 味をつ けて煮 る・油や香辛料 はほとん ど使われない。 〈27飲 み物
,薬 物,嗜

好品 〉ライス ・ビールをよ く飲む。紅茶 を飲む習慣は新 しいものであ り,ミ ルクをい

れないで飲む[SINGH 1966:5-6]。

 〈24農 業 〉生業 は,農 業が中心であ り,稲 は,平 原部で も丘陵部で もつ くられ る

主要 な作物であ る。他 には,コ ショウ,バ ナナ,シ ョウガな どが丘陵部 につ くられて

いる。平原部では,水 牛,雄 牛 をつ かって耕作 している。2月 か ら土地が耕 され るが
,

5月 や6.月 の激 しい降雨の時期 にも耕作 される。灌瀧設備はない。稲 は,10月 と11月

の 間に収穫 され る。丘陵部では,耕 作のために黎 や牛 は使 われ ず
,木 を伐採 し,燃 や

して,種 をま く。焼畑耕作 によって,コ ショウ,綿,シ ョウガ,ト ウモ ロコシ,マ メ

類 をつ くる[SINGH 1966:11]。

 〈23 家 畜飼養 〉家畜 は,雄 牛,ヤ ギ,ブ タ,』 ワ トリが飼われている。家畜は,

村 内で,放 し飼 いにされ,特 別 な世話 はしない[SINGH l966:ll]。

 〈286 織 布 〉機織 りは,女 性の大切な仕事で ある。各家は,機 織 り部屋を もつ。女

性の腰布 とショールが,綿 でつ くられ る。1枚 の布を毎 日1時 間,7日 か ら8日 間か

か って織 る。 つ くられた布 地は,家 で使われ,売 られ ることはない[SINGH 1966:

12]。

 〈582婚 姻規制 〉婚姻 は,ク ラン外婚制でお こなわれる。 シェイクス ピアによれ

ば,そ れぞれ クランごとに結婚で きる相手の クランが規定 されて いる[SHAKESPERE

1912:154]。 しか し,1966年 の シン(Singh)の 報 告 によると
,婚 姻規制 はかな り緩や

かにな ってきているようである。 自分の所属す るサブ ・クラン内をの ぞいてすべての

クランと結婚で きるが,イ トコ婚 が多 い。母方の兄弟 の娘 との結婚が好 まれ る[SINGH

I966:7]。<592世 帯>0つ の家族 は
,4人 か ら6人 が一緒に住む。〈428相 続 〉

末子が,他 の兄弟 よ りも多 くの財産 をうけつ ぐ[SINGH l966:16]。

 〈58 婚姻 〉一般 に,花 婿の両親 によって,結 婚 の相手が選ばれる。花婿の両親が,

花 嫁の両親に結婚 を申 し込む。同意され ると,花 婿 は花嫁の家に寝泊ま りして,農 業

の手 伝いな ど,3年 の間 労働奉仕 をする。 花婿の 両親 は,綿 の ショール,金 属 の食

器,ラ イス ・ビール と2ル ピーを贈 る。 これは,マ ンカ ッ ト(mankat)と よばれ る。

吉兆 の日(月 曜日か水曜 日)を 選んで,花 嫁 は,両 親,親 戚 などに付 き添われて,花 婿

の家へ行 く。 宴会がお こなわれ たあと,花 嫁 の一行 は去 り
,花 嫁は,花 婿 の家族 と

生 活をは じめる。男性は18歳 か ら20歳 で,女 性は15歳 か ら16歳 で 結婚す るものが多い
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[SINGH  1966:8]。

 〈843妊 娠 〉息子 の誕生の方が,娘 の誕生 よ り歓迎 され る。 息子 は,農 業労働の手

助 けとな り,家 計 に多大な貢献 をす るためである。妊婦は,妊 娠 中もいつ もの仕事を

つづ ける。妊娠 中は,新 鮮な野菜 や肉な どを食べ る。〈844 出産 〉出産は,家 屋 内で,

マ イビ(maibi)と よばれる産婆の介添 えで おこなわれる。 産婆が削 った タケでへ そ

の緒を切 り,後 産は,土 のつぽに入れて,家 の後方に埋 められる。不浄 とみなされる

期間は,ク ランに よって異 なる。村 の司祭であるテ ンプ(thempu)に よ って浄 化儀礼

がおこなわれる。 午前 中に,ニ ワ トリが2匹,最 高神パ テル(Pathel)に さ さげ られ

る。供犠 されたニワ トリは,家 族が食べ る。 この儀礼のあ とに,パ テルに子 どもの長

命 を祈 る別 の儀礼 がお こなわれ る。司祭が,ニ ワ トリを殺 して,子 供の額 にその血 を

数滴おと し,子 供の 口に ライス ・ビールを数滴た らす。 この儀礼 がすむ と,ラ イス ・

ビールや肉や コメの御飯 がふ るまわれる。〈553 命 名 〉産婆 と司祭 が相談 して この 日

に名づけをお こな う[SINGH 1966:6-7]。

 〈764葬 式 〉遺体 はお湯で洗 い,新 しい布でつつんで,村 の南西の隅 にあ る墓 地

に埋 める。遺体 は,上 向 きに棺桶 にいれ られ るが,途 中でひ っ くり返 って,死 者 が再

び家 にもどらないよ うに気をつける。 参列者が土 をかけ,司 祭 が,タ イ レン(tairen)

の木 の葉で水をかけ,参 列者を浄化する。死者の家族 は5日 間,ク ラン内の家族 も3

日間,不 浄 であ るといわれる。司祭が浄化儀礼 をお こな う。家内の神 サナマ ヒをあ ら

わ したタケの束 を,家 の柱 か らとりはず して,新 しいタケとと りかえる。司祭が,ブ

タと雄鶏を数匹殺 して,パ テルに ささげ,村 人た ちがあ とで食べ る[SINGH l966:

9]。

 〈77宗 教 的信仰 〉宗教 は,パ テルを最高神 とするアニ ミズムの形態 をとる。パ テ

ルは,居 住地の北西の隅にあるウユ ング(uyung)と い うの木 の根元にやど っている。

祭 のときに は,村 の司祭 が,供 犠をささげる。サ ナマ ヒは,す でにのべたよ うに,家

内の神で小 さな タケの束 であ らわ される。病気の ときは,ニ ワ トリを殺 してささげる

[SINGH  1966:170ユ 。

                                 (八木 祐子)
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チ ョ ウ テ(Chote, Chowte, Chothe)

Sen, D. K。19フ1"Annexure to the Tribal Map of lndia"Anthropological Survey of lndia
,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る
。

 〈101 ア イデ ンテ ィフ ィケ ーシ ョン〉チ ョウテ族 は,ク キ・チン諸族 の古 クキグル

ープに所属 し
,マ ニプール州の南 部に居住す る。1989年2月 の栗 田の調査 によれば,

最 近は 自らのアイデ ンティテ ィを クキ ・チン諸族 よりもナガ族 に求 める傾 向があ ると

いう。<161 人 口>1961年 の セ ンサスでは1,035人,1971年 の セ ンサ スでは1
,905人 の

人 口が,マ ニプール州 において記録 されている。〈112参 照 された文献 〉チ ョウテ族

についての資料 は,シ ェイ クス ピァ(Shakespere)の``The Lushei Kuki Clans"に

断 片的に記述 してあ るもの しか入手で きなかったので,そ れを引用す る[SHAKESPERE

1912]。

 〈173 口碑 ・伝説に よる歴史 〉 チ ョウテ族 は,大 地の洞窟 か ら世界の人びとがや

って きたとの出自伝説を もつ。物見高い猿が,洞 窟の入 口にかぶ さ って いた石を と り

のぞ き,チ ョウテ族の祖先 があらわれ ることにな った と い う[SHAKEsPERE l912:

151]。

〈342住 宅 〉家屋は,メ イテイ(Meitei)族 の 影響を受 け,ア イモル(Aimol)族 ,

プル ム(Purum)族 な どと同様,伝 統的な様式で はな く,土 盛 りの基台の上に家を建
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 て てい る[SHAKESPERE l912:151]。

  〈618 ク ラ ン〉クラ ンは,4つ に分かれて いる。結婚相手の選択は,自 分 自身の所

 属 す るクラ ン以外 の数家族に厳 しく限定 されてい る。婚資 と して,花 嫁側 は,ニ ワ ト

 リ,槍,ダ オ(dao)と い う刀 を受 け取 る。 また,ズ ー(zu)と い う酒 も,花 婿側 から

 振 舞iわれ る[,SHAKESPERE l912:1544 155]。

  〈844 出産 〉出産に際 して,テ ンプ(thempu)と い う司祭 が,ニ ワ トリを供犠 し,

 ズ ーをすす る。5日 目にニワ トリが殺 され,選 ばれた名前がつ けられる。 コメ粒3つ

 を,水 をい っぱい入れた コップにおと し,名 前が適切 かど うかを占な う。 もしコメ粒

 が 水の なか に沈 めば,そ の名前は承認 された と考え,水 に浮 くような ら,別 の 名前を

 つ けて,再 び 占う[SHAKESPERE 1912:161]。

  〈764葬 式 〉チ ョウテ族 は,墓 を村か ら少 し離れたところにつ くる。 それぞれの墓

 は,土 で盛 られ,竹 格子で囲 ってある。墓 には,小 麦 をいれた籠 と,水 をいれたつ ぼ

 が おかれ る。 また,墓 の後ろに,地 面 からの高さ1.2メ0ト ルの ところに,家 をかた

 ど った建物をつ くり,花 や死者の服でか ざ り,中 には,生 米,ズ ー,き れいな水 をお

0 く [SHAKESPERE  l 912:165]o

  〈77 宗 教 的信仰 〉信仰 について も,メ ィティ族 にかな り影響 されてい る。パ カ ン

 グバ(Pakhangba),ヌ ングチ ョングバ(Nungchongba)と い うチ ョウテ族 の神 は,

 メ イテイ族のパテ ィア(Patiar),ヌ ング シャバ(Nungshaba)に 対 応 しているといわ

 れ ている[SHAKEsPERE l912:158-159]。

                                 (八木 祐子)
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ギ ャ ンテ(Gangte)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Triba1 Map of lndia"Anthropological Survey of lndia
,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈101 ア イ デ ンティフィケー ション〉ギ ャンテ族 は,マ ニプール州南西部に居住す

る古 クキグル ープの一部族であ る。 しか しなが ら,1989年2月 の栗 田の調査 によれば,

ギ ャンテ族を新 クキグル ープに分類す る傾向がみ られ るとい う。 ギャンテ族 は,か つ

て ビルマにあ るギ ャング(Gang)と い う河谷に住んでいた ことがあ り,「 人 々」を意

味す るテ(Te)を むす びつ けて,ギ ャンテ(Gangte)と 呼 ばれるようにな ったとい う

[DAs l986:295-296]。

 〈112参 照 された文献 〉本稿では,単 独の文献が入手 で きなか ったので,1961年 の

セ ンサス ・オブ ・イ ンデ ィアのヴ ィレッジ ・サーヴ ェイ ・モノグラフにあ るコウサブ

ング(Khousabung)村 の 資料 を中心に して記述 す る[SINGH 1972]。 コ ウサブ ング

村は,チ ュラチャン ドプール ・サ ブ ・デ ィビジョン(Churachalldpur Sub-D三vision)

の行 政下 に属 し,パ イナ ップルの産地と して有 名で ある。村人 は,パ イナ ップル の売

買で現金収入を得てい る。 〈13地 理 〉村 は,イ ンパ ールの南 西48キ ロメー トルの と

'ころにある
。村の東側 は平原部だが,西 側 は丘陵部でパ イナップルや他の農産物 の耕

作がお こなわれてい る。 〈161人 口>1961年 の セ ンサスに よれば,人 口は62世 帯,
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346人(男 性185人,女 性161人)で ある[SINGH l972:1]。

 〈173 口碑 ・伝説 に よる歴史 〉この村 は,1931年 に つ くられた新 しい村で ある。プ

ムポパ オ(Pumphopao)と い う男 が,飢 謹にみまわれた村を離れて,新 天地 を求 めた。

彼は,20人 の 仲間 とこの地 にやって きて,荒 れ果てていた土地 を開いて住 みは じめ,

最初 の首長 とな った[SINGH 1972:4]。

 〈618 ク ラ ン〉村に は,ThallgjomとThanglunの2つ の クランがあ り,前 者

の クランは一世帯 だけで,後 者 のクラ ンは12の サ ブ ・クランに分かれている。 クラ ン

間に ヒエ ラル キーはみ られない。 〈582婚 姻規制 〉クランは,内 婚制を とるが,サ

ブ ・クランは外婚 制である。結婚 は,お な じサブ ・クラン内では,禁 じられている。

〈592世 帯 〉平均的な家族 は,5.8人 で,ほ とん どが核家族 であり,8世 帯 だけが拡

大家族 である[SINGH 1972:5-6]。 も っとも,ダ ス(Das)に よれば,ギ ャンテ族

の社会は3つ の クランがあ り,ク ラン内部は多 くの リネー ジに分 かれ,そ こには ヒエ

ラル キーが み られ るとい う[DAs 1986:296-297]。

 〈19 言 語 〉言語 は,チ ベ ッ ト・ビルマ語族 クキ ・チ ン語 群に属す るギ ャンテ語を

話す。 マニプール語 を第2言 語 と して使用 し,若 い世代は,英 語 と ヒンデ ィー語 も話

す[SINGH l972:6]。

 〈621 コ ミュニティの構 造 〉政治組織 は,現 在 では形 だけの首長制 をとっている。

村の首長 に過去の権威 はみ られない。村にパ ンチ ャヤー トはないが,か わ りに1958年

か ら村落議会がその役割 を果 た してい る。 これは,選 挙で選ばれた5人 の人 々によっ

て構成 されてい る。任期 は3年 で ある。村 内の係争や村の発展,福 祉にかかわる こと

を おこな ってい る。また,1959年 に ユース クラブが有志 によ ってつ くられた。 おもな

目的 は,文 化的,教 育的問題 について若者を啓発す ることにあ る。社会的,教 育的テ

0マ で 討論 した り,ゲ ーム や ス ポー ツを 定期的 にお こなって いる[SINGH 1972:

31]。

 〈87教 育 〉村内には,4つ の学校があ り,2つ は ミッシ ョン,1つ は政府,の こ

りは村 人自身に よって運営 されている。 この20年 間 に,村 の教育分野では,著 しい進

歩がみ られ た。村の学校では,ギ ャンテ語で書 かれた教科書 を用い,聖 書 もギ ャンテ

語 に翻訳されてい る[SINGH 1972:33]。

 〈361集 落 形態 〉居住形態 は組織だ っておらず,す べての家は,そ れぞれの都 合に

よ り,い ろいろな方向を向いて建 っている。 家屋 は分散せず,集 住 してい る[SINGH

1972:4]。                                                           0

 〈342住 宅 〉多 くの家は,杭 上家屋 で,床 は木の板かタケでで きてい る。い くつか
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の家 は・土台の上にたてられて いる。およそ3分 の1に あたる20世 帯は
,料 理 と食事

用に,離 れ小屋を もっている。雄牛 やニワ トリなどの家畜小屋 が家の近 くに建て られ

てい る。 トイレは,家 の後方の隅に分離 してつ くられ,タ ケをあんだ壁 と木の板 で囲

われている。 脚 柱,壁,屋 根 はタケか木の板でで きてい る。 地面 か ら床 までの高さ

は,60セ ンチメー トルであ り,木 の柱 は,白 ア リの外を防 ぐために,直 接,地 面 に建

て られず,平 たい石の上に建 て られ る。家の大 きさは6×9メ ー トルの床面積で,ド ア

は,1・2×1・8メ ー トルである。多 くの家は,少 な くとも2つ の窓を もち,家 の換気 は

良 い。 家のなか は,分 離 されていない。 家の建築 は,村 入 自身か近 くの村か らマニ

プール人を雇 って おこなわれ るが,建 築のための特別 の儀礼 はない[SINGH 1972:

6]。

 〈29服 装 〉服装 は,男 性は西洋の服装を着 るが,女 性 は伝統的な服装を着 る もの

が多い。年配の女性 はスカー トの上 に腰布を着 るが,若 い女性はスカー トとスモ;1ク

を着 る。男性 は,老 人 も若者 も,家 で は伝統的 な服装をす るが,外 で は,ズ ボ ンと シ

ャツを着 る。腰布 には,ポ ン ピ(ponpi)と ポ ンヅム(pondum)の2種 類 がある。 前

者 は,手 織 りの綿で,キ ル トのよ うな布である。布の大 きさは,1.8×2.1メ ー トルで,

冬 期に身体を暖か くす るのに使 われる。後者 は,村 人の公共 の服装であ り,大 きさは

1・2×2・1メ ー トルで,7・5セ ンチ幅の赤 と黒の平行 した縞模様が入 っている。 縞 は,

黒6本,赤5本 で,1本 の赤 い縞が 中央 に くる。黒 と赤 の太 い縞のあいだに,細 い黄

色い縞がある[SINGH 1972:8]。

 〈301装 身具 〉装飾品は,儀 礼的な場で多 く身につけ られ る。 女性た ちは,金 の

飾 りはつけず,プ ラスチ ック,メ タル,ガ ラス製 の飾 りを市場で買 う。装飾品には,

指 輪(jungu),腕 輪(chaocha),耳 輪(bilcum),首 輪(khivel)な どが ある。ツクパ

(tukpa)と よ ばれる頭のバ ン ドは,ト ラな どの野獣を殺 した勇気 あ る男性がかぶる。

これは,緑,赤,青,白,黒 色の2重 の羊毛の紐でで きて いる[SINGH l972:8]。

 〈262食 事 〉食事 は,1日2回,朝 と夕方で,コ メ,野 菜,ブ タ,ニ ワ トリ,魚 が

食べ られる。 〈263調 味料 〉肉 と野菜 は,菜 種油 と塩 を味つ けに もちいる。 塩 のか

わ りに カ リ(khari灰 を とか した水を籠で漉 した もの)が 使われ ることもある[SINGH

l972:9]。

 〈24農 業 〉生 業は農業であ り,稲 とパ イナップルが この村の主要作 物である。村

の耕作地は平原部 と丘 の頂上 にあ る。平原部では,水 牛 や雄牛 と木製の黎をつか って

耕作 され,丘 陵部では,雄 牛や黎は使われず,ス コップや鍬が使用 され る。稲の耕起

をは じめるのは,雨 の降 りは じめる2月 頃で,種 ま きと植え付けは5月 か ら6月,収
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穫 は10月 の始 めであ る。パイナ ップルの耕作 は,家 の仕事の大部分を しめる。パイナ

ップルは,丘 の斜面でつ くられ,7月 か ら9月 に多量に収穫 され る。農産物 と くにパ

イナップルはモイ ラン(Moireng)か イ ンパ ール(Imphal)の 市 場で売 られ る。 漁業

はおこなわれていな い[SINGH l972:15-16ユ 。

 〈23 家 畜 飼養 〉家畜は少 ない。 ブタ とニ ワ トリは食料 として,雄 牛 も食料に され

るが,主 に農作業用に飼育 される。家畜飼 育の ために特別 な技術 は必要 とされず,放

し飼 いにされて いる。〈286 織布 〉織 り物が,女 性の手 によって 自家消費用につ く

られている。70パ ーセン トの世帯が 織機 をもち,腰 布や綿 の ショールを織 って い る

[SINGH  1972:18函19]。

 〈844 出産 〉出産に関する儀礼 は以下の ような もので ある。妊婦 は,通 常 の仕事か

ら解放 される。食事の制限はない。 出産は家族 の女性 によって介助 され,後 産 は,家

の外な らどこに埋 めて もよい。また,政 府 の組織 に所属す る産婆が手 伝 うこともあ る。

子供は,温 かいお湯で洗われ,布 につつまれて母親のそばにおかれ る。2歳 頃まで,

母 乳をあたえる。 〈553命 名 〉子供の名づ けは,1歳 までの間におこなわれ る。名づ

けの 白,近 親者 が集 ま り,名 前を決 める。子供 の名前 は,そ こに集ま ってい る入のな

かからとられなければ ならない[SINGH l972:9]。

 〈582 婚 姻 規制 〉一般 にギャンテ族の社会 は単婚制で あるが,実 際 は,首 長 などに

0夫 多妻 の形態を とるものがある
。ギ ャンテ族 は,単 系 出自をとる父系社 会で ある。

婚姻 は母方 の兄弟 との結婚がすすめられ る。父方 の姉妹の娘 との結婚 は,き び しく禁

じられている。以前 は,も し母方 の兄弟 との結婚が おこなわれなかった場合には,そ

の男性は慣習 に従 わなか った として,雄 牛1頭 を罰金 と して支払 わされた。現在で は,

長 男をのぞいて は,そ の ような慣 習を強制 され ない。 ソロ レー ト婚,レ ヴ ィレー ト婚

はみ られない。 キ リス ト教に改宗後,単 婚 の制度 と結婚の神聖 さの観念が強 くなった。

未亡人の再婚 は認 められている。 離婚はめ ったにみ られない[SINGH l972:10-13;

DAs 1986:297-298]。

 〈58 婚 姻 〉結婚に は,お 見合 いと駆落 ちの2つ の形態がある。 お見合いによる結

婚の場合は,若 者の側か ら申込みが おこなわれ る。若者の家族 と近親者,若 者 の姉妹

の夫が結婚の 申 し込みに娘の家へゆ く。一行 は,娘 の家族にふるまうために紅茶 を持

参す る。 申 し込みが受入れ られた ら,若 者 の家族 がポ ンピ1枚,ポ ンヅム1枚,3頭

の雄牛 の婚資 を贈 る。 これ らの品物のかわ りに,お 金が贈 られることもあ る。村人 は

キ リス ト教徒であ り,結 婚式 は教会で キ リス ト教の方式でお こなわれ る。結婚式 の日

取 りは,両 方の家族に よって,日 曜 日以外 のいつれかの 日に決め られ る。結婚式の 日,
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若者 と娘 は両親に ともなわれ,近 親者 や招待客 とともに教会に行 く。 司祭が聖書を読

んで式を と りおこな う。式が おわると,若 者の家で食事 をだ して客を もてなす。駆落

ちに よる結婚の場合は,若 者 と娘が駆落 ち した ら,夫 と妻 とみ なされ,何 の儀礼 もお

こなわれない・ しか し,若 者の家族 は,娘 の家族 に婚資 を贈 らなければな らない。駆

落 ちがお こなわれたら・若者 の家か長老の家に,近 親者 と友人を招いて,紅 茶 と食事

で もてなす。招待 された客 は,お 返 しに,夫 婦 に化粧品,衣 類,万 年筆,お 金 などを

貝曽る[SINGH l972:10-13]。

 〈764葬 式 〉葬式 は,キ リス ト教 に改宗後,短 か くて簡単 におこなわれ るように

な った。 も し,病 気 のよ うな自然の死 の場合 は,家 のなかのベ ッ ドの上で死 が迎 え ら

れ る。亡 くな ってす ぐに,司 祭 は,遺 体のそばで魂の安 らかな旅立 ちのために祈 る。

その間に,男 性が棺桶の準備を し,若 者 は墓を掘 りにい く。遺体 は棺 桶にいれ られて,

3人 か ら4人 にかつ がれ,墓 に運ばれ る。墓にいれるとき,司 祭 が最 後の祈 りをお こ

な う。 なかに埋葬品はいれ られない。 十字架が たて られる。 死の不浄 は み られ ない

[SINGH  l 972:14]。

 〈77宗 教 的信仰 〉村人 は,す べて キ リス ト教徒で ある。村 には,イ ン ド独立教会

などの2つ の ミッシ ョンがあ り,3つ の教会があ る。各教 会には,司 祭がい る。 しば

しば,彼 らは教会の面倒 をみに くるが,司 祭 のかわ りにウパ(upa)と よばれ る長老が,

教 会の通常の仕事 をおこな っている。教会 は村人にいつで もひ らかれてい るが,公 共

の礼拝 は水,金r土,日 曜にお こなわれ る。 しか し,キ リス トやマ リァの絵 を拝 むた

めに,壁 にか けている村人はいない[SINGH 1972:33]。

                                (八 木祐 子)
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マ ー(Hmar),カ トラ ング(Kwatlang),コ ト ラ ング(Khotlang)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of lndia" Anthropological Survey of lndia,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の もの に よ る 。

 〈101 ア イデ ンテ ィフ ィケーシ ョン〉マー族は,古 クキグループに属 し,マ ニプー

ル河谷を中心 に居住す る。 マーは,ミ ゾ山地(Mizo Hills)か ら移住 して きた人 々を

指す言葉 として,ミ ゾ(Mizo)族 に よって 使 用されて いる。 また,ミ ゾ山地では,

フ ラ ンコル(且rangkhol),ベ ィ テ(Beite)も,マ ー族 の 一部 と して 知 られ て い る

[DAs l985:5]。

 〈112参 照 された文献 〉マー族を単独に扱 った文献は入手で きなか ったので,こ こ

では,1965年 の イ ン ド政府の センサスにあるフェルザ ウル(Pherzawl)村 の記述 を引

用する[SINGH l965c]。

 〈13 地 理 〉村 は,マ ニプールの南西部にあ り,イ ンパ ールの南 西150キ ロ メー ト

ルの ところに位 置 して いる。山の平た い頂上部 にあ り,海 抜 は1,200メ ー トルであ る。

西側がスルマ河谷 の気候 に影響を うけ,他 の地 域に くらべて雨量 はす くない[SINGH

l965c:1ユ 。

 〈173 口碑 ・伝説に よる歴史 〉この地には,1894年 頃,移 住 してきた。かれ らは、

自分た ちがル シャイ山地(Lushai Hills)か らやって きた と信 じている。 ブル フマ ン
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 グ(Bulhmang)と い う男が,食 料の欠乏のため,仲 間をつれてル シャイ山地を はな

れ,新 天地を求 めて この地 にや って きた。 そ して,ブ ル フマ ングが村の第0代 首長 と

 な った[SINGH l965c:1]。

  〈618 ク ラ ン〉マー族には,21の ク ランがあ り,そ れぞれが数多 くのサブクランを

もつ・調査地の村 には,21の ク ランの うち6つ の クラ ンがあ る[SINGH l965c:4]
。

 〈19言 語 〉言語は・チベ ッ ト・ビルマ語族 クキ ・チ ン語群 に属す るマー方言を話

 し,教 育を うけた若者 は,英 語および ヒンディー語をす こ し話す[SINGH l965c:4]。

 〈621 コ ミュニティの構造 〉社会組織は,世 襲 的な首長制を とる。村 の首長は,ラ

ル(lal)と よばれ,村 の耕 作にかかわ る事項 の相談 にの り
,助 言 をあたえ る。 ラルの

近親者や友人か ら構成 され るシーマ ン ・ウパ(siehmang upa)と い う15人 の補佐役 が

いる。 ラルは,村 の利益 を守 り,村 人か ら報酬 を もらう
。 ラルは,収 穫が終 わった ら,

狩猟 した動物の4本 の足 と5ル ピーを もらう。現在で は,ラ ルの リーダー シップや村

落組織 もその構造や機能を変えて きた。 シーマ ン ・ウパ は,も はや首長 によって選 ば

れるので はな く・村人た ちが投 票によって選 ぶ。選挙 は25歳 以上の人 によって
,3年

お きに おこなわれ る。25歳 以 上の人 は,被 選挙権 を もつ[SINGH l965c:16] 。

 〈561年 齢 階層 〉また,ゾ ウルブ ック(zawlbuk)と い う別の組織 がある。男性は,

6歳 か ら15歳,16歳 か ら29歳,30歳 以 上の3つ の年齢集団にわ けられ る。 それぞれが,

村 を守 るための主要 な機能を もつ[SINGH l965c:16]。

 〈342住 宅 〉平均 的な村の家は,土 台 の うえに,地 面 か ら30セ ンチメー トル か ら

90セ ンチメー トルの高さに建て られ る。 ほとん どの家 は,そ れ ほど大 きくはな く
,

1・2×6メ ー トルの大 きさで ある。家屋 は,近 くの森 か ら手 に いれたタケ,木,草 でで

きてお り,木 やタケは床 と柱に,屋 根 には,タ ケと草が使われてい る。家の壁はタケ

で編 まれ,自 然の光 と新鮮な空気 が簡単に とりいれ られ るよ うにな ってい る。各家 に

はベ ランダがあ り,戸 口の右手 の隅に は,水 を貯蔵す るタケのパ イプがある。左側の

中央部に炉がつ くられてい る。薪が燃料で ある。左側の 部屋 の後方 は,レ イクナハ ム

ン(reiknahmun)と よばれ,寝 室 にあて られてい る
。 多 くの家 には,ベ ランダ があ

り,洗 濯物を干 したり燃料を乾燥 する場所 と してつかわれ る。家の内部では,プ ライ

バ シーは保たれない。 トイレはない[SINGH 1965c=4]
。

 〈262食 事 〉食事 は,朝,午 後 おそ くと夜の3回 とり,コ メと煮た肉 と野菜を食べ

る。〈27飲 み物,薬 物,嗜 好品 〉タバ コは,非 常 に好 まれ る。 かつて村人 は,ズ ー

(zu)と よばれ るライス ・ビールを好んで いたが,キ リス ト教 に改宗後,そ の ような嗜

好 品をや め,紅 茶を飲むよ うにな った[SINGH l965c:4]。
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 〈29服 装 〉服装は,キ リス ト教が 入 って きてか ら,人 々は,西 洋的な スタイル

を好むよ うになった。 男性 は,長 いズ ボン,シ ャッ,冬 季には,羊 毛 のコー トを着

る。祭 の ときには,ネ クタイを しめる。年 長の男性 は,女 性 が織 ったフ レンペ レング

(hrenpereng)と い う長さ1.5メ ー トルで,60セ ンチ幅の長い布を ズボンのかわ りに着

る。上半身には,長 さ1.8メ ー トルで,1.2メ ー トル幅の布をま く。女性は,ブ ラウス

を着て,約1メ ー トル幅で1.2メ ー トルの長 さのタル ライザウ ン(tharlaizawm)と い

う腰布 をま く。寒 い時期 には,2.4メ ー トルの長 さで1.2メ ー トルの幅の広 い布 を上半

身にま く。 また,タ ンウロプオ ン(tanwlopuon)と よばれ,未 婚の もの だけ着 ること

がで きる ものがあ る。2.4×1.2メ0ト ルの大 きさで,赤 い縁 どりで,5本 の太い赤い

色の縞がはい り,そ の縞 の間 に黒,白,青 の縞が入 っている。〈301装 身具 〉装身具

は,現 在 ではあまり注 意をはらわれていない。 イヤ リング(nabe),ネ ック レス(thi>,

腕 輪(sumkol)が 一 般 に身につ けられ る。〈302身 だ しなみ〉髪は,男 性は短 か くし,

女 性 は長 くのば してなか ほどで分け,結 び目をつ くる[SINGH l965c:5]・

 〈843妊 娠 〉誕生 に関す る信仰 や儀礼 は,次 のよ うなものである。妊娠中の女性 は,

畑 を耕 した り,衣 類 を洗 った り,食 事 をつ くるな どの通常の仕事 は制限 されない。 特

別 な食事 はない。妊婦 は,流 産 しないように川を渡 る ことを禁 じられて いる。腹部 を

露 出させ ると,悪 霊が子宮に入 り,子 供を殺す と信 じられている。〈844 出産 〉出産

は,ベ ッドの うえで おこなわれ る。産婆 はいないので,経 産婦が介助す る。へその緒

を とがった タヶで切 り,妊 婦の兄弟 が,出 産 した場所の床の真下の地面 に後産を埋 め

る。男子誕生の場合は,弓 の ミニチ ュアが家の中央 につるされ る。 これをおこなわな

い と,将 来,そ の子が家を離れてい くといわれ る。 出産後,3日 間は,何 も家か ら持

ちだす ことはで きない。 出産のあ った家では,草 を入 口につ る し,子 供 の誕生 を知 ら

せ,家 のなかに誰 も入 って こないようにする。 〈553命 名>4日 か ら5日 後,子 供

の祖父が名前をつけ る他 は,特 別 な名づ けの儀礼 はない[SINGH l965c:6]。

 〈58婚 姻 〉結婚 は,見 合いによる ものが0般 的である。結婚には,4つ の形態が

ある。 まず,カ ウンダ ウ(kawngdaw奉 仕 に よる結婚)は,若 者 が結婚相手の娘の家

で,2年 から3年,労 働奉仕 をお こな って結婚を認め られるものである。つ ぎに,マ

クパ ス ングクム(makpasungkhum侵 入 による結婚)は,若 者あ るいは娘 がどち らか

の家に入 って,そ こに夫 や妻 と して とどまることを主張 し,結 婚を認 めさせ るもので

ある。 サニ(sani駆 落 ちに よる結婚)は,若 者がパ ーテ ィーに友人を招待 し,駆 落 ち

した娘を紹介 して成 立する。 レング(leng)あ る いはイ ンビェ(inbie見 合 いによる結

婚)は,花 婿の側 か ら結婚の 申 し込みがあ り,花 婿の近親者が仲介す る。 花婿の父・
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兄,姉 妹の夫 が花嫁の家へ行 き,結 婚を 申 し込 む。 も し,申 し込 みが受入 れ られた ら,

婚 約の しるしと して,鉄 の鍬 と女性のペチ コー トが花嫁の家族 に贈 られる。 この 日に

宴 がひ らかれ,花 婿 の側が,ズ ー(zuキ リス ト教 に改宗後は紅茶)を 客 にふ るま う。

花嫁の父親は,1匹 の ブタの半分 に分 け,片 方 をあつまった客 にふ るまい,残 りの片

方 ともう0匹 は,花 婿の家へ お くられ る。 花 婿 の家か ら婚資が贈 られ るが,そ の額

は,ク ランによ って異な っている。Zoteク ラ ンは,も っとも多 く,ミ タ ン牛7頭 で,

Lughtauク ラ ンは もっとも少 な く,ミ タ ン牛3頭 である。 それ に加えて,さ ま ざま

な額のお金 が,花 嫁の側へ贈 られる[SINGH 1965c:61。

 〈582 婚 姻 規制 〉マー族 は,姉 妹,母 親,叔 母,祖 母をのぞいて,い かな るク ラン

の入 とも結婚 で きる。 しか し,実 際 には,母 方 の兄弟の子 との優先婚 がみ られ,ま た

親族が拡大するという理 由で,ク ラン外婚制が好 まれる。父方 の兄弟 の娘 との結婚は

除外 されている。 レヴィ レー ト婚 は,兄 弟の未 亡人 と結婚する形態で 時々み られ る。

ソロレー ト婚はほとん どみ られない[SINGH l965c:8]。

 〈428相 続 〉遺産は,末 子だけが うけつ ぐ権利 をもつ。実際には,結 婚後,息 子た

ちは,ブ タやニワ トリや布 を分配 して相続 する。娘 は相続 しない[SINGH l965c:8]。

 〈775来 世 観 〉死に関 して,マ ー族の あいだには,次 の ような伝統 的な信仰が みら

れ る。死者 の魂 は,マ ニプール とビルマの間にある想像上 の場所であ る リー(Rih)を

とお って, トゥラ ンピェル コッ ト(Thlanpielkot)ま たは ピエララル(Pielara1)と よ

ばれ る死者 の地 にた どりつ くとい う。生前のおこないの結果 によ って,死 後の生活が

幸福にな るか どうかが決 まる。 マー族 は,魂 の不滅 を信 じて いる。あ る人が トラなど

の野獣 に襲 われたら,そ の人は,不 義の結果 として生まれた人だ と信 じられて いる。

また,雷 の音は,死 者の潟 きのあ らわれ と考え られて いる[SINGH 1965c:8]。

 〈764 葬 式 〉遺体は,死 者 の家族 の友人や近 親者 の年長者に よって,お 湯で洗われ

る。 も し,午 前中に亡 くな った ら,そ の 日に埋葬 するが,午 後 であれば,次 の 日に埋

葬す る。 しか し,村 の首長が亡 くな った場合には,2日 か ら3日,家 にお く。2か 月

未満の子供 が亡 くな った場合には,家 の床下 に埋 める。墓 を掘 るのは,少 年 たちの仕

事であ る。遺体は,老 人や死者 の娘や兄弟の夫によ って運ばれ る。運ぶあいだ,遺 体

の頭は墓の方 へ向いて いな ければな らない。キ リス ト教徒であれば,埋 葬の ときに,

村 の司祭が聖書 を読 む。埋葬す るときには,死 者 の私物,パ イプ,飾 り,衣 類 も一緒

に埋め る。死者 の家族 は財力に応 じて,動 物を供犠する。死者 の家族 に,死 の不浄 は

み られない。 しか し,村 の家族 の誰かが死 んだ ら,死 者の近 親者 は,死 者 の家族 に

死者の代用 として ミタ ン牛1頭 または40ル ピーを あげて,死 者 の家族 を な ぐさめる
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[SINGH  1965c:8旨 ・9]。

 〈24 農 業 〉農業 は,こ の村の人 々の主要 な生業であ る。一年間,焼 畑耕作が お こ

なわれた土地 は,再 耕作され る前 に5年 か ら6年 間,放 っておかれる。耕作のための

用地の選択 は,個 人的 な問題 ではな く,村 の首長 とその補助者 によ って決め られる。

耕作用の土地の大 きさは,家 族の人数 とその家族 が一年間 に管理で きる土地の大 きさ

に よって決め られる。土地の耕作 は,男 と女 が共 同 して おこな う。他 の人 々の土地 の

耕作 も手 伝 う。1月 のなかば頃,木 が切 り倒 され,燃 料 と して家に運ばれる・小 さい

枝は残 して おき,耕 作地 にば らま く。枝が乾いた3月 頃に,火 がかけ られる・その灰

が肥料 とな る。鉄の鍬 で土を耕 し,掘 った穴に稲 の籾 を入 れて い く。ある もの は太鼓

をたたき,笛 を吹 き,歌 を歌 う。12月 の収穫時に も,人 々は共 同 して働 く。耕作地 は,

村 か ら20キ ロ メー トル以 上離れた ところに位置 してい るので,穀 物の貯蔵のために家

か ら半 マイル離れた ところに,出 作 り小屋 をつ くる。 コメが主要 な作物だが,ト ウモ

ロコシ,綿,コ ショウ,シ ョウガ,オ レンジもつ くられ る。 コショゥは,こ の村 の重

要 な換金作物で あり,4分 の3を マーケ ッ トで売 る[SINGH l965c:9]。

 〈23家 畜 飼養 〉家畜は,ウ シ,ス イギ ュウ,ブ タ,ニ ワ トリ,ヒ ツジが各家で飼

育されている。豚 肉と鶏肉は非常に好まれ る。 ウ シは,ミ ル クと肉を供給す るために

飼育され る。家畜 は組織化 された形で飼育 されて いるわけで はない。市場用ではな く,

自家消費のために飼 われ,儀 礼 やi祭と結びついている[SINGH 1965c:10]・

 〈286 織 布 〉副次的な職業 と しては,女 性 が織物業 に従事 してい る。女性 は,小 さ

い ときか ら,自 分 用の小 さい織機で練習 し,織 物を習得す る。10代 のなかばにはすべ

ての タイプの織物に熟達 し,綿 をつか って 自家消費 用に織物 を織 る。

 〈77宗 教 的信仰 〉 村 の神 には,パ テ ィエ ンタ ック(Pathientak最 高神),バ ン ブ

リッ ト(Vanhrit出 産 と死後の魂 の神),ク ヌ ・クパ(Khunu Khupa生 物 と物質の

神),カ ウチ ャワン(Khawchawan夜 に あらわれ る悪 霊)な どがある・ キ リス ト教 が

普及 してか ら,非 キ リス ト教 的な神 への信仰 は,衰 退 している。村 の人 々は,ク リス

マス,新 年 などの キ リス ト教の行事を祝 う。 この村に キ リス ト教 が入 ったの は,1913

年 の ことで ある。 村には,2つ の教会があ る。1913年 か ら1960年 の あ いだに821人

の キ リス ト教徒への 改宗者がいた。1960年 に は,50周 年 を 祝 う記念碑 が つ くられた

[SINGH  l 965c:17]。

                                 (八 木祐 子)
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コム(Kom)

Sen, D. K.1971``Annexure to the Tribal Map of lndia"Anthropological Survey of lndia,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈101 ア イ デ ンテ ィフ ィケ ーション〉コム族 は,古 クキグループに属す る集団で,

マ ニプール州の南西部にお もに居住 してい る。

 <161人 口>1961年 の セ ンサスに おいては,5,477人,1971年 の セ ンサ ス で は,

6,550人 の人 口が,マ ニプール州 において記録 されている。 コム族に関 しての情報 は,

シェイクス ピア(Shakespere)の``The Lushei Kuki Clans"に,断 片的な記述 がみ

られ るだ けであ る[SHAKEsPERE l912]。

 〈173 口碑 ・伝説に よる歴史 〉彼 らは,チ ン山地(Chin Hills)に あ るサ ク リプ ング

山地(Sakripung Hills)か らや って きた といわれて いる[SHAKEsPERE l912:150]。

 〈882 青 年 の地位 〉コム族 は,チ ル(Ghiru)族 な どとともに,若 者宿で あるゾ ウ

ルブ ック(zawlbuk)を 建 てることで知 られる。 そ こには,女 性 は入れず,若 者 が宿

泊 して,酒 宴をお こな う[SHAKEsPERE 1912:151]。

                                 (八木 祐子)

265



国立民族学博物館研究報告別冊  9号

ラ ンガ ン グ(Lamgang)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of lndia,, Anthropological Survey of India,

Culcutta.よ り 作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈101ア イ デンティフィケー ション〉ランガ ング族は,古 クキグループに属す る集

団で,マ ニプール州 の南西部 に居住す る。最近 は,ラ ンガ ング族 はクキ ・チ ン諸族 よ

りもナガ諸族 に自 らのアイデ ンティテ ィを求 める傾向がある[KABul l985:10-ll]。

 〈173 口碑 ・伝説に よる歴史 〉彼 らの出自伝説 は,古 クキグループに共通 してみ

られ る洞窟伝説である。 カングマ ング山地(Kangmang Hills)の 南 の 方 に 洞窟があ

り,こ こから出て きた男女が トラに食べ られ た。 この光景をみた2本 の角を もつ神 が

トラを打 ち負 した。次に洞窟か らあ らわれ た男女 を逃が して,ラ ンガ ングの祖先 と し

た[SHAKEsPERE l912:150]。

 〈621コ ミュニテ ィの構造 〉ラ ンガ ングの社会組織は,ア ナル(Anal)族,プ ル ム

(Purum)族 と共通 したものが多い。7人 の村役 によって 政治がおこなわれ る。 これ

は,世 襲制であ る〈58 婚 姻 〉婚姻は,ク ラン内婚制,家 族外婚制で ある。花婿 は,

結 婚に際 して,花 嫁の父に,3頭 の ブタまたはスイ ギュウ,雄 牛,さ らに巻 き貝 のジ

ュズダマ,鉛 の腕輪,黒 か青色のペテ ィコー トを支払わな ければな らない。<595複

婚 〉一夫多妻 は,認 め られてい る。〈428 相 続 〉相続 は,死 者の遺産を息 子で分け・
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末子が家を受 け継ぎ,未 亡人の面倒をみ る[SHAKEsPERE 1912:153]。

 〈844 出産 〉通過儀礼の様式や観念 も,ア ナル族 と共通す るものが多い。 しか し,

出産後の忌 みこもりの期間,父 親 は行動を制限 され,ニ ワ トリの肉を食べてはな らな

いが,母 親 の方は,食 事 に関 しては何の制限 もみ られない。 この期間 は,い か なる動

物 も供犠 されない[SHAKEsPERE l912:162]。

 〈775来 世 観 〉死者 の魂が,墓 のまわ りを うろつ き,再 び この世に赤ん坊 と して再

生 する とい う信仰 もアナル族 と共通 している[SHAKEsPERE l912:158]。

 〈788儀 礼 〉また,穀 物の収穫後,す べての穀物が穀倉 に蓄 え られた段階で,祭

をお こな う。10日 間,村 に入 らず,何 もせず,ひ たす ら飲食 に費 やす。 これは,ラ

ンガ ング独特のも の で あ る と シェイクス ピア(Shakespere)は 指 摘 して いる[SHA-

KEsPERE  1912:170]。

                                 (八木祐 子)
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モ ヨ ン(Moyon),モ ンサ ン(Monsang)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of lndia', Anthropological Survey of India,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈131位 置 〉モ ヨン族 お よびモ ンサ ン族 の人 々は,マ ニプール州の テングノ ウパル

(Tengnoupal)地 区に住む。 近接の部族には,ア ナル(Anal)族,チ ル(Chiru)族,

チ ョウテ(Chote)族 が いる。1961年 の セ ンサスでは,モ ヨン族が647人,モ ンサ ン族

が1,342人,1971年 の センサスで は,モ ヨン族 が1,360人,モ ンサ ン族 が930人 の 人 口 ・

が,マ ニプール州において記録 されている。 この両部族は,非 常に似通 っているとい

われ るものの,そ の関係はは っきりしていない[DAs l986:309]。

 〈101ア イ デ ンティフィケー ション〉 モ ヨン,モ ンサ ンとは,メ イテイ(Meitei)

族 に よってあたえ られた言葉である。モ ヨン,モ ンサ ン族を古 クキグル ープに入 れて

よいか どうか諸説があ る。また,最 近 は自 らのアイデ ンティテ ィをクキ ・チン諸族 よ

りもナガ族 に求 める傾向がみ られる[KABul l985:10--11]。 モ ヨン,モ ンサ ン族 は,

自分た ちの ことを シルテ ィブ ジュル(Sirtibujur洞 窟 の人)と よぶ。 これ は,シ ール

(siir洞 窟)と ジュル(jur人)と い う言葉か ら派生 してい る[DAs l986:310]。

 〈173 口碑 ・伝説 による歴史 〉出自伝承に よれば,彼 等の祖先は,中 国 の中央部の

どこかにある洞窟か らや って きたといわれている。人 々は,何 世代 ものあいだ,地 下

268



北東インド諸民族の基礎資料

の世 界に住 んで いた。人 びとは,洞 窟 をでて地上の もっと住 みよい生活を もとめて い

たが,洞 窟 の入 口で一匹の トラが見張 り,洞 窟か らでて きた人 びとを食 べていた。 あ

ると き,ミ ラング(Mirang)と い う勇敢 な男が,オ ン ドリを偵察につかい,鳥 たちに

人間 のつ くった穀物 を食べて もよいと約束 して手助 けを して も らった。 ミラングは弓

矢で首尾 よ く トラを殺 し,そ れか らモ ヨン ・モ ンサ ン族の人 々は地上 に出る ことがで

きるよ うにな った とい う[DAs l986:310]。

 〈112参 照 された文献 〉モ ヨン族 に関す るま とま った文献資料は,1965年 にイ ン ド

政府 が発行 したヴ レイッジ ・サーヴ ェイ ・モノグラフの リワチ ャンニ ン(LiWachang-

ning)村 の資料 しか入手で きなか ったので ,以 下,こ れに したがい,記 述 をお こな う

[SINGH 1965b]。 モ ンサ ン族 に関する単独の資料 は得 られなか った。

 〈618ク ラ ン〉モ ヨン族 は,2つ の外婚 クランに わ か れ て い る。Wangcharと

Bullgruで あ る。それぞれ,サ ブ ・クランを7つ ずつ もつ。 メィティ族 の村 が近接 し

てい るので,か な りメイテイ族 の影響 を受けてお り,Wangcharの ク ラ ンは,メ ィテ

イ族 のNingthoujaと い うクランに同一化 されている。ク ランの間に ヒエ ラルキーは

み られない[SINGH 1965b:3]。

 〈19 言 語 〉言語 は,チ ベ ッ ト・ビルマ語族 クキ ・チ ン語群に属するモ ヨン語 を話

すが,マ ニプール語 に も精通 してお り,第2言 語 と して,マ ニプール語 を実用的に使

用 してい る[SINGH l 965b:4]。

 〈621 コ ミュニ ティの構造 〉各 クランは,そ れぞれ1人 の代表者 がいる。代表者の

地位 は,肩 書 きだけで あ り,実 質 的権力を もたない。村の首長 は,村 落議会 の議 長で

あ り,議 会 は12人 の 成員に よって成 りたってい る。議会で は,財 産にまつ わる論争を

解決 し,盗 み などの犯罪 を処理す る[SINGH 1965b:18]。

 〈361 集 落 形態 〉集落 は,一 か所 に集 中 してい るわけで はな く,地 域全体 に分散 し

てい る。〈342住 宅 〉家屋 は,タ ケと木で枠組 がつ くられ,平 均の大 きさは,約5×

9メ ー トルである。 土台か ら廟 まで の高 さは,最 低で1.2メ ー トルあ り,地 面か らの

高 さは1・8メ ー トルで ある。 各家は,床 面積の5分 の1の ベ ランダを もってい る。 家

屋の内部は,部 屋 ごとに区切 られていない。炉 は,玄 関の左側 におかれ,ベ ッドは,

家 の後方におかれて いる。浴室 および トイ レのための建物はない。家畜小屋 は,一 般

に居 住家屋 の後 ろにつ くられてい る。家を建てた いと思 うものは,村 人 に協力を頼む。

入居式 は,吉 兆な 日を選んで,ウ シとニワ トリをザ トゥラ(Zatra)と い う家の柱 に宿

る神 にささげて とりおこなう[SINGH 1965b:4]。

 〈291一 般 的服装 〉服装 は,男 性はベス トと シャッを着 て,ズ ボ ンを はき,さ らに
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ダル(dar)と よぶ腰布 も着 る。 布 は1. 5メ ー トルの長さで,75セ ンチの幅で ある。 ピ

イ ン(piin)は,モ ヨン族の伝統 的な服装であ り,イ ニィ(inii)と よ ぶ黒 と白の上着 と

ハ ル(har)と い う1.5メ ー トルの幅の下着に よって構成 されている。ふつ う,女 性 は,

ベ ス トとブ ラウスを着 て,布 を下半身に巻 く。 また,カ ネ(kane)は,1.5メ ー トルの

長さ,0.9メ ー トルの幅の布でで きて お り,既 婚の女性は,胸 の上に巻 く。<302身

だ しなみ〉男性 は,髪 を長 くのば さない。顎髭,口 髭 も一般にみ られない。女性の髪

は,ヘ ア ピンや櫛を使 って ととのえ られる。〈301装 身 具 〉昔は,男 性 も飾 りを身に

つけていたが,現 在は,女 性が首 と腕輪 と耳に つけるだ けであ る[SINGH 1965b:

4-5]。

 〈262食 事 〉食事は,コ メと野菜 と肉を常食 と しているが,村 人は貧 しいので,肉

を毎 日食べ る余裕 はない。 キャベ ツ,カ リフラワー,カ ボチ ャ,ジ ャガイモを食べて

いる。 一 日,2食 である。 〈27飲 み物,薬 物,嗜 好 品〉 紅茶 を飲む習慣があ り,

約12セ ン チの長 さの木製の パ イプで タバ コを吸 う。 ライス ・ビールは よ く飲 まれ る

[SINGH  l965b:6]o

 〈24農 業 〉農業が生業の中心で ある。稲が主要な作 物であ り,ア ル ム,オ オバ コ,

コ シ ョウなど も少量だがつ くられている。丘陵部で は,農 地 の90パ ー セン ト以 上が,

コ メづ くりに使 われ,の こりは,他 の穀物 とバナナ,コ ショウが部分的に植え られ る。

平原部では,2月 か ら耕作がは じまるが,激 しい降雨の5月 と6月 にも再 び耕 され る。

6月 に稲 が正条植 えされ る。灌概設備 はない。10月,11月 に稲が実 る。稲の穂を茎 か

らおとすために,広 いタケのマ ッ トを農地にひき,そ の うえで脱穀す る。丘陵部では,

乾 燥 した植 物を燃 や して,土 を肥 させ,そ のあ とに穴をあけて種 をうえ る。 コショウ

やバ ナナ,ア ル ムなどが市場で売 られ る[SINGH l965b:6]。

 〈286 織 布 〉織物 は,村 内の経済的生 活において重要 な産業であ る。 男性 と女性 の

ための腰布 とショールがつ くられる。織 った布 は,家 で使 い,ま た市場で売 る。各家

に1台 は,織 機があ る。女性 は毎 日1時 間,織 り物を織 り,1か 月に2つ の布 を織 る

[SINGH  l 965b:15]o

 〈844 出 産 〉息子 の誕生 は,娘 の誕生 よ り好 まれる。 とい うのは,息 子 は,娘 に く

らべて,長 く家に とどま り,家 族 の労働の担 い手 にな るか らである。イ トゥム(ithum)

とい う産婆 が,出 産を介助する。 お礼 に ライス ・ビールと現金を少 しもらう。産婆 は,

とが ったタケでへその緒 を切 り,後 産 とともに小 さな土 の壺 にニワ トリの羽 と一緒 に

いれ,家 の う しろに埋 める。不浄 とされる期間は,Wangcharク ラ ンは1日,Bungun

ク ラ ンは,3日 で ある。 村の司祭 である テ ンプ(thempu)が 浄 化儀礼 を お こなう。
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ザ トゥラ(Zatra)と い う神 に,子 供の長命を祈 って 供犠をする。3歳 にな ると,母

方の叔父が,耳 に穴 をあ ける儀礼 をおこな う。 ウシとブタが1頭 ずつ殺 され,人 々を

まね いて宴会が催 され る。 この とき両親が子供 の名づけをする[SINGH l965b:5]。

 〈582 婚 姻 規制 〉婚姻 は,ク ラン外婚制であ る。結婚相手 は,村 内に限 られていな

い。イ トコ婚 は,認 められている。〈595複 婚 〉一妻多夫 の慣行 も認 められてい る。

〈58婚 姻 〉花婿側の 申 し込みが,花 嫁の家族 によ って同意され ると,結 婚式がお こ

なわれ る。 アメ ン(amen)と い う婚資が結婚式の前にお くられる。婚資は,ブ タ1頭,

ミタ ン牛1頭,布 類 ライス ・ビールなどである。結婚式 は,教 会 で,キ リス ト教 の

司祭に より,指 輪の交換などキ リス ト教 の様式で お こなわれ る。男性 は20歳 か ら25歳,

女 性は15歳 か ら20歳 で 結婚する者が多い[SINGH 1965b:6]。

 〈428相 続 〉結婚後,息 子は両親 から独立 し,農 地 をすこ しわ けて もらって,新 し

い家で生 活をは じめる。末子 が家の大黒柱 とみなされ,父 親の不動産 を相続す る。の

こりの財産 は,息 子達 で等 しくわける。娘 には相続す る権利 はない。未亡人は,も し

子供が小 さ くて再婚 していなければ,一 部の財産を相続す る[SINGH l965b:6]。

 〈764葬 式 〉葬式 は,死 者 の家族が,ザ トゥラ(Zatra)に2頭 のブタと一 頭の雄

牛をささげ,死 者 の霊がやす らかにな ることを祈 る。遺体 はお湯で洗 い,新 しい布 で

包んで,木 の棺桶に いれ,村 の墓地に埋 める。死の不浄 は,1日 だけであ り,死 者 の

衣類 はすべて燃や される。 司祭が,タ ィ レン(Tairen)の 木 に水をま き,死 者 の家族

に水をかけて浄化儀礼 をおこなう[SINGH l965b:7]。
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注 モンサン族に関しても,1961年 度 のセンサスに人口が挙げられている。

Sen, D. K.1971``Annexure to the Tribal Map of India,, Anthropo】ogical Survey of lndia,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

(八木祐子)
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フ。ル ム(Pururn)

Sen, D. K.1971``Annexure to the Tribal Map of lndia"Anthropological Survey of lndia,

Culcutta・ よ り 作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈101 ア イ デンテ ィフィケー ション〉プルム族 は,マ ニプール河谷に居住 し,古 ク

キグル ープに属する部族であ る。〈131位 置 〉プルム族 が住む東の地域 は,ビ ルマの

上部 チ ン ドウィン(Upper Chindwin)地 域 につづ く丘 が広 がって いる。 隣…村の部族

には,メ イテイ(Meitei)族 が お り,文 化的に強 い影響を うけている。 また,プ ル ム

族 の居住地域の南には,コ ム(Kom)族,ア ナル(Anal)族,東 と北東 には,ア イモ

ル(Aimol)族,ラ ンガ ング(Lamgang)族,チ ョウテ(Chote)族 な ど古 クキグル ー

プおよび タ ドー(Thadou)族 が いる。 プルム族 の村 は,北 緯24度23分 と24度27分,

東 経93度56分 と64度2分 の間にある[DAs l945:15-16]。

 〈19言 語 〉言語 は,チ ベ ット ・ビルマ語族 クキ ・チ ン語群に属 するプルム語 をは

なす[GRIERsoN l927:74]。

 〈173 口碑 ・伝説による歴史 〉古 クキグループには,共 通 して洞窟出自伝説 がみ ら

れ るが,プ ル ム族 の場合 も,プ ル ムとい う言葉 は,「 トラか らの隠れ場所」 を意味 し,

ラ ンガ ング族の出 自伝説 と類似 して いる[SHAKEspERE l912:150]。

 〈592世 帯 〉家族は,核 家族の形態を とる ものが多い。拡大家族はまれに しかみ ら
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れ ない。プルム族の家族 は,父 方居住であ る。〈428 相 続 〉相 続は,末 子相続 であ り,

他 の息子は,結 婚す ると家を離れる。末子が両親の面倒をみて,財 産の ほとん どを相

続 するが,た いていはほぼ平等に兄弟間で分 けて∫ 一番 大 きい と り分を と る[DAS

1945:lll]。

 〈618ク ラ ン〉プル ム族には,Marrim・Makan・Kheyang・Thao・Parpaの5

つ の クランがあ り,各 クランには,最 大4つ のサブ ・クランがある。 同 じサブ ・クラ

ンの成員 は,血 のつ なが りがあ り,サ ブクラ ン内の出 自は父系をた どる。サブ ・クラ

ンの名前は,父 から子へ受け継がれ る。〈621 コ ミュニテ ィの構造 〉各サブ ・ク ラン

には,ク ラ ンの長である ピパ(pipa)が い る。 ピパの子供 は,父 の死後,そ の仕事を

受 け継 ぐ。 クランの重要 な社会的機能は,結 婚 の統制であ る。<583婚 姻 の様式>5

つ のク ランのそれぞれが外婚単位で あるが,現 在では この観念 は消えつつあ り,ク ラ

ンの観念 はサ ブ ・クランへ と移 りつつあ る。以前は,プ ル ム族 の若者 と娘 は,1つ か

それ以上の選択されたクランとしか結婚で きなか った[DAs 1945:117-121]。

 〈601親 族 名称 〉プルム族の間では,異 な るクラ ンの間で構 成 される姻戚関係を も

とに した多 くの呼称が ある。それぞれの男性に とっては,ク ランは,彼 自身 と彼 自身

の父親の クラン,母 親の クラン,姉 妹の夫の クランの3つ の グループに分 けられ る。

女性 にとって は,彼 女 自身 と彼女 自身の父の クラン,母 親の クラン,夫 の クラ ンの3

つ のグル ープに分け られる。 この グループにもとついて7つ の呼称がある。た とえば,

男 性 は,自 分 と同 じク ランの女性 を,も し自分 より年長な らア ウ(au)と 呼 び,若 い

ものな ら名前で呼ぶ[DAs 1945:125-126]。

 〈647 行 政機 関〉村には,8つ の村落機構 があ り,村 内の争いの解決や税の徴収,

宗 教的儀礼の ために,そ れぞれのポス トに応 じて ブタや コメを集 めた りする仕事が あ

る。ポス トは世襲制でな く,高 位の地位 の人が死ぬ と,自 動 的に下位の地位の人 が繰

りあがる。一番下位のポス トには,死 ん だ人の息子がつ く。新 しい地位についた とき

に は,ブ タやズー(zu)と い う酒 を,そ れぞれの村へ地位に応 じて供給 しなければな

らない[DAs 1945:172-179]。

 〈29服 装 〉男性のふつ うの作業 用の服 は,腰 布の1種 で,45セ ンチメー トル か ら

56セ ンチメ0ト ルの長 さで,60セ ンチメー トルか ら75セ ンチメー トルの幅であ る。 す

べて,焼 畑で栽培 した綿で女性達 がつむいでつ くる白い布で ある。寒いときには,厚 い

生地で色つ きの上着を着 る。 プル ム族の上着 には,ラ ンガ ンブスム(rangambusum)

と アオア ・ア ンピ(aoa-ampi)と い うものがある。前者は,若 者 も年長者 も着 るが,

後 者 は,年 長者 だけが着 る。 しか し,村 落共 同体の高位の者 は,40歳 以下 で も,権 威
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あ る地位 をあ らわすために着 る。女性は,ど ち らも着 ない。後者は ,水 中に住む ヘビ

の肌 を模 したデザ イ ンであ るといわれ る。 プル ム族 の女性 は
,え りか ら胸 まで一枚の

布でおおって いる。下に着 るものは,白 色の簡単 なデザ インだが,儀 礼の ときには
,

赤 と黒の縞模様の布 を着 る。 ほとんどの ものは,家 でつ くられるが,最 近では,近 く

の市場や インパールか ら購入す るものもあ る。 シャッやパ ンジャビー ・ドレス
,ベ ス

トは,そ のよ うに して購入 されたもので,男 性 が儀礼 のさいに着 る。女性 たちも儀礼

の さいには・ ベルベ ッ ドか らつ くった長袖のブ ラウスを着 る[DAs 1945:97-98]
。

〈301装 身 具 〉装飾品 は,指 輪,耳 輪,ネ ック レスをつ ける。 ほとん どが メイテイ

族 の商人か ら買 った真鍮製であ る。金 や銀製の もの はみか けない。男性は,真 鍮製 の

首飾 りをつけ る[DAs 1945:99]。

 〈342住 宅 〉家屋 は,タ ケでつ くられ,床 は土台 か ら30セ ンチメー トルか ら60セ ン

チ メー トルの高 さにあ る。家の大 きさは家族 によ って異 なっているが,あ る村の首長

の家は,お よそ16メ ー トルの高 さで,幅 はおよそ8メ ー トルである。 それぞれの家に

は,ベ ランダがあ り,壁 はタケのマ ッ トでつ くられてい る。屋根 は草で葺かれ ,屋 根

の格子はタケでつ くられて,寄 せ棟 の形式 と妻切 りの形式がある
。戸 口は,2つ ある。

家の左手 の中央 の柱 が最初に建 て られ るが,こ れは宗教的な意味があ り,月 曜 日に建

て られるのが吉兆 だとされ る。家の 内部は各部屋 に分かれていな いが,観 念的に は,

家 の左側 はプム リル(phumlil),右 側 はニ ンガ ン(ningan)に 分 け られ る。 左側は,

家 の主人 および未婚の娘 と息子が眠 る場所で,右 側 は,義 理の息子,客,家 に夜や っ

て くる若者が眠 る場所 である。家族 の炉 は,家 の後方にあ り,炉 の うえに干 し魚 と干

し肉のための棚 がつ ってあ る。牛小屋や穀倉 が少 しはなれた ところにつ くられている。

プルム族 の家 は,戸 外のベ ランダ,高 い廟,寄 せ棟形 式の屋根な どメイテイ族 の影響

をうけてい る[DAs l945:! .-48]。

 〈24 農 業 〉主要な生業 は農業であ る。焼畑耕作 と水稲耕作の両方 をおこなって い

る。 マニプール河谷の畑 は,ほ とん どメイテイ族に よって耕作 されているが,丘 の斜

面 にあ る畑は,プ ルム族 やこの地域 に住む他の部族に よって耕作 されて いる。耕作地

は・各人 が適 当に選ぶが,選 んだ土地の木 を伐採 し,そ こに皮 の0部 をはが して印をつ

けた大 きな木 をたて,木 を くみあわせてその土 地を囲む。耕作地を選 んだ あと,夢 で

その耕作地 が適 当か占われ る。耕作地の所有者 が,夢 のなかで ラム ・ヘル(Lam-hel)

とい う土地の精霊 と良い言葉をかわ した ら,そ れ は良 い知 らせで仕事 をすす めて もよ

い。 しか し,精 霊が,不 快 な しる し,け んかのサ イ ンを示 した ら
,そ の土地を捨て,

新 しく求 める・ も し,耕 作地が肥沃であれば,最 高4年 間耕作 され,そ のあ と10年 間
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放 って おかれ る[DAs l945:52-55]。

 ジ ャングル は,フ ァイ レル(Phairel 2月 か ら3月)月 に切 り開かれ る。大 きな木 は

切 られず,枝 だ け刈 りこまれ る。 ラムタ(Lamta 3月 か ら4月)月 に,ジ ャングル の

草が乾いた ら,火 がか け られ る。 ジャングルを切 るときには,何 人 かの人 々が,「 ヘ

イホー,ヘ イホー」 とかけ声 をか けなが ら,列 をつ くって進む。 カ レル(Kalel 5月

か ら6月)月 に,雨 が期待 され る頃,灰 の上に播種 され る。 ゴマ もまた同 じ時期に稲

と混ぜて まかれ る。同 じ畑 の一 部にタマ ネギ,他 の適当な ところに,ヒ ョウタ ン,キ

ュウ リ,ト ウモロコシが植え られ る。 除草 は,イ ンガ(lnga 5月 か ら6月)月,イ ン

ゲル(Inge17月 か ら8月)月,タ オアル(Thaoal 8月 か ら9月)月 の3回,お こな

われ る。鍬 の形 を した アッ(atu)と よばれる鉄の道具を使 う。穀物 が実 って きた ら,

出づ くり小屋 をたてて,動 物 や鳥 か ら穀物を見張 る。 収穫 は,メ ラ(Mera 10月 か ら

11 .月)月 か ら始 ま り,稲 の穂 の下 から3セ ンチメー トルか ら5セ ンチメー トルの とこ

ろで刈 りとって,籠 にいれ て小屋 に運ぶ。 そ こで,実 を穂か らたた きお とす[DAS

l945:55-58]。

 水 稲耕作 もマニプール河谷 でお こなわれている。梨耕作は,カ レルの月 には じめ ら

れ,タ オアルの月におわ る。2回 か ら3回,耕 作 され たあ と,近 くの小川 か ら水を ひ

く。水 田は,7回 ほど耕 され,別 の ところで育てた稲が移植 され る。除草 は,移 植 の

の ち一 回だけお こなわれ る。 パ イヌ(Paillu 12月 か ら1.月)月 に実 りは じめ,ワ クチ

ン(Wakching 1月 か ら2月)月 頃に穂が刈 りとられ る[DAs l945:61]。

 〈788儀 礼 〉多 くのプル ムの儀礼 は,農 業 と結びつ いてい る。 ヌ ングチュングバ

(Nungchungba)の 儀 礼 は,フ ァィ レルの月 におこなわれる。 焼畑 が切 り開かれた と

きで,1年 の農作業 の始 ま りと関係 している。 この儀礼 の間に,卵 占いによって,次

の年 の村の将来 が 占われ る。7日 間,歌 や踊 りの宴が続 く。 この間,作 業 はタブーで

あ る。 また,プ ル ム族の人 々は,自 分の クランの長であ るピパ が,最 初 の収穫を サ

ナマ ヒ(Sanamahi)と い う神 に ささげる前 には,収 穫 作業を は じめられな い[DAS

1945:57]。

 〈23家 畜飼養 〉家畜 は,雄 牛,ス イギ ュウ,ブ タ,ニ ワ トリが飼 われ る。雄牛,

ス イギュウは,朝 に森 に連 れてい き,草 を食 べさせ,夕 方 に連 れかえ って小屋 にいれ

る。雄牛は,食 肉用,荷 役 用で,ミ ル クは飲 まれ ない。ブタ,ニ ワ トリはふだんの食

肉用,儀 礼の さいの供犠用であ る[DAs 1945:55]。

 〈226漁 労 〉漁業 は,職 業 と してはお こなわれていない。家で食べ るた めに獲 り,

市 場では売 らない。網はな く,釣 竿 と罠がつかわれる。 ある種類の魚は,サ ナマ ヒの
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仲間 と考え られ,獲 るのはタブーである。 ル ビ(rupi)は,円 錐形で,サ トウキビでつ

くった紐がタケにむすばれている。2メ ー トル75セ ンチの長 さで,口 のまわ りは,約

2メ ー トルで ある。罠の口は,片 方 は開 き,も う片方 は閉 じてい る。魚 がとりだ しや

すいように2つ の部分に分け られて いる。浅瀬に仕掛 け られ る。カポウル(kapouru)

は,円 筒状で,80セ ンチメー トルの長 さで,中 央部 で60セ ンチ メー トルの幅であ る。

タケ とサ トウキビでつ くられ,中 央部にバルブがある。一方の 口が開 き,も う一方が

閉 じている。 仕掛 けるときは,開 いた口を草で閉 じる。 タイセブ(taicep)と い う罠

は,タ ケ とサ トウキビの紐 でで きた四角い箱である[DAs l945:68-71]。

 〈224狩 猟 とわな猟 〉狩猟は,生 計の ためにはお こなわれず,農 産物 を守 るために

だけ,鳥 や野獣を殺す。銃 はめ ったに使われず,弓 矢を使 うことが多 い[DAS 1945:

71]。

 〈286織 布 〉紡績 と機織 りは,プ ルムのあいだで,重 要 な仕事 の一つである。 男

性 は籠づ くり,女 性は機織 りに 従事 している。 プル ム族 は,マ ニプール 製の織機 も

使 っているが,も っとも一般 的 には,イ ン ドネ シア製の 改良型の織機を 使 ってい る

[DAs  l945:100-102]。

 〈262食 事 〉食事 は,1日 に3回 とる。摯耕作の導入以前 は,焼 畑に頼 らなければ

な らず,不 安定な収穫 であった。焼畑で とれる量は,家 族をや しな うのに十分でな く,

植 物の根の採集がお こなわれ,酒 を飲む量が多か ったといわれ る[DAS 1945:77]。

 料 理には,煮 る,焼 く,揚 げるの3種 類の料理法 がある。 ンガ ・ンダイ(nga-ndai)

は生魚 のカ レーで,タ ーメ リック,チ リ,コ リア ンダ ー,ゴ マ油を使 う。野菜は加え

られない。 ンガ ・カ ング ・ア ン(nga-kang-an)は,千 し魚のカ レーで,部 分に切 って,

スパイスの入 ったお湯 で煮 る。 タロイモ,ヒ ョウタ ン,カ ボチ ャが くわえ られる。 ン

ガ・ア ン・ル ン(nga-an-run)は,コ メと干 し魚の カレーで ある。 ア ン ・パル(an-pal)

は,干 し魚の カ レーで,魚 を小 さ く切 って,タ ーメ リック,オ ニオ ン,チ リをペース

ト状に して,コ リアンダーの葉 を入 れる。他に も,肉 の カレーがあ る。干 し肉 も,塩

もスパイス も使わず火 にあぶ っただけで食べ られる。マ メのス ープは,チ リや塩のス

パ イスをいれてつ くる。

 〈273 ア ル コール飲料 〉飲物では,ズ ー(zu)と い うライス ・ビールが飲まれ る。

ズ0に は,発 酵によ るものと蒸留 によるものの2種 類があ る[DAs 1945:87-89]。

 〈843妊 娠 〉誕生 に関す る信仰や儀礼 は,以 下のようであ る。生理が とま った ら,妊

娠の兆候 だ と考え られ る。9か 月 か ら10か 月 目になると軽 い作業 しか おこなわれない。

特別な儀礼 はおこなわない。 〈844 出 産 〉分娩 は,家 の なかの プム リルの部分で お
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こなわれる。 マ ッ トの上にすわ り,屋 根か らつ る した ロープや柱につかまる・家の女

性が後 ろか ら妊婦を ささえ,マ イピ(maipi)と い う産婆がと りあげ る。産婆 は,分 娩

の前に5つ の銅貨,3枚 の ラザー(lather)の 葉,コ メー握 りを太 陽と月 にた い して

ささげ る。それか ら,妊 婦の枕 もとでマ ン トラを唱え る。産婆がタケでへ その緒を切

り,後 産 は,土 の壷に入れて,稲 の穂 でふたを して,家 の後方の隅に埋める。 もし,

動 物に食べ られた ら,子 供が泣 き出 して,短 時間で死ぬ といわれる。

 〈846 出産 後の介護 〉子供が生 まれる と,お 湯で洗い,母 親のそばにお く。 母 親

は,3か 月 間,食 事の制限があ り,ニ ワ トリ,ブ タの生 肉,魚,野 菜,マ メ類が禁止

され る。 コメ,魚 のカ レー,塩,コ ショウ,千 した牛肉,ミ タ ン牛の肉に火を とおし

たものがすすめ られる。 出産 は,タ ィ レン(tairen)の 枝 か レイ クム(1eikhum)の 木

を壁 につ る して知 らせ る。10日 間,母 親は外出で きない。産婆 が レイクムの葉を燃 や

して浄化儀礼をす る。 また,ズ ーを火にかけてマ ン トラを唱え る。誕生後1か 月で,

耳 たぶに穴 をあける儀礼をお こなう[DAs 1945:229-232]。 産 婆が針で穴をあ け・

8日 目に鉄 や真鍮製の耳輪をつける[DAs 1945:233]。

 〈553命 名 〉誕生後3日 目に名づ けの儀礼 がお こなわれ る。 テ ンプ(thempu)と

い う司祭が,3本 の麦の穂 をもち,穂 を鎌で切 る。麦の穂が水 をいれたボ ウル におと

されると きに,子 供の親が選んだ名前を述 べる。麦の穂が一緒 に沈んだ ら,良 い しる

しである。一緒に沈 まなか った ら,も う2度 繰 り返 され,そ れで もうま くいかな いと

きは,新 しい名前が試 され る。 たいて いは,偉 大 な祖父の名前をつける[DAs l945:

233]。

 〈787啓 示 と占い〉名づけの儀礼の さいに,子 供の将来 を占 う試みがなされる。男

の子の場合に は,司 祭 が,オ ンドリをつかまえて殺 し,そ の脚 の位置で少年 の将来 を

占 う。 も し,右 脚 が左脚 の上 におかれた ら,良 い知 らせ として考え られ,少 年 の母 は

もっと息子 を授か る。 しか し,逆 であれば,少 年 は悪霊に襲われる。少女は,メ ン ド

リで 同 じよ うに占われ,左 脚が右脚 に重ね られた ら,少 女の健康の しる しとされ,逆

であれば,少 女 は病気にな ると考え られ る[DAs 1945:233-235ユ 。

 〈58 婚 姻 〉結婚式 は,若 者 が20歳 に 達 した頃,娘 の場合 はそれより早 くお こな う。

結婚の相手 は,若 者の両親あ るいは若者 自身が選ぶ。〈582 婚 姻規制 〉母 方の兄弟 の

娘 との結婚 はおこなわれるが,父 方 の姉妹の娘 との婚姻 は禁止されている.Q若 者 の父

と若者 が,ズ ーを もって結婚の 申込みにい く。 娘の父親 はズ ーを飲んで 申込みを うけ

る意 をあ らわす[DAs l945:239-240]。

 <583婚 姻 の様式>3年 間,花 婿は,花 嫁 の家で労働奉仕をす る。3年 間がすぎる
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と,花 婿は,自 分の父 親の家 に花嫁をつれて帰 る。 自分の家に引 っ越 したあと,義 父

に対 して宴をひ ら く。 このと き,少 な くともブタ1頭,ズ ー1杯 をあげなけれ ばな ら

ない。花嫁の両親は,花 嫁 に布や真鍮の食器,織 機 をもたせ る。花 婿は,花 嫁の 出発

のあとも5日 間花嫁の家に とどまってか ら自分の家 にもどる[DAs l945:242-245]。

一 夫多妻は
,ふ つ うにお こなわれ ないが,禁 止 されて いるわ けではない。離婚 はめ っ

たにみ られない。再婚は,お こなわれ る[DAs 1945:247-248]。

 〈764葬 式 〉死 は,す べて悪霊の影響であ るとみな されている。 葬儀 はつ ぎのよ

うにお こなわれる。遺 体は洗 い,新 しい腰布を着せ る。ニ ワ トリを殺 し,料 理 して遺

体のそばにお く。葬式 に先立 って,ブ タが槍で ころされ る。棺桶 は板で つ くり縄でむ

すぶ。釘は使 わない。遺 体の頭部 は,布 で おおい,生 前に使 っていたターバ ンを巻 く。

男性の場合 は,斧 や真鍮製の カップを棺桶 にいれ,女 性の場合は,飾 りを いれ る。4

枚 の銅 貨を布 の端 にそれぞれ結ぶが,こ れ は来世への途中に食べ物を買 うた めであ る

といわれる。丘 の斜面 に墓地があ り,ク ランごとに分かれている。墓を掘 り,墓 の う

えにタケで仮設 の台をつ くって,あ らゆ る種類の食べ物をお く。仮設の台の下に ヒ ョ

ウタ ンにズーをいれてぶ らさげ,さ らに男性の場合 は,籠 に弓矢 をいれてぶ らさげ る。

埋葬 したあ と,参 列者 は家 にかえ り,手 足を洗 い,口 をすすぎ,服 を着替え る。玄関

に レイ クムとカイチュ(Khaichu)の 葉 をいれた火を燃や し,葬 式 に参加 した人 は,

そ の火 にさわる。司祭 は,タ イレンの葉で水をまいて,家 を儀礼的 に清 める。そのあ

と,家 族 はズーを飲み,ブ タ肉を食べ る[DAs l945:251-255]。

 〈775来 世 観 〉 死後,3日 間,死 者の 魂 は,家 に とどま り,そ れか らカム ング

(Khamung)の 方 へ 向かう。良 い人 の魂 は,カ ム ングに直接行 けるが,悪 い人の 魂は,

途 中でとまって罰 を うけるところへ行 く。カム ングは,空 の西の方にあ り,こ の世 と

変わ らない生活であ るといわれる。 しか し,プ ルム族 の人 々は,死 後の生活 に関 して

   0
あいまいな観念 しか もっていないよ うであ る[DAS 1945:255]。

 〈77宗 教 的信仰 〉宗教的観念 は,河 谷の ヒン ドゥー教徒の影響を強 くうけて いる。

Krishona(Krjshna), Mahadeo, Aram(Rama), Durga, Kali, Yamaな どの神 が

いるが,実 際 には,礼 拝 されていない。Krishonaは デ最高神だ といわれ るが,特 別

に関係す る儀礼 はない。プル ム族 のあいだで重要 な神 は,サ ナマ ヒとヌングチュ ング

バ(Nungchungba)で あ る。 後者 は,村 のはずれにまつ られ,フ ァイ レル(2月 か ら

3月)月 とカ レル(5月 から6月)月 の年 に2回 まつ られ る。 実際 的には,家 の入場の

儀礼 である。 ある人 が新 しく建て られた家に入 るときには,最 年長者のテ ンプが,竹

の筒にはいったズ0を 床の 中央 にそそいで ヌングチ ュングバ にささげ る。サナマ ヒは,
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家族の神であり,サ ブ ・クランの神でもある。家族の健康や繁栄を願って家にまつら

れているサナマヒをいつも拝む[DAs 1945:188-196]。

                   一            (八木祐子)
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ラル テ(Ralte)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of India', Anthropological Survey of India,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈101ア イ デ ンテ ィフ ィケ ーシ ョン〉 ラルテ族 は,古 クキグル ープに属する集団

で,マ ニプール州の南西部,ミ ゾ ラム州に近 い ところに居住 している。1961年 の セ ン

サスによると80人,1971年 の セ ンサスでは154人 が,マ ニプ ール州 に住んでい る。

 〈112 参照 され た文献 〉ラルテ族 に関す る文献は,非 常 に少 な く,わ ずかにシェイ

クス ピア(Shakespere)の``The Lushei Kuki Glans"に 断片 的に記述 されているに

すぎない[SHAKEsPERE l912]。

 〈19言 語 〉言語 的には,タ ドー(Thadou)族 に 近 く,ま た,ゾ ゥル ブ ック(zawl-

buk)と い う若者宿 を もたない ところもタ ドー族 に似て いる ものの,現 在では,む し

ろル シャイ(Lushai)族 との関係 が深 い。〈173 口碑 ・伝説 に よる歴史 〉ラルテ族 の

出 自伝説 において も,彼 らの祖 先にあた る2人 の兄弟 の うち,弟 の方 が,ル シャイ族

の慣習 に したが ったため,ク ランが2つ に分 かれたといわれ る。 そのため,2つ のク

ランは,供 犠のや り方 がす こし異 なってい る[SHAKEsPERE 1912:141-142]。

 〈175記 録 された歴史 〉ラル テ族は,喧 嘩好 きで,大 きな勢力 を もつル シャイ族 に

吸収 されるの を嫌 って,か な り抵抗 して きた。 ラルテ族 とル シャイ族 の戦いの歴史 は,
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シ ェイクス ピアに詳 しい。〈62 コ ミュニテ ィ〉アイジャル(Aij al)の 北 にあるル シ

ヤイ族の い くつかの村には,ラ ルテ族 の クランがあ り

てい る[SHAKESPERE 1912:139-140]。

村の首長もラルテ族がつとめ

        (八木祐子)
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ヴ ァイ フ ェ ィ(Vaiphei, Vaiphui)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of India"Anthropological Survey of lndia,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈101 ア イ デ ンティフィケー ション〉ヴ ァイフェイ族 は,古 クキグル ープに属 し,

マ ニプール州の南側を中心 に居住 してい る。<161 人 口>1961年 の セ ンサスで は
,

8,215人,1971年 に は,12,347人 の 人 ロが,マ ニプ ール州 において記 録 されてい る。

 〈173 口碑 ・伝説による歴史 〉アイジャル(Aij al)の 東 側に,ヴ ァイ ・ツィ ・チュ

ン(Vai-tui-chhunヴ ァィの水場)と い う村落居住地があ り,そ こがヴ ァィフェイ族

の以前の居住地で あろうといわれてい る。 ル シャイ族が移住 してきたために,以 前の

地を追われたので はないか と推測 されている[SHAKEsPERE l912:149]。

 〈112参 照 された文献 〉ヴ ァィフェイ族に関す る資料 は,非 常に少 ない。ヴ ァィフ

ェイ族固有 の社会制度や政治組織 などについて の情報 は,得 られなか った。<58婚

姻 〉婚姻に関する情報 は,婚 資について,2頭 か ら10頭 の ミタ ン牛が支払われ,こ の

値段は・ クランの相対的重要 性を指摘 しているとシェイクス ピァ(Shakespere)が 述

べている程度 であ る[SHAKEsPERE l912:155]
。 ゴ リ(Gori)の 報 告 によれば,現 在

のヴ ァイフェイ族の大部分は,恋 愛結婚 で,の ちに両親の承諾 を得てい るとい う。婚

資を支払 う習慣 も,ま だ残 っている。結婚式 は,キ リス ト教の様式 でお こなわれ てい
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る[GORI l984:24]。

 〈764葬 式 〉葬式 は,遺 体を きれいに飾 り,竹 の枠 に縛 り,3日 間,そ のまわ りで

宴 をお こな う。 宴のかわ りに,司 祭 が遺体の喉に,ズ ー(zu)と い う酒を注 ぎ,安 ら

かに出てい くように魂に告 げる。 それか ら,墓 に運ばれ る。〈784忌 避 とタブー 〉死

者 の出た家 は,野 獣を何 匹か殺す まで は,髪 を洗 った り,飾 るのを避 ける。また,母

方 の祖父が死に さい して,贈 り物 をあげる習慣があ り,こ れはル シャイ(Lushai)族

に もみ られ るという[SHAKESPERE 1912:166]。

                                 (八 木祐子)
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ポ イ(Poi),パ ウ ィ(Pawi),ラ イ(Lai)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of lndia" Anthropological Survey of lndia,

Gulcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈131位 置 〉ポイ族 は,ミ ゾラム州の南端に居住 する。 〈161人 口>1961年 の セ

ンサスで は,4,587人,1971年 には,20,682人 の人 口が,ミ ゾ山地(Mizo Hills)に お

いて記録 されて いる。

 〈101 ア イ デ ンテ ィフ ィケ ーション〉ポィ族 は,ラ ィ(Lai)と 自称す る。彼 らは,

ビルマのチ ン山地(Chill Hills)に い るチ ン(Chin)と して一般に知 られている[CHIB

1984:313]。 ライは,「 中央」を意味 し,ビ ルマの チン特別 区に住 むバカ(Haka)の グ

ループが,特 に使用 してい る[EMBREE l950:17;MATIsoFF 1980:39]。

 〈19言 語 〉彼 らは,ラ ィ語 を話すが,ミ ゾ(Mizo)語 も媒介語 として受 け入れてい

る。ル シャイ族 と生活様 式,慣 習な どが,類 似 して いる。 しか し,ル シャイ(Lushai)

族 に比べ ると,ポ イ族 は,保 守 的である。一般 に,ラ ケ ール(Lakher)族 とは友好的

で,両 者 のあいだで婚姻が おこなわれ ることもあ る。ル シャイ族 とは仲 が悪 く,ル シ

ャイ族 の若者 は,し ば しば ポイ族の少女を誘拐す る[CHIB l984b:313-331]。

 〈302身 だ しなみ 〉男性 は,長 い髪を,額 の ところで髭をつ くり,女 性 は,頭 の頂

上で髭 を結 って いる。〈428相 続 〉財産 は,長 男が相続す る。〈262食 事 〉 トウモu
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コ シや,タ ピオカを常食 としてお り,コ メはあま りつ くられない[SHAKEsPERE l912:

313-314]。

(八木祐子)
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ゾ ウ(Zou)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of lndia"Anthropological Survey of India,

Culcutta.よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈101 ア イ デ ンティフィケーシ ョン〉 ゾウ族 は,古 クキグループに属 し,現 在 は

シンハ ッ ト・サブ ・デ ィビジ ョン(Sinhat Sub-Division)に 居 住 している。 ゾウ族 は,

1961年 の イ ン ド政府発行のセンサスにおいて,指 定部族 と してあげ られて おり,1981

年 に おいて も,指 定部族 として扱われているが,現 段階に おいては,こ の部族 に関 し

て,記 述す るべ きまとま った資料 はない。マテ ィソフ(Matisoff)は,ゾ ウ(Zou)族

と ゾー(Zo)族 は 同 じ民族であるとみな してい るが,他 には資料 がな く,確 定的な こ

とは言えない[MATIsoFF 1980:77]。

                                  (八木 祐子)
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タ ドー(Thadou)

Sen, D. K.1971``A皿exure to the Tribal Map of India"Anthropological Survey of India,

Culcutta・ よ り 作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈101ア イデ ンテ ィフ ィケー ション〉チベ ッ ト・ビルマ語族 クキ ・チ ン語 群 の 言

語を もつ集団で,18世 紀 のなかば ごろマニプール山地(Manipur Hills)へ 進 出 して

きたタ ドー(Thadou)と い う民族 を,先 に現住地に 移住 して いた古 クキ グループと

区別 して,新 クキとよぶ。タ ドーは,好 戦的な民族 として知 られて お り,タ ドーとい

う名前 は,「 タ ト(that殺 す)」 と 「ドー(doh戦 う)」 か ら由来 した とい われて いる

[SHAKEsPERE 1912:190]。1989年2月 の栗 田の調査によれば,最 近 は,新 クキの グ

ル ープにギ ャンテ(Gangtc)族 や パィテ(Paite)族 もふ くめ るとい う。

 <618 ク ラ ン>Dongel, Sit Lhou, Kipgen, Haokipが 有 力 な クランと して知 ら

れ るが,こ の他 にも25の クランがある[DAs I985:47]。

 〈173 口碑 ・伝説 による歴史 〉もともとは,現 在,有 力な クランとして知 られ る

4つ の家族 か らは じま った といわれて いる。すべての家族は,タ ドーに帰着 し,さ ら

にそれは,土 の なかに住んでいたノイマ ングパ(Noimangpa)と い う神話 上の英雄 に

あ とがたどられ る。Dongelは タ ドーの長男である。 それゆえ,他 の家族 よ り,地 位

が高いといわれ る[SHAKEsPERE 1912:189-190]。
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 〈175記 録 された歴史 〉こめ民族 のもともとの居住地は,ソ クテ(Sokte),パ ィ テ

(Paite),ラ ル テ(Ralte)族 との言語的類似 な どか ら,マ ニプ ールの南 にあるコチ ュ ッ

ク(Kochuk)で あ るといわれる。 カムハ ウス(Kamhaus),ソ ク テ,シ イ ン(Siyin)

族 な どか ら追われて,18世 紀 のなか ばごろマニプールへ進 出 した。一方,他 の もの は,

西 側へ移動 し,カ チャール ・デ ィス トリク ト(Cachar District)の 南 の丘陵地帯 に落

ち着 いた。 また,1848年 か ら1850年 頃,ル シャイ(Lushai)族 に よ って カチ ャール

(Cachar)へ 追 いたて られた とい う記 録 もあ る[SHAKESPERE l912:190]。

 〈19 言 語 〉タ ドーの言語 は,チ ベ ッ ト・ビルマ語族 クキ ・チ ン語群の北方 グルー

プに属 し,メ イテイ(Mcitei),カ チ ン(Kachin),ガ ロ(Garo),ル シ ャイ族の言語 と

古 クキグループの話す方言 に近 いといわれ る。 タ ドーが話す言葉 は,大 昔,創 造者 パ

テ ン(Pathen)よ ってあたえ られた といわれてい る。パ テ ンは,タ ドー,ナ ガ,メ イ

ティにそれぞれ ちが う言 葉を皮 に書 いてあたえた。 しか し,な ま けもののタ ドーは,

ほ うって おいたので,そ の皮をねずみやイヌや ブタに食べ られて しまい,文 字 をな く

して しまった とい う伝説があ る[SHAw l929:94]。

 〈142 身 体 諸形質 の情報 〉人種的 には,モ ンゴロイ ド系 である。 タ ドーは,低 い背

丈で,比 較的長い腕,短 か い足を もち,広 い顔,高 い頬骨,小 さいアーモ ンド型 の眼,

広 くてへいたんな鼻を している といわれ る[HUNTER l879:386]。

 〈131位 置 〉タ ドー族は,北 は現在 のコヒマ・デ ィス トリク ト(Kohima District),

東 は ビルマ領,南 はチ ン山地(Chin Hills)と ル シャイ山地(Lushai Hills),西 は カ

チ ャール ・デ ィス トリク ト(Cachar District)に 囲 まれた地域に住む。主 た る居住地

は,イ ンパ ール河谷(Imphal Valley)や マ ニプール(Manipur)の 丘 陵地帯 で あ る

[SHAw l929:11]。

 〈β6 集 落 〉村は,尾 根の頂上か,尾 根の少 し下の傾斜 地のジ ャングル地帯 にある。

〈342住 宅 〉家屋 は,地 上か ら1.2メ ー トルか ら1.6メ ー トルの高さの壇上にたて ら

れ,木 の柱 とタル木でつ くられて いる。壁 はタケのマ ッ トでで きてお り,草 葺 きの屋

根 に割 ったタケがのせ られている。家 は大 きい一部屋 と玄関のベ ランダで構成 されて

いる。部屋の中央 には,料 理 をするための炉が もうけ られて いる。家の大 きさは6メ

ー トルの長 さで ,幅 は4メ ー トルである。首長の家 はひ とまわ り大 きい。首長の家 や

裕 福な人の家の前には,木 やタケで集会場 がつ くられ,そ こに男 た ちが集 まって,村

の政治などについて話 しあう[SHAw l929:. .,]。

 〈618 ク ラ ン〉タ ドーの社会は,小 規模の クランに分 かれ,さ らにそれは,数 多 く

のサ ブ ・ク ランにわかれている。 〈62 コ ミュニテ ィ〉ひ とつあ るいはい くつかの村
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を 治める世襲的 な首長,ラ ジャ(raja)が い る。 これ らの首長はすべて同 じ出 自であ る

といわれる。現金や労働の提供に よって税金 が支払われ る。すべての人員 が1年 に4

日,首 長のために働 く。 い くつかのグループが一年 中,穀 物の手入れを した り,家 を

修理 した り,家 族 に水 や薪を供給 した りして,首 長の家 の使用人 と して働 く。 これ ら

の労働の際には首長 によって大 きな宴 が も よ お され る[HuNTER l879:385-386;

SHAKEsPERE  l912:193-194]。

 〈623評 議 会[カ ウンシル]〉 首長を補佐 し,政 治を運営 して い くものと して ツシ ョ

ー(thusho)や マ ン トリ(mantri)と よ ばれるものがあ り
,彼 らは労役か らまぬがれ,

彼 らの手で徴税がな され る。 この仕事 は,厳 密にいえば世襲ではないが,多 くの場合,

息子 が父親 のあ とをつ ぐ。首長は長男に うけつがれる。マ ン トリで構成 された議会 に

よ って政治が運営 され る。常設の裁判所はな く,マ ントリが立ち会 って,首 長の前 で

訴 えが きかれ る。 罰金が罪の程度に応 じて,首 長 によって決 められ る[SHAKESPERE

1912:194]o                                             '

 〈24農 業 〉タ ドー族 の生業 は農業 であ る。多種類の コメがみ られ るが,す べて丘

の 中腹でつ くられ,灌 瀧 はされて いない。他 には,マ メ類,雑 穀,ジ ュズダマ,ゴ マ,

トウモロコ シ,カ ラシ,綿,シ ョウガ,タ ーメ リック,タ マネギ,カ ボチ ャ,キ ュ ウ

リ,ヒ ョウタ ンなどをつ くってい る。 タ ドーは,ナ ガ諸族 のよ うに,種 をば らまか ず,

穴 を ほって,少 しばか り種を いれ,上 か ら土をか ける。 ジュム(jhum)と よばれ る焼

畑 は,ジ ャ ングルを1月 か2月 ごろに切 り開 き,す っか り乾 か して火をつける。畑の

小石を とりのぞいてから,種 をま く。穀物が実 った ら,年 に3回 か ら4回,除 草す る。

一つの畑に多 くの種類 の穀物が混作 され る
。10月 に収穫がは じまり,12月 の は じめに

おわ る。穀物 は,早 生,晩 生の両方が栽培 され るが,タ ドーは香 りがよ く,強 い品種

の晩生 の方 を好 む[SHAw l929:87-88]。

 〈224狩 猟 とわな猟 〉タ ドーは,狩 猟の熟練者 である。鉄砲や罠 をつか って狩 りを

する。 ゾウのような大 きな動物 を狩 るときには,鉄 砲 に槍を込めて射 ち,傷 ついた獲

物を追 いかけて動 かな くな ったところを殺す。あ るいは,大 きな穴 を掘 り,な かに尖

ったタケを しかけ,穴 に獲物 を追い こんで殺 す。 ゾ ウは,し とめた場所で解体をは じ

め,牙 をひ きぬ き,運 べるだけの 肉をかついで家に もどる。直接食 べない肉は,干 し

て蕉製 に して保存す る。牙 は市場で売 る。 トラは,ペ ル(pel)と よばれ る大 きな丸太

でつ くった罠を,上 か ら落 として殺す。 小 さい獲 物は,ペ ル コプ(pelkOP)と い う罠

をつ くって とらえ る。 これ は,丸 太を地面 に互 いに平行にたてて通路をつ くり,そ の

上に石 をのせた重い大 きな丸太をおき,獲 物 がとおった ら,そ の通路が こわれ る とい
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う仕掛 けであ る。 リスや シカ,野 ブタなど もつかまえ られる。魚 は,川 にタケで柵 を

つ くり,植 物か らつ くった毒 を流 して獲 る[SHAw l929:88;SHAKESPERE l912:

196]。

 〈611 出 自規 制 〉タ ドーは,父 系の単系 出自で,長 男が家督を相続 する。<582 婚

姻 規制 〉結婚 は,母 方 の交叉 イ トコ婚が優先的に選択 される。家族は,妻 をもらう側

の家族 と妻 をあたえる側の家族 にわかれて おり,妻 をあたえ る側の家族 の方が もらう

側 より・地位 が高 い[DAs l 985:47]。 シ ェイクス ピア(Shakespere)に よ れば,「 ミ

タン牛の供犠を おこな う家族」 と 「牡豚 の供犠 をお こな う家族」 に分かれ ,前 者 の男

た ちは,後 者 の娘 たちと自由に結婚で きるが,そ の逆 はで きないという[SHAKESPERE

l912:198]o

 出産 ・結婚 ・死 に関 して は,以 下の よ うな儀礼や信仰 がみ られ る。

 〈844 出産 〉出産は,妊 婦が布の上にすわ り,夫 が前 から妊婦を介添 え してお こな

われ る。他の女性が手 伝 うこともある。へその緒 は,削 ったタケか きれいなナイ フで

切る。後産は,ヒ ョウタ ンに入れて,家 の外壁につ るされ る。〈553 命 名 〉子供 の名

は,生 まれてす ぐにつけ られ る。男の子 であれば,祖 父か父,女 の子であれば
,祖 母

か母の名前 を くみ あわせてつ ける。産婦 と子供は,男 の子 な ら5日 間,女 の子な ら3

日間,外 出で きな い。 〈788儀 礼 〉子供が誕生 した直後に,キ ルハル ホ(kilhalho)

と い う儀礼 がおこなわれる。 まず テンプ(thempu)と い う司祭をよんで,病 気にな ら

ない ように,悪 霊におそわれないように,首 に羽根のつ いた紐 をま く。つ ぎにニ ワ ト

リを殺す。 これは,テ イルハ ス(Thilhas)と い う精霊に子供 がなや まされず,丈 夫 に

育つようにお こなわれる[SHAw 1929:51-52]。

 〈583婚 姻 の様式 〉結婚 には,4つ の形態があ る。 チ ョングム(chongmu)は,

花 婿の両親 が花嫁の両親の ところへ結婚を申込 み,花 嫁側が同意す るな ら,ブ タを殺

して花婿側 をもて なす。結婚式 の日,花 婿が花婿側 の代表者 とともに,婚 資を もって

花嫁 の家にむか う。花嫁の家族 が盛大に もてな し,夕 方 から,太 鼓や鐘を ならし,歌

を うたって・宴がお こなわれる。翌 日,花 婿の行列が花嫁をつれて かえる
。サハパ ッ

ト(sahpat)の 場 合は,宴 はお こなわれず,婚 礼 の 日か翌朝 はや く
,花 婿が花嫁を つ

れてかえる・ ジ ョル ・ラバ(jol-lha)は,結 婚以前に妊 娠 した場合で
,婚 姻 に関す る

儀礼 はな く,若 者 が娘 を妻 と して家につ れ て い くだ けで あ る。 キジャム ・マ ング

(kijam mang)は,両 親の同意がな く,若 者が娘 と駆落 ち して暮 らしは じめる場合で

あ る。何の儀礼 もおこなわれない[SHAw l929:57-59] 。 いず れの場合 も結婚 に さ

い して婚資が支払われ る。3頭 から30頭 の ミタ ン牛が花嫁の父 にお くられ る
。 これは,
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マ ンピ(manpi)と よ ばれ る。 花嫁 の父の兄弟 には ミタ ン牛1頭 が,ま たお金 も花嫁

の家族に支払われる。 さ らに,夫 の側は 自分 の妻が死んだ とき,あ るいは息子た ちの

それぞれの 死亡にさい して,妻 の最近親者の男子へ,ロ ングマ ン(longman)と い う

代価を支払わなけれ ばな らない[SHAKEsPERE 1912:199]。

 〈764葬 式 〉人が亡 くな ったら,死 者 の家に人 々があつ まって遺族 をな ぐさめる。

遺体は洗われ,布 につつんで丸太の棺桶 にいれ,埋 葬 され る。墓 には,死 者が男性で

あれば,生 前に殺 した野獣の数を きざんだ柱をたて る。女性 であれば,生 前,愛 用 し

ていた品物をつるす。 死 のさいには,ク ンスム(khunsum)と い う儀礼がお こなわれ

る。 ミタ ン牛を殺 し,司 祭の テ ンフ。が死者 の生前の善行をのべ,死 者 の村,ミ テ ィコ

ー(Mithikho)へ 死 者 の霊 が旅立つ のを祈 る。 もし,事 故や コ レラなどの流行病など

で死んだ場合には,こ の儀礼 はおこなわれない[SHAw l929:53-56;SHAKEsPERE

1912:203-207]。

 〈77宗 教 的信仰 〉タ ドーは,宇 宙を支配するパ テ ン(Pathen)に よ ってすべ てに

生命 があたえ られてい ると信 じている。パテ ンには,ノ ングジ ャイ(Nonj jai)と い う

妻がお り,パ テンと力をわけあ う存在であ り,同 等の力を もつ。また,パ テ ンの息子

は,テ ィルハ(Thilha)と よばれ,丘 や川や森 に住 む魔物であ るといわれる。他に も,

深 い森 に住む といわれるグモィ(Ghumoi)と い う魔物 もいる[SHAKESPERE l912:

71]。

                                 (八 木 祐子)
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パ イ テ(Paite),ブ イ テ(Vuite)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of lndia" Anthropological Survey of lndia,

Gulcutta・ よ り 作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈131位 置 〉パ イテ族 は,マ ニプール州の南西側に居住す る。<161人 口>1961

年 の セ ンサスで は17,029入,1971年 に は24,755人 の人 口が,マ ニプール州 において記

録 されて いる。パ イテ族 は現在,新 クキグル ープ とみなされている。 シェイクス ピア

(Shakespere)は,パ イテをル シャイ(Lushai)族 に非常に影響を うけたグループに入

れて い る[SHAKEsPERE 1912:142]。 〈101 ア イ デンテ ィフ ィケー ション〉パ イ

テは,ル シャイ族 による呼称で,ブ イテ(Vuite)は 自称で あり,マ ニプールで は,こ

の言葉が使用 される場合が多い[SHAKEsPERE l912:142]。 ま た,パ イテとい う言

葉は,ビ ルマのバ カ(Haka)や フ ァラム(Falam)に 住 む チ ン族 によ って使 用される

という報告 もある[EMBREE l950:17]。<618 ク ラ ン>1989年2月 の栗 田の調査

に よれば,も ともとはPaihteと い う言葉 が用い られ,北 のグィテ(Guite)と 南 の シ

ュクテ(Sukte)の2つ の クランに分かれて いた という。 シムテ(Simte)族 は この 南

の方の クラ ンか ら派生 したパ イテ族の1ク ランであるという。

 〈173 口碑 ・伝説に よる歴史 〉最初 のパ イテの村は,テ ィッデ ィム(Tiddim)の

近 くにあ った といわれ る。パ ィテ族 の祖先,ラ ムレイア(Lamleia)は,卵 か ら生 まれ
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た といわれている。始めに,2つ の卵 があ り,タ ドー族の ものが1つ を試 したところ,

苦 か ったので,投 げ捨てて しまい,も う1つ の卵 は,貯 蔵 された コメのなかにおかれ,

その うちに ラム レイァが生まれた という[SHAKESPERE 1912:142]。

 〈29服 装 〉彼 らの服装や慣 習は,ル シャイ族 と類似 して いる。 〈882青 年 の地

位 〉 しか し,若 者宿であ るゾ ウルブ ック(zawlbuk)は,特 別 な建物 をつ くらず,有 力

者の家の ベランダが利用 されてい る。6人 から12人 の若者が,夜 をそ こで過 ごす。若

者 は,有 力者の家を建てた り,耕 作 を手伝 う[SHAKESPERE l912:142]。

 〈582婚 姻 規制 〉婚姻 は一夫0婦 制であ り,父 方 の第0イ トコとの 結婚 は許 され

て いる。〈583婚 姻 の様式 〉花婿側の両 親が,ズ ー(zu)と い う酒 を もって,花 嫁の

家 にゆ く。 も し,そ れが受 け入れ られた ら,花 嫁 は,花 婿の家へ連れて こられる。

しか し,若 者は,2か 月 間か ら3か 月間 は,独 身の友入 と寝泊ま りする。 結婚は,

第0子 が 生まれ るまで は確定せず,い かなる婚資の支払 い もお こなわれ ない。 3年

以 内 に子供 が 生まれなか ったら,そ の 夫 婦 は 別れる[SHﾁKESPERE l912:143-

144]。

 〈77宗 教 的信仰 〉宗教的信仰 も,ル シャイ族 と似ている。 パ ティア ン(Pathian)

と い う創造神 の存在 を信仰 して いる。彼 らは,魂 が2度 も3度 も生 き返 ると信 じてい

る[SHAKESPERE l912:144]。

 〈844 出産 〉出産後,子 供 の身体を洗い,母 子 の首 に羽を巻 く習慣 がある。母親は,

出 産後4日 間 は,す べての仕事を避 ける。〈553命 名 〉名づけの ときは,ブ タが供犠

され,ズ ーがふ るまわれる[SHAKESPERE 1912:145]。

 〈764葬 式 〉葬式の儀礼 は,ル シャイ族 と異 な って いる。 死後,遺 体 に最上の服

を着せ,昼 間 は家の 中におき,夜 になると外へ運び出され る。 人 々は,そ のまわ り

で,ズ ーを飲んで歌 い踊 る。 これ は,1か 月以上つづけ られる[SHAKESPERE I912:

145]。

                                 (八 木祐子)
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シ ム テ(Simte)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of lndia', Anthropologica1 Survey of lndia,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は ユ961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈101 ア イデ ンテ ィフィケ ーシ ョン〉 シムテ族 は,1961年,1971年,1981年 の イ

ン ド政府発行のセ ンサスにおいて,指 定部族 として あげ られ ているが,現 段階 におい

ては,こ の部族に関 して,記 述す るべ きま とまった資料 はない。 しか し,1989年2月

の栗 田の調査によれば,シ ムテ族 は本来 は クキ ・チ ン諸族 に属するパィテ(Paite)族

の1ク ランであ った とい う。 このクランに対 して,「 南方か らきた人び と」 を意味す

る シムテとい う名称 を 与 え た。 現在 は,タ ンロン ・サ ブ ・ディビジ ョン(Thanlon

Sub-Division)に 居 住 している。 シムテ族 は,現 在は,南 方 に住んでいないため,こ

の名前を変えたが っているが,な かなか中央政府か ら認め られないのが現状であ ると

い う。

                                (八木 祐子)
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ル シ ャ イ(Lushai, Lushei, Lusei),ミ ゾ(Mizo)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of lndia"Anthropological Survey ot lndla,

Culcutta・ よ り 作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈101 ア イ デ ンテ ィフ ィケ ーション〉ル シャイ族は,チ ベ ッ ト・ビルマ語族の クキ

・チ ン語群 の言語 をもつ諸集団であ り,ル シャイ山地 を中心 に居住す る。 もともとは,

デ ュ リア ン(Dulien)方 言 をはなす部族 を ル シャイ と呼ん だ。 ル シャイは,「 長い首

を もつ人 々」 を意味 して いる。だが,キ リス ト教の布教などによ って,ミ ゾ ラムの北

部 ・中央 部に住む部族 も,デ ュ リアン方言 を話 すよ うにな り,現 在 は,そ れ らの部族

もふ くめて,高 地人 を意味す る ミゾ(Mizo)と よばれて いる[PAKYNTEIN 1968:5]。

だ か ら,ミ ゾと呼ばれ るときには,ル シャイ族 だけで な く,ラ ル テ(Ralte)族,マ

ー(Hmar)族
,ポ ィ(Poi)族 な どをふ くむ場合 もある[SHAKEsPERE 1912;43]・

また,ル シャイは,も ともとLuseiで,10の 部 族を意味 し,多 くの クランを もつ グ

ル ープをあ らわ してい るとい う説 もある[CHIB 1984b:301]。

 〈173 口碑 ・伝説 による歴史 〉ル シャイの首長 は,パ イテ(Paite)の 女 性 と ビル

マ人の あいだに生まれた タンク ・ウラ(Thal19-ura)か ら,出 自 してい るといわれて

いる[SHAKEsPERE 1912:2]。 ま た,別 の伝説 では,中 国の皇帝,チ ンル ン(Chin-

lung)が,部 族 の先祖だ と信 じられて いる。 チ ンル ンの子孫 は,中 国 内部か ら,チ ベ
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ッ トへ移動 し,の ちに その子孫 が,ビ ルマへ移動 し,チ ン ドウィン漢谷 とマニプ0ル

川流域 に最終的にお ちついた とい う[PAKYNTEIN l968:5]。

 <175記 録 された歴史>1780年 頃 から19世 紀 は じあにかけて,ク ランの1つ で あ

るサイロ(Sailo)の も とで,ル シャイはフ ァラム(Falam)地 域 か ら
,北 西 へ 移住 し

た。 この移住 は,お そ らく他の クキ ・チ ン諸族が強力にな ったたあと思われ る。ル シ

ャイの移住 の結果,そ れ以前に きていた ビア テ(Biate)や コル(Khol)な ど の古 クキ

グル ープやタ ドー族を北へ移住 させ ることにな った。1830年 までに
,部 族 内部の争い

でサイ ロが支配権をに ぎり,こ の ときか ら部族全体 を統括す る言葉 としてル シャイが

使 用され るようにな った。1900年 代 は じめのイギ リスの行政的な介入の影響 と ミッシ

ョンの活動がル シャイ社会の大 きな変容の要因 となった[EMBREE l950:39]。

 〈618 ク ラ ン〉ル シャイの クランは,Rokum, Zadeng, Thangluah, Palli an,

Rivung・Sailoの6つ のクランにわかれてい る[SHAKESPERE 1912:3]
。

 〈621 コ ミュニテ ィの構造 〉村 は,ラ ル(1al)と い う首長に よって統 治され てい

る。首 長の息子 たちは,結 婚可能 な年 齢に達 した ら,父 の村か ら,い くつかの戸数を

わけても らい,独 立 した 首長 となる。 〈428相 続 〉 シェイクス ピア(Shakespere)

に よれ ば末子が,デ ブと ラヒ リによれば 長 子 が,父 の 村 を相続 する[SHAKESPERE

1912:54; Dev and LaxiRi l983:3]。 ウパ(upa>と よ ばれ る2人 か ら3人 の年 長

の男性が・首長を補佐 する[SHAKESPERE l912:44] 。

 〈142 身 体 諸形質の情報 〉人種は,モ ンゴロイ ド系に属 している。 ル シャイ族 の

男性,女 性 とも,タ ドーや,他 の同族の グル ープ より,ほ っそり した体型 である。肌

の色 は,暗 い黄褐色,暗 いオ リ0ブ 色,黄 色いオ リーブの間の色を して いる。<302

身 だ しなみ 〉髪 は,男 性 も女性 も,首 の うな じあ たりで結 び目をつ くる。年 頃の若者

は,髪 に非常に注意をは らい,ブ タの アブラ身で,毎 日きれいにす る[SHAKESPERE

1912:1-2]。

 〈29服 装 〉現在の服装 は,男 性,女 性 とも西洋化されて いる。男性 は,シ ャッを

着 て,ズ ボンをは き,教 会に行 くときや,特 別 の用事 のさいには,ス ーッを着てネ ク

タイを しめる。女性は,ブ ラウス とスカー トを着 て,プ ァ ン(puan)と い う布をスカ

ー トの上にま く[PAKYNTEIN l968:6 -7]。

 〈361集 落 形態 〉ル シャイ族 は,尾 根 の上 に,村 をつ くるのを好む。 それは,外

敵の侵入を防 ぐためだ と考え られてい る。各村 は,タ ケの槍 が うちつけ られた丸太 の

防御柵 でと りか こまれている。 ナガ(Naga)諸 族 の ように集 ま って住むの とは異 な り,

ク ランごとにい くつかの地 区にわかれて住 んでい る。 〈882青 年 の地位 〉 村の 中央

297



国立民族学博物館研究報告別冊  9号

に首長 の家があ り,そ の反対側に,ゾ ゥルブ ック(zawlbuk)と よばれ る若者宿 が建

られている[SHAKESPERE lgl2:20-21]。

 〈342住 宅 〉伝統的 な家屋 は,丸 太 とタケでつ くられている。 床は,タ ケのマ ッ

トが敷かれ,戸 口や窓 もタケのマ ッ トで とめ られている。炉 は,玄 関のそばの隅に も

うけられている。部屋 は,タ ケのマ ッ トや布でい くつかに仕切 られている。0軒 の家

に は,夫,妻,未 婚 の子供 が一緒 に住む。 一般 に結婚 した息子は,両 親 の もとを離

れ,新 しい家をたてて住む。 〈428相 続 〉末子 が家 にの こり,両 親の面倒 をみる。

末子 が 土地 や 家 などの 不動産を相続 し,布 や お金,農 具 などは他 の 息子 と分 ける

[SHAKEsPERE  1912:22]。

 〈24農 業 〉生業 は,農 業が 中心である。 コメ,ト ウモロコシ,シ ョウガ,タ バ コ

な どが,焼 畑耕作で つ くられ る。 ジャングルは,1月 か ら2月 の は じめに伐 採 され,

切 り倒 された木 は,十 分 に乾 かされ る。焼畑地の伐採は,村 人総 出あるいは,グ ルー

プごとに おこない,焼 畑が ととの ってか ら,各 家 ごとに仕事 をは じめる。火入れは,

3月 か ら4月 には じめ,そ のあ とす ぐに種ま きを おこな う。稲 を植 えるのは,最 初の

雨 が降 る4月 の末 頃で5,月 なかば までつづ く。除草は,4月 か ら5月 と,ト ウモ ロコ

シが実 った ころの8月 か ら9月 に再 びおこなわれ る。 トウガ ラシ,シ ョウガ,タ バ コ

の とりいれは,9月 か ら10月 で あ る。主要作物であ る稲 の刈 りいれは,10月 の 末には

じま り,11月 な かばまでつづ く。脱穀作業の ための小屋をつ くり,稲 の穂 は,棒 でた

たいて おとす。 焼畑 のそばに,穀 倉 を建て,コ メを収納 して,少 しつつ村へ運ぶ。

〈23家 畜飼養 〉村で飼 って いる家畜 は,ミ タ ン牛,乳 牛,ブ タ,ニ ワ トリ,ヤ ギで

あ る。家畜は,日 中は自由に村 を散歩 し,夕 方 にな ると餌を もらうために各家に帰 っ

て くる[SHAKESPERE 1912:32-33]。

 〈224狩 猟 とわな猟 〉ル シャイ族 は,新 鮮な肉を好み,ワ ナ猟 にたけて いる。 キ

ジやニ ワ トリなどを仕掛 けていた ワナで しとめ,ト ラは,お と りのブタを籠 にいれて

おき,ト ラがその籠をひ っぱ った ら,重 い土が トラに くずれ おちるように仕掛 けて つ

かまえる[SHAKESPERE 1912:33-35]。

 〈462 性 別 による分業 〉籠づ くりは,男 の仕事で あ り,機 織 りは,女 の仕事であ

る。 布類 をもちはこぶブ クバ ウ(bukbau)と,コ メをはこぶダ ウラング(dawrang)

と,薪 や 野菜 を はこぶパ ィカウング(paikawng)の3種 類が,タ ケでつ くられる。

〈286織 布 〉機 織 りは,女 性の仕事 であ り,織 り方 を知 らないと一人前ではない と

される。一般 に14歳 頃にな ると機織 りに忙 しい。花や縞模様 のデザ イ ンが多 く,赤 と

青色が好んでつかわれ る[SHAKEsPERE 1912:19-20ユ 。          '
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 〈844 出産 〉出産 ・結婚 ・死 に関す る儀礼 や信仰 は,以 下の とお りである。 分娩

が近 づ くと,妊 婦はベ ッドに横たわ り,経 産婦が妊婦の身体をあたため る。へその緒

は,付 き添いの産婆 が削ったタケで切 る[PAKYNTEIN I968:7]。 伝 統 的 な 出産 の

や り方 では,難 産の さいには,ニ ワ トリを殺 して2つ に分 ける儀礼 がおこなわれる。

また,出 産後7日 以 内に,ニ ワ トリを殺すアルテ ・ル イ ラン(arte-luilan)と い われ

る供犠 がお こなわれ る。 これが おこなわれ るまで,産 婦は家 か ら外 出で きない。子供

の魂 は,誕 生後7日 間,鳥 の ように両親の身体や服 にとまって時 をす ごすので,傷 つ

けない ように,両 親 は この 間,お とな しくしている。 〈553 命 名 〉出産後2日 目

に,友 人 が親戚に飲物を くば り,7日 目に も宴をひら く。 この ときに,名 づけをす る

[SHAKESPERE 1912:: :]。 キ リス ト教 の導 入後 は,12歳 に達す ると,洗 礼を受

けるよ うにな った[PAKYNTEIN l968:8]。

 〈582婚 姻 規制 〉婚姻は,ク ラン内婚制であ る。 男性は,家 族以外の女性 とな ら

ば,誰 とで も結婚で きる。 しか し,母 方の兄弟の娘 との優先婚が みられ,父 方の第0

イ トコとの婚姻 は,婚 資が少な く,兄 弟か ら別 の兄弟へ移動す るだけに おわ るので,

望 まれない。恋愛結婚 がふつ うであ る[PAKYNTEIN l968:5]。

 〈58婚 姻 〉花婿の両親が,パ ライ(palai)と い う2人 の男性 の友人 に頼んで,花

嫁 の両親 に結婚の申込みにいって もらう。花嫁 の両親が同意 した ら,結 婚の 日取 りと

婚 資を相談す る。結婚式の日,花 嫁 は友人 とともに,花 婿の家につ く。行列が村を と
 r

お りす ぎるとき,泥 を投げつける。花婿 は,花 嫁 に 「あなたの服 は汚れて いる」 とい

って新 しい服をあたえる。ニワ トリが殺 され,花 嫁 と花婿が結婚の誓約す る。花嫁 と

その友 人は帰 り,宴 はつづけ られる。翌 日,花 婿の母親か親戚が,花 嫁の家へ花嫁を

連 れに くる。その夜,花 婿の友人た ちが,花 婿の家にニワ トリを追 いたてた り,石 を

投 げた りしてか らか う。 花嫁 は,実 家に もど り,数 週間過 ごして,夫 の家 にもどる

[SHAKEsPERE 1912:82-83]。 現 在で は,教 会で司祭の仲介に よって式 をあげ る。

婚資の習慣 もあいまいにな り,か わ りにう花婿か ら花嫁へ金の指輪がお くられるよう

にな った[PAKYNTEIN l968:8-9]。

 〈764葬 式 〉死者 の身体は洗われ,髪 を きれ いに飾 り,竹 の枠 に結 わえ られて座 っ

た形に しておかれ る。 ミタ ン牛,ブ タ,ヤ ギ,イ ヌを殺 し,葬 式 に参加 した人に くば

る。歌 や踊 りが翌 日の夕方 までつづ く。丸太で棺桶をつ くり,壁 の近 くにお く。 タケ

の チューブを床 にとお し,棺 桶 の底 に穴 をあけて,遺 体の胃に とおす。0方 の端 は,

土 のなかに埋 め,特 別な炉 を棺桶 のそばにつ くり,3日 間,燃 やす。 この間,未 亡人

が付 き添 う。火葬 したのち,大 きな骨 は籠 にいれて棚にお く。墓のまわ りに,動 物の
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頭骸骨をお く[SHAKESPERE 1912:83-85]。1960年 の段階では,教 会の鐘によ って・

村 人の死 が知 らされ ると,親 戚 や友人が死者の家にあつま り,聖 書 の歌 を うたい,家

族をな ぐさめる。 お湯で死者 の身体 を洗 い,2日 か ら3日,家 に おいたあとで,棺 桶

にいれて,墓 地に埋葬す る。教会 の長老 が葬礼を とりお こなう。聖書を読み,祈 りが

ささげ る。十 字架 に死者の名前,生 年月 日,「 安 らかに眠れ」の文字を記 入 して,墓

地にたてる[PAKYNTEIN l968:9]。

 〈77宗 教 的信仰 〉宗教 は,伝 統 的にはアニ ミズムである。パ テ ィァ ン(Pathian)

と よばれ る精霊が信 じられている。パ テ ィア ンはすべての ものの創造者 であ り,慈 悲

深い存在 である といわれている。 また,あ らゆ る川,森,山 に住む フアイ(Huai>と

い う数多 くの悪霊がいる。すべての病気 や災0は,こ の フアイによってひ きおこされ

ると信 じられている。 また,ほ かに も人間 を守 った り,害 をあたえ る精霊が いる。 こ

れ らに くわえて各 ク ランは,サ クア(Sakhua)と い う特別の精霊 をもつ。すべての供

犠 は,こ のサ クアにささげられ る。また,ミ テ ィ ・クウア(Mithi-khua)と い う死 後

の世界 も信 じられている[SHAKESPERE l912:61--62]。 しか し,19世 紀 のおわ りに

ミッシ ョンが この地 に入 って きて,キ リス ト教 の観念が急速に広 ま った。1961年 の 段

階で は,ク リスマスが祝 われ,す でにのべたよ うに結婚式,葬 式 など もキ リス ト教の

様式 によって おこなわれている[PAKYNTEIN 1968:24]。 現 在は,ル シャイの95パ ー

セン トが キ リス ト教徒であ り,そ の ほとん どがプロテスタ ントである[(腥IB l984b:

303]。

                                (八 木 祐子)
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ラケ ー ル(Lakher),マ ラ(Mara),ゾ ー(Zo),ク ロ ン シ ャ イ(Klongshai)

Sen, D. K.1971"Annexure to the Tribal Map of lndia"An thropological Survey of lndia,

Culcutta・ よ り作 図 。 行 政 区 分 は1961年 当 時 の も の に よ る 。

 〈131位 置 〉ラケ ール族 は,ル シャイ山地(Lushai Hills)の 南 東端,チ ン ・ヒ

ル ・デ ィス トリク ト(Chin Hill District)の バ カ ・サブ ・デ ィビジ ョン(Haka Sub

Division)と ア ラカ ン ・ヒル ・トラク ト(Arakan Hill Tract)の 最 北端に住 む。伝説

によれば,ラ ケール族 は,北 か らバカ ・サブ ・デ ィ ビジ ョンにやって きて再 び東 か ら

の圧力で現住地 にや って きた といわれ る[PARRY l932:2]。 〈101 ア イ デンテ ィ

フ ィケ ーシ ョン〉ラケ ールは,ル シャイ(Lushai)族 に よる呼称で,自 分 たちで は,

マ ラ(Mara)と 呼 び,ビ ルマに住むチ ン(Chin)族 は ゾ ー(Zo),ア ラカ ン(Arakan)

族 は クロンシャイ(Klongshai)と 呼ぶ[SHAKEsPERE 1912:213]。 ル シャイ族 が,

マ ラの女性 たちが綿 を摘む姿 をみて,「 綿」を意味す るラ(la)と 「摘 む」 を意味す る

ケール(kher)を あ わせてLakherと 呼 んだ とい う[CHIB 1984b:314]。

 〈173 口碑 ・伝説に よる歴史 〉出 自伝 説 によると,む か し,カ ザ ングラ(Kha-

zanghra)と よ ばれ る大いな る暗闇が,世 界 をおおって いた頃,人 々は地 の底の穴 か

らや って きた。 ラケール族 のグループの創始者 た ちは,地 の底か らや って きて・それ

ぞれ 自分の 名前を叫んだ。神 は,ラ ケ ールが大変 な数の人が 出て きた と思 ったので,
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道 をさえ ぎった。 しか し,ル シャイ族 は,最 初の0人 だけが名前 を叫んで,他 の者 は

静かにでて きた。神 はひ とりのル シャイがでて きただけだ と思い,長 い時間,道 をあ

けておいた。 こういうわけで,ル シャイ族が,ラ ケール族 より巨大 な部族 となった。

のちに,神 は,そ れぞれの部族 に言葉をあたえたという[PARRY 1932:4ユ 。

 〈142身 体 諸 形質の情報 〉ラケ ール族 は,良 い体躯を して おり,頑 健で ある。男性

の平均身長 は,約165セ ンチメー トルで,ル シャイ族 よりも高 い。 女性 も,他 の クキ

(Kuki)族 や ル シャイ族 よ り身長が高 く,体 格 が良い。 モ ンゴ ロイ ド系で,明 褐色の

肌で,頬 骨 は高 く,広 い鼻 を もつ[PARRY l932:25-26]。

 〈19言 語 〉言語は,チ ベ ット・ビルマ語族 の クキ ・チン語群 に属 して いる[PA-

RRY  l 932:501]。

 〈56社 会 成層 〉社 会組織 は,ア ベイ(abei)と い う王族,パ ングサ ング(phang-

sang)と い う貴族,マ ッチ(machhi>と い う平民の3つ の階層にわかれて い る。貴族

のなかには,さ らに クエイ(kuei)と よばれ るさらに上段の貴族があ り,権 威 は世襲

的に 長男 へ 受 け 継がれる。 〈618 ク ラ ン〉王族 は3つ の クラン,貴 族 は8つ の ク

ラン,平 民 は33の ク ランにわかれている。 それぞれのク ランの名前 は初期 の祖先 の

名前 に 由来 してい るといわれ る。 クラン内 で の 結婚 が おこなわれ る。Bonghiaと

Thlcutha, Hnaihleu, Mihlongの4つ の クランは トーテム の 出 自起 源 を もつ。

Bonghia, Thleuthaの ク ランはニ シキヘ ビの 出自を主張 し, Hnaihleuの ク ランは ト

ラの出 自,Mihlongの ク ランはサ ィチ ョウの出自を主張す る。 それぞれの クランは

クランの トーテムを殺 したり,傷 つ けた りしてはな らない。 〈428相 続 〉ラケ・一ル

の出自は父系 をたどり,長 男が家系 を相続す る[PARRY l932:231-235]。

 〈621 コ ミュニ ティの構造 〉各村 には,首 長がお り,世 襲制を とる。 首長 は村入

に対 して大 きな権力 をもつ。罰金 を課 した り,争 いを調停 する。村人 は,首 長 に対 し

て,米 を3籠 分,収 穫 時に支払 わなければな らない。 〈882 青 年 の地位 〉他 のア ッ

サム地方の部族 とことな り,ラ ケ ール族 は,若 者宿を もたない。

 〈561年 齢 階層 〉若者 は サ トリア(satlia),未 婚 の 少女 は ライサ(laisa)と よば

れ る。少年 はサ トリアの身分 に達す ると,髪 の毛を長 くのば して,額 に結 び目をつ く

って結ぶ。 もはや,両 親の家で眠 ることはない。未婚の娘のいる家の い くつ かに若者

があつま る。2年 か ら3年 そ うして過 ごす。〈836婚 前 性交渉 〉も し,そ の少女が受

入 れたら性交をす ること もあ り,こ れは未婚の少女 と少年 の間で一般 に認 め られて い

る慣習である[PARRY l932:246-248]。

 〈58婚 姻 〉結婚は,男 性 はたいてい20歳 か ら25歳,女 性は20歳 頃 にお こな う。 こ
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のよ うな結婚年齢 の遅 さは,で きれば高 いクランの者 と結婚 したいと思 ってい るが,

適 切 な花嫁をみつけるのが難 しく,ま た婚資が高 く妻を もらうためのお金 をためるま

でに数年かか るためで ある。 〈582 婚 姻 規制 〉結婚相手の選択にあたって は,同 じ

クラ ン内で は,何 の障害 もない。交叉 イ トコ婚 は可能だが,平 行 イ トコ,父 方 の妹の

娘 とは結婚で きない。 再婚は認 め られてい る[PARRY 1932:293-295]。 婚 資 につ

いて は,シ ェイクス ピア(Shakespere)の 著書 に具体例が記述 されている[SHAKESPERE

l912:218-220]。

 〈29服 装 〉男性 の 服装で もっとも重要 な ものは,ド ゥア(dua)と よ ばれ る腰布

で ある。 日常的に もちいるもの と儀礼の際に もちいるものの2種 類がある。後者 は,

白 い布で端 に濃い青 い色がついている。 また,首 長の家族 だけが着 る腰布 があ り,濃

い青地に 中央 に白い線が2本 入 っている。布全体に,絹 で白鳥や野獣 の 目をあ らわす

縁取があ る。他 に も,首 長 と富裕 な人 たちが着 る,赤 地 に絹で赤 と黄色の縁取 がほど

こ した腰布 がある。 〈302身 だ しなみ 〉髪の毛 は,額 のち ょうど真上で髭を結 って

いる[PARRY l932:29-33ユ 。

 女 性は,男 性 よ り多 くの衣類を身 につ ける。近代的な服装の影響を うけず,濃 い青

色の綿のべテ ィコー トで足を隠す。下部 には,絹 で縁取が してある。 この上に濃 い青

色のスカ ー トを着 る。王家の女性たちは,儀 礼の さいに さまざまな種類 の ジュズダマ

や宝貝でかざ ったスカー トを着 る。腰 には,真 鍮や青銅のベル トをつ け,数 の多 さが

富裕 さをあ らわす。上半身 には,袖 な しの上着 を着 る。前あ きで胸 がわずかにあいて

い る。 〈302身 だ しなみ 〉髪は,後 ろで結 び 目をつ くり,真 鍮 の重 い髪飾 りで とめ

る。〈301装 身 具 〉装 飾品には,ガ ラス玉の首飾 り,木 製の耳飾 り,真 鍮 の玉 や綿

の腕輪があ る。足首の飾 りはつけない[PARRY 1932:37-42;SHAKESPERE 1912:

215-216]。

 〈361集 落 形態 〉村落 は,一 般 に小高 い丘の斜面につ くられ,ル シャイ族 のよ う

に丘の頂上にはない。ル シャイ族 が新 しい居住地へ移 るのに対 し,ラ ヶ 一ル族 は永続

的な居住 を好む。 以 前は,村 の 中央に約3メ ー トルの高 さの砦 があ った。<342住

宅 〉家屋 は,ベ ランダ と主室,後 室か らなる。 平均 の大 きさは,4.5メ ー トル幅で,

9メ ー トルの長 さで ある。家は,通 りに面 して建て られ,向 きは重要で ない。床 は,

地面 から1.2メ ー トルか ら1.5メ ー トルの高さにあ り,タ ケのマ ッ トでつ くる。壁 もタ

ケのマ ッ トでつ くり,屋 根 は ヤ シ科 の 植物の 葉かタケの葉で葺 く。 ベラ ンダに は,

狩 りの戦利 品で ある クマや シカの頭骸骨がおいて ある。家のなかには,3つ の炉 があ

り,1つ は客 用にベ ランダ に,1つ は調理用 に主室 に,も う1つ は暖を とるために後
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室 におかれている。後室 に トイ レがつ くられてい るが,あ まり衛生 的でない[PARRY

1932:60-67]。

 〈24農 業 〉主要 な生業 は農業である。焼畑耕作 で,鍬 と斧,ダ オ(dao)と い う刀

を農具 と して使 用す る。焼畑 は1年 耕作 したあ と,5年 か ら6年 休耕地にする。農業

の開始 は12月 で,村 の首長 と長老 がどの場所が焼畑地 に適 してい るかを決め,そ のな

かで各家の者 が自分の耕作 地を選 ぶ。選んだ土地の0部 の木を伐 採 し,夢 によ ってそ

の場所が適切 かどうかを判 断す る。 きれいな水,魚,小 麦,調 理 したコメ,人 間の死

体な どがでて きたらいい夢 であ ると考え られ,動 物が トラに殺 された り,折 れたダ オ

や斧,死 んだ家畜,汚 ない水,ブ タやニ ワ トリが盗 まれた夢 は悪 い夢で,あ らたに焼

畑地を探さなければな らない。

 1月 か ら2月 に耕作 地が切 り開かれ,半 分伐採 した日,ま た全部の伐採が終わ った

日に儀礼 をおこない,ブ タを供犠 し,宴 をひ ら く。3月 なかばか ら4月 は じめに火を

か け,燃 や したあとに儀礼 をお こない,ブ タやニワ トリが供犠 され る。 トウモロコシ,

穀 類,キ ュウ リ,カ ボチ ャが播種 され る。4月 の末に籾を,1つ の穴 に10個 ずつ播 く。

全部,播 かれた時点で儀礼 がお こなわれる。2回 か ら3回,雨 季 の間に除草 する。10

月 末か ら11月 の半ばに穀物の収穫がお こなわれ る。稲は根 もとか ら引き抜き,乾 燥 し

てか ら脱穀す る。稲 を収穫 した後,赤 と黒色 の雌 ニワ トリを殺 し,そ の血を稲 におと

して,稲 とサ トウキビの霊 に対す る儀礼 をおこな う。タバ コ,ゴ マ,綿,藍 などもつ

くられる[PARRY 1932:75-80]。

 〈23 家 畜 飼養 〉家畜 は,ミ タ ン牛,雌 牛,ブ タ,ニ ワ トリを飼 っている。 ミタ ン

牛 は,婚 資 として もちい られ る。 ミタ ン牛 は,昼 間 はジャングル に放牧 され,夕 方,

塩 をなあに自分の持 ち主の ところに帰 って きて,夜 を過 ごす。雌牛 は,食 肉用と して

飼 われてい るが,乳 は汚な いもの と考 え られて いるので飲 まれ ない。 ブタは人糞の掃

除と供犠のために,ニ ワ トリは供犠 と卵 をえ るために飼 われて いる[PARRY l932:

164-165]。

 〈262食 事 〉食事は,1日3回 とる。 常食 は コメとチ リ,野 菜のつけあわせであ

る。油は使わず,水 だ けで調理する。 ラケール族 は,肉 を好み,ネ ズ ミか らゾウまで

さま ざまな種類 の肉を食べ るが,生 肉で は食 べない。 〈27飲 み物,薬 物,嗜 好品 〉

飲物 は,サ ーマ(sahma)と よぶ ライス ・ビールを飲む。 コメを煮て,小 麦の酵母を

くわえて発酵 させ,さ い ごに籾殻を くわえ たもの,こ れ とつ くり方 は同 じだが,籾 殻

を加え ないもの,蒸 留 してつ くるものの3種 類があ る。タバ コは,男 性 も女性 も好む。

男性 は,長 い竹製のパ イプを もちい,女 性は水 ギセルをつか う[PARRY l932:82一
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90]Q

 〈224狩 猟 とわな猟 〉狩猟 は,ス ポーツと して,ま た食料獲得のために盛んにお

こなわれ る。狩猟 のや り方には,獲 物のあ とをつ けて,こ っそ り忍び寄るや り方 と,

グル ープで狩猟 にで かけるや り方の2種 類 がある。武 器 は銃 が もちい られ,今 では,

弓矢 はめ ったに使 われない。 大型 の 動物を殺 した ら,動 物の霊 が来世 に旅立て るよ

うに,将 来,多 くの動物が とれるように,ニ ワ トリやブタを供犠 して儀礼を おこな う

[PARRY  l 932:136]。

 〈226漁 労 〉漁業 は,網 や罠を使 ってお こなわれ る。 網 は,ソ カウ(sokaw)と い

われ,女 性 はけ っしてつ くらない。小 さな魚 をと らえる罠 はチ ャオ(chhao)と よ ばれ,

タ ケを編 んでつ くられている。45セ ンチメー トルの直径で90セ ンチメー トルの深 さで

ある。大 きな魚をつ かまえ るときは,村 人が協力 して おこな う。最初に小屋 をたて,

タ ケと丸太で柵 をつ くり,流 れをせ きとめ,数 種類 の罠を しか ける。獲 った魚 は,全

員で分 ける[PARRY 1932:157]。

 〈462性 別 による分業 〉焼畑でつ くった綿を使 って 衣類 を つ くる。5月 に種 を播

き,12月 に花 が摘まれ る。紡績機 は,木 と籐でで きてい る。染色 は女の仕事 で,い か

なる部分 も男性 は手伝 つてはな らない。反対に,籠 づ くりは男性の仕事で ある。穀 物

を貯蔵,運 搬 するた めのさまざまな籠がつ くられ る[PARRY 1932:95-99]。

 〈77宗 教 的信仰 〉ラケール族 にみ られる信仰や宗教的観念,通 過儀礼 については,

パ リー(Parry)の 著 書に詳 しくのべ られている。 と くに,魂 や夢についての考え方が

独特であ り,一 部 には,プ ル ム族 の もつ観念 と共通す るものがみ られる[PARRY

1932]。 宗 教はアニ ミズムであ る。 宇 宙の運命 は,カ ザ ングパ(Khazangpa)あ るい

はカザ ングル ータ(Khazangleutha),パ チ ャパ(Pachhapa)と よ ばれ る宇宙の創造

者で ある神の手にあると信 じられている。カザ ングパは一般 的に空に住 む といわれ,

す べての父であ るとみなされて いる。 この神はすべての人 々を支配 し,彼 自身の意の

ままにす る。妻子がお り,食 べ物を食べ,ビ ールを飲 む とい った人間 と同 じような属

性を もつ と信 じられて いる。また,ザ ング(Zal19)と い うある種の守護神,保 護者 的

な神 も信 じている。男性 と女性があ り,男 性のザ ングと女性のザ ングと一緒 になった

ら,そ の2人 は結婚 するといわれる。 ル0ラ リィパ ス(Leurahripas)は 高 い山や崖,

深 い池に住 み,人 をつかまえて殺 す悪霊である。 すべての病気は この霊によ って 引き

起 こされると 信 じられて お り,そ れ故,人 びとは しば しば これ らに 供犠 をおこな う

[PARRY  l 932:349-350]。

 人 間の魂 は,大 きさや外見 がその人の身体 と似て いるが,み ることはで きない。 日
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中は人 々の身体 の中におり,口 か らはい るが,夜 になると,眠 っているあいだ,時 々,

魂 は身体 をはなれて さま よい歩 く。魂が さまよい歩 くので,人 間は夢 をみ,将 来 をみ

とおせ るので,夢 が ほん とうになるという[PARRY 1932:350]。

 〈784忌 避 とタブー 〉アナ(ana)と よばれ る禁忌 の観念があ り,あ ることを見た

り,お こな った りす ることが禁 じられ る。また,あ る男が供犠をお こなった とき,彼

とその家族 はa供 犠 の始 ま りか ら終 りまでパ ナ(pana)の 状 態で あるとい う。パ ナの

期 間は,仕 事 を して はいけない し,外 出もで きない。 その者 の家 の中へ誰 も入れない。

も し,家 へ入 った ら供犠 はや りなおさねばならない[PARRY I932:353-355]。

 誕 生,結 婚,死 に関す る信仰 や儀礼 は以下 のとおりである。

 〈844 出産 〉女性は,誰 しもサキア(Sakia)と い う0種 の精霊を もつ。 もし,あ

る女性が健康でなか った り,子 供がで きなかった りす るとサキァのせいに される。子

供が欲 しい女性は,こ のサキアに対 して赤 いニワ トリの供犠 をお こなう。妊娠中には,

食 べ 物に対す る制限 はみ られない。踊 ってはいけないとか大 きな川を横切 ってはいけ

ないなどの行動の制限は,多 少 みられ る。陣痛が は じま ると,妊 婦 は床にひ ざまず き,

梁 か らつ る した紐につかま って産む。経産婦 が,子 供 のへその緒 を削 ったタ ケで切 り,

冷 たい水で子供の身体を洗い,目 を さま させる。母親 はお湯で身 体を洗 う。難産の場

合 は,い つ もお産の軽い女性 がよばれ,ゆ でた卵をその安産の女性 か ら,難 産の女 性

に食べ るように手渡 して 「あなたの子供の出産が,私 と同 じように簡単であ りますよ

うに」 とい う。出産後,男 の子が生まれた場合 は10日 間,女 の子の場合 は9日 間,ナ

ウク トロ ング(nawkhutlong)と よばれ る状態 になり,そ の間,母 親 は家を離れては

いけない。 子供の父親 が仕事 にい くとき,竹 製の ピンを子供の手 において,「 私が働

きにい く場所へついて きてはいけない」 とい う。 これは,子 供 の魂が父 についてい く

のを防 ぐためである[PARRY l 932:378-.,]。

 〈852 乳 幼 児期,子 ども期における儀式 〉誕生後3日 間は,子 供は外 出で きない。

4日 目に斧 と料理 した コメを もって通 りにつれだ し,レ モ ンの木の棘か ヤマア ラシの

棘 で赤 ちゃんの耳たぶに穴 をあ け,耳 輪をつける。男の子 の場合 は10日 目,女 の子の

場合 は9日 目に,ラ デイ ド(radeido)と よばれ る儀礼が おこなわれ る。 男の子は弓矢

を もちいて,偉 大な戦士 になるように,女 の子 は葉 で編ん だ籠を もちいて,き つい仕

事に もたえ られ,強 い身体になるよ うに儀礼 がお こなわれ,ニ ワ トリが供犠 される。

この 日,子 供の 髪を切 り,8歳 か ら9歳 にな るまで,短 か くしてお く[PARRY l 932:

384-387]。

 〈553 命 名 〉最 後に髪を切 った 臼に,偉 大な戦士や祖先の名がつけ られる。 名前 は
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2つ つける。 名前が1つ だけであると,最 高神が名前を忘れて しまった ら,そ の存在

も忘れ られ,死 んで しま うといわれる。 名づ けは,ニ ワ トリが供犠 され,そ の脚 を子

供の手 に握 らせ,名 前を呼んで おこなわれる[PARRY 1932:390-392]。

 〈58 婚 姻 〉結婚にあた っては,息 子 の両親側か ら申 し込 む。 その際に,仲 介者 の

女性 にダオ(dao)と 呼 ばれ る刀を花嫁の両親 に贈物をわた して もらう。 これは,い

い夢を もた らす といわれる。ダオを もっていった夜 に,魚,き れいな水,銃,ダ オな

どの良 い夢 をみた ら,申 込みを受け,動 物 が トラに殺 された動物,死 んだヘ ビ,ブ タ

やニ ワ トリを盗 まれ るなどの悪い夢 をみた ら,申 し出を ことわる。 申 し出を うけて2

日か ら3日 してか ら,サ ーマ(sahma)と い う酒が用意され,仲 介者 と求婚者を よび,

婚 資について話 しあい,結 婚式の 日ど りを決 める[PARRY 1932:292-303]。

 〈585婚 姻儀礼 〉結婚式 の日,花 嫁 と花婿 の家 に友入が集まる。 このあ と,婚 資 の

一部であ るブタが殺 される
。花婿側が5頭 殺 した ら,花 嫁側 がお返 しに3頭 殺 さねば

な らない。 また,花 婿側か らお返 しがあ り,ブ タの やりとりがつづ く。暗 くな ると,

花 嫁 とその叔母の一行 が,花 婿の家へ出発 する。花婿の家につ くと,花 婿が花嫁 の叔

母に,道 路を横切 るためのダオや斧 をわたす。花婿の家でa花 嫁に対す るさまざまな

贈物が,花 嫁の叔母にわたされ る。花嫁 と花婿が酒の入 ったポ ッ トの側にすわ り,実

際の儀礼 がは じま る。仲介者が,酒 の入 ったカ ップを とりあげ,自 分の真鍮のヘア ピ

ンをつ け,ヘ ア ピンか ら酒をつ ぎ,花 嫁 と花婿 に飲む ようにわたす。 これ は,テ ィパ

ニ(tipani)と い われ,多 くの子供を授 か るよ うに,長 命,繁 栄を願 って おこなわれ

る。 この酒 を花嫁 と花婿が一緒に飲んだあと,あ つまった者 と一緒 に,飲 んだ り,歌

った りして夜を過 ご し,最 後に花嫁 は自分の家へ もどる[PARRY l932:299-302]。

 次 の 日,花 嫁の両親 は,花 嫁 と十数人 の友人をつれて,花 婿の家 に酒を もってい き,

仲 介者が婚資をす ぐに支払え るかたずね る。花婿 はで きるだけ支払 う。翌 日,再 び花

婿の家 に集 まり,宴 をおこな う。翌 々日,花 婿 の家で,白 いニ ワ トリを殺 して,穀 物

をた くさん得 ることがで きるように儀礼 をお こな う。花嫁 は,最 終的に花婿の家 へ移

る[PARRY 1932:303-304]Q

 〈775来 世 観 〉死は,カ ザ ングパ やル ーラ リィパが怒 って,人 間の魂を没収 する

ために おこるといわれる。人間が死 ぬと きや病気 にな った とき,魂 はブタや木 の中に

はい り,ブ タが人間の ように鼻をな らした り,木 が子供が泣 いて いるかのよ うな音を

たて るとい う。 これは,悪 い魂の場合 だけ起 こる。死 後,人 間の魂の行 き先は3つ に

わかれ る。野獣を殺 した人はペイ ラ(Peira)と い う楽園に行 き,ふ つ うの人は,ア ン

テ ィキ(Anthik�)に 行 き,病 気 や事故で死んだ人 はサ ウバ ウ(Sawvaw)と い うとこ
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うに行 くとい う[PARRY l 932:394-396]。

 〈764 葬 式 〉人 の死 が近づ くと床の中央 に寝か され,家 族が見守 る。遺体 は,お 湯

で洗い,上 等 の着物を着 せる。遺体はタケの上にマ ッ トをひいておき,コ メや料理 し

た卵を魂 が食べ るようにそばにお く。 アンテ ィキの魂に対 して,ミ タン牛 やブタが供

犠 され る。遺体 は,2日 か ら3日 家におかれ,毎 日,遺 体の口にコメ,肉,サ ーマが

あ たえ られる。死者の母方の叔 父がベランダに立 って,魂 をア ンテ ィキに行 かせ るた

めに,「 ア ンテ ィキへ安 らかに行け。家族の ことは心配す るな」 と叫ぷ。家の ドアと

梁 をダオで切 り,母 方の叔父が3回,ダ ンスをす る。他の人 々もつづ く。年長の男性

が歌い,宴 が おこなわれ る[PARRY 1932:399-400]。 夕 方,死 者 を埋葬す る。若

者が墓穴を掘 り,母 方の叔父が墓に入って,遺 体をいれ る。死 者の夫,妻 な どが遺体

をや さ しく叩 きなが ら,「 私の ことは心配す るな。 安 らかにア ンテ ィキに行 け」 と叫

墓穴を うめて,平 らな石を お く。埋葬 した 日に,死 者 の夢 をみた ら,そ の人 はまもな

く死ぬ といわれ る。 死者の魂が 村 をおとずれ,夢 のなかで 死者の 魂が その人の魂 に

会 い,ア ンテ ィキに 連れてい くといわれ る。 そのため,村 の人 は 死者 が こないよ う

に家の入 口に杵をお く。死者 は杵をヘ ビだ と思 い入 って こないという[PARRY l932:

401-403]。

 しば らくして,墓 には記念 の墓標 をたて る。 ロングフェイ(longphei)と よ ばれる

平 らな石 とタ ング リィ(thangri)と よ ばれる木の柱 をたて る。前者は,墓 の頂 上にお

かれ,四 隅を石で ささえ る。 後者 は,カ イメイ(Khaimei,学 名Schima Wallichii)

の若 い木 を切 り,皮 をはが して,彫 刻を し,ブ タの血 とヤ シの葉を燃 や した灰 をまぜ

て,色 を塗 る。タ ング リィは人間の形 をかたどり,死 者が男性の場合 は,首 がな く,

胴 体がその まま頭につなが り,女 性の場合は,菱 形の首で,首 飾 りをつけ る。頭部に

は,髪 をあ らわす 角 をつ ける。男性は1つ,女 性 は2つ である[PARRY 1932:414

-417;SHAKESPERE  l 912:222-224]。

                                (八木 祐子)
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メ イ テ イ(Meitei, Meithei),マ ニ プ リ(Manipuri),メ ク レ(Mekle),カ テ

(Kathe),モ グ ラ イ(Mo91ai)

 〈101 ア イデ ンテ ィフ ィケーシ ョン〉マニプールの河谷平野 を 中心 に住むマニプ

ール州の主要部族で
,ア ッサ ム人 か らは,メ クレ(Mekle, Mekheli),ビ ル マ人 か ら

は,カ テ(Kathe),ベ ンガル入からは,モ グ ライ(Mo91ai, Moglie, Moglau)と 呼

ばれ,ま たマニプール人(Manipuri)と もいわれる[PEMBERToN 1835:19;GATE

1891:321]。 生 活習慣,信 仰 形態 などさまざまな面 において,ヒ ン ドゥー教 の影響が

色濃 くみ られ るのが,こ の部族の特色であ り,他 の クキ ・チ ン諸族 に,強 い影響を与

えている。

 メ イテイ族 は,1961年 の セ ンサスには,指 定部族 として記載 されていないが,ク キ

・チ ン諸族のなかで,大 きな影響力を もち,人 口も約50万 人 と非常に多いので ,本 書

にとりあげる ことに した。

 〈112 参 照 された文献 〉メィティ族 の記述 にあた っては,お もに,1908年 の ハ ド

ソン(T・C・Hodson)の"The Meithei"と,1961年 の イ ンド政府 によるヴ ィ ッレ

ジ ・サーベイ ・モ ノグ ラフ ・シ リーズのイテ ィング(Ithing)村 に 関する文献を参考

に した。 イテ ィング村 は,イ ンパ ールの南西47キ ロメー トルにあ るロタ(L)ktak)湖

に うかぶ小島の小高い丘にあ る。人 口は,調 査時 において417人 で,す べて ヒン ドゥ

ー教徒であ る[HODSON 1908;SINGH 1965a]
。

 〈173口 碑 ・伝説に よる歴史 〉メイテイという部族 名 は,ミ ー(Mii人 間)と テ

ィ(Thei分 離す る)か ら由来 しているという[HoDsoN l908:10ユ 。 マニプール河

谷は もともと,ク ームル(Koomul),ル ー ア ン(Looang),モ ィ ラン(Moireng),メ

イ ティなどの多 くの部族 によって 占め られて いた。 しば らくの間,ク ームルがもっと

も勢力 をもち,そ の衰退 のあ と,モ ィラン族が勢力を もった。 しか し,メ イテイ族 が

すべての勢力 をおさえ たと きには,メ ィティの名がすべ ての部族に適用 され た。18世

紀の ヒンドゥー教 の浸透 によって,メ イテイ族 は,自 分たちが ヒン ドゥーの出自で あ

ると主張す るよ うにな った。 彼 らは,古 い国名のムニポール(Munnipore)は,『 マ

ハ ーバ0ラ タ(Mahabharata)』 に よって確定 され ると言 う。 ムニ(muni)は,宝 石

を意味する。バ ブ ラ ・ババ(Babra baha)と い う王が,宝 石 を手 にいれ,そ の さいに,

マ ヒ ンドラポール(Mahindrapore)と し・う国名が,ム ニポールに変わ ったという伝

説を もつ。 ナガ(Naga)諸 族 との関係 も指摘 されている[HoDsoN l908:6-7]。

 ま た別の説 もあ る。 もともとメィティとい う名前 は,マ ニプール河谷で もっとも勢
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力 をもつ クランの1つ であ ったニ ング トゥジャ(Ningtho吋a)に 対 して適用された。

紀元33年 か らマニプールの記録 された歴史がは じま って いるが,数 世紀のあいだ,多

くの公国 として,マ ニプール河谷を分割 していた7つ のクランによ って支配され,こ

れ らのクラ ンは七 国連合 をつ くっていた。七国連合は,し だいにニ ング トゥジャに合

併 してい った。 しか し,ク ラン自体は,生 きの こった。河谷の人 々に とっては,メ イ

テイ とい う言葉は,7つ の クランに属する人 々の誰 にで も適用 され る。部族のい くつ

か と,マ ニプールにの ちに居住 したブラー ミン(Brahmin)の 多 くは,こ れらの クラ

ンの一 つに吸収 された。 メイテイの名称 は,本 来のマニプール人 自体のあいだで使わ

れ るときは,マ ニプ0ル 河谷 のヴ ァイシュナヴ ァ派の ヒン ドゥー教徒を意味 し,マ ニ

プールの外で は,マ ニプ ールの血統を もち,母 語が マニプール語であ るすべてのマニ

プール人 に対 して適用 される という[GONSTANTINIr l981:37-35]。 他 に もペ ンバ

ー トン(Pemberton)に よれば,13世 紀 か ら14世 紀 に,中 国の北西部 から移住 してき

たタタ ール(Tartar)人 の 子孫 であるともいわれる[PEMBERToN I835:36]・

 〈175記 録 された歴史 〉マニプール年代記 には,紀 元30年 か ら1714年 にか けて47

人 の王を数え る。 しか し,18世 紀 まで は,史 実 と して不確 かであ る。18世 紀以降のメ

イテイ族の歴史を述べると,1714年 に,ナ ガ族 の一首長であ った といわれるパ ムヘイ

バ(Pamheiba)が,養 父 チュライ ロンバ(Ghurairomba)王 を殺 し,王 位 を 継承 し

た。 パ ムヘィバ 王 は,ヒ ン ドゥー教 に 改 宗 し,名 もガー リブ ・ナワーヅ(Garib

Nawaz貧 者 の保護者)と 改 あた。1724年 か ら1749年 の 間に,ビ ルマに対 して戦争を

しかけた。 この間,ナ ワーヅは,息 子 に殺 され,短 期間の王位継承が続 く。1755年 と

1758年 に は,ビ ルマ側が侵入 し,一 部,ビ ル マに併合 された。

 1762年,マ ニプ ール王のジ ャイ ・シン(Jai singh)に よ って,イ ギ リス政府 との間

に条約 が締結 され,イ ギ リスは,マ ニプールの失地 回復を援助することを約束 した。

1765年,ビ ル マがマニプ ールにみたび侵入 し,ジ ャイ ・シンは,カ チ ャールに敗走 し

た。1768年 に アホム王の ジュスバル ・シン(Jyusbar singh)の 援 助を得て,ジ ャイ ・

シンは,王 位 に復帰 した。その後,ビ ルマ人 と和解 した。1799年,ジ ャイ ・シンは没

した。3男 のチ ャル ジ ッ ト・シン(Cha増it Singh)が カチ ャールに侵入 した。

 1823年,ピ タムバ ール ・シン(Pitambar Singh)が マ ニプールに侵入,王 を 名の

る。 チャル ジッ トは,カ チ ャールにおける権 益を東 イン ド会社へ渡 した。 また,ゴ0

ビ ン ド・チ ャン ドラ(Gobind Chandra)が,イ ギ リス政府の援 助によって,カ チャ

ールの王位に復 した。

 チ ャル ジ ッ トの弟 の ガ ンビール ・シン(Gambhir Sillgh)は,マ ニプ0ル および
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クボ河谷 の領有を宣言 し,1826年 の ヤ ンダボ(Yandaboo)条 約 に より王位 が確定 し

た。1834年 の彼の死に際 して,息 子 のチ ャン ドラ ・シン(Chandra Singh)が 後 を継

いだが,未 成年 だったので,ヌ ル ・シン(Nur Singh)が 摂 政 となった。以降,ヌ ル ・

シ ンの0族 が摂政をつづ けた。 チ ャンドラ ・シンが1890年 に退位 し,1891年3月 に,

マ ニ プ ー ル は,イ ン ド政 府 の 手 に 渡 った[GAIT 1905:321-325;PEMBERTON

l835:37]o

 〈19言 語 〉言語 は,チ ベ ッ ト・ビルマ語族 の クキ ・チ ン語 群に属す るが,カ チ

ン語 とクキ ・チ ン語の媒介語であ るともいわれ る。 また,ナ ガ諸語 とも関係が ある

[GRIERsoN 1927:72;HoDsoN l908:155-156]。

 〈618 ク ラ ン〉メイテイの社会組織は,サ ライ(salai)と よばれる7つ のクラ ンに

わ か れ て い る。Ningthouja(Ningthaze), Kumul, Luang, Angom, Moirang,

Khabananba, Chengleiの7つ であ る。 もとは,10の サ ライがあ ったとい う。 サラ

ィの それぞれは,Yumnaksと い う多 くのサ ブグループで構成 されてい る。 〈621 コ

ミュニティの構 造 〉社会 は,王(raja)を 中心 と した封建 的構造 をもち,奴 隷 も存在

した[HoDsoN l 908:73]。 シ ン(Singh)の 記 述に よれば,サ ライはイ ンドのゴ ー ト

ラ(gotra)に 対 応 し,こ の同一化は,ヒ ン ドゥー教へ改宗 したためであると指摘 して

いる[SINGH 1965a:4-5]。

 〈142 身体 諸形質の情報 〉 メイテイ族 の 一般的 な顔 立ちは,モ ンゴロイ ド系 に

属 して いるが,彼 らのなかに は,ア ー リア系 などの多様 な姿 がみられ る[HODSON

l908:2-3]。 ダ ス(Das)に よれば,メ ィティは,ア ー リア系 に近 く,少 女 たちは,!

白 い肌で,褐 色がかった黒い髪,茶 色の眼,赤 い頬 であるとい う。男性 は,強 健 で,

筋 肉質の立派な体格を もち,広 い胸 とよ く発達 した下肢を もつ[DAs l986:98-99]。

 〈29 服 装 〉服装 は,男 性は,ド ーティ,ク ルタ,シ ャツを着て,時 々,チ ャッダ

ル とい う布をはおる。冬 には,キ ル トとなかに詰 めものを した コー トを着 る。靴 はめ

ったにはかない。女性 は,暑 い ときに は,フ ァネ ック(fanek)と い う一枚の布を,脇

の下や胸の上で0回 半巻 き,腰 の部分でひだを とってとめる。 ファネ ックは,綿 と シ

ル クでで きてお り,さ ま ざまな色の縞模様を している。 フ ァネ ックの上に白い布 を着

る。寒 い季節 には,長 そでの短 かい上着を着 る。思春期 まえの少女 は,下 は ファネ ッ

クを着て,上 は裸で ある[DAs l986:99-100]。 ハ ドソ ン(Hodson)は,王 族 が着

る ドーティ,役 所 に 勤め る人が着 る ドーテ ィな ど4種 類の ドーティ を 報告 して いる

[HoDsoN l908:15]。 〈301装 身 具 〉装身具 は,イ ヤ リング,ネ ックレス,ブ レス

レッ トを身につ ける。両方の鼻孔 に,金 の ピンをつ ける。男性 は,イ ヤ リングをつ け
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る[HoDsoN l908:18-19]。

 1960年 代 の段階 でも,イ ティング村 では,西 洋的な服装 はあま り普及 して いない。

長いズボ ンを はいてい る生徒をのぞ いて,男 性は,ふ だんは市場で買 った綿の ドーテ

ィと シャッを着て いる。 家 では,ク ディ(khudei)と い う腰布を着 る。女性 は,儀 礼

のさいには ファネック ・マパ ンナイバ(fanek mapannaiba)と よ ばれる綿でで きた

縞 の布 をスカー トと して着 る。縁 を伝統的な文様で刺繍 し,黒,赤,白,青,緑 の縦

縞が入 っている。他の ファネ ックは,単 色で,ふ つう赤,青,黄,緑 で ある。年長の

女性だ けが白のフ ァネ ックを着 る。ブ ラウスの着用は,大 戦後の現象であ り,未 婚の

女性が着 る。 〈302身 だ しなみ 〉髪は男性 は短か く切 り,女 性 は長 くのば して,後

頭部で髭をつ くっている。装身具は,金 の飾 りが好まれ,最 近では イ ミテー ションと

プ ラスチ ック製 品が安 いので好まれている[SINGH l965a:7]。

 〈342住 宅 〉メイテイ族 の集落 は,1か 所 に集 中 していない。 家屋 は,金 持 ちの

家 は大 き く,柱 は木でで きて いるが,貧 しい ものの家はタケでで きて いる。家の壁 は,

土 と牛 フ ンを混ぜ た漆喰を ぬ り,屋 根は草 で葺 いてある。すべての家 は,東 向 きに建

て られ,屋 外 にベ ランダがある。家 には,窓 がな く,ベ ランダと家 の北側に ドアがあ

る。 炉 は,北 西 の隅 にある。 家のなかは,部 屋 ごとに仕切 られて いない[HODSON

1908:25-26]。

 1961年 の モノグ ラフによ るイテ ィング村の家屋構造 も似通 っているが,ヒ ン ドゥー

教 の影響 が濃厚であ る。家は,東,北,南 の どちらかを向いて建 て られなけれ ばな ら

ない。家 をつ くるにあた っては,吉 兆 な日を星 占い師にみて もらい,ジ ャ トラ(jatra)

と い う大黒柱 を,ブ ラー ミンが プージャをおわった直後 にたて る。骨格は,タ ケ と木

でつ くられ,壁 は,土,泥,牛 フンと小 さ く切 った麦藁を混ぜた ものをぬる。屋根 は,

タケ とタケを裂 いた板でつ くられ,イ ー(ee)と い う長 い草の一種で葺かれる。ベ ラン

ダ は,床 の4分 の1か5分 の1の 大 きさで,客 と話 した り,軽 作業を おこな う場所で

ある。窓 はめったにつ くられ ず,時 々,後 ろや側面の壁 に勝手 口がつ くられ る。 どの

家 も内部 は分割 されていない。炉 は,壁 の隅にあ り,清 浄 な場所であ ると考え られ,

ここには,沐 浴 して,絹,羊 毛,あ るいは洗 った綿の衣類 を着 てか らで ないと入れな

い [SINGH  l 965a:5-6]。

 <262食 事>18世 紀 の は じあに,ヒ ン ドゥー教が普及 してか ら,メ イテイの食習慣

に変 化がみ られた。以前には,雄 牛の犠牲に よる宴 やアル コールの飲酒 などがみ られ

た[HODSON l908:47]。 現在 では,動 物の肉やすべての酒の飲食 は禁止 されて い

る。魚は食 べる。食事 は,昼 と夜 の2食 で あ り,コ メを常食 と して いる。 キ ャベツ,
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カ リフラワー・マスター ド,カ ボチ ャ,ヒ ョウタ ン,マ メ類,ジ ャガイモなどの野菜

が もちいられ,さ まざまなマメ類 のつ けあわせが好まれ る。湖で とれ るヒシ類 も食べ

る。料理には・ ギーで はな く,菜 種油を もちいる。 〈27飲 み物,薬 物 ,嗜 好品 〉紅

茶や ミルクも飲 まれ るが,多 くの人は,サ トウキ ビジュースを好 む。男性 も女性 も年

齢に関係 な く,タ バ コを吸い,買 う余裕 のない人 は,ビ リーか水煙草を吸 う[SINGH

1965a:8]o

 〈24農 業 〉メイテイの主要な生業 は,農 業 と漁業 であ る。農業に関 して,ペ ンバ

ー トン大尉 は
・「この国(マ ニプール王国)の 農 産物 は,ま ず常食 となるコメであ り,

土 が肥 えて いるのでよ く成熟す る。 タバ コ,サ トイモ,イ ンディゴ,マ スター ド
,マ

メ類・阿片 もまたつ くられている。 ヨー ロッパ菜 園の もの もまたみ られる
。 ジャガイ

モ,キ ャベツ,ニ ンジン,テ ンサイ,カ ブ ラなどである。 リンゴ,ア ンズ,イ チゴ,

ライム,ラ ズベ リー,ザ クロ,グ アバ,マ ンゴー,ジ ャ ックフル0ツ が河谷のいたる

と ころでみ られる。」 と報告 して いる[PEMBERToN 1835;29-31]。

 2月 の は じめに黎耕がお こなわれ,3月 か ら4月 に種がまかれ る。6月 か ら7月 に

苗が耕作地 に移植 され、11月 か ら12月 に実 った稲を刈 り取 り,殻 竿で脱穀 する。<23

家 畜飼養 〉家畜 は,バ ッフ ァローと雄牛 を耕作用 に飼 っている。雌牛 は,乳 牛 として

飼 っている。最近で は,乳 と ヨーグル トを近 くの市場で売 って,現 金収入を得て いる

[HoDsoN l908:39-43;SINGH l965a:13-14]。

 〈226漁 労 〉漁業 は,ロ タ湖を 中心にお こなわれて いる。 ロタ湖 は,マ ニプール全

体で最大の漁場であ り,マ ニプールで産 出され る漁獲 高の60パ ーセン トを供給す る。

しか し・適切 に組織化 された漁業 はみ られない。漁業には,男 性 も女 性 も従事 して い

る。女性 は,イ ーン(een)と い われ る網漁に巧 みである。 これ は,四 つ手網で,平 均

的な大 きさは・1・2×3メ ー トルである。男性は,ロ ングタ ライ(longthrai)と い う網

を使 う。直径2・4メ ー トルか ら3メ ー トルのU字 型を した網で,タ ケが網の縁 につけ

られ・長いタケが,縁 を横切 って とりつ けられて いる。また,タ イジェプ(taijep)と

カボル(kaboru>と い う罠 が浅瀬で使われ る。前者は,小 さい丸 いタケでつ くられた

長方形 のかたちを した罠である。6×2.7メ ー トルの大 きさで,片 方には,バ ル ブが

ついている。後者は,円 筒状で,両 側が先細 り してい る
。 一方が,7.5セ ンチメ ー ト

ルの開口部を もち,も う片方 は閉 じている。罠の 中央部 に10セ ンチメ0ト ルのバ ル ブ

がつ いている[HoDsoN l908:45;SINGH 1965a:14]。

 〈286織 布 〉女性た ちの仕事 には,織 物がある。 どの家に も織機 がある。 ほ とん

どが自分の家で使 うためにつ くられ る。 スカ0ト としての フ ァネ ックや綿の ショール
,
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ス カーフがつ くられる[SINGH 1965a:15]。

 〈843妊 娠 〉妊娠か ら出産までは,次 の ような信仰 と儀礼がみ られ る。 生理の停

止が妊娠 の証拠だ と思われ,吐 き気を感 じた り,酸 っぱ いものが食べた くな ったら,

2か 月頃だと考え られ る。妊 婦は,流 産を さけ るために苦 いものを食べてはな らない。

産婦 とその夫 は,双 子を さけるために,双 子 のバナナを食べてはな らず,イ ヌやネ コ

の家畜を叩いた り,ヘ ビを殺すべ きではないとされている。動物に対する虐待は,子

供を不具にす るといわれて いる。〈844 出産 〉出産は,夫 の家でお こなわれ,マ イ ビ

(maibi)と い う産婆が介助 し,と がったタケでへ その緒を きる。 誕生 した子供 は,お

湯で洗 う。男性 は,出 産時 には,そ の場か ら離れて お くよう要請 され る。

 〈788 儀 礼 〉出産後,家 族 には11日 間,不 浄 がのこるとされる。6日 目に,友 人や

親戚を招待 して,ブ ラー ミンに よってスワスティ(Swasthi)女 神 をまつるプージャが

お こなわれ る。 プー ジャのあ いだ,子 供 はやわらか くて きれいな布に寝かされ,あ ら

ゆる招待者が,子 供 にお金を あげる。母親の兄弟が,弓 と5本 の矢の ミニチュアをか

かげ,弓 を北東,北 西,南 東,南 西の方向へ射 る。5本 目は,最 初 に天に向け,次 に

地に向け られ る。 それか ら,弓 矢 を拾 って,家 の中へいれ る。 この儀礼は,そ れぞれ

の方向の悪霊を防 ぐ意味があ る。12日 目の朝 に,浄 化儀礼が ブラー ミンによ ってお こ

なわれる。 この 日,料 理用の土 の壺 は壊 され,金 属製 の食器 はきれいにされ る。 家の

内部は,水 と牛 フンで浄化 され る。 ブ ラー ミンが母親 と子供 と家の 中に,ト ゥル シイ

(tulsi)の 葉 が入って いる聖な る水をかける。一か月のあいだ,母 親の食事 は,コ メ,

焼 魚だ けに制限 され る[SINGH l965a:9]。<881思 春 期 と イニ シエーシ ョン[成

人式1>ま た,男 の子 の場合 には,20歳 に達 する頃に,聖 紐式 がおこなわれる[SINGH

l965a:9-10]o

 〈582婚 姻 規制 〉結婚 は,ク ラン外婚制であ る。 夫 と妻は異 なるクランに属 さね

ばな らない。 外婚 制の違反 は,憎 しみを意味する イ ェック(yek)と して軽 蔑され,

社 会か ら追放 され る。 姉妹の夫の クランとの 結婚 は 制限 されない[SINGH 1965a:

10]。 ま た,1900年 は じめのハ ドソン(Hodson)の 報 告 によれば,ク ランごとに,婚

姻の相手の クラ ンがそれぞれ決まっていた。Angomは, Khabananba, Moirang,

Luangと 結 婚す るこ と は 許 され なか った。 〈595複 婚 〉メイテイ族 は,以 前 は一

夫多妻制 をとって おり,王 に は3人 の正妃 が お り,ほ かに108人 の 妻がいたという

[HODSON l908:75]。

 〈583婚 姻 の様式 〉結婚 の形態 には,2種 類 がある。見合いによる結婚 と駆落 ちに

よる結婚である。見合 いに よる結婚は,若 者 の両親が娘の家に行 き,結 婚の申込み を
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する。娘の両親が同意 したら,星 占いで相性を うらな う。相性が よければ ,婚 姻 の準

備 がすすめ られる。 ヘイタバ(heithaba)と い う儀礼 が結婚式 に先立 ってお こなわれ

る。若者の母親と親族の女性た ちが,甘 いお菓子や,ベ テル,果 物を もって娘 の家 に

行 き,婚 約を確定 する。 〈585婚 姻 儀礼 〉結婚式 は,占 い師 によって指定され た吉

兆の 日の夕方 に,花 嫁 の家で おこなわれ る。 この 日,花 婿 は,白 い ドーテ ィ,白 い長

そで シャツ,白 いタ ーバ ンを着 て,白 い綿の シ ョールで身体をつつむ。一方 ,花 嫁 は

ポ トロイ(potloi)と い う花嫁衣 装を着 る。 この衣装 は,た が骨で広 げたスカー トと

深緑 の ビロー ドのブ ラウス,頭 飾 り,綿 の シ ョールで構成 され,さ まざまな装飾品 も

身につ けて いる。

 花 婿 の一行 は,吉 兆 な時間 に家を 出発する。花嫁の母親が,花 婿 を抱 くように して

出迎 え,席 にすわ らせ る。花嫁の父親は司祭 に補助 されて,中 庭の 中央で プージャを

する・花嫁 は,花 婿の左手にすわ り,花 嫁 の手が花婿の手 にかさね られ る。花嫁 は,

右 回 りに・花婿の まわ りを7回 歩 く。1回 まわ るご とに,花 嫁 は,花 婿 に両手に も っ

た花をなげる。花嫁 には,花 飾 りが与え られ,花 婿 がその1つ を抜 き取 って,花 嫁の

首 にさす。 このあ と,2人 の衣類の端が結ばれ,近 親者 につ きそわれて家 にはいる。

花嫁 と花婿が甘いお菓子 を交換 し,花 婿の一行 は,花 嫁の家を去 る。花嫁 は,友 人 ,

親 戚 によってつ きそわれ,夫 の家へす こ し遅れて到着す る[SINGH l965a:10-11]。

 駆 落 ちによ る結婚で は,ヘ イタバはお こなわれ ない。 駆落 ちを した夜に娘の親 へ知

らされねばな らない。花嫁の両親は,花 婿の両親をふ くむ村の年長者た ちの前で花嫁

の承諾を聞 く義務 をもつ・駆落 ちのあ と,ロ ウカ トパ(loukhatpa)と い う儀礼 が花嫁

の家でお こなわれ る。 この儀 礼では,両 方の家族 が客 を招 き
,花 婿の両親 と,花 嫁,

花 婿 と招待客が花嫁の家へ向か う。花嫁,花 婿は花嫁の両親 に敬意を表 し,花 嫁 の父

親は・花婿の父親に,息 子 と娘 が夫 と妻 とな った結 びつ きに,満 足 の意を表明す る
。

花 嫁の父親 に衣類,衣 装箱,食 器 などが贈 られ る。婚資の習慣 はない。 ソロ レー ト婚

は禁 じられて いない。〈587 再 婚 〉離婚 と再婚 は許 されて いない。若者 は20歳 以下 ,

娘 は14歳 以 下での結婚 はみ られ ない。 〈428相 続 〉相続 は,末 子相続で ある[SINGH

1965a:11]。

 〈764葬 式〉葬式については,次 のような信仰と儀礼がみられる。家屋内で死がお

こると不浄となるので,臨 終が近づ くと,家 から運びだされ,庭 の右手に仮設された

小さなワラ小屋のなかに,頭 を北に向けておかれる。死者には,新 しい衣服が着せら

れる。男性であれば,タ ーバンを身につけさせる。櫛,鏡,米 粒,野 菜が棺桶にいれ

られ,コ インが口のあいだにはさまれる。遺体は,4人 の男性によって墓地へはこば
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れ,頭 が北 の方角に向け られて丸太の上 におかれ,火 がつけ られ る。額の骨の一部が

はずされて,近 くに埋 め られ る。灰 を土 に埋 めて,参 列者 は沐浴 して家へ帰 る。家に

到着す ると,火 をまたいで彼 らの あとについて きた悪霊を追 い払 い,再 び沐浴す る。

 男性 の近親者(息 子,兄 弟,孫)が 喪主 となる。死後,5日 目に,ア ステ ィ ・サ ン

チ ャイ(asthi sanchay)が お こなわれる。 この 日,喪 主,ブ ラー ミン,親 戚,友 人,

男性 の歌手 グル ープが墓地へ向か う。歌手 が歌を うたい,ブ ラー ミンがプージャを お

こな う。葬式 の日に埋 めた額 の骨の一部 が,喪 主 によって掘 り返 され,布 の一部 につ

つまれる。骨 は,シ ュラッダ儀礼までベ ランダ の壁にぶ らさげ られ る。 シュラ ッダ儀

礼の後,骨 は小 さな竹籠 にいれ られ,家 の隔離 された場所 におかれ る。塩 は2日 間,

魚 は シュ ラッダ儀礼 がすむ まで,食 べることがで きない。12日 目に,浄 化儀礼 がおこ

なわれ,死 者 の家の内部 とまわ りに,ブ ラー ミンが水をま く。13日 目は,午 後 か ら2

時 間か ら3時 間,シ ュラッダ儀礼が おこなわれる。 ブラー ミンが,プ0ジ ャをお こな

い,死 者の家族 は,友 人や親戚 をまね きコイ ンをすべての人に配 る。 あとで,食 事 も

あたえ られる[SINGH l965a:12]。

 〈77宗 教 的信仰 〉宗教 は,す でにのべたよ うに,パ ムヘ イバ とい う王の治世に,

ヒ ンドゥー教に改宗 された。 最初 は,古 い宗教の司祭で あるマ イバ(maiba)た ちに

よって支持 された王族の反対があ ったが,チ ャン ドラ ・シ ンの時代 に布教が強化 され

た。 ヒンドゥー教 がはい る以 前は,ア ニ ミステ ックな神の信仰がみ られた。 ラム ・ラ

イ(Lam lai)と いわれる雨 をつ かさどる神,ウ マ ング ・ライ(Umang lai)と い うジ

ャングルの神,イ ムング ・ライ(Imung lai)と い う個 々人の生死 にかかわ る神,そ し

て各 クランの神 などが主要 な神であ った。 これに加えて,山 道,湖,川 に精霊が住む と

信 じられていた[HoDsoN 1908:95-99]。 イ テ ィング村の村 人は,ヴ ァイシュナヴ

ァ派の ヒン ドゥー教徒であるが,サ ナマ ヒ(Sanamahi)と レ ェイマ レン(Leimaren)

とい う固有 の神 も信仰 している。 これ らの神 々は息子 と母親の関係 にあ るといわれる

が,こ れに関する特別 な神話 はみ られない。 サナマ ヒとレェイマ レンは,家 の後方に

まつ られているが,具 体的な イメージ はみ られない。 ク リシュナ の生誕祭や ドゥル

ガ ・プー ジャ(Durga Puja),ホ ー リー(Holi)と 対 応す るヤオサ ン(Yaosang)と い

う祭 も行 なわれ る0方,ラ イ ・ハ ラオバ(Lai Haraoba)と い う非 ヒン ドゥー的な祭

もお こなわれる[SINGH l965a:49-50]。

                                (八木祐子)

316


